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変更経歴

ver 2.25-150308 新規作マニュアル　成

ver 2.32-150726 wx.version-3.0（ubuntu15.04）が悪に対応。
topoSetEditorのコマンドををOF-2.3に対応。

繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理用してまとめている為、実際に試す事ができのresulyTyoe「sets」「zones」を追加
runParallelに preserveの設定を追加を追加
createBaffles220を修正（空patch作マニュアル　成部分を削除）を削除）が悪
これにより返し処理用の、基本的にtopoSetEditor、基本的に並列処理、基本的に内部patchに関する部分のみ修正。するツール。部分を削除）のみ修正。修正。
paraFoamによるツール。multiRegionCaseの確認方法の例についてを追加
インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール方法の例についてを修正

ver 2.33-150809 TreeFoamのバージョンの記録方法の例についてを変更。
multiRegionの材料設定を追加方法の例についてを追加。これに伴いマニュアルの一部を修正。いマニュアルの一部を修正。

ver 2.34-150918 mesh作マニュアル　成の区分を削除）にwallを追加。

ver 2.35-151010 mesh作マニュアル　成の区分を削除）にempty, symmetry, symmetryPlane, wedgeを追加。
cfMeshによるツール。mesh作マニュアル　成を追加。
gridEditorに cellクリア（空白cell作マニュアル　成）が悪を追加。
「#includeEtc」に対応。

ver 2.36-151212 ubuntu-15.10、基本的にOpenFOAM-3.0.0への対応。
setFields、基本的にmapFieldsに新たな操作方法の例についてボタンを追加。
helyxOSを操作マニュアル　マニュアルから削除。削除。
操作マニュアル　マニュアルは、基本的に基本的ににOF-2.4で操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。が悪、基本的にここにOF-3.0.0の場合をを
追加した。

ver 2.37-160602 sshfsによるツール。サーバ接続、基本的にloginシェルを追加。

ver 2.40-161106 snappyHexMeshの並列処理追加。
server間、基本的にserverと local間のfileや folderのコピー追加。
FOCUS用してまとめている為、実際に試す事ができのJob管理ツールを追加。

ver 2.40-170226 FOCUS Job管理ツールに実行しているしているツール。Jobの「log表示」、「」、基本的に「plotWatcher」の
ボタンを追加。

ver 2.41-170424 gridEditorを server用してまとめている為、実際に試す事ができに対応させるツール。。

ver 2.42-170809 複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のサーバに接続で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、に修正。名古屋大学CX400用してまとめている為、実際に試す事ができのJob管理ツール追加。

ver 2.43-170928 OF-5.0への対応。名古屋大学FX100用してまとめている為、実際に試す事ができのJob管理ツール追加。

ver 2.44-180624 folderコピー貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、時、基本的にdesktop名を確認するツール。様に工夫したものが、に修正。
ubuntu-18.04対応（警告発生するツール。為。）が悪
folder構成読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用のアルゴリズムを見直し、処理を高速化（を見直し、処理を高速化（し、基本的に処理を高い。これを少しでも改善する為に、速化（local、基本的にserver共）が悪

ver 2.45-190303 multiRegionの caseの処理方法の例についてを修正。
TreeFoamの log表示」、「用してまとめている為、実際に試す事ができtextBoxの表示」、「処理をwxPythonの versionに合をわせるツール。。
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1.　TreeFoamとは

OpenFOAMを使いやすくする為のいやすくするツール。為のGUIツールで操作できるツール。、基本的に代表的にには以下の機能を備えている。これら機能がの機能を備えている。これら機能がを備えているツール。。これら削除。機能を備えている。これら機能がが悪GUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。
行しているえるツール。ので操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（感的にに操作マニュアル　で操作できるツール。き、基本的にcaseフォルダの管理も改善する為に、しやすくな操作方法の例についてるツール。。

1)　caseが悪ツリー表示」、「されるツール。。
2)　ツリー上で操作できる様に工夫したものが、にsolver名や計算結果の確認フォルダ（数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学字フォルダ）の数等のフォルダ）が悪の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学等ののcaseの概略が表示されるが悪表示」、「されるツール。。
3)　FreeCAD、基本的にsalome-Meca、基本的にparaViewのランチャを備えているツール。。
4)　salome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュをFoam形式に変換する例に領域名ごと変換する例で操作できるツール。きるツール。。
5)　Dictファイルを意識せずに、せずに、基本的にsnappyHexMeshや cfMeshで操作できるツール。メッシュが悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。
6)　gridEditorを使いやすくする為のってOpenFOAMの境界条件を変更する場合が悪表形式に変換する例で操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。
7)　topoSetEditorを使いやすくする為のって、基本的にcellの抽出、基本的に加工が悪容易にできる。にで操作できるツール。きるツール。。
8)　TreeFoamや gridEditorは、基本的にマルチタスで操作する為、操作性（生産性）が悪クに対応しているツール。為、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学起動して、基本的にお互いに互いにいにcopy &

     pasteが悪可能を備えている。これら機能が。またTreeFoamと gnome（nautilus）が悪間で操作できるツール。、基本的にファイルのcopy & pasteも改善する為に、可能を備えている。これら機能が。
9)　計算サーバを接続して、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。サーバ内のJob管理が悪で操作できるツール。きるツール。。（FOCUSのみ修正。）が悪

TreeFoamで操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。アイコンは、基本的にgnomeに標準で操作できるツール。装備されているツール。アイコンとsalome-Meca、基本的にparaViewの
アイコンをTreeFoam/iconsフォルダ内にコピーして使いやすくする為のっているツール。。

利用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。ユーティ流れ（ティ流れ（プログラムを見直し、処理を高速化（は、基本的にpyFoamと OpenFOAM標準のユーティ流れ（リティ流れ（を使いやすくする為のっているツール。。また
CAELinuxで操作できるツール。配布された「された「unv2gmsh.py」「unv2x.py」に関する部分のみ修正。しては、基本的にこれをTreeToam/binフォルダにコピーし
て使いやすくする為のっているツール。。
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2.　インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール方法の例について

TreeFoamは、基本的にUbuntu（gnomeデスで操作する為、操作性（生産性）が悪クトップ）が悪とwxGladeの環境下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。、基本的にpythonと bashシェルスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを
使いやすくする為のって開発しているツール。ので操作できるツール。、基本的にこの環境下の機能を備えている。これら機能が（wxGlade、基本的にpython2.7以上で操作できる様に工夫したものが、）が悪で操作できるツール。あれば、基本的に基本的にに作マニュアル　動するツール。。

2-1.　動作マニュアル　環境

以下の機能を備えている。これら機能がの環境が悪整えば、えば、基本的にTreeFoamを定を追加めら削除。れたfolderにコピーするツール。だけ時、で操作できるツール。作マニュアル　動するツール。。また、基本的にこれ以外にに
TreeFoamの操作マニュアル　対象であるで操作できるツール。あるツール。OpenFOAM、基本的にparaViewが悪最低限インストールされている事が前提になる。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールされているツール。事が悪前提になる。にな操作方法の例についてるツール。。
また、基本的にTreeFoamの機能を備えている。これら機能がをフルに使いやすくする為のうので操作できるツール。あれば、基本的に他ににpyFoam、基本的にcfMesh。さら削除。に、基本的にsalome-Mecaや FreeCADが悪
動作マニュアル　するツール。環境が悪望まれる。まれるツール。。

OS Ubuntu-11.04以上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。gnomeデスで操作する為、操作性（生産性）が悪クトップ。Mint-17.1以上で操作できる様に工夫したものが、
TreeFoamは、基本的にファイルマネージャ nautilusとの間で操作できるツール。fileや folderの
copy & pasteをするツール。ので操作できるツール。nautilusが悪必須。端末ははgnome-terminalを使いやすくする為のっているツール。。

OpenFOAM OpenFOAM-1.6以上で操作できる様に工夫したものが、（OpenFOAM-2.3.0以上で操作できる様に工夫したものが、を推奨。）が悪
　　このマニュアルは、基本的にver-2.4、基本的に3.0用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。書いている。いているツール。。
　　バージョンによって、基本的に操作マニュアル　が悪異なるのでな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。GUIを変えているツール。。
pyFoam
PraView
cfMesh

必要アプリアプリ python-2.7以上で操作できる様に工夫したものが、
nautilus, gnome-terminal
wxGlade
wmctrl、基本的にxwit　（windowの制御を行うコマンド）を行しているうコマンドを）が悪
ssh、基本的にscp、基本的にsshfs　（サーバ接続の為のコマンドを）が悪

2-2.　インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール

インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール方法の例については、基本的にdebパッケージから削除。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。方法の例についてと、基本的にソースで操作する為、操作性（生産性）が悪をインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コに直し、処理を高速化（接コ
ピーするツール。方法の例についてが悪あるツール。。
尚、基本的に計算サーバを接続するツール。為には、基本的に「9-7-1.　サーバ接続の為の準備」に従ってセットする必要がある。ってセットするツール。必要アプリが悪あるツール。。

2-2-1.　debパッケージから削除。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール

以下の機能を備えている。これら機能がのdebパッケージから削除。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。。
Treefoam_2.45.190303_all.deb TreeFoamの本体
treefoam-doc_2.45.190303_all.deb ドをキュメント（ヘルプファイル）が悪

これら削除。のファイルを使いやすくする為のって、基本的に端末はから削除。以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に入れ替え力してインストールする。してインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。。
$ sudo dpkg -i treefoam_2.45.190303_all.deb
$ sudo dpkg -i treefoam-doc_2.45.190303_all.deb

インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コは、基本的に「/opt」で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的に各ユーザのユーザののTreeFoam設定を追加ファイルは、基本的に「~/.TreeFoamUser」フォル
ダ内に設定を追加されるツール。。（~/.TreeFoamUserフォルダは、基本的にTreeFoam起動時に毎回チェックし、無ければチェックし、基本的に無ければけ時、れば TreeFoam
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が悪作マニュアル　成し、基本的にここにTreeFoamの設定を追加ファイルをコピーするツール。。）が悪
任意の場所に直接コにインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールしたい場合をは、基本的に2-2-2項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。。

このインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール方法の例についてで操作できるツール。は、基本的にインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール作マニュアル　業は楽になるが、前記した様に、インストール場所やは楽になるが、前記した様に、インストール場所やにな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的に前記した様に工夫したものが、に、基本的にインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コや
TreeFoamの設定を追加ファイルの保存場所に直接コは決まってお互いにり返し処理用の、基本的にこれら削除。の場所に直接コを変更するツール。事はで操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

TreeFoamをインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールした後は、「は、基本的に「~/.TreeFoamUser/configTreeFoam」の内容を各ユーザの自の環境に合わせなの環境に合をわせな操作方法の例について
いと、基本的にTreeFoamが悪起動しても改善する為に、、基本的に使いやすくする為のう事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。最低限インストールされている事が前提になる。、基本的にOpenFOAM、基本的にparaFoam、基本的にeditorの設定を追加は必要アプリに
な操作方法の例についてるツール。。設定を追加方法の例については、基本的に2-3、基本的に3-3項の基本的な操作方法の例についてを参照。

アンインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。場合をは、基本的にsynapticを起動して削除するツール。か、基本的に端末はを起動して以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に入れ替え力してインストールする。してアン
インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。。

$ sudo dpkg -r treefaom
$ sudo dpkg -r treefaom-doc

2-2-2.　ソースで操作する為、操作性（生産性）が悪から削除。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール

ソースで操作する為、操作性（生産性）が悪から削除。のインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール方法の例については、基本的にtarファイルを解が深まる。　特に凍し、インストール場所にし、基本的にインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コにTreeFoamをコピーするツール。のみ修正。
だが悪、基本的にコピー後は、「、基本的に環境変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加が悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。

TreeFoamのフォルダ構成は以下の機能を備えている。これら機能が。

    $HOME               ホームを見直し、処理を高速化（ Dir 
      TreeFoam          ホームを見直し、処理を高速化（フォルダ直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がにTreeFoamをコピー 
        TreeFoamServer  サーバ接続時に、基本的にサーバの＄HOMEへ folder毎コピーして使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ 
        app             TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。起動するツール。アプリの起動用してまとめている為、実際に試す事ができスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプト 
        bin             実行しているファイル 
        data            TreeFoamの各ユーザのモジュールのデータ 
        help            helpファイル 
        icons           アイコンファイル 
        python          TreeFoamの pythonモジュール 
        temp            テンポラリフォルダ 
        wxg             wxGladeで操作できるツール。作マニュアル　成したTreeFoamの GUIデータ

また、基本的にTreeFoamは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの環境変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を準備してお互いにり返し処理用の、基本的にこれら削除。を使いやすくする為のってpathの設定を追加を行しているっているツール。。
$TreeFoamPath #インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コ
$TreeFoamUserPath #user用してまとめている為、実際に試す事ができのdataや tempファイルの保存場所に直接コ

この為、基本的にTreeFoamをインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コにコピーした後は、「、基本的にこれら削除。の環境変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加し直し、処理を高速化（すために、基本的に
「TreeFoam/treefoam」ファイルと「TreeFoam/treefoam-2.44」ファイルの内容を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正するツール。。

-------------- TreeFoam/treefoam -------------------------------------------------------------
#インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コに移動
cd /opt/TreeFoam     #この Dirをインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールするツール。 Dir（TreeFoamをコピーした場所に直接コ）が悪に変更するツール。。
#TreeFoam起動
gnome-terminal --name=TreeFoam --geometry=80x10-0-0 --zoom=0.9 --hide-menubar -- ./treefoam-2.45
----------------------------------------------------------------------------------------------

-------------- TreeFoam/treefoam-2.45 --------------------------------------------------------
:

#環境変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加（TreeFoamのインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コ）が悪
export TreeFoamPath=`pwd`                       #インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得
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export TreeFoamUserPath=~/.TreeFoamUser         #ここを$HOME内の任意の Dirに書いている。き換する例えるツール。
:

----------------------------------------------------------------------------------------------

$TreeFoamUserPathフォルダ内には、基本的に「app」、基本的に「data」、基本的に「temp」フォルダが悪作マニュアル　成され、基本的に最低限インストールされている事が前提になる。の必要アプリな操作方法の例について
設定を追加ファルが悪コピーされるツール。。TreeFoam実行している時には、基本的にここの内容が悪参照されるツール。。

TreeFoamをインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールした後は、「は、基本的に「$TreeFoamUserPath/configTreeFoam」の内容を各ユーザの自の環境に合わせなの環境に合をわせ
な操作方法の例についていと、基本的にTreeFoamが悪起動しても改善する為に、、基本的に使いやすくする為のう事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。最低限インストールされている事が前提になる。、基本的にOpenFOAM、基本的にparaFoam、基本的にeditorの設定を追加は必要アプリ
にな操作方法の例についてるツール。。設定を追加方法の例については、基本的に次項の基本的な操作方法の例についてを参照。

2-3.　configTreeFoamの設定を追加内容

$TreeFoamUserPath/configTreeFoamが悪 TreeFoamの環境を決めているツール。ので操作できるツール。、基本的にここの内容のみ修正。各ユーザの自の環境に合わせなの環境に合を
わせれば、基本的にTreeFoamが悪正常の起動方法に作マニュアル　動し、基本的にOpenFOAMが悪操作マニュアル　で操作できるツール。きるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。configTreeFoam内で操作できるツール。の設定を追加項の基本的な操作方法の例について目と
設定を追加内容は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの通り返し処理用の。

1)　language
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。言語を設定する。（設定は、を設定を追加するツール。。（設定を追加は、基本的にJapanese or English　のみ修正。）が悪
TreeFoamは、基本的に国際に試す事ができ化されているツール。ので操作できるツール。、基本的にここをEnglishに設定を追加して再起動するツール。と、基本的に表示」、「内容が悪全てて
英語を設定する。（設定は、表示」、「にな操作方法の例についてるツール。。
インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール後は、「の初回チェックし、無ければ起動時は、基本的にTreeFoamが悪 linuxの言語を設定する。（設定は、設定を追加を調べ、言語が「べ、基本的に言語を設定する。（設定は、が悪「ja_JP.UTF-8」の
場合を（正確には頭 2文の扱い字フォルダ）の数等のが悪「ja」の場合を）が悪、基本的にここの設定を追加をJapanese、基本的にそれ以外にはEnglishの設定を追加
で操作できるツール。起動するツール。。（TreeFoamが悪起動するツール。と、基本的に$HOMEに隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイルをつくるツール。ので操作できるツール。、基本的にこのファイルが悪無ければ
け時、れば、基本的に初回チェックし、無ければ起動とみ修正。な操作方法の例についてし、基本的に前記したconfigTreeFoamの language設定を追加を行しているう。）が悪
2回チェックし、無ければ目以降の起動時は、の起動時は、基本的にconfigTreeFoam内のlanguage設定を追加を確認し、基本的にJapaneseな操作方法の例についてら削除。ば日本語を設定する。（設定は、、基本的に
Englishな操作方法の例についてら削除。ば英語を設定する。（設定は、表示」、「で操作できるツール。TreeFoamを起動するツール。。

2)　logFile
TreeFoamの logFileを作マニュアル　成するツール。かどうかを決定を追加するツール。（設定を追加は、基本的にyes or no　のみ修正。）が悪
yesの場合を、基本的にlogFileを作マニュアル　成し、基本的にそのlogが悪 TreeFoam下の機能を備えている。これら機能が部のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪に逐次表示」、「されるツール。。
noの場合を、基本的にlogFileは作マニュアル　成せず、基本的に端末はにlogが悪表示」、「されるツール。。
尚、基本的にテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トは、基本的に文の扱い字フォルダ）の数等の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の制限インストールされている事が前提になる。（10万文の扱い字フォルダ）の数等の）が悪を設け時、てお互いにり返し処理用の、基本的に必要アプリ以上で操作できる様に工夫したものが、に
logをため込まない。（まな操作方法の例についてい。（folder選択時に文の扱い字フォルダ）の数等の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を確認し、基本的に10万文の扱い字フォルダ）の数等の以上で操作できる様に工夫したものが、を削除しているツール。。）が悪全てて
のlog内容は、基本的に「$TreeFoamUserPath/temp」フォルダ内にlogファイルが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれで操作できるツール。確認
で操作できるツール。きるツール。。

3)　OFversion
TreeFoam起動時とTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。OpenFOAM環境設定を追加を変更した時、基本的にTreeFoamが悪環境変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
「$WM_PROJECT_VERSION」を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的にその内容をTreeFoamが悪ここに書いている。き込まない。（むメッシュ作成の例。

4)　rootDir
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。表示」、「されるツール。Tree構造とその内容の最上で操作できる様に工夫したものが、位ののdirを記述する。するツール。。
この内容は、基本的に指定を追加が悪無ければい、基本的にまたは存在しないしな操作方法の例についていdirの場合を、基本的に起動時に$HOMEに設定を追加されるツール。。
ここの設定を追加は、基本的にTreeFoamが悪終了するツール。度に書き直される。に書いている。き直し、処理を高速化（されるツール。。

5)　workDir
TreeFoamが悪表示」、「しているツール。Tree構造とその内容内で操作できるツール。選択されているツール。dir（解が深まる。　特に析 caseDir）が悪が悪書いている。き込まない。（まれるツール。。
rootDir以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。実在しないしな操作方法の例についていdirの場合をは、基本的に$HOMEを書いている。き込まない。（むメッシュ作成の例。
ここの設定を追加は、基本的にTreeFoamが悪終了するツール。度に書き直される。にこの内容が悪書いている。き直し、処理を高速化（されるツール。。

9



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

6)　bashrcFoam
OpenFOAM起動用してまとめている為、実際に試す事ができのスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
この中のテキストは、文字数の制限（には、基本的に起動用してまとめている為、実際に試す事ができだけ時、で操作できるツール。な操作方法の例についてく、基本的に必要アプリな操作方法の例について箇所に直接コにPATH、基本的にPYTHONPATHを通してお互いにく。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができに従ってセットする必要がある。って、基本的に環境に合をわせてお互いにく。
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/bashrc-FOAM-4.0.0

7)　paraFoam
paraFoam起動用してまとめている為、実際に試す事ができのスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを参照。
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runParaFoam-4.0.0

8)　salomeMeca
salome-Mecaの起動用してまとめている為、実際に試す事ができスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを参照
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runSalomeMeca.7.5.1-2015.2

9)　helyxos
Helyx-OSの起動用してまとめている為、実際に試す事ができスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを参照。
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runHelyxos-2.2.0

10)　CAD
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。CADの起動用してまとめている為、実際に試す事ができスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを参照
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runCAD-FreeCAD

11)　editor
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。editorの起動用してまとめている為、実際に試す事ができスで操作する為、操作性（生産性）が悪クリプトを記述する。するツール。。
editorの設定を追加は、基本的に裏で動く設定にしない。この設定にしないと、で操作できるツール。動く設定を追加にしな操作方法の例についてい。この設定を追加にしな操作方法の例についていと、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。binaryファイル
の編集が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。（9-1-2項の基本的な操作方法の例について参照。）が悪
この為、基本的にgeditの場合を、基本的にgeditの versionによってオプションの設定を追加が悪変わってくるツール。。
尚、基本的にDEXCS2016以降の起動時は、は、基本的にgedit-ver3に変わってお互いにり返し処理用の、基本的にubuntuと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加で操作できるツール。可能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてっているツール。。
　・gedit-ver3（ubuntu系）が悪
　　　「--standalone」オプションを追加するツール。。
　　　例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runEditor-gedit3_ubuntu
　・gedit-ver2（mint系:DEXCS2015以前）が悪
　　　「--new-window」オプションを追加するツール。。
      例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体$TreeFoamUserPath/app/runEditor-gedit2_mint

インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールに当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）たっては、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができの様に工夫したものが、に設定を追加するツール。。（設定を追加不要アプリ項の基本的な操作方法の例について目も改善する為に、あるツール。。）が悪
OpenFOAMが悪使いやすくする為のえるツール。設定を追加にするツール。為には、基本的に「bashrcFoam」、基本的に「paraFoam」、基本的に「editor」の設定を追加は、基本的に最低限インストールされている事が前提になる。必要アプリ
にな操作方法の例についてるツール。。

#
#  TreeFoamの設定を追加
# ----------------
#

#使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。言語を設定する。（設定は、 #「Japanese」に設定を追加
language Japanese

#logFile作マニュアル　成有無ければ #「yes」に設定を追加
logFile yes

10
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# OpenFOAMのバージョン #設定を追加不要アプリ
OFversion 4.0.0

# rootDirの設定を追加
rootDir   /home/caeuser #設定を追加不要アプリ

# 選択されているツール。現在しないのcaseの設定を追加 #設定を追加不要アプリ
workDir   /home/caeuser/CAE/CAE-FOAM/OF-4.0.0/formyHex/testModel

# FOAM端末はの環境設定を追加ファイル #実際に試す事ができの作マニュアル　動環境に合をわせてお互いにく
#  OpenFOAMの他に、基本的に必要アプリな操作方法の例について箇所に直接コにPATH、基本的にPYTHONPATHを通してお互いにく。
bashrcFOAM $TreeFoamUserPath/app/bashrc-FOAM-4.0.0

# paraFoamの起動 #実際に試す事ができの環境に合をわせてお互いにく
paraFoam $TreeFoamUserPath/app/runParaFoam-4.0.0

# HelyxOSの起動
helyxos $TreeFoamUserPath/app/runHelyxos-2.2.0

# SalomeMecaの起動
salomeMeca $TreeFoamUserPath/app/runSalomeMeca.7.5.1-2015.2

# CADの起動
CAD $TreeFoamUserPath/app/runCAD-FreeCAD

# editorの設定を追加
#  editorが悪 closeするツール。まで操作できるツール。、基本的に待つ設定にする。つ設定を追加にするツール。。
editor $TreeFoamUserPath/app/runEditor-gedit3_ubuntu

このconfigTreeFoamの内容は、基本的にTreeFoamの初期化の部分を削除）で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的にその処理方法の例については、基本的に
TreeFoam.initializeTreeFoam()の内容を参照。

configTreeFoamの修正は、基本的にeditorで操作できるツール。編集しても改善する為に、構わな操作方法の例についていが悪、基本的にTreeFoam起動させた後は、「、基本的に3-3項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。行しているっ
た方が悪、基本的にスで操作する為、操作性（生産性）が悪ムを見直し、処理を高速化（ーズに行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

11
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3.　起動方法の例について

3-1.　通常の起動方法の起動方法の例について

「/opt/TreeFoam/treefoam」を実行しているするツール。とTreeFoamが悪起動するツール。ので操作できるツール。、基本的にランチャを作マニュアル　るツール。場合をは、基本的に
「treefoam」を起動するツール。ように設定を追加するツール。。
インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール後は、「、基本的に初回チェックし、無ければのTreeFoam起動時は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。。

3-2.　起動しな操作方法の例についてい場合をのエラー内容の確認

TreeFoamは、基本的にlogを TreeFoamのテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪に表示」、「させているツール。都合を上で操作できる様に工夫したものが、、基本的にTreeFoamの画面が悪現れるツール。前に
エラーが悪発生してしまうと、基本的に何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）も改善する為に、表示」、「されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）まってしまう。（エラーメッセージが悪表示」、「されな操作方法の例についてい。）が悪
TreeFoamは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの順番で起動している為、で操作できるツール。起動しているツール。為、基本的に

treefoam インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トール場所に直接コに移動して端末はを起動
treefoam-2.45 TreeFoamの環境設定を追加（数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学字フォルダ）の数等のは、基本的にバージョンを表しているツール。）が悪
treefoam.py TreeFoam本体（GUI）が悪

端末はを起動して、基本的に直し、処理を高速化（接「treefoam-2.45」を実行しているしても改善する為に、TreeFoamが悪起動するツール。。も改善する為に、し、基本的にエラーが悪発生していた
場合をは、基本的に端末はを起動して、基本的にその端末はから削除。treefoam-2.45 を実行しているするツール。と、基本的に起動した端末はにエラーメッセージ
が悪出力してインストールする。されるツール。ので操作できるツール。、基本的にエラー内容が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

TreeFoamの GUIが悪起動するツール。と、基本的に端末はが悪デスで操作する為、操作性（生産性）が悪クトップ上で操作できる様に工夫したものが、から削除。消えてしまうが、これは、端末がアイコン化されえてしまうが悪、基本的にこれは、基本的に端末はが悪アイコン化され
ているツール。だけ時、な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的に端末はのアイコンをクリックするツール。と端末はが悪確認で操作できるツール。きるツール。。
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3-3.　configTreeFoamの修正

TreeFoamが悪起動した後は、「、基本的にTreeFoamの作マニュアル　動環境を決定を追加しているツール。configTreeFoamを各ユーザの自の環境に合わせなの環境に合をわせるツール。必要アプリ
が悪あるツール。。（configTreeFoamの内容は、基本的に2-3項の基本的な操作方法の例について参照。）が悪

configTreeFoamの修正は、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の をクリックして現れた「TreeFoamの設定を追加変更」画面
上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。行しているう。

この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に各ユーザの種設定を追加ファイル名を設定を追加したり返し処理用の、基本的に設定を追加ファイルの内容を編集したり返し処理用のするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
（各ユーザの設定を追加ファイルは、基本的に「$TreeFoamUserPath/app」フォルダ内に保存されているツール。。）が悪
内容を修正した後は、「は、基本的に「設定を追加」ボタンをクリックして、基本的にconfigTreeFoamにその修正内容を反映させる。させるツール。。
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4.　TreeFoamの起動画面

TreeFoamの画面で操作できるツール。はフォルダが悪ツリー表示」、「され、基本的にOpenFOAMの caseフォルダには設定を追加しているツール。solverや計
算結果の確認フォルダ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学等のの情報が下図の様に表示される。が悪下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に表示」、「されるツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記の画面で操作できるツール。は、基本的に マークの付け時、いているツール。フォルダ「cavity」が悪解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加されているツール。。TreeFoam
上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的にこのcaseは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容で操作できるツール。あるツール。事が悪判る。るツール。。

solver :icoFoam（icoFoamが悪設定を追加）が悪
BCPn :anP（ascii, 非圧縮, シングルコアで操作できるツール。データが悪保存されているツール。。）が悪

　B 　:acii(a) or Binary(B)
　C 　:非圧縮(n) or 圧縮(C)ファイル
　Pn　:並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体P4は、基本的に4並列の処理）が悪

nR :6　（計算結果の確認 folder数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪6ヶ）が悪
st :0.0（計算開始時間が悪「0.0」）が悪
ed :0.5（計算終了時間が悪「0.5」）が悪

フォルダをツリー表示」、「するツール。時に、基本的にそのフォルダが悪OpenFOAMの caseかどうか（system/controlDictが悪存在しないす
るツール。かどうか）が悪を確認し、基本的にcaseフォルダの場合をは、基本的にcontrolDictを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的にsolver名や書いている。式に変換する例、基本的に計算結果の確認フォ
ルダ等のを表示」、「するツール。。

TreeFoamで操作できるツール。は、基本的にファイルの書いている。式に変換する例が悪binaryや圧縮ファイルで操作できるツール。も改善する為に、、基本的にその書いている。式に変換する例を判る。断とサーバのアンマウントして読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。の
で操作できるツール。、基本的に書いている。式に変換する例にかかわら削除。ず、基本的に違和感な操作方法の例についてく使いやすくする為のう事が悪で操作できるツール。きるツール。。通常の起動方法、基本的にbinaryファイルはeditorで操作できるツール。編集で操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的に
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。ファイルを開く時、基本的にbinaryを asciiに変換する例してeditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に保存するツール。場合をは、基本的に
asciiを binaryに変換する例して保存するツール。ので操作できるツール。、基本的にbinaryファイルで操作できるツール。も改善する為に、内容の確認・編集が悪で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。
（8-1-5、基本的に9-1-2項の基本的な操作方法の例についてを参照。）が悪
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5.　基本的にな操作方法の例について操作マニュアル　方法の例について

TreeFoamには、基本的にメニューバー、基本的にツールバー、基本的にポップアップメニューで操作できるツール。処理を選択して実行しているするツール。形式に変換する例をとっ
ているツール。。　また、基本的に選択行しているをダブルクリックして直し、処理を高速化（接処理するツール。方法の例についても改善する為に、あるツール。。（ダブルクリックするツール。位の置によっによっ
て処理が悪異なるのでな操作方法の例についてるツール。。）が悪

メニューバー、基本的にツールバーは、基本的に解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きフォルダ）が悪に対するツール。処理で操作できるツール。、基本的にポップアップメニュー、基本的にダブ
ルクリックは、基本的に選択行しているに対するツール。処理にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に使いやすくする為のい分を削除）け時、て処理するツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的にメニューバー、基本的にツールバーは、基本的に解が深まる。　特に析 case「cavity」に対するツール。処理にな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的にポップアップメ
ニュー、基本的にダブルクリックは、基本的に選択行している「dambreak」に対するツール。処理とな操作方法の例についてるツール。。

各ユーザの処理状況は、は、基本的にTreeFoam下の機能を備えている。これら機能が部のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪にそのlogが悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的にその処理結果の確認を確認で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的に計算開始時間「startFrom」と計算終了時間「stopAt」は、基本的に修正するツール。頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（接TreeFoam
の上で操作できる様に工夫したものが、部テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪を操作マニュアル　し修正で操作できるツール。きるツール。（controlDictを書いている。き換する例えるツール。）が悪様に工夫したものが、にな操作方法の例についてっているツール。。

TreeFoamの終了は、基本的に必ず TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして終了させるツール。。この方法の例についてで操作できるツール。終了させるツール。と、基本的に終
了処理を行しているってTreeFoamを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。為、基本的に現在しないのTreeFoamのパラメータ（windowsサイズ等の）が悪を保存して、基本的に終
了させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

window上で操作できる様に工夫したものが、部の ボタンで操作できるツール。直し、処理を高速化（接wondowを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。と、基本的に終了処理を行しているわず、基本的に強制的ににwindowを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てしまい、基本的に次
回チェックし、無ければ起動時に、基本的に前回チェックし、無ければ起動時の内容が悪反映させる。されな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。
ボタンで操作できるツール。も改善する為に、終了処理を行しているわせるツール。事はで操作できるツール。きるツール。が悪、基本的にこうした場合を、基本的にも改善する為に、し終了処理中のテキストは、文字数の制限（にエラーが悪発生してしまう

と、基本的にwindowを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてってしまう。この為、基本的に終了処理は で操作できるツール。終了させた時のみ修正。行しているっているツール。。
この方法の例については、基本的にTreeFoam内の全ててのアプリで操作できるツール。同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について事を行しているっているツール。ので操作できるツール。、基本的に各ユーザの処理を終了させるツール。時に ボタンで操作できるツール。
終了させな操作方法の例についてい様に工夫したものが、にするツール。。

また、基本的にFOAM端末はに関する部分のみ修正。しては、基本的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。、基本的にメニューバー、基本的にツールバー、基本的にポップアップメニューの
いずれで操作できるツール。も改善する為に、起動で操作できるツール。きるツール。。希望まれる。するツール。directoryで操作できるツール。 FOAM端末はを起動するツール。場合をは、基本的にそのdirectoryを TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、
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で操作できるツール。選択し、基本的にポップアップメニューから削除。起動するツール。のが悪、基本的に最も改善する為に、スで操作する為、操作性（生産性）が悪ムを見直し、処理を高速化（ーズに起動で操作できるツール。きるツール。。

5-1.　メニュー構造とその内容とその内容

メニューは、基本的にメニューバー、基本的にツールバー、基本的にポップアップメニューが悪あるツール。。また、基本的にダブルクリックによって処
理するツール。方法の例についても改善する為に、あるツール。ので操作できるツール。、基本的に操作マニュアル　しやすい方法の例についてを選択するツール。。
また、基本的に多用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。コピーや貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、、基本的にcase貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、については、基本的にショートカットキーを準備しているツール。。
操作マニュアル　方法の例についての例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に6項の基本的な操作方法の例についてを参照。

5-1-1.　メニューバー、基本的にツールバー

解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きのフォルダ）が悪に対するツール。処理は、基本的に基本的ににメニューバーとツールバー上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。行しているう。

これら削除。のメニューバーとツールバーの処理は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

　1)　ファイル（F）が悪

　configTreeFoamの変更（T）が悪
TreeFoamの環境を決定を追加しているツール。「TreeFoam/configTreeFoam」ファイルをGUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。編集するツール。。
$TreeFoamUser/appフォルダ内に各ユーザの設定を追加ファイルを準備するツール。事で操作できるツール。GUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。これら削除。ファイルを
編集するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

　rootの変更（C）が悪
TreeFoamが悪表示」、「しているツール。Tree構造とその内容の最上で操作できる様に工夫したものが、位のを設定を追加するツール。。
このrootの directoryは、基本的に$HOME以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。設定を追加するツール。。

　再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。（R）が悪
TreeFoamが悪表示」、「しているツール。Tree構造とその内容を再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（込まない。（して、基本的に再表示」、「するツール。。
端末は、基本的にあるツール。いはデスで操作する為、操作性（生産性）が悪クトップ上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。フォルダを追加したり返し処理用の、基本的に削除した場合をは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の
Tree構造とその内容が悪狂ってくる。この様な場合、これを実行してってくるツール。。この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的にこれを実行しているしてTreeを再表示」、「させるツール。。

　閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。（Q）が悪
TreeFoamを終了するツール。。
TreeFoam終了時は、基本的にこのボタンをクリックして終了させるツール。。
window上で操作できる様に工夫したものが、部の をクリックしても改善する為に、TreeFoamを終了させるツール。事はで操作できるツール。きるツール。が悪、基本的にこれで操作できるツール。終了させるツール。
と、基本的に終了処理を行しているわず閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てしまうので操作できるツール。、基本的に ボタンで操作できるツール。TreeFoamを終了させるツール。。

　2)　case作マニュアル　成変更（M）が悪

　解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加（S）が悪
選択しているツール。フォルダを解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加するツール。。
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この解が深まる。　特に析 caseが悪メニューバー、基本的にツールバーの操作マニュアル　対象であるにな操作方法の例についてるツール。。

　新しいcase作マニュアル　成（N）が悪
ここで操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がの3種類の操作ができる。の操作マニュアル　が悪で操作できるツール。きるツール。。
・解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加しているツール。フォルダ内にtutorialsのケースで操作する為、操作性（生産性）が悪をコピーするツール。。
・解が深まる。　特に析 case内のsolverを別ののcaseの solverに入れ替えれ替ええるツール。。
・解が深まる。　特に析 case内のメッシュを別ののcaseのメッシュに入れ替えれ替ええるツール。。

　mesh編集（M）が悪
ここで操作できるツール。メッシュに関する部分のみ修正。するツール。操作マニュアル　を行しているう。
・メッシュ作マニュアル　成
　　blockMeshや snappyHexMesh、基本的にcfMeshで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。。
・メッシュ変換する例
　　unv形式に変換する例のメッシュ（ファイル名：流体mesh.unv）が悪をFOAM形式に変換する例に変換する例するツール。。
　　メッシュのscaleを変更するツール。。
・内部パッチの作マニュアル　成
　　faceZoneから削除。内部patch（baffle）が悪を作マニュアル　成するツール。。
・領域分を削除）割
　　meshを分を削除）割してmultiRegionタイプ caseを作マニュアル　成するツール。。

　topoSetEditor起動（T）が悪
topoSetEditorを起動して、基本的に特に定を追加のmeshを抽出したり返し処理用の、基本的に加工で操作できるツール。きるツール。。

　multiRegionの設定を追加（R）が悪
multiRegionタイプのcaseを操作マニュアル　するツール。。
・領域間の境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。。
・regionに設定を追加されているツール。全てての境界条件を変更する場合を保存したり返し処理用の、基本的に設定を追加したり返し処理用ので操作できるツール。きるツール。。
・regionを削除したり返し処理用の、基本的にregion名を変更で操作できるツール。きるツール。。
・region内のfileに容易にできる。にアクセスで操作する為、操作性（生産性）が悪で操作できるツール。き、基本的にその内容が悪編集で操作できるツール。きるツール。。

　HelyxOSによるツール。編集（H）が悪
HelyxOS用してまとめている為、実際に試す事ができのcaseを作マニュアル　成し、基本的にそのcase内容が悪HelyxOSで操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。

　3)　編集（E）が悪

　　開く（O）が悪
解が深まる。　特に析 caseのフォルダをファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。開く。

　gridEditorの起動（G）が悪
gridEditorを起動して、基本的にfieldの初期値をセットや境界条件を変更する場合を編集するツール。。
boundary、基本的に各ユーザの fieldの internalFieldと boundaryFieldの内容が悪表形式に変換する例で操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。

　field編集（F）が悪
解が深まる。　特に析 caseの fieldを editorで操作できるツール。開き、基本的に編集するツール。。

　fieldDataSet又ははclear（S）が悪
setFieldsや mapFieldsを実行しているして、基本的にfieldにデータをセットしたり返し処理用の、基本的に指定を追加したfieldの
internalFieldや boundaryFieldをクリアするツール。。

　properties編集（P）が悪
解が深まる。　特に析 caseの constantフォルダ内のfile名を指定を追加して、基本的にeditorで操作できるツール。開く。
デフォルトは、基本的にconnstantフォルダの内容が悪見えるツール。が悪、基本的にここから削除。親フォルダや子フォルダにフォルダや子フォルダにフォルダに
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移動で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にcase内の全ててのfileが悪 editorで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。。
また、基本的にそのfileが悪圧縮 fileや binaryで操作できるツール。も改善する為に、editorで操作できるツール。開き、基本的に編集で操作できるツール。きるツール。。

　dictionary編集（D）が悪
解が深まる。　特に析 caseの systemフォルダ内のfile名を指定を追加して、基本的にeditorで操作できるツール。開く。
デフォルトは、基本的にsystemフォルダの内容が悪見えるツール。が悪、基本的にここから削除。親フォルダや子フォルダにフォルダや子フォルダにフォルダに移
動で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にcase内の全ててのfileが悪確認で操作できるツール。きるツール。。
また、基本的にそのfileが悪圧縮 fileや binaryで操作できるツール。も改善する為に、editorで操作できるツール。開き、基本的に編集で操作できるツール。きるツール。。

　　 コピー（C）が悪　ctrl-C
選択しているツール。フォルダをclipBoardにコピーするツール。。
clipBoardは、基本的にsystemの clipBoardを使いやすくする為のっているツール。ため、基本的にここで操作できるツール。コピーしたfolderをファイ
ルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。も改善する為に、貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。

　　 貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（P）が悪　ctrl-V
clipBoardにコピーされているツール。folderや fileを選択しているツール。フォルダに貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
clipBoardは、基本的にsystemの clipBoardを使いやすくする為のっているツール。ため、基本的にファイルマネージャ（nautilus）が悪側
で操作できるツール。、基本的にコピーしたfolderや fileも改善する為に、貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
また、基本的に貼り付け時、付け時、け時、後は、「、基本的に親フォルダや子フォルダにフォルダ以下の機能を備えている。これら機能がのリンクのチェックを行しているっているツール。ので操作できるツール。、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、たファ
イルの絶対参照リンクが悪壊れた場合をも改善する為に、修復できる。で操作できるツール。きるツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。

　　 case貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（B）が悪　ctrl-B
systemの clipBoardにコピーされているツール。caseを、基本的に選択しているツール。フォルダ内に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
この貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、を使いやすくする為のうと、基本的に計算結果の確認等のの余分を削除）な操作方法の例についてfolderや fileは、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、な操作方法の例についてい。
また、基本的に貼り付け時、付け時、け時、後は、「、基本的に親フォルダや子フォルダにフォルダ以下の機能を備えている。これら機能がのリンクのチェックを行しているっているツール。ので操作できるツール。、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、たファ
イルの絶対参照リンクが悪壊れた場合をも改善する為に、修復できる。で操作できるツール。きるツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。

　　 フォルダ名変更（R）が悪
選択しているツール。フォルダ名を変更するツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。

　　 新しいフォルダ追加（N）が悪
選択しているツール。フォルダ内に新しいフォルダを追加するツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。

　　 フォルダ削除（E）が悪
選択しているツール。フォルダをゴミ箱に移動する。箱に移動する。に移動するツール。。
ここの操作マニュアル　は、基本的に対象であるが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に選択しているツール。フォルダにな操作方法の例についてるツール。。
解が深まる。　特に析 caseに設定を追加しているツール。フォルダは、基本的に削除で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

　4)　計算（C）が悪

　caseの初期化
計算結果の確認フォルダや不要アプリな操作方法の例についてfolder、基本的にfileを削除して、基本的にcaseを初期化するツール。。

　計算結果の確認の削除
計算結果の確認フォルダのみ修正。削除するツール。。

　計算開始（G）が悪
解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加しているツール。caseの solverをシングルコアで操作できるツール。実行しているするツール。。
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　plotWatcher起動（W）が悪
解が深まる。　特に析 caseの solverを実行している中のテキストは、文字数の制限（（実行している後は、「）が悪、基本的にこのボタンをクリックするツール。とplotWatcherが悪起動
するツール。ので操作できるツール。、基本的にsolver実行している時の残渣が確認できる。が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

　並列計算（P）が悪
ここで操作できるツール。、基本的に並列計算を行しているう。
decomposeParDictの作マニュアル　成、基本的に各ユーザの processor毎の領域分を削除）割、基本的に並列計算開始、基本的に計算結果の確認の再構築、基本的に
各ユーザの processor内のfile操作マニュアル　（fileコピーと削除）が悪が悪行しているえるツール。。

　5)　ツール（T）が悪

　CADの起動（C）が悪
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。CADを起動するツール。。

　FOAM端末はの起動（T）が悪
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。FOAM端末はを起動するツール。。

　paraFoamの起動（P）が悪
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。paraFoamを起動するツール。。

　salome-Mecaの起動（S）が悪
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。salome-Mecaを起動するツール。。

　6)　ヘルプ（H）が悪

　　 使いやすくする為のい方（U）が悪
ヘルプを表示」、「するツール。。

　　 バージョン表示」、「（V）が悪
TreeFoamのバージョンを表示」、「するツール。。

5-1-2.　ポップアップメニュー

ポップアップメニューは、基本的に基本的にに選択行しているに対するツール。処理を行しているう。ポップアップメニューは、基本的に右クリックするクリックするツール。
場所に直接コで操作できるツール。、基本的にメニュー内容が悪異なるのでな操作方法の例についてっているツール。。

　1)　Tree部のポップアップメニュー
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　開く
選択しているツール。フォルダをファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。開く。
これにより返し処理用の、基本的にこのフォルダ内のファイル操作マニュアル　が悪で操作できるツール。きるツール。。

　端末はの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的に端末はを開く。
この端末はは、基本的にFOAM端末はで操作できるツール。はな操作方法の例についてい。

　選択 caseとして設定を追加
選択しているツール。フォルダを解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きフォルダ）が悪として設定を追加するツール。。

　FOAM端末はの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的にFOAM端末はを開く。
OpenFOAM用してまとめている為、実際に試す事ができに環境設定を追加された端末はを起動するツール。。

　gridEditor起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的にgridEditorを起動するツール。。

　コピー
選択しているツール。フォルダをsystemの clipBoardにコピーするツール。。systemの clipBoardを使いやすくする為のってい
るツール。為、基本的にここで操作できるツール。コピーしたfolderは、基本的にファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。も改善する為に、貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。事が悪で操作できるツール。
きるツール。。

　貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、
systemの clipBoardにコピーされているツール。folderや fileを貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。systemの clipBoardを
使いやすくする為のっているツール。為、基本的にファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。コピーしたfolderや fileも改善する為に、貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。事
が悪で操作できるツール。きるツール。。

　caseの貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、
systemの clipBoardにコピーされているツール。caseを選択したfolder内に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。時、基本的に計算結果の確認等の余分を削除）な操作方法の例についてfolderや fileは、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、な操作方法の例についてい。

　フォルダ名変更
選択しているツール。フォルダ名を変更するツール。。

　新しいフォルダ追加
選択しているツール。フォルダ内に新しいフォルダを追加するツール。。

　フォルダ削除
選択しているツール。フォルダをゴミ箱に移動する。箱に移動する。に移動するツール。。
解が深まる。　特に析 caseに設定を追加しているツール。フォルダは、基本的に削除で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

　loginシェル起動
「~/.ssh/config」で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。しているツール。サーバに接続し、基本的にシェルを起動するツール。。

  server Job管理
マウントしているツール。サーバに応じ設定で可能になっている。たJob管理ツールが悪起動するツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にJobファイルの
作マニュアル　成、基本的に編集やJob投入れ替えな操作方法の例についてどが悪行しているえるツール。。
現在しないのところ、基本的にFOCUSと名古屋大学XC400用してまとめている為、実際に試す事ができのJob管理ツールを備えているツール。。

　sshfsサーバ マウント
選択しているツール。folderに、基本的にsshfsコマンドをで操作できるツール。サーバをマウントするツール。。マウント方法の例については、基本的に
「~/.TreeFoamUser/data/sshfs_data」ファイル内に記述する。。サーバマウント後は、「は、基本的にgnomeの
ファイルマネージャから削除。で操作できるツール。も改善する為に、、基本的にサーバ内容が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

20



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

　sshfsサーバ アンマウント
マウントしたサーバをアンマウントするツール。。

　貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（scp圧縮転送,cp）が悪
サーバとローカル間で操作できるツール。fileや folderを高い。これを少しでも改善する為に、速転送（圧縮転送：流体scp -Cr）が悪して貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。貼り付け時、
り返し処理用の付け時、け時、るツール。fileや folderは、基本的にsystemの clipboardの内容にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に予めそれらをコピーしてめそれら削除。をコピーして
お互いにく。圧縮転送したくな操作方法の例についてい場合をは、基本的にTreeFoamや gnomeのファイルマネージャ上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。通常の起動方法の
copy&Pasteすれば済む。むメッシュ作成の例。
サーバ内のfile、基本的にfolderををサーバ内に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。場合をは、基本的にsshで操作できるツール。 cpコマンドをを送出して、基本的に
貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。為、基本的に高い。これを少しでも改善する為に、速で操作できるツール。copy&Pasteで操作できるツール。きるツール。。

　case貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（scp圧縮転送,cp）が悪
上で操作できる様に工夫したものが、記の貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、と同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。考え方で、え方で操作できるツール。、基本的にcase内の計算結果の確認な操作方法の例についてど、基本的に余分を削除）な操作方法の例についてfolderや fileを貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、な操作方法の例について
い。（caseを初期化した状態の確認で操作できるツール。貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。）が悪

　server内 folder削除（rm）が悪
server内 folderを削除するツール。。local側から削除。「rm -rf」コマンドをを送出して、基本的にfolderを削除す
るツール。ので操作できるツール。、基本的に高い。これを少しでも改善する為に、速に削除で操作できるツール。きるツール。。

　CADの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとしてCADを起動するツール。。
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。CADが悪起動するツール。。

　salomeMecaの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとしてsalome-Mecaを起動するツール。。
configTreeFoamで操作できるツール。設定を追加されているツール。salome-Mecaが悪起動するツール。。

　2)　Tree部以外にのポップアップメニュー

　開く
選択しているツール。フォルダをファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。開く。
これにより返し処理用の、基本的にこのフォルダ内のファイル操作マニュアル　が悪で操作できるツール。きるツール。。

　端末はの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的に端末はを開く。
この端末はは、基本的にFOAM端末はで操作できるツール。はな操作方法の例についてい。

　選択 caseとして設定を追加
選択しているツール。フォルダを解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きフォルダ）が悪として設定を追加するツール。。

　FOAM端末はの起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的にFOAM端末はを開く。
OpenFOAM用してまとめている為、実際に試す事ができに環境設定を追加された端末はを起動するツール。。

　gridEditor起動
選択しているツール。フォルダをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的にgridEditorを起動するツール。。

5-1-3.　ダブルクリックによるツール。操作マニュアル　

ダブルクリックによるツール。操作マニュアル　は、基本的にメニューを選択するツール。必要アプリが悪な操作方法の例についてい為、基本的に素早く処理を行う事ができる。く処理を行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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この処理は、基本的にダブルクリックするツール。場所に直接コによって、基本的に処理が悪異なるのでな操作方法の例についてってくるツール。。
操作マニュアル　対象であるは、基本的にダブルクリックした行しているが悪操作マニュアル　対象であるにな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にダブルクリックするツール。と必然的ににその行しているが悪選択され
るツール。。その処理内容は以下の機能を備えている。これら機能が。

　1)　余白部をダブルクリック
ダブルクリックした行しているを解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きのフォルダ）が悪として設定を追加するツール。。

　2)　folder名をダブルクリック
ダブルクリックしたfolderをファイルマネージャ（nautilus）が悪で操作できるツール。開く。

　3)　solver名をダブルクリック
ダブルクリックしたcaseの controlDictを editorで操作できるツール。開く。ただし、基本的にダブルクリックした行しているが悪解が深まる。　特に析 case
で操作できるツール。はな操作方法の例についてい場合をは、基本的に「解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加するツール。か」の問い合わせを行い、解析い合をわせを行しているい、基本的に解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加した後は、「、基本的に
controlDictが悪開く。

　4)　結果の確認部をダブルクリック
ダブルクリックしたcaseをカレントディ流れ（レクトリとして、基本的にparaFoamを起動するツール。。ただし、基本的にダブルク
リックした行しているが悪解が深まる。　特に析 caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてい場合をは、基本的に「解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加するツール。か」の問い合わせを行い、解析い合をわせを行しているい、基本的に解が深まる。　特に析
caseとして設定を追加した後は、「、基本的にparaFoamが悪起動するツール。。
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6.　基本的にな操作方法の例について操作マニュアル　方法の例についての例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

TreeFoamの基本的に操作マニュアル　の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にtutorialsの cavityと damBreakを実行しているしてみ修正。るツール。。

6-1.　天井駆動のキャビティ流れ（流れ（れ（cavity）が悪の操作マニュアル　例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

このキャビティ流れ（流れ（れの計算を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に実行しているしてみ修正。るツール。。まず、基本的にtutorialsの cavityを、基本的に新しく作マニュアル　成したフォ
ルダ内にコピーして、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。cavityを計算するツール。。

1)　$HOME直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がに計算用してまとめている為、実際に試す事ができのフォルダ「myTutorials」を作マニュアル　成するツール。
2)　tutorialsの「cavity」を「myTutorials」フォルダにコピーするツール。。
3)　blockMeshを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成するツール。。
4)　solver「icoFoam」を実行しているするツール。。
5)　paraFoamで操作できるツール。結果の確認を確認するツール。。
6)　境界条件を変更する場合を変更して再計算
7)　constant、基本的にsystemフォルダの内容確認
8)　controlDictの内容確認

6-1-1.　myTutorialsフォルダ作マニュアル　成

$HOME直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がに「myTutorials」を作マニュアル　成するツール。。

rootDir（新しいフォルダを作マニュアル　成するツール。場所に直接コ）が悪を選択して、基本的に右クリックするクリックで操作できるツール。ポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に
「新しいフォルダ追加」をクリックして、基本的に新しいフォルダ名「myTutorials」を、基本的に現れたダイアログに入れ替え力してインストールする。
してフォルダを作マニュアル　成するツール。。
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この後は、「、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に「myTutorials」フォルダが悪追加されているツール。。
myTutorialsフォルダ名の左側（ 部）が悪をダブルクリックして マークを付け時、け時、てお互いにく。

6-1-2.　tutorialsの「cavity」を「myTutorials」フォルダにコピー

myTutorialsフォルダが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったので操作できるツール。、基本的にこのフォルダにtutorialsの「cavity」をコピーするツール。。
まず、基本的に ボタンをクリックするツール。。

この後は、「、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「newCaseの作マニュアル　成」タグ内の「tutorials」ラジオボタンが悪
選択されているツール。ことを確認の上で操作できる様に工夫したものが、、基本的に「case取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得...」ボタンをクリックするツール。。
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次の画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に区分を削除）「incompressible:非圧縮性流れ（れ」、基本的にsolver「icoFoam」、基本的にcase「cavity」を選択し、基本的に
「OK」ボタンをクリックするツール。。

ここで操作できるツール。、基本的にも改善する為に、し、基本的にsolver名等のが悪表示」、「されな操作方法の例についてい場合をは、基本的にtutorialsの場所に直接コが悪間違っているツール。ので操作できるツール。、基本的にtutorialsの
「場所に直接コを変更するツール。」をチェックし、基本的に「参照...」ボタンで操作できるツール。tutorialsの場所に直接コを指定を追加すれば、基本的にその内容が悪表示」、「
されるツール。。また、基本的にsolver名を選択した時点で、そので操作できるツール。、基本的にそのsolverの処理内容が悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的に参考え方で、にな操作方法の例についてるツール。。

　　

以上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にtutorialsの「cavity」が悪選択で操作できるツール。きたことにな操作方法の例についてるツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にの 部にtutorials「cavity」の
directryが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きているツール。。
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この後は、「、基本的に作マニュアル　成場所に直接コとcase名を確認して、基本的に「コピー開始」ボタンをクリックするツール。事によって、基本的に「cavity」が悪
「myTutorials」フォルダ内にコピーされるツール。。
コピー後は、「は、基本的に「閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。」ボタンで操作できるツール。ダイアログを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。

　　

この後は、「、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に ボタンをクリックして、基本的にツリー構造とその内容を再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。し、基本的に「myTutorials/cavity」に
マークを付け時、け時、てお互いにく。
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6-1-3.　blockMesh作マニュアル　成

case内にblockMeshDictが悪準備されているツール。ので操作できるツール。、基本的にblockMeshを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成するツール。。

ボタンをクリックして、基本的に現れた画面内の「blockMesh実行している」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にblockMeshを作マニュアル　
成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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6-1-4.　icoFoamの実行している

contorolDictに設定を追加されているツール。solver（今回チェックし、無ければの場合を、基本的にicoFoam）が悪を実行しているするツール。為には、基本的に ボタンをクリックす
るツール。事で操作できるツール。、基本的に実行しているで操作できるツール。きるツール。。

ボタンをクリックするツール。と、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、にFOAM端末はが悪起動し、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。icoFoamが悪実行しているされるツール。。

solver実行している時のlogは、基本的にcavityフォルダ内の「solve.log」ファイルに残されているツール。ので操作できるツール。、基本的に実行している後は、「で操作できるツール。も改善する為に、log
が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的に実行している中のテキストは、文字数の制限（（実行している後は、「）が悪の残渣が確認できる。を確認するツール。には、基本的に ボタンをクリックするツール。と、基本的に残渣が確認できる。が悪以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に表示」、「されるツール。。
端末はを起動した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。plotWatcherを起動しているツール。為、基本的に閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。時は端末はも改善する為に、閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。
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6-1-5.　paraFoamによるツール。結果の確認の確認

結果の確認の確認は、基本的にparaFoamを起動し確認するツール。。TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 ボタンをクリックして、基本的に「paraFoam」を選
択後は、「、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にparaFoamが悪起動するツール。。
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6-1-6.　境界条件を変更する場合を変更するツール。場合を

今の境界条件を変更する場合（boundary、基本的に各ユーザの fieldの internalFieldと boundaryFieldの内容）が悪は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタ
ンをクリックするツール。事で操作できるツール。gridEditorが悪起動し、基本的にこれら削除。が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、から削除。は、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、図の様にの 内の項の基本的な操作方法の例について目全てて編集が悪で操作できるツール。きるツール。。

境界条件を変更する場合を変更するツール。為に、基本的にU fieldの movingWallの内容を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に変更してみ修正。るツール。。修正は、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。セル
を選択し、基本的に「F2」キーを押すかダブルクリックして、セル内容を修正する。すかダブルクリックして、基本的にセル内容を修正するツール。。
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上で操作できる様に工夫したものが、図の様にの様に工夫したものが、に修正後は、「、基本的に をクリックして修正内容を保存し、基本的に をクリックして、基本的にgridEditorを終了するツール。。

gridEditorの終了は、基本的に必ず ボタンをクリックして終了させるツール。。これは、基本的に ボタンで操作できるツール。終了させるツール。
と、基本的に終了処理を行しているって、基本的に正常の起動方法にgridEditorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。為。（window上で操作できる様に工夫したものが、部の ボタンで操作できるツール。直し、処理を高速化（接wondowを
閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。と、基本的に終了処理を行しているわず、基本的に強制的ににwindowを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てしまう。）が悪

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にU fieldの movingWall patch内容が悪修正された事にな操作方法の例についてるツール。。
また、基本的にこのgridEditorは、基本的にファイルの書いている。式に変換する例が悪asciiや binary、基本的に圧縮ファイルで操作できるツール。も改善する為に、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に保存が悪で操作できるツール。きるツール。
ので操作できるツール。、基本的にファイルの書いている。式に変換する例を意識せずに、せず扱いう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

この条件を変更する場合で操作できるツール。再計算させるツール。ためには、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 ボタンをクリックすれば、基本的に再計算を開始するツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪再計算させた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。流れ（速のレンジが悪「2」に変わっているツール。。

6-1-7.　constant、基本的にsystemフォルダの内容確認

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的にconstantフォルダとsystemフォルダの内容は、基本的にそれぞれ、基本的に ボタンと ボタンをクリッ
クするツール。事で操作できるツール。、基本的にそのフォルダ内のファイル名のリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トが悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に
ファイル名をダブルクリックするツール。と、基本的にeditorが悪起動し、基本的にその内容を確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。ファイルをeditorで操作できるツール。開く場合を、基本的にそのファイルが悪binaryファイルで操作できるツール。あっても改善する為に、、基本的にbinaryを ascii
に変換する例して、基本的にeditorで操作できるツール。開き、基本的に編集が悪可能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。保存するツール。場合をは、基本的にasiiを binaryに変換する例して保存するツール。。こ
の為、基本的にファイルの書いている。式に変換する例に関する部分のみ修正。わら削除。ず、基本的にファイルの内容が悪確認・編集で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にこの画面内のフォルダ名をダブルクリックするツール。と、基本的にそのフォルダに移動して、基本的にファイル名のリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トが悪
表示」、「されるツール。。フォルダ名「..」をダブルクリックするツール。と、基本的に親フォルダや子フォルダにフォルダに移動で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に解が深まる。　特に析 case内に存
在しないするツール。全ててのフォルダに移動で操作できるツール。きるツール。。（解が深まる。　特に析 caseの外にには、基本的に移動で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。）が悪
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今回チェックし、無ければのcase内で操作できるツール。は、基本的にconstant/transportPropertiesを使いやすくする為のっているツール。ので操作できるツール。、基本的に ボタンををクリックしてこの内
容を確認してみ修正。るツール。。

transportPropertiesのファイル名をダブルクリックして、基本的にこの内容をeditorで操作できるツール。確認した結果の確認が悪下の機能を備えている。これら機能が図の様ににな操作方法の例についてるツール。。
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6-1-8.　controlDictの内容確認

計算方法の例についての制御を行うコマンド）を行しているっているツール。controlDictの内容の確認は、基本的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。直し、処理を高速化（ぐに確
認で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。その方法の例については、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「編集」ボタンをクリックするツール。か、基本的にsolver名「icoFoam」をダ
ブルクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にcontrolDictの内容が悪editorで操作できるツール。表示」、「され、基本的にこれを確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的にcontrolDictの内容にな操作方法の例についてるツール。。同じ設定で可能になっている。時にfvSchemesと fvSolutionも改善する為に、同じ設定で可能になっている。時に確認で操作できるツール。きるツール。。
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6-2.　ダムを見直し、処理を高速化（の決壊（damBreak）が悪の操作マニュアル　例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ 

ダムを見直し、処理を高速化（の決壊を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に実行しているしてみ修正。るツール。。tutorialsの damBreakをフォルダ「myTutorials」内にコピーして、基本的に
この中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。、基本的に実行しているするツール。。

1)　tutorialsの「damBreak」を「myTutorials」フォルダにコピーするツール。。
2)　blockMeshを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成するツール。。
3)　setFieldsで操作できるツール。 alpha.waterのフィ流れ（ールドをに値をセットをセット
4)　境界条件を変更する場合の確認
5)　solver「interFoam」を実行しているするツール。。
6)　paraFoamで操作できるツール。結果の確認を確認するツール。。
7)　並列計算の確認

6-2-1.　tutorialsの「damBreak」を「myTutorials」フォルダにコピー

tutorialsの「damBreak」をコピーするツール。為に、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックするツール。。

この後は、「、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「newCaseの作マニュアル　成」タグ内の「tutorials」ラジオボタ
ンが悪選択されているツール。ことを確認の上で操作できる様に工夫したものが、、基本的に「case取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得...」ボタンをクリックするツール。。

　　

この後は、「、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的に区分を削除）「multuphase:多層流れ（」、基本的にsolver「interFoam」、基本的に 
case「laminer/damBreak」を選択し、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。。

尚、基本的にsolverを選択した時点で、そので操作できるツール。、基本的に画面下の機能を備えている。これら機能が部にそのsolverの内容が悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。参考え方で、にな操作方法の例についてるツール。。
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この操作マニュアル　により返し処理用の、基本的にtutorials内の「damBreak」のdirectryが悪  内の様に工夫したものが、に取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きるツール。。

この後は、「、基本的にnewCaseの作マニュアル　成場所に直接コが悪「/home/caeuser/myTutorials/cavity」にな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを、基本的に「参
照...」ボタンをクリックして、基本的に「home/caeuser/myTutorials」に変更するツール。。
デフォルトのコピー先は、は、基本的に マーク付け時、きのフォルダに設定を追加されてお互いにり返し処理用の、基本的にこれが悪cavityにな操作方法の例についてっているツール。。
（ マーク付け時、きフォルダを予めそれらをコピーしてめ「myTutorials」フォルダに設定を追加してお互いにけ時、ば、基本的にこの操作マニュアル　は不要アプリにな操作方法の例についてるツール。。）が悪
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「参照...」ボタンをクリックするツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的に「myTutorials」を選択し、基本的に「決定を追加」ボタ
ンをクリックして、基本的に画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。。
　

newCaseの作マニュアル　成場所に直接コ「/home/caeuser/myTutorials」が悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きたので操作できるツール。、基本的に「コピー開始」ボタンをクリック
して、基本的にdamBreakをコピーするツール。。
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コピー後は、「は、基本的に「閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。」ボタンをクリックして、基本的に「新しいcaseの作マニュアル　成」画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。
画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。た後は、「、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に ボタンをクリックして、基本的にツリー構造とその内容を再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。し、基本的に  部をダブルク
リックして、基本的に「myTutorials/damBreak」に マークを付け時、け時、て解が深まる。　特に析 caseに設定を追加してお互いにく。

6-2-2.　blockMeshの作マニュアル　成

既に、に、基本的にblockMeshDictが悪「constant/polyMesh」フォルダに準備されているツール。ので操作できるツール。、基本的にblockMeshコマンドをを実行している
すれば済む。むメッシュ作成の例。この為、基本的に ボタンをクリックして、基本的に現れた画面内の「blockMesh作マニュアル　成」ボタンをクリックするツール。
事で操作できるツール。blockMeshコマンドをが悪実行しているで操作できるツール。きるツール。。
で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったメッシュは、基本的に ボタンをクリックするツール。と、基本的にparaFoamが悪起動するツール。ので操作できるツール。、基本的にこれで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。。

37

ダブルクリック



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

6-2-3.　setFieldsで操作できるツール。値をセットをセット

damBreakは、基本的に「alpha.water」fieldに値をセットをセットするツール。必要アプリが悪あるツール。が悪、基本的にこのfieldは、基本的にcase内には存在しないしな操作方法の例について
いので操作できるツール。、基本的に「damBreak/0/alpha.water.org」をコピーして「damBreak/0/alpha.water」に名称を変更しておくを変更してお互いにく。

myTutorials 　→ myTutorials
　damBreak 　damBreak
　　0 　　0
　　　U 　　U
　　　alpha.water.org　　 　　alpha.water.org
　　　p_rgh 　　alpha.water　　　コピーしてこのfieldを作マニュアル　成するツール。。

　　p_rgh

この後は、「、基本的にsetFieldsを実行しているするツール。事にな操作方法の例についてるツール。。setFields実行しているは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に現れ
た画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にsetFieldsタグ内の「setFields実行している...」ボタンをクリックするツール。

setFields実行している時のlog
は、基本的にTreeFoam下の機能を備えている。これら機能が部のテキ
スで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪内に表示」、「され
るツール。ので操作できるツール。、基本的にこれで操作できるツール。実行している時の
状況は、が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

値をセットが悪セットで操作できるツール。きたかどうか
の確認は、基本的に ボタンを
クリックしてparFoamで操作できるツール。
確認で操作できるツール。きるツール。。paraFoamの
起動方法の例については、基本的に6-2-6項の基本的な操作方法の例についてを
参照。
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6-2-4.　境界条件を変更する場合の確認

damBreakの境界条件を変更する場合（boundary, 各ユーザの fieldの internalFieldと baoundaryFieldの内容）が悪は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の
ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。gridEditorが悪起動し、基本的にこれら削除。が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

6-2-5.　interFoamの実行している

今の境界条件を変更する場合と初期値をセットで操作できるツール。計算させるツール。には、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にcontrolDict内に記
述する。されているツール。solver：流体interFoamを実行しているするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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また、基本的に実行している中のテキストは、文字数の制限（（実行している後は、「）が悪の残渣が確認できる。を確認するツール。為には、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に残渣が確認できる。を確
認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪solver：流体interFoamを実行しているした結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。（FOAM端末はを起動し、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。
interFoamを実行しているしているツール。。）が悪

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪実行している中のテキストは、文字数の制限（（実行している後は、「）が悪に ボタンをクリックして、基本的にplotWatcher起動して残渣が確認できる。を確認した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。
尚、基本的に残渣が確認できる。の画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。時は、基本的に端末は内で操作できるツール。plotWatcherが悪動いているツール。ので操作できるツール。、基本的に端末はを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。事により返し処理用の、基本的に
plotWatcherを停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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6-2-6.　結果の確認の確認

計算結果の確認を確認するツール。ためには、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。 ボタンをクリックして、基本的にoption無ければしの「paraFoam」を選択
して「OK」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にparaFoamが悪起動するツール。ので操作できるツール。結果の確認を確認で操作できるツール。きるツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪確認した結果の確認
にな操作方法の例についてるツール。。
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6-2-7.　並列計算

並列計算を行しているう前に現在しないの計算結果の確認を削除してお互いにく。削除は、基本的に ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にlogや計算結
果の確認等のの不要アプリな操作方法の例についてファイルを削除し、基本的にcaseを初期化するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

計算結果の確認を削除した後は、「、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。  ボタンをクリックするツール。。クリックした時点で、そので操作できるツール。、基本的にTreeFoamは、基本的に
case内にdecomposeParDictが悪あるツール。かどうかを確認し、基本的に存在しないしな操作方法の例についてい場合をは、基本的にデフォルトのdecomposeParDict
をコピーして作マニュアル　成するツール。。この為、基本的にdecomposeParDictの存在しないを意識せずに、せず、基本的に並列計算が悪で操作できるツール。きるツール。。

並列計算用してまとめている為、実際に試す事ができの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（nCPU）が悪を確認するツール。。並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を修正するツール。ようで操作できるツール。あれば、基本的にテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（の
数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学字フォルダ）の数等のを直し、処理を高速化（接変更し、基本的に「nCPU,method設定を追加」ボタンをクリックするツール。。（「nCPU,method設定を追加」ボタンが悪非アク
ティ流れ（ブにな操作方法の例についてっているツール。が悪、基本的にnCPU数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を変更するツール。と、基本的にアクティ流れ（ブに変わり返し処理用の、基本的に設定を追加で操作できるツール。きるツール。。）が悪

また、基本的に同じ設定で可能になっている。時にmesh分を削除）割方法の例について（method）が悪も改善する為に、確認で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に確認するツール。。今回チェックし、無ければの場合を、基本的にsimpleの(2 2 1)で操作できるツール。設定を追加
されているツール。ことが悪確認で操作できるツール。きるツール。。分を削除）割方法の例についてや分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を変更するツール。ので操作できるツール。あれば、基本的にここで操作できるツール。直し、処理を高速化（接修正するツール。。修正後は、「は、基本的に
「nCPU,method設定を追加」ボタンをクリックして、基本的にdecomposeParDictに反映させる。させるツール。。
また、基本的に「Dict確認・編集」ボタンで操作できるツール。、基本的にdecomposeParDictを editorで操作できるツール。開く事が悪で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にその設定を追加内容を
確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がはその設定を追加内容にな操作方法の例についてるツール。。

42



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

この後は、「は、基本的にメッシュを各ユーザの processor毎に分を削除）割するツール。。この為に、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「mesh分を削除）割」ボタンをクリックするツール。。
この時の処理状況は、が悪TreeFoam下の機能を備えている。これら機能が部のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（にlogが悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的に処理状況は、が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

分を削除）割後は、「は、基本的に「並列計算開始」ボタンをクリックして並列計算を開始させるツール。。
計算終了後は、「は、基本的に「結果の確認の再構築」ボタンにより返し処理用の、基本的に各ユーザの processor毎に分を削除）割されているツール。計算結果の確認を集めてcase
フォルダ直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がに保存するツール。。

計算結果の確認を再構築した後は、「は、基本的に各ユーザの processor毎の計算結果の確認は不要アプリにな操作方法の例についてるツール。。これを削除するツール。為に「各ユーザの領域のfile
操作マニュアル　」ボタンをクリックするツール。と、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「processor内のfile操作マニュアル　」画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。削除
するツール。フォルダを選択し、基本的に一括して削除できる。各して削除で操作できるツール。きるツール。。各ユーザの processor内のtimeフォルダは、基本的に基本的にに最初と最後は、「の
み修正。残してお互いにけ時、ば、基本的に問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてい。これら削除。を残してお互いにくと、基本的に結果の確認ファイルの容量がが悪2倍になってしまう。にな操作方法の例についてってしまう。
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結果の確認を再構築した後は、「は、基本的にTreeFoam画面上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックしてparaFoamを起動し、基本的に結果の確認を確認するツール。事
が悪で操作できるツール。きるツール。。
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7.　メッシュ作マニュアル　成の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

snappyHexMeshと cfMeshを使いやすくする為のってメッシュを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
snappyHexMeshの場合をは、基本的にcellZoneや faceZoneを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。為、基本的に内部patchや multiRegionモデル
の作マニュアル　成が悪容易にできる。にで操作できるツール。きるツール。。
cfMeshの場合をは、基本的に現段階ではで操作できるツール。はcellZoneや faceZoneの作マニュアル　成が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記した事が悪難しくなるが、こしくな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にこ
れら削除。を作マニュアル　成しな操作方法の例についてい通常の起動方法のメッシュを作マニュアル　成するツール。だけ時、で操作できるツール。あれば、基本的にsnappyHexMeshより返し処理用のも改善する為に、容易にできる。にメッシュを作マニュアル　成す
るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記した事を踏まえて、ここで、まえて、基本的にここで操作できるツール。、基本的にsnappyHexMeshを使いやすくする為のって通常の起動方法のメッシュとcellZoneや faceZone付け時、きの
メッシュを作マニュアル　成し、基本的にcfMeshを使いやすくする為のって通常の起動方法のメッシュを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
最後は、「に、基本的にsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュをFOAM形式に変換する例にグループ名（volume名、基本的にface名）が悪付け時、きで操作できるツール。変換する例で操作できるツール。き
るツール。様に工夫したものが、にしているツール。ので操作できるツール。、基本的にこのメッシュも改善する為に、作マニュアル　成してみ修正。るツール。。

7-1.　snappyHexMeshによるツール。通常の起動方法メッシュの作マニュアル　成

snappyHexMeshは、基本的にstlファイルさえ準備で操作できるツール。きれば、基本的にほぼ自由な形状のメッシュを作成する事ができるので自の環境に合わせな由な形状のメッシュを作成する事ができるのでな操作方法の例について形状のメッシュを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に
重宝するが、その設定項目が多数あり、使いづらい面がある。この為、するツール。が悪、基本的にその設定を追加項の基本的な操作方法の例について目が悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あり返し処理用の、基本的に使いやすくする為のいづら削除。い面が悪あるツール。。この為、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。snappyHexMeshを使いやすくする為のっ
てメッシュを切るツール。時、基本的に使いやすくする為のいやすさに重点で、そのをお互いにいてメッシュが悪作マニュアル　れるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。具体的にには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がに示」、「す
方針でメッシュが作れる様にした。で操作できるツール。メッシュが悪作マニュアル　れるツール。様に工夫したものが、にした。

1)　座標の入れ替え力してインストールする。はしな操作方法の例についてい。（stlファイルから削除。座標を拾う）う）が悪
2)　blockMeshDict、基本的にsnappyHexMeshDictを意識せずに、しな操作方法の例についてくても改善する為に、、基本的にメッシュが悪作マニュアル　れるツール。。
3)　メッシュの修正が悪楽になるが、前記した様に、インストール場所やに行しているえるツール。。
4)　メッシュの微調べ、言語が「整えば、は、基本的に直し、処理を高速化（接dictファイルを修正。

blockMeshについては、基本的にそのメッシュ作マニュアル　成方法の例についてが悪座標入れ替え力してインストールする。と分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学で操作できるツール。メッシュサイズを決めているツール。ので操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（
感的にに判る。り返し処理用のにくい。この為、基本的に座標はstlファイルから削除。拾う）い、基本的に分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学はメッシュサイズを入れ替え力してインストールする。すれば済む。むメッシュ作成の例方法の例について
にしているツール。。snappyHexMeshについては、基本的に準備したstlファイルの区分を削除）（patch, faceZone, cellZone等の）が悪
とメッシュサイズを明確にするツール。事で操作できるツール。、基本的にメッシュが悪切れるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。

前記したメッシュ作マニュアル　成の手続きをcsv形式に変換する例で操作できるツール。記述する。し、基本的にそのcsvデータから削除。blockMeshDictと
snappyHexMeshDictを作マニュアル　り返し処理用の出す方法の例についてをとっているツール。。その手続きはcsv形式に変換する例の為、基本的にoffice等ので操作できるツール。簡単に編集できに編集で操作できるツール。き
るツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

この作マニュアル　成方法の例についてで操作できるツール。、基本的にメッシュを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。作マニュアル　成するツール。メッシュは、基本的に通常の起動方法のメッシュ（領域によってメッシュ
サイズを変え、基本的にレイヤ作成追加）が悪を作マニュアル　成してみ修正。るツール。。

7-1-1.　caseの作マニュアル　成

まず基本とな操作方法の例についてるツール。caseを作マニュアル　成するツール。。meshを作マニュアル　成するツール。だけ時、の為、基本的にcaseは「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」
フォルダが悪あれば何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）で操作できるツール。も改善する為に、構わな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的に6-1項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成した「cavity」をコピーして使いやすくする為のってみ修正。るツール。。

caseのコピー方法の例については、基本的に「cavity」を選択して、基本的に右クリックするクリックで操作できるツール。ポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「コ
ピー」を選択するツール。。この後は、「、基本的に「myTutorials」フォルダを選択して、基本的に再びポップアップメニューを表示させポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に
「caseの貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、」を選択して、基本的にcaseをコピーするツール。。

この後は、「、基本的にポップアップメニューから削除。「folder名変更...」を選択して、基本的にcase名を「normalMesh」に変更するツール。。
さら削除。に、基本的にポップアップメニューの「新しいフォルダ追加」を選択して、基本的にnormalMeshフォルダ内にstlファイ
ル保存用してまとめている為、実際に試す事ができのフォルダ「model」を作マニュアル　成してお互いにく。
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最終的ににフォルダの構成は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

myTutorials
　normalMesh メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができcase
　　0
　　constant
　　model stlファイル保存用してまとめている為、実際に試す事ができフォルダ
　　system

　　最終的にな操作方法の例について状態の確認（case名が悪「normalMesh」に変更され、基本的にmodelフォルダが悪追加されているツール。。）が悪

46



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

7-1-2.　モデル形状

以下の機能を備えている。これら機能がのモデルのメッシュを作マニュアル　ってみ修正。るツール。。

　

stlファイルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がを作マニュアル　成するツール。。（今回チェックし、無ければはsalome-Mecaを使いやすくする為のってstlファイルを作マニュアル　成しているツール。。）が悪

部位の stlファイル 備考え方で、
–-------------------------------------------------------------------------------------
100x40x40 inW.stl, sideW.stl, outW.stl patchを作マニュアル　成
80x20x20 fineReg.stl cellサイズを細かくする為の領域を定義かくするツール。為の領域を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
半球 halfSp.stl この部分を削除）をくり返し処理用の抜く（く（patchを作マニュアル　成）が悪

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったstlファイルは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。stlファイルのフォーマットや寸法の例についてを確認してお互いにく。
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成...」ボタンをクリック、基本的に「stl
チェック...」ボタンをクリックして、基本的に「stlファイルの編集」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。フォーマットと寸法の例についてを確認するツール。。

フォーマットは、基本的に全ててasciiだが悪、基本的にxyzの寸法の例についてが悪全ててmm単に編集でき位のの値をセットにな操作方法の例についてっているツール。事が悪判る。るツール。。
（も改善する為に、し、基本的にフォーマットが悪binaryの場合をは「ascii」変換する例ボタンをクリックしてasciiに変換する例で操作できるツール。きるツール。）が悪
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stlが悪 mm単に編集でき位ので操作できるツール。作マニュアル　成されているツール。ので操作できるツール。、基本的に全ててのstlファイルを1/1000に縮小する。するツール。。
倍になってしまう。率変更は、基本的に画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。変更するツール。ファイルを選択し、基本的に「scale変更...」ボタンをクリック、基本的に倍になってしまう。率「0.001」を
入れ替え力してインストールする。して、基本的にm単に編集でき位のに変更するツール。。
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尚、基本的にこの「stlファイルの編集」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的にscaleの変更の他にに、基本的にsolid名の変更や、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のstlファイル
を結合をしたり返し処理用の、基本的にfaceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを反転させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。操作マニュアル　方法の例については、基本的にいずれも改善する為に、対象であるファイルを選択してボタ
ンをクリックするツール。事で操作できるツール。実現で操作できるツール。きるツール。。また、基本的にポップアップメニューで操作できるツール。ファイルコピーや削除するツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。。
（詳細かくする為の領域を定義は、基本的に9-1-1項の基本的な操作方法の例についてを参照）が悪

7-1-3.　特に徴線を抽出を抽出

sunappyHexMeshは、基本的にメッシュ作マニュアル　成時に、基本的にエッジの効いたメッシュを作る為に、節点を特徴線にいたメッシュを作マニュアル　るツール。為に、基本的に節点で、そのを特に徴線を抽出にsnapして作マニュアル　
り返し処理用の出しているツール。。その特に徴線を抽出をstlファイルから削除。抽出するツール。。

方法の例については、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「Dict編集...」ボタンをクリックして、基本的に全ててのstlファイルを選択し、基本的に「OK」ボタンをク
リックして、基本的に特に徴線を抽出抽出用してまとめている為、実際に試す事ができの Dictファイルを作マニュアル　成するツール。。Dictファイルが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。と、基本的にeditorが悪起動して、基本的に
その Dictファイルを表示」、「するツール。が悪、基本的に変更せずそのまま閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。（stlファイル毎にincludeAngleを修正
するツール。場合をは、基本的にここで操作できるツール。修正してお互いにく。）が悪

この後は、「、基本的に「Dict実行している(抽出)...」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に特に徴線を抽出が悪抽出で操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。
この操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にconstant/triSurfaceフォルダが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪り返し処理用の、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（にstlファイルが悪コピーされて
「surfaceFeatureExtract」コマンドをを実行しているして、基本的に特に徴線を抽出を抽出するツール。。（eMeshファイルが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。。）が悪

メッシュ作マニュアル　成を7-1-5項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。あれば、基本的にここで操作できるツール。の特に徴線を抽出の抽出は、基本的にDictファイルを作マニュアル　
成するツール。ところまで操作できるツール。が悪必要アプリな操作方法の例について処理にな操作方法の例についてるツール。。7-1-5項の基本的な操作方法の例についての方法の例について（「snapptDict作マニュアル　成...」ボタンをクリック
するツール。操作マニュアル　）が悪は、基本的にここで操作できるツール。作マニュアル　成した Dictファイルを使いやすくする為のって特に徴線を抽出を抽出するツール。操作マニュアル　をTreeFoamが悪実行しているするツール。
為、基本的に「Dict実行している(抽出)...」ボタンをクリックするツール。必要アプリはな操作方法の例についてい。
メッシュ作マニュアル　成を「snappy実行している...」ボタンで操作できるツール。作マニュアル　成するツール。場合をは、基本的にここで操作できるツール。「Dict実行している(抽出)...」ボタン
をクリックして、基本的に特に徴線を抽出を抽出してお互いにく必要アプリが悪あるツール。。
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7-1-4.　メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcsvファイル作マニュアル　成

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったstlファイルと特に徴線を抽出を使いやすくする為のって、基本的にメッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcsvファイルを作マニュアル　成するツール。。

方法の例については、基本的に「csv作マニュアル　成...」ボタンをクリックして、基本的にファイル名を入れ替え力してインストールする。するツール。と、基本的にlibreOfficeのスで操作する為、操作性（生産性）が悪プレッドをシー
トが悪起動するツール。。新しくcsvファイルを作マニュアル　成した場合を（「csv作マニュアル　成...」ボタンをクリックした場合を）が悪、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの
状態の確認で操作できるツール。立ち上がる。これは、準備されたち上がる。これは、準備された上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。。これは、基本的に準備されたstlファイルを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に座標を調べ、言語が「べて、基本的にそれを表示」、「しているツール。。

ここにstlファイルの区分を削除）と作マニュアル　成したいメッシュサイズを入れ替え力してインストールする。して、基本的にcsvファイルが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
stlファイルの区分を削除）は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの区分を削除）を準備しているツール。。

区分を削除） 内容
–--------------------------------------------------------------------------------
patch patch用してまとめている為、実際に試す事ができのstlファイル
wall wall用してまとめている為、実際に試す事ができのstlファイル
empty empty用してまとめている為、実際に試す事ができのstlファイル
symmetry symmetry用してまとめている為、実際に試す事ができのstlファイル
symmetryPlane symmetryPlane用してまとめている為、実際に試す事ができのstlファイル
faceZone faceZoneを作マニュアル　成するツール。為のstlファイル
face face領域を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。stlファイル（領域定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。のみ修正。で操作できるツール。faceZoneは作マニュアル　ら削除。な操作方法の例についてい）が悪
cellZone cellZoneを作マニュアル　成するツール。為のstlファイル
reg volume領域を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。stlファイル（領域定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。のみ修正。で操作できるツール。cellZoneは作マニュアル　ら削除。な操作方法の例についてい）が悪

上で操作できる様に工夫したものが、表中のテキストは、文字数の制限（のfaceと regは、基本的に領域定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。のみ修正。だが悪、基本的にその領域のcellサイズを変更したい時に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。。今回チェックし、無ければの場
合を、基本的にcellを細かくする為の領域を定義かくするツール。領域 fineRegを作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。、基本的にfineRegの区分を削除）は「reg」で操作できるツール。設定を追加するツール。。
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で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったcsvファイルを修正追記した場所に直接コは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの赤枠 内のみ修正。修正しているツール。。

blockMeshの設定を追加は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能が。
blockMeshの cellSize：流体 0.004（4mm）が悪で操作できるツール。設定を追加。
overBlockSize：流体 5 cell分を削除）　　モデル全て体より返し処理用のも改善する為に、5 cell分を削除）（20mm）が悪大きな操作方法の例についてblockMesh

を作マニュアル　成するツール。。この値をセットはデフォルトのまま

snappyHexMeshの設定を追加は以下の機能を備えている。これら機能が。
mesh：流体 locationInMeshの座標を入れ替え力してインストールする。。デフォルトのまま。

デフォルトの値をセットは、基本的にモデル全て体の中のテキストは、文字数の制限（心座標が悪入れ替えるツール。。
fineReg：流体 reg：流体領域定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。のみ修正。。featureEdgeと baseは 0.001（1mm）が悪
halfSp：流体 wallの設定を追加。featureEdgeと baseは 0.001（1mm）が悪
inW：流体 patchの設定を追加。featureEdgeと baseは 0.004（4mm）が悪
outW：流体 ↑
sideW：流体 wallの設定を追加。featureEdgeと baseは 0.004（4mm）が悪

以上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。メッシュ作マニュアル　成の手続きが悪、基本的にで操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。
TreeFoamが悪このデータを元ににblockMeshDictと snappyHexMeshDictを作マニュアル　成するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

尚、基本的に要アプリ素サイズの設定を追加は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に必要アプリに応じ設定で可能になっている。て設定を追加するツール。。

領域の要アプリ素サイズ（体積）が悪 base cellSize で操作できるツール。設定を追加
faceの要アプリ素サイズ（面）が悪 fine cellSize で操作できるツール。設定を追加
edgeの要アプリ素サイズ（線を抽出）が悪 featureEdge cellSizeで操作できるツール。設定を追加
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7-1-5.　メッシュ作マニュアル　成

メッシュ作マニュアル　成のためのcsvファイルから削除。blockMeshDictと snappyHexMeshDictを作マニュアル　成し、基本的にメッシュを作マニュアル　成す
るツール。。これら削除。は、基本的にcase内にあるツール。 Dictファイルを修正して、基本的にDictファイルを作マニュアル　り返し処理用の出す。

今回チェックし、無ければは、基本的にcavityの caseをコピーしているツール。ので操作できるツール。、基本的にblockMeshDictは存在しないするツール。が悪、基本的にsnappyHexMeshDictは存在しないし
な操作方法の例についてい。Dictファイルが悪存在しないしな操作方法の例についてい場合をは、基本的にデフォルトの Dictファイルをコピーしてくるツール。。今回チェックし、無ければの場合を、基本的にデ
フォルトのsnappyHexMeshDictファイルをコピーしてくるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
（デフォルトの Dictファイルは、基本的に$TreeFoam/data/HelyxOS/フォルダ中のテキストは、文字数の制限（の最新バージョンのcaseフォルダ
内から削除。 Dictファイルをコピーしてくるツール。。）が悪

csvデータから削除。メッシュを作マニュアル　成するツール。為には、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にドを
ロップダウンテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に、基本的に作マニュアル　成したcsvファイル名が悪表示」、「されているツール。事を確認の上で操作できる様に工夫したものが、、基本的に
「snappyDict作マニュアル　成...」ボタンをクリックするツール。。

この後は、「、基本的に
・snappyHexMeshDictが悪存在しないしな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にDictファイルをコピーするツール。
・Dictファイルが悪完成した。meshを作マニュアル　成するツール。か？

旨のメッセージがでるので全て「のメッセージが悪で操作できるツール。るツール。ので操作できるツール。全てて「OK」、基本的に「はい」で操作できるツール。進んでいくと、メッシュが完成する。んで操作できるツール。いくと、基本的にメッシュが悪完成するツール。。

も改善する為に、し、基本的にblockMesh、基本的にsnappyHexMesh実行している中のテキストは、文字数の制限（にエラーが悪発生するツール。ようで操作できるツール。あれば、基本的にblockMeshDict, 
snappyHexMeshDictファイルを削除して再度に書き直される。実行しているしてみ修正。るツール。。（削除により返し処理用のdefaultの Dictファイルに置によっき換する例
えるツール。ため。）が悪

この操作マニュアル　で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。場合を、基本的にTreeFoamが悪 7-1-3項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成した特に徴線を抽出抽出用してまとめている為、実際に試す事ができの Dictファイル
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（surfaceFeatureExtractDict）が悪を使いやすくする為のって特に徴線を抽出を抽出した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。。ただし、基本的に漏れ無く特れ無ければく特に
徴線を抽出が悪抽出で操作できるツール。きているツール。かどうかをcsvファイル内容をから削除。確認して、基本的に漏れ無く特れが悪あるツール。場合をは、基本的にそのstlファイル
を追加した Dictファイルを再作マニュアル　成し、基本的に特に徴線を抽出を抽出してくれるツール。。（7-1-3項の基本的な操作方法の例についての処理を行しているわな操作方法の例についてくても改善する為に、、基本的にここで操作できるツール。
TreeFoamが悪 Dictファイルを作マニュアル　成し、基本的に特に徴線を抽出を抽出してくれるツール。。）が悪

また、基本的にメッシュ作マニュアル　成後は、「に不要アプリな操作方法の例についてpatchの削除やboundaryの整えば、合を性も改善する為に、取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（ってくれるツール。為、基本的に直し、処理を高速化（ぐにparaFoamを
使いやすくする為のって、基本的にメッシュの確認が悪で操作できるツール。きるツール。。

「snappy実行している...」ボタンをクリックしても改善する為に、、基本的にblockMeshと snappyHexMeshを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成
するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。この場合をは、基本的に予めそれらをコピーしてめ7-1-3項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。特に徴線を抽出を抽出してお互いにく必要アプリが悪あるツール。。またこの方法の例については、基本的に
boundaryFieldの整えば、合をを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（ってくれな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にparaFoamで操作できるツール。メッシュを確認するツール。為には、基本的に引き続きき続き
「patch名修正...」ボタンをクリックしてboundaryの整えば、合を性をとり返し処理用の、基本的に余分を削除）な操作方法の例についてpatch名削除を行しているって
お互いにく必要アプリが悪あるツール。。

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったメッシュを確認した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。予めそれらをコピーして定を追加通り返し処理用ののメッシュが悪切れているツール。。

また、基本的にで操作できるツール。きあが悪ったメッシュの評価は、上図の「は、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、図の様にの「checkMesh」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にcheckMeshを実
行しているし、基本的にメッシュの評価は、上図の「結果の確認を出力してインストールする。させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にsnappyHexMeshを並列で操作できるツール。動かし、基本的にメッシュを作マニュアル　成するツール。場合をは、基本的に7-1-7項の基本的な操作方法の例についてを参照。
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7-1-6.　レイヤ作成作マニュアル　成

今のメッシュには、基本的にレイヤ作成が悪付け時、いていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にレイヤ作成を付け時、け時、てみ修正。るツール。。
レイヤ作成を付け時、け時、るツール。為には、基本的にまず、基本的にcontrolDict内のstartFromが悪「startTime」に設定を追加されているツール。事を確認するツール。。

startFromが悪、基本的にstartTimeにな操作方法の例についてっているツール。と、基本的にlayerを付け時、け時、るツール。ための処理をtry & error で操作できるツール。何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）回チェックし、無ければ行しているっても改善する為に、、基本的に
ベースで操作する為、操作性（生産性）が悪メッシュから削除。レイヤ作成を付け時、け時、るツール。処理を行しているってくれるツール。。しかし、基本的にlatestTimeにな操作方法の例についてっていた場合を、基本的に
latestTimeのメッシュが悪ベースで操作する為、操作性（生産性）が悪メッシュにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にlayerを付け時、け時、るツール。処理を複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学回チェックし、無ければ行しているうと、基本的にlayerが悪どんど
ん追加されていく事にな操作方法の例についてってしまうので操作できるツール。、基本的に処理を行しているう度に書き直される。にlatestTimeを削除するツール。操作マニュアル　が悪必要アプリにな操作方法の例についてってくるツール。。

startFromが悪「startTime」に設定を追加されているツール。事を確認後は、「、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に
「Dict作マニュアル　成...」ボタンをクリックして、基本的に「layerの設定を追加画面」を表示」、「させるツール。。
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layerを追加するツール。場所に直接コは、基本的に側面の壁 sideWと半球 halfSpの patchにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。のpatchを選択し、基本的に
「選択>>」ボタンをクリックして、基本的にlayerを設定を追加するツール。patch名側に移動するツール。。

この画面のlayer設定を追加は、基本的に全て patch名に適用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。「全て体の設定を追加」項の基本的な操作方法の例について目とpatch名毎に設定を追加するツール。「patch毎の
設定を追加」項の基本的な操作方法の例について目が悪あるツール。。この為、基本的にlayerを設定を追加するツール。場合を、基本的に「全て体の設定を追加」項の基本的な操作方法の例について目の設定を追加と共に、基本的にpatch名を選択し
て「patch毎の設定を追加」項の基本的な操作方法の例について目を洩れなく設定する。れな操作方法の例についてく設定を追加するツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に「sideW」のpatch名のlayer設定を追加が悪表示」、「されているツール。。「halfSp」側も改善する為に、同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加としているツール。。
尚、基本的にlayerの厚さ設定は相対厚さ設定（さ設定を追加は相対厚さ設定は相対厚さ設定（さ設定を追加（ralativeSizes: true）が悪としているツール。ので操作できるツール。、基本的に両 patchとも改善する為に、cellサイズ
に対するツール。相対寸法の例についての設定を追加にな操作方法の例についてっているツール。。

この後は、「、基本的に「OK」ボタンをクリックして画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。。この操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にsnappyHexMeshDictが悪修正され、基本的に書いている。き直し、処理を高速化（
された事にな操作方法の例についてるツール。。
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この設定を追加で操作できるツール。、基本的にレイヤ作成を追加してみ修正。るツール。。レイヤ作成を追加するツール。ためには、基本的に「layer作マニュアル　成」ボタンをクリックするツール。。
これにより返し処理用の、基本的にsnappyHexMeshを実行しているし、基本的にレイヤ作成が悪追加されるツール。。

レイヤ作成が悪追加されたメッシュが悪「0.005」フォルダ内にあるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれをparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的にレイヤ作成が悪
追加されているツール。事が悪わかるツール。。
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前記した方法の例についてで操作できるツール。、基本的にレイヤ作成が悪うまく追加されな操作方法の例についてい（部分を削除）的ににレイヤ作成が悪欠けるなど）場合は、レイヤの厚さをけ時、るツール。な操作方法の例についてど）が悪場合をは、基本的にレイヤ作成の厚さ設定は相対厚さ設定（さを
cellサイズに対するツール。相対寸法の例についてで操作できるツール。設定を追加するツール。ので操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に絶対寸法の例についてで操作できるツール。設定を追加するツール。とうまく設定を追加で操作できるツール。きるツール。。
レイヤ作成を絶対寸法の例についてで操作できるツール。設定を追加するツール。場合をは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に相対厚さ設定は相対厚さ設定（さ設定を追加（relativeSizes）が悪を「false」に設定を追加するツール。。

　

この後は、「、基本的に設定を追加したいpatch名を選択して各ユーザの々設定を追加し直し、処理を高速化（す。それぞれ以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加するツール。。

尚、基本的にlayer作マニュアル　成（snappyHexMeshの実行している）が悪を並列処理するツール。場合をは、基本的に次の7-1-1項の基本的な操作方法の例についてを参照。

7-1-7.　snappyHexMeshの並列処理方法の例について

57

halfSp

sideW



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

snappyHexMeshを並列処理で操作できるツール。動かしてメッシュを作マニュアル　成するツール。方法の例についてを準備しているツール。。メッシュ作マニュアル　成方法の例についてを前項の基本的な操作方法の例についてま
で操作できるツール。で操作できるツール。説明しているツール。が悪、基本的に7-1-5項の基本的な操作方法の例についてと7-1-6項の基本的な操作方法の例についてを並列処理するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

snappyHexMeshを並列で操作できるツール。動かすためには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に「並列処理」をチェックし、基本的に並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（nCPU）が悪とxyz
の分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を入れ替え力してインストールする。するツール。。これにより返し処理用の、基本的に以後は、「の処理（「snappyDict作マニュアル　成...」「snappy実行している...」）が悪を並列で操作できるツール。処
理してくれるツール。。
尚、基本的にこの時の分を削除）割方法の例については、基本的に「simple」のみ修正。に設定を追加しているツール。。この為、基本的に分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的にxyz各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加
するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的にCPU数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学＝2ヶ（2並列）が悪、基本的に分を削除）割はx方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタ 2分を削除）割で操作できるツール。指定を追加しているツール。。

尚、基本的にこの並列処理は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に実行しているしているツール。ので操作できるツール。、基本的にシングルコアで操作できるツール。処理するツール。時と同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。結果の確認が悪
得ら削除。れるツール。。しかし、基本的に処理のスで操作する為、操作性（生産性）が悪テップが悪多くな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にメッシュの要アプリ素数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪小する。さいモデルの場合をは、基本的に並列処理
するツール。と、基本的にかえって処理時間が悪長くなってしまう事がある。（くな操作方法の例についてってしまう事が悪あるツール。。（2, 4, 5項の基本的な操作方法の例についてが悪並列処理特に有の処理で操作できるツール。、基本的にシングル
コアの場合をは、基本的に不要アプリな操作方法の例について項の基本的な操作方法の例について目にな操作方法の例についてるツール。。）が悪

1. BlockMesh blockMesh作マニュアル　成
2. decomposePar blockMeshを CPU毎に分を削除）割
3. mpirun　(snappyHexMesh) snappyHexMeshを並列で操作できるツール。起動し、基本的にメッシュ作マニュアル　成
4. reconstructPaMesh 各ユーザの CPU毎のメッシュを集め再構築
5. reconstruct cellLevel cellLevelを再構築
6. deleteFolders 余分を削除）な操作方法の例についてfolderを削除
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7-2.　snappyHexMeshによるツール。faceZoneや cellZoneを含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例メッシュ作マニュアル　成の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

モデル内にbaffleを追加したり返し処理用の、基本的にtutorialsの damBreakの様に工夫したものが、に特に定を追加領域に値をセットをセットしたい場合をには、基本的に予めそれらをコピーして
めfaceZoneや cellZoneを作マニュアル　ってお互いにくと、基本的にbaffleの作マニュアル　成やsetFieldsが悪しやすくな操作方法の例についてるツール。。この様に工夫したものが、な操作方法の例についてfaceZone
と cellZoneを含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例メッシュをsnappyHexMeshを使いやすくする為のって作マニュアル　成し、基本的にそのモデルで操作できるツール。計算してみ修正。るツール。。

7-2-1.　メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができcaseの作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例について（7-1-1項の基本的な操作方法の例について）が悪と同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。、基本的にcavityをコピーしてcaseを作マニュアル　成するツール。。case名は「faceCellZoneMesh」
とした。最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例についてフォルダ構成とするツール。。

myTutorials
　faceCellZoneMesh メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができcase
　　0
　　constant
　　model stlファイル保存用してまとめている為、実際に試す事ができフォルダ
　　system

7-2-2.　モデル形状

下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、な操作方法の例についてモデルを考え方で、えてみ修正。るツール。。
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sideW
(3 面）

atmos

baffle1

baffle2
waterLo

waterHi

全て体形状 : 600x600x100 mm
baffle1: 高い。これを少しでも改善する為に、さ 500, 300x100 mm
baffle2: 高い。これを少しでも改善する為に、さ 400, 300x100 mm
waterLo: 300x500x100 mm
waterHi: 300x100x100 mm
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stlファイルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がを準備するツール。。（今回チェックし、無ければのstlファイルは、基本的にsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。。）が悪

stlファイル 内容
–----------------------------------------------------------------
sideW.stl wall:側面と底面の3面
atmos.stl patch:上で操作できる様に工夫したものが、面
frontBack.stl wall:表と裏で動く設定にしない。この設定にしないと、面
baffle1.stl faceZone
baffle2.stl faceZone
waterLo.stl cellZone
waterHi.stl cellZone

これら削除。全ててのstlファイルをfaceCellZoneMesh/model内に保存してお互いにく。

7-2-3.　特に徴線を抽出の抽出

前項の基本的な操作方法の例について（7-1-3項の基本的な操作方法の例について）が悪の方法の例についてで操作できるツール。、基本的にstlファイルのフォーマットと寸法の例についてを確認するツール。。寸法の例についてが悪mm単に編集でき位のの場合をは、基本的にm単に編集でき
位のに変換する例してお互いにく。
この後は、「、基本的に全ててのファイルを選択して、基本的に特に徴線を抽出を抽出するツール。。

7-2-4.　メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcsvファイル作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例について（7-1-4項の基本的な操作方法の例について）が悪の方法の例についてで操作できるツール。、基本的にcsvファイルを作マニュアル　成するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの内容で操作できるツール。作マニュアル　成した。デフォルトに対し修正した
箇所に直接コは、基本的に 枠内のみ修正。修正。
今回チェックし、無ければの場合を、基本的にfaceZoneと cellZoneを作マニュアル　成するツール。が悪、基本的にこれら削除。は境界面が悪接しているツール。ので操作できるツール。、基本的にstlファイルの記述する。
順に注意するツール。。記述する。順を間違えるツール。と、基本的に境界面のface面が悪正常の起動方法に取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。
記述する。順は、基本的に

cellZone
faceZone

の様に工夫したものが、に、基本的にcellZoneの後は、「にfaceZoneを記述する。するツール。と、基本的にこれら削除。の境界面が悪接していても改善する為に、、基本的に正常の起動方法にfaceZoneが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得
で操作できるツール。きるツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的にstlのデータをB列で操作できるツール。ソートしてcellZone、基本的にfaceZoneの順番で起動している為、に設定を追加し直し、処理を高速化（しているツール。。
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7-2-5.　メッシュ作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例について（7-1-5項の基本的な操作方法の例について）が悪の方法の例についてで操作できるツール。、基本的にメッシュを作マニュアル　成するツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったメッシュにな操作方法の例についてるツール。。cellZoneや faceZoneが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きているツール。。

 meshParts 全て体

  

cellZone faceZone

　

7-2-6.　解が深まる。　特に析用してまとめている為、実際に試す事ができcaseの作マニュアル　成

今回チェックし、無ければのメッシュは、基本的にtutorialsの damBreakを想定を追加したも改善する為に、ので操作できるツール。あるツール。為、基本的にcaseの内容（fieldや properties
等の）が悪をdamBreakの内容に揃える必要がある。この為に、えるツール。必要アプリが悪あるツール。。この為に、基本的に6-2項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。実行しているしたdamBreakの caseをコピーし、基本的に新
しく「damBreakZone」の名称を変更しておくに変え、基本的にこのcase内のメッシュを今回チェックし、無ければ作マニュアル　成したメッシュに入れ替えれ替ええるツール。事にす
るツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的にdamBreakの caseをコピーしてcase名を「damBreakZone」に変更し、基本的に解が深まる。　特に析 case（ 付け時、きフォルダ）が悪
として設定を追加した状態の確認。
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今回チェックし、無ければ作マニュアル　成した「faceCellZoneMesh」内のメッシュを「damBreakZone」へコピーして入れ替えれ替ええるツール。が悪、基本的にこの方法の例について
は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの方法の例についてによるツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に現れた画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。「meshの入れ替えれ替ええ」タグを選択するツール。。メッシュの
コピー元には、基本的に「faceCellZoneMesh」にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に「case変更（元に）が悪」ボタンをクリックして、基本的に
「faceCellZoneMesh」を選択し、基本的に「決定を追加」ボタンをクリックするツール。。
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選択するツール。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にコピー元にのcase名「faceCellZoneMesh」が悪下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。
この後は、「、基本的にコピー元にの「constant/polyMesh」とコピー先は、の「constant」を選択し、基本的に「コピー開始」ボタンを
クリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にメッシュが悪入れ替えれ替えわるツール。。

メッシュを入れ替えれ替ええるツール。為、基本的にinternalFieldと baoundaryFieldの内容は、基本的に全ててクリアされるツール。。

7-2-7.　setFieldsで操作できるツール。値をセットをセット

「alpha.water」フィ流れ（ールドをにsetFieldsで操作できるツール。値をセットをセットするツール。為、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックするツール。。

setFieldsは、基本的にcellSetの領域に値をセットをセットするツール。が悪、基本的に今はwaterLoと waterHiが悪 cellZoneの状態の確認のため、基本的にこ
の領域をcellSetとして新たに作マニュアル　り返し処理用の出す必要アプリが悪あるツール。。これを作マニュアル　り返し処理用の出す為に、基本的に「fieldへのデータセット」画
面上で操作できる様に工夫したものが、の「cellSet作マニュアル　成」ボタンをクリックするツール。。
「mesh抽出」画面（topoSetEditor）が悪が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。

＜Action＞ new 新しくobjectを作マニュアル　り返し処理用の出すコマンドを
＜Source＞ cellZone cellZone内の

　waterHi 　　waterHiと
　waterLo 　　waterLoを選択

＜Result＞ sets 複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のsourceから削除。複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のset（cellSet）が悪を作マニュアル　り返し処理用の出す

を選択して、基本的に「code出力してインストールする。」ボタンをクリックするツール。。この操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に画面下の機能を備えている。これら機能が部のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に、基本的に
この処理を行しているうためのtopoSetのコマンドを群が作成される。が悪作マニュアル　成されるツール。。
この後は、「、基本的に「ｸﾘｱ・追加・実行している」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にtopoSetDictの内容をクリア、基本的に作マニュアル　成したtopoSet
コマンドをを Dictに追加、基本的にtopoSetを実行しているし、基本的に最終的にに選択したcellZoneから削除。cellSetを作マニュアル　り返し処理用の出す。
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最後は、「に「閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。」ボタンをクリックして、基本的に「mesh抽出」画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。、基本的に「fieldにデータセット」画面に戻るるツール。。
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「fieldへのデータセット」画面に戻るるツール。と、基本的にcellSets内に「waterHi」と「waterLo」が悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きているツール。ので操作できるツール。、基本的に
これら削除。と、基本的に値をセットをセットするツール。field（alpha.water）が悪を選択し、基本的に「setFieldsDict作マニュアル　成...」ボタンをクリック
するツール。。

　

現れた画面上で操作できる様に工夫したものが、には、基本的に現在しない設定を追加されているツール。setFieldsDictの内容が悪表示」、「されているツール。。（damBreakで操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしてい
るツール。setFieldsDictは、基本的にboxを使いやすくする為のってデータをセットしているツール。ので操作できるツール。、基本的に(box)行しているが悪表示」、「されているツール。。）が悪

この画面中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。、基本的にまず、基本的に不要アプリな操作方法の例について(box)行しているを削除するツール。。削除方法の例については、基本的に削除したい行しているを選択して「行している(cellSet)削
除」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。行しているが悪削除で操作できるツール。きるツール。。削除後は、「、基本的にalpha.water列中のテキストは、文字数の制限（のwaterHiと waterLoに「1」を
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入れ替え力してインストールする。するツール。。最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

データ入れ替え力してインストールする。後は、「、基本的に「Dict保存」ボタンをクリックするツール。と、基本的にこの内容で操作できるツール。setFieldsDictが悪作マニュアル　成されるツール。。
この後は、「、基本的に「閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。」ボタンで操作できるツール。画面を閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的にで操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったsetFieldsDictにな操作方法の例についてるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 
defaultFieldValues 
( 
    volScalarFieldValue alpha.water 0 
); 
regions 
( 
    cellToCell 
    { 
        set waterHi; 
        fieldValues 
        ( 
            volScalarFieldValue alpha.water 1 
        ); 
    } 
   cellToCell 
    { 
        set waterLo; 
        fieldValues 
        ( 
            volScalarFieldValue alpha.water 1 
        ); 
    } 

66



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

); 
// ************************************************************************* //

setFieldsDictが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったので操作できるツール。、基本的に画面上で操作できる様に工夫したものが、の「setFields実行している...」ボタンをクリックして、基本的にsetFieldsコ
マンドをを実行しているするツール。。

データセット状況は、をparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的にalpha.waterフィ流れ（ールドをに値をセットが悪うまく設定を追加で操作できるツール。きて
いるツール。。（waterHi、基本的にwaterLo領域に「1」が悪セットされているツール。。）が悪

7-2-8.　データセット状態の確認の確認

今の状態の確認は、基本的にbaffle（内部パッチ）が悪が悪設定を追加されていな操作方法の例についてい為、基本的にtutorialsの damBreakと形状は異なるのでな操作方法の例についてるツール。が悪同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。状
態の確認。ここで操作できるツール。solver（interFoam）が悪を実行しているしてみ修正。るツール。。

実行しているにあたっては、基本的に境界条件を変更する場合が悪設定を追加されていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこれを設定を追加するツール。。
境界条件を変更する場合は、基本的にtutorialsの「damBreak」と今回チェックし、無ければの「damBreakZone」の内容2種類の操作ができる。をgridEditorで操作できるツール。表示」、「させ、基本的に
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お互いに互いにいにcopy & pasteで操作できるツール。貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、れば済む。むメッシュ作成の例。下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照。

最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がの状態の確認（frontBackWは、基本的に「slip」に設定を追加しているツール。。）が悪にな操作方法の例についてるツール。。
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damBreak側

damBreakZone側

この部分を削除）（壁の境界条件を変更する場合）が悪を選択し、基本的にコピーするツール。。
（ポップアップメニューから削除。「 cell コピー」を選択）が悪

この部分を削除）を選択し、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
（ポップアップメニューから削除。「 cell 貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、」を選択）が悪
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この条件を変更する場合で操作できるツール。計算させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。baffleが悪無ければいため、基本的にtutorialsの damBreakとほぼ自由な形状のメッシュを作成する事ができるので同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。結果の確認。
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7-2-9.　baffle（内部パッチ）が悪作マニュアル　成

このモデルには、基本的にfaceZoneを作マニュアル　成しているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを使いやすくする為のって、基本的にbaffle（内部パッチ）が悪を作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
この為には、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「メッシュ操作マニュアル　」画面を表示」、「させ、基本的に「内部patch作マニュアル　
成...」ボタンをクリックして、基本的に「内部patchの作マニュアル　成」画面を表示」、「させるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に内部patchを作マニュアル　
成するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

内部パッチ（baffle）が悪は、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、図の様に「内部patchの作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的に作マニュアル　成したいfaceZoneを指定を追加してbaffle
を作マニュアル　り返し処理用の出す事にな操作方法の例についてるツール。。今回チェックし、無ければは、基本的にfaceZone「baffle1」「baffle2」を使いやすくする為のって、基本的にbaffle「baffle1」「baffle2」
を作マニュアル　成するツール。。
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その作マニュアル　成方法の例については、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にのように、基本的にfaceZone「baffle1」を選択するツール。。この選択により返し処理用の、基本的にpatch名のmaster, 
slaveに、基本的に各ユーザの々「baffle1_master」「baffle1_slave」が悪入れ替え力してインストールする。されるツール。。

今回チェックし、無ければの場合を、基本的にbaffleを作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にmaster、基本的にslaveとも改善する為に、、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。名前「baffle1」に変更するツール。。
変更後は、「、基本的に「patch作マニュアル　成」ボタンをクリックして、基本的に名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トに追加するツール。。

名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トは、基本的に下の機能を備えている。これら機能が表の意味を持っている。を持っている。っているツール。。

区分を削除） faceZone名 master名 slave名
---------------------------------------------
patch baffle1 baffle1 baffle1
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同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にbaffle2の方も改善する為に、操作マニュアル　し、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例について名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トを作マニュアル　成するツール。。
この後は、「、基本的に「Dict作マニュアル　成」ボタンをクリックしてcreateBafflesDictを作マニュアル　成し、基本的に「Dict実行している」ボタンをクリッ
クしてcreateBaffleコマンドをを実行しているし、基本的にbaffle1と baffle2の内部パッチを作マニュアル　成するツール。。

尚、基本的に内部パッチが悪作マニュアル　成されるツール。caseは、基本的に現在しないの解が深まる。　特に析 case内に新しく「subCase」フォルダが悪作マニュアル　成され、基本的にこの
case内に内部パッチを追加したメッシュが悪作マニュアル　ら削除。れるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的に以後は、「の操作マニュアル　は、基本的に解が深まる。　特に析 case（
マーク付け時、き）が悪を「subCase」に変更して、基本的に操作マニュアル　するツール。。
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また、基本的に解が深まる。　特に析 case名が悪「subCase」で操作できるツール。内部パッチを作マニュアル　成するツール。場合をは、基本的にsubCaseフォルダは作マニュアル　成されず、基本的にその
case内のメッシュに内部パッチが悪追加されるツール。。

尚、基本的にここで操作できるツール。作マニュアル　成されたcreateBafflesDictファイルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容で操作できるツール。作マニュアル　成されているツール。。「Dict実行している」ボタン
をクリックするツール。前に、基本的にこの内容を修正して「Dict実行している」ボタンをクリックするツール。と、基本的に修正した
createBafflesDictの内容で操作できるツール。、基本的にbaffleを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
// Whether to convert internal faces only (so leave boundary faces intact).
// This is only relevant if your face selection type can pick up boundary
// faces.
internalFacesOnly true;

// Baffles to create.
baffles
{
    baffle1     //baffles is created
    {
        //- Use predefined faceZone to select faces and orientation.
        type        faceZone;
        zoneName    baffle1;
        patches
        {
            master
            {
                //- Master side patch
                name        baffle1;
                type        patch;
            }
            slave
            {
                //- Slave side patch
                name        baffle1;
                type        patch;
            }
        }
    }
    baffle2     //baffles is created
    {
        //- Use predefined faceZone to select faces and orientation.
        type        faceZone;
        zoneName    baffle2;
        patches
        {
            master
            {
                //- Master side patch
                name        baffle2;
                type        patch;
            }
            slave
            {
                //- Slave side patch
                name        baffle2;
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                type        patch;
            }
        }
    }
}

//************************************************************************* //

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったメッシュをparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に内部パッチが悪追加されているツール。事が悪わかるツール。。

尚、基本的に今回チェックし、無ければの様に工夫したものが、な操作方法の例について単に編集でき純なな操作方法の例についてbaffleのみ修正。追加するツール。ので操作できるツール。あれば、基本的に7-2-4項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したcsvファイル中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。baffle1と
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baffle2の区分を削除）を、基本的にfaceZoneで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的にpatchに設定を追加するツール。ことで操作できるツール。、基本的に内部パッチが悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。しかし、基本的に
cyclicや mappedPatchの様に工夫したものが、に表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、（master、基本的にslave）が悪のパッチを作マニュアル　るツール。必要アプリが悪あるツール。場合をは、基本的に今回チェックし、無ければの方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成
するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

このcaseを実行しているしてみ修正。るツール。。

内部パッチを追加しても改善する為に、、基本的に既に、に設定を追加されているツール。internalFieldや boundaryFieldは、基本的にそのまま残っているツール。が悪、基本的に
新たに作マニュアル　成した内部パッチ（baffle1、基本的にbaffle2）が悪には、基本的に境界条件を変更する場合が悪設定を追加されていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこれを設定を追加するツール。。
baffle1、基本的にbaffle2とも改善する為に、壁の為、基本的にsideWと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加にすれば済む。むメッシュ作成の例。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的にgrodEditorを起動して、基本的にsideWの境界条件を変更する場合を選択し、基本的にcellコピー、基本的に
cell貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、するツール。事で操作できるツール。、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。条件を変更する場合が悪設定を追加で操作できるツール。きるツール。。（下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照）が悪

境界条件を変更する場合が悪設定を追加で操作できるツール。きたので操作できるツール。、基本的に計算を開始するツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪計算させた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。baffleを追加した事によっ
て、基本的に流れ（れが悪変わっているツール。。
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7-3.　cfMeshによるツール。通常の起動方法メッシュの作マニュアル　成

ここで操作できるツール。、基本的にcfMeshを使いやすくする為のってTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
cfMeshは、基本的にfaceZoneや cellZoneを作マニュアル　るツール。事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的に通常の起動方法のメッシュを作マニュアル　るツール。場合をは、基本的にsnappyHexMeshに
比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。べて容易にできる。にメッシュを作マニュアル　るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。cfMeshを作マニュアル　成するツール。場合を、基本的にsnappyHexMeshの場合をと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にcsvファイルを予めそれらをコピーしてめ作マニュアル　成してお互いにき、基本的に
これを元ににTreeFoamが悪特に徴線を抽出の抽出やmeshDictを作マニュアル　成し、基本的にメッシュを作マニュアル　成するツール。。

7-3-1.　caseの作マニュアル　成

sanappyHexMeshで操作できるツール。作マニュアル　成した通常の起動方法メッシュと比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、するツール。為に、基本的にsnappyHexMeshで操作できるツール。作マニュアル　成したcase「normalMesh」を
コピーして、基本的に新しいcase「normalMesh_cfMesh」を作マニュアル　成するツール。。（7-1項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。新しいcaseを作マニュアル　成す
るツール。。）が悪

フォルダ構成は、基本的に最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がの状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。noamalMesh_cfMeshが悪追加され、基本的にこのフォルダ内に
「model」フォルダが悪追加されているツール。。

7-3-2.　レイヤ作成付け時、きメッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcsvファイル作マニュアル　成

まず、基本的にcfMeshを使いやすくする為のってstlファイルから削除。メッシュを作マニュアル　成するツール。時の手順を確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの手順で操作できるツール。作マニュアル　成するツール。。

1)　stlファイルを準備

76



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

patch毎のstlファイルを準備するツール。。
部分を削除）的ににメッシュサイズを変更するツール。場合をは、基本的にその部分を削除）の形状のstlファイルを準備するツール。。
ここまで操作できるツール。は、基本的にsnappyHexMeshの場合をと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。。

2)　patch用してまとめている為、実際に試す事ができ stlファイルの結合を
patch用してまとめている為、実際に試す事ができに作マニュアル　成した全ててのstlファイルを1ヶのstlファイルに結合をするツール。。

3)　特に徴線を抽出の抽出とcfMesh読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。用してまとめている為、実際に試す事ができのfmsファイルの作マニュアル　成
stlファイルから削除。特に徴線を抽出を抽出するツール。コマンドを（cfMeshのユーティ流れ（リティ流れ（）が悪を実行しているするツール。ことで操作できるツール。、基本的に
cfMeshが悪読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例形状データ（fmsファイル）が悪も改善する為に、同じ設定で可能になっている。時に作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例についてコマンドをを実
行しているするツール。ことで操作できるツール。、基本的に特に徴線を抽出を抽出したfmsファイルが悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。

$ surfaceFeatureEdges -angle 30 assy.stl model.fms

上で操作できる様に工夫したものが、記コマンドをは、基本的にassy.stlファイルから削除。featureAngle 30で操作できるツール。特に徴線を抽出を抽出し、基本的にその結果の確認を
model.fmsで操作できるツール。書いている。き込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。。

4)　meshDict作マニュアル　成
surfaceFileの設定を追加と各ユーザの patchの cellSizeの設定を追加、基本的に部分を削除）的ににcellSizeを設定を追加するツール。場合をは、基本的にその
cellSizeと範囲を示すを示」、「すstlファイルを設定を追加して、基本的にmeshDictファイルを作マニュアル　成するツール。。

5)　メッシュ作マニュアル　成
meshDictが悪完成した後は、「は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのコマンドをを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成するツール。。

$ cartesianMesh

これら削除。の操作マニュアル　が悪、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。楽になるが、前記した様に、インストール場所やに行しているえるツール。様に工夫したものが、にしてあるツール。。stlファイルを準備した後は、「は、基本的に2)〜4)まで操作できるツール。の手続
きをcsvファイルで操作できるツール。指示」、「し、基本的に後は、「は、基本的にその指示」、「に従ってセットする必要がある。って、基本的にstlファイル結合を、基本的に特に徴線を抽出抽出、基本的にmeshDictを作マニュアル　成す
るツール。。meshDict完成後は、「は、基本的に「cartesianMesh」コマンドをを実行しているしてメッシュを作マニュアル　成するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がに、基本的に具体的にに説明するツール。。

まず、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にcase「normalMesh_cfMesh」が悪解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加されているツール。事を確認後は、「、基本的にTreeFoam
上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「メッシュ操作マニュアル　」画面を表示」、「して、基本的に「cfMeshによるツール。mesh作マニュアル　成...」ボタン
をクリックするツール。。
これによって、基本的に「cfMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面が悪表示」、「されるツール。。

メッシュ作マニュアル　成は、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、をを操作マニュアル　して、基本的にmeshを作マニュアル　成するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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今回チェックし、無ければの場合を、基本的にstlファイルは、基本的に既に、に「model」フォルダ内に準備されているツール。。また、基本的にこのstlファイルは、基本的に
snappyHexMeshで操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしたstlファイルそのも改善する為に、ので操作できるツール。あるツール。為、基本的にこれら削除。ファルの編集の必要アプリはな操作方法の例についてい。
（新規にstlファイルを作マニュアル　成した場合をは、基本的に「stlチェック...」ボタンをクリックして、基本的にstlファイルの内容
を確認してお互いにくが悪、基本的にここで操作できるツール。は省略が表示されるするツール。。）が悪

meshDict作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcsvファイルを作マニュアル　成するツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的にcfMesh作マニュアル　成画面上で操作できる様に工夫したものが、の「csv作マニュアル　成...」ボタンをクリックして、基本的に現れた画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。ファイル名を入れ替え
力してインストールする。して、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。。
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これにより返し処理用の、基本的にofficeが悪起動し、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。。この内容は、基本的にdefaultの内容が悪既に、にセットされた状態の確認
で操作できるツール。表示」、「されているツール。。

この設定を追加内容は、基本的に全て体に対するツール。設定を追加と、基本的にstlファイルに対するツール。設定を追加に分を削除）かれているツール。。

モデル全て体に対するツール。設定を追加は以下の機能を備えている。これら機能がの3項の基本的な操作方法の例について目にな操作方法の例についてるツール。。
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maxCellSize :モデル全て体の最大cellSize
　defaultの設定を追加値をセットは、基本的にモデル全て体を30分を削除）割した時の値をセット。

minCellSize :モデル全て体の最小する。 cellSize
　省略が表示される可能を備えている。これら機能が

featureAngle :特に徴線を抽出を抽出するツール。時の角度に書き直される。
　defailtの設定を追加は、基本的に30°

stlファイルの設定を追加は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの区分を削除）を準備しているツール。。

区分を削除） 内容
----------------------------------------------------------------------------------
patch :patchTypeを patchとして設定を追加
wall :patchTypeを wallとして設定を追加
empty :patchTypeを emptyとして設定を追加
symmetry :patchTypeを symmetryとして設定を追加
symmetryPlane :patchTypeを symmetryPlaneとして設定を追加
regBox :直し、処理を高速化（方体領域（stlファイルで操作できるツール。指定を追加）が悪のcellSizeを設定を追加するツール。時に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ
regSph :球領域（stlファイルで操作できるツール。指定を追加）が悪のcellSizeを設定を追加するツール。時に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ
face :面領域（stlファイルで操作できるツール。指定を追加）が悪のcellSizeを設定を追加するツール。時に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ

また、基本的にstlファイルの設定を追加には、基本的に区分を削除）の他ににcellSize、基本的にレイヤ作成の設定を追加が悪で操作できるツール。きるツール。。

今回チェックし、無ければの場合を、基本的にcsvファイルは、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に設定を追加しているツール。。defaultの内容にに対し、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの赤枠 内を修
正しているツール。。

この内容は、基本的にモデル全て体のcellSizeを 0.004（4mm）が悪で操作できるツール。設定を追加。

80



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

準備したstlファイルのcellSizeは、基本的にfineReg、基本的にhalfSpを 0.001（1mm）が悪、基本的にそれ以外にを0.004（4mm）が悪で操作できるツール。設定を追加。
また、基本的にpatchTypeが悪 wall（halfSp、基本的にsideW）が悪については、基本的にレイヤ作成を設定を追加しているツール。。
レイヤ作成の設定を追加は、基本的にいずれも改善する為に、3層で操作できるツール。レイヤ作成の拡大率を1.2で操作できるツール。設定を追加しているツール。。maxThicknessの項の基本的な操作方法の例について目は、基本的にレイヤ作成の
第 1層の最大厚さ設定は相対厚さ設定（さを指定を追加するツール。為の項の基本的な操作方法の例について目で操作できるツール。、基本的に今回チェックし、無ければは空白のため、基本的にこの設定を追加は使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしていな操作方法の例についてい。

尚 nLayerの内容が悪「空白」又はは「0」の場合をは、基本的にレイヤ作成を作マニュアル　成しな操作方法の例についてい設定を追加。

これら削除。設定を追加は、基本的にsnappyHexMeshで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加にしているツール。。

7-3-3.　メッシュ作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。設定を追加したcsvファイルから削除。、基本的にmeshDictを作マニュアル　成し、基本的にこれを元ににメッシュを作マニュアル　成するツール。。
meshDictの作マニュアル　成は、基本的に既に、にsystemフォルダ内にあるツール。meshDictを修正して、基本的に新しいmeshDictを作マニュアル　成するツール。。こ
の為、基本的にcsvファイルで操作できるツール。設定を追加で操作できるツール。きな操作方法の例についてい様に工夫したものが、な操作方法の例について細かくする為の領域を定義かい設定を追加内容は、基本的に修正されずそのまま残るツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
（今回チェックし、無ければの様に工夫したものが、に、基本的にsystemフォルダ内にmeshDictが悪存在しないしな操作方法の例についてい場合をは、基本的にdefaultで操作できるツール。設定を追加されているツール。meshDictを
コピーして作マニュアル　成するツール。。）が悪

meshDictを作マニュアル　成するツール。為には、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「cfMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、のドをロップダウンテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪
内に前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したcsvファイル名が悪表示」、「（選択）が悪されているツール。事を確認した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「mesh作マニュアル　成...」ボタン
をクリックするツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの確認画面が悪出てくるツール。が悪、基本的にこれに「OK」と答えていくと、最終的にえていくと、基本的に最終的ににmeshDictが悪で操作できるツール。きあが悪り返し処理用の、基本的にこれに基
づいたメッシュを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、の「meshDict編集」ボタンで操作できるツール。meshDictファイルを直し、処理を高速化（接editorで操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。
「cfMesh実行している...」ボタンで操作できるツール。「cartesianMesh」コマンドをを実行しているし、基本的にメッシュを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。しか
し、基本的にこのボタンで操作できるツール。meshを作マニュアル　成した場合を、基本的にで操作できるツール。きあが悪ったmeshと fieldとのboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていの
で操作できるツール。、基本的にこの状態の確認で操作できるツール。はparaFoamで操作できるツール。形状確認が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的に「boundary整えば、合を...」ボタンで操作できるツール。、基本的にboundaryの整えば、合をを
取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。ことが悪で操作できるツール。き、基本的にparaFoamで操作できるツール。形状確認が悪で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてるツール。。

今回チェックし、無ければのcsvファイルから削除。作マニュアル　り返し処理用の出したmeshDictは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容にな操作方法の例についてっているツール。。レイヤ作成を追加しているツール。にも改善する為に、関する部分のみ修正。
わら削除。ず、基本的にsnappyHexMeshDictに比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。べて非常の起動方法にシンプルに記述する。で操作できるツール。きているツール。。
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--------------------meshDictの内容--------------------------------------------
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
surfaceFile "model/model.fms";
maxCellSize 0.004;
//cellSize of surfaces
surfaceMeshRefinement
{
}
//cellSize of Objects
objectRefinements
{
    fineReg
    {
        cellSize 0.001;
        centre   (0.06 0.0 0.0);
        lengthX  0.08;
        lengthY  0.02;
        lengthZ  0.02;
        type     box;
    }
}
//cellSize of patches
localRefinement
{
    halfSp
    {
        cellSize 0.001;
    }
    inW
    {
        cellSize 0.004;
    }
    outW
    {
        cellSize 0.004;
    }
    sideW
    {
        cellSize 0.004;
    }
}
//set patchName and patchType
renameBoundary
{
    newPatchNames
    {
        halfSp
        {
            newName halfSp;
            type    wall;
        }
        inW
        {
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            newName inW;
            type    patch;
        }
        outW
        {
            newName outW;
            type    patch;
        }
        sideW
        {
            newName sideW;
            type    wall;
        }
    }
}
//set layers
boundaryLayers
{
    patchBoundaryLayers
    {
        halfSp
        {
            nLayers 3;
            thicknessRatio 1.2;
        }
        sideW
        {
            nLayers 3;
            thicknessRatio 1.2;
        }
    }
}
// ************************************************************************* //

上で操作できる様に工夫したものが、記meshDictを使いやすくする為のって、基本的に作マニュアル　成されたメッシュを確認するツール。。このメッシュは、基本的に既に、にboundaryの整えば、合をが悪とれて
いるツール。ので操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（ぐにparaFoamで操作できるツール。メッシュの状況は、を確認で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に今回チェックし、無ければの結果の確認とsnappyHexMeshを比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、
した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

snappyHexMeshによるツール。メッシュ cfMeshによるツール。メッシュ
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で操作できるツール。きあが悪ったメッシュをsnappyHexMeshと比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、するツール。と、基本的にfineReg内のメッシュは、基本的にcfMeshの方が悪細かくする為の領域を定義かくな操作方法の例についてっ
ているツール。。半球のhalfSpの直し、処理を高速化（径はは10mmの為、基本的に1mmで操作できるツール。メッシュを切るツール。と、基本的に10分を削除）割されるツール。はずだが悪、基本的にcfMeshの方
は、基本的に倍になってしまう。の20分を削除）割されているツール。。この状態の確認は、基本的にモデルの大きさを1000倍になってしまう。に拡大してメッシュを切り返し処理用の直し、処理を高速化（しても改善する為に、同じ設定で可能になっている。
じ設定で可能になっている。状態の確認。この為、基本的にメッシュサイズに関する部分のみ修正。しては、基本的に指定を追加した通り返し処理用ののメッシュサイズが悪必ずしも改善する為に、実現で操作できるツール。きていな操作方法の例についてい
ので操作できるツール。、基本的にメッシュ作マニュアル　成後は、「、基本的に望まれる。み修正。のメッシュサイズにな操作方法の例についてっているツール。か確認するツール。事が悪必要アプリか。

部分を削除）的ににメッシュサイズを変更するツール。為に、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記は、基本的に区分を削除）「regBox」を使いやすくする為のって変更した。
regBoxは、基本的に指定を追加されたstlファイルから削除。各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの最大最小する。値をセットを算出し、基本的にこれら削除。の値をセットから削除。中のテキストは、文字数の制限（心座標と各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの
長くなってしまう事がある。（さ求め、直方体の領域を決めている。め、基本的に直し、処理を高速化（方体の領域を決めているツール。。
領域設定を追加の方法の例についてとして、基本的に区分を削除）「regBox」の他にに、基本的に区分を削除）「regSph」と「face」準備しているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。を指
定を追加して確認してみ修正。るツール。。
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＜regSphを指定を追加＞
stlファイル「fineReg」は直し、処理を高速化（方体だが悪、基本的にこれを区分を削除）「regSph」として設定を追加するツール。。regSphは、基本的に球領域の設定を追加
にな操作方法の例についてるツール。為、基本的に球の中のテキストは、文字数の制限（心座標と半径はを設定を追加するツール。が悪、基本的にregBoxと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的に指定を追加されたstl形状から削除。各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの最大最小する。
値をセットを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的にこれら削除。値をセットから削除。球の中のテキストは、文字数の制限（心座標を求め、直方体の領域を決めている。めているツール。。半径はは、基本的に各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの最大最小する。値をセットから削除。各ユーザの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの長くなってしまう事がある。（さを
求め、直方体の領域を決めている。め、基本的にこの平均値をセットから削除。半径はを算出して、基本的に球領域を設定を追加しているツール。。以下の機能を備えている。これら機能がのcsvファイルから削除。メッシュを作マニュアル　成し
たが悪、基本的に設定を追加通り返し処理用の球領域のメッシュが悪細かくする為の領域を定義かくな操作方法の例についてっているツール。。

＜face＞
stlファイル「fineReg」を区分を削除）「face」として設定を追加するツール。。区分を削除）「face」は、基本的にstl形状の面の領域を指定を追加して
いるツール。ので操作できるツール。、基本的にstlファイルの形状を忠実に再現して、基本的にメッシュを細かくする為の領域を定義分を削除）化してくれるツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がのcsvファイルから削除。メッシュを作マニュアル　成した結果の確認は、基本的に設定を追加通り返し処理用のfineReg領域の面が悪細かくする為の領域を定義かくな操作方法の例についてっているツール。。

今回チェックし、無ければは、基本的にレイヤ作成の設定を追加として「maxThickness」（第 1層の最大厚さ設定は相対厚さ設定（さ）が悪の項の基本的な操作方法の例について目を指定を追加せずにレイヤ作成を設定を追加した
が悪、基本的にこれを指定を追加してレイヤ作成を作マニュアル　成してみ修正。るツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪maxThicknessの設定を追加有無ければで操作できるツール。レイヤ作成を比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、した結果の確認にな操作方法の例について
るツール。。
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レイヤ作成の出来映させる。えは、基本的にmaxThickness 0.0005 の方が悪、基本的にレイヤ作成の厚さ設定は相対厚さ設定（さが悪抑えられ、均一な厚さに設定されていえら削除。れ、基本的に均一な操作方法の例について厚さ設定は相対厚さ設定（さに設定を追加されてい
るツール。事が悪わかるツール。。
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7-4.　salome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュをFOAM形式に変換する例に変換する例するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

salome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュをTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。FOAM形式に変換する例に変換する例で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。
変換する例方法の例については、基本的にsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュをunv形式に変換する例で操作できるツール。保存し、基本的にこのメッシュをFOAM形式に変換する例に変換する例するツール。。

メッシュ変換する例に当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）たって、基本的に通常の起動方法「ideasUnvToFoam」コマンドをを使いやすくする為のって変換する例するツール。が悪、基本的にこの方法の例については、基本的にOpenFOAM
の古いバージョンの場合を、基本的にfaceのグループ名は変換する例してくれるツール。が悪、基本的にvolumeのグループ名は変換する例で操作できるツール。きかった。
この為、基本的にfaceや volumeのグループ名ごと変換する例で操作できるツール。きるツール。ように、基本的に新たにunv2gmshToFoamコマンドをを作マニュアル　成し、基本的にこ
れが悪で操作できるツール。きるツール。ようにしているツール。。このコマンドをは、基本的にunv形式に変換する例→gmsh形式に変換する例→FOAM形式に変換する例で操作できるツール。メッシュ変換する例しているツール。。

また、基本的にunv形式に変換する例のmesh内で操作できるツール。内部のfaceや volumeをグループ化してお互いにくと、基本的に変換する例時にこれら削除。が悪faceZoneや
cellZoneとして定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。され、基本的に同じ設定で可能になっている。時にfaceSetや cellSetも改善する為に、作マニュアル　成してくれるツール。。
（現在しないのバージョン：流体OpenFOAM-2.3.0以降の起動時は、で操作できるツール。は、基本的にideasUnvToFoamを使いやすくする為のっても改善する為に、うまく変換する例し、基本的にfaceZoneや
cellZoneを作マニュアル　成してくれるツール。が悪、基本的にfaceSetや cellSetは作マニュアル　成しな操作方法の例についてい。）が悪

7-4-1.　caseの作マニュアル　成

モデル形状をfaceZoneや cellZoneを含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例モデルとするツール。為、基本的に7-2項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したモデルを使いやすくする為のうことにするツール。。こ
の為、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。前項の基本的な操作方法の例についてのcase「faceCellZoneMesh」をコピー、基本的にcase貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、して、基本的に新たな操作方法の例について
「faceCellZoneSalomeMesh」を作マニュアル　成するツール。。最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例についてフォルダ構成とするツール。。

myTutorials
　faceCellZoneSalomeMesh メッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができcase
　　0
　　constant
　　model salomeが悪作マニュアル　成したメッシュの保存先は、
　　system

7-4-2.　salome-Mecaによるツール。メッシュ作マニュアル　成

このモデルは、基本的に元に々 salome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。ので操作できるツール。、基本的にsalome-Meca上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。。
salome-Mecaの起動は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的に ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に起動で操作できるツール。きるツール。。
（2-3項の基本的な操作方法の例についてのconfigTreeFoamで操作できるツール。 salomeMecaの項の基本的な操作方法の例について目を設定を追加してお互いにく必要アプリが悪あるツール。。）が悪
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起動後は、「、基本的にsalome-Meca上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にメッシュを切るツール。。
メッシュは、基本的にNetgen-1D-2D-3Dで操作できるツール。メッシュサイズ最大20mm、基本的に最小する。 10mmで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。。
このメッシュをfaceと volumeで操作できるツール。グループ分を削除）け時、し、基本的に7-2項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。名称を変更しておくにしているツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照。

グループ名 全て体メッシュ

　

faceグループ volumeグループ

　 　

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったMesh_1を、基本的にfaceCellZoneSalomeMesh/modelフォルダ内に、基本的にファイル名を「mesh.unv」として
保存するツール。。（メッシュ変換する例するツール。file名は、基本的に「mesh.unv」に固定を追加しているツール。ので操作できるツール。、基本的にunv形式に変換する例のfile名は必ず
「mesh.unv」にして保存するツール。。）が悪

この後は、「、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「メッシュ操作マニュアル　」画面を表示」、「させ、基本的に「unv2gmshToFoam...
(face,volumeをグループ化）が悪」ボタンをクリックするツール。。

変換する例が悪終了するツール。と、基本的に「モデルのスで操作する為、操作性（生産性）が悪ケール変更」画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的に画面上で操作できる様に工夫したものが、に表示」、「されているツール。「モデルの大き
さ」を確認し、基本的に倍になってしまう。率を入れ替え力してインストールする。するツール。。今回チェックし、無ければは、基本的にモデルが悪mm単に編集でき位ので操作できるツール。作マニュアル　成されているツール。為、基本的に倍になってしまう。率を「0.001」に設定を追加し
た。
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このメッシュ変換する例は、基本的に変換する例と同じ設定で可能になっている。時にboundaryFieldの整えば、合をも改善する為に、行しているっているツール。ので操作できるツール。、基本的に変換する例後は、「、基本的に直し、処理を高速化（ぐにparaFoamで操作できるツール。
メッシュが悪確認で操作できるツール。きるツール。。

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったFOAM形式に変換する例のメッシュをparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
paraFoamから削除。み修正。た「Mesh Parts」にも改善する為に、patch、基本的にcellZone、基本的にfaceZoneが悪確認で操作できるツール。きるツール。。各ユーザの々のメッシュを確認し
た結果の確認、基本的にその形状も改善する為に、確認で操作できるツール。きるツール。。
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cellZone faceZone

　

尚、基本的にideasUnvToFoamコマンドをで操作できるツール。ファイル変換する例（「ideasUnvToFoam...(faceのみ修正。グループ化)」ボタンをク
リック）が悪した場合を、基本的にvolumeグループ（cellZone）が悪を作マニュアル　っているツール。場合をは、基本的にエラーが悪発生していたが悪、基本的に
OpenFOAM-2.3.0以降の起動時は、で操作できるツール。は、基本的にうまく変換する例してくれた。OpenFOAMの最新版を使う限りは、どちらでも構わないを使いやすくする為のう限インストールされている事が前提になる。り返し処理用のは、基本的にどち上がる。これは、準備されたら削除。で操作できるツール。も改善する為に、構わな操作方法の例についてい。
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8.　TreeFoam内の主なアプリケーションな操作方法の例についてアプリケーション

8-1.　gridEditor

境界条件を変更する場合（boundaryの patch名とpatchType、基本的に各ユーザの fieldの internalFieldや boundaryField）が悪が悪を表形式に変換する例で操作できるツール。
編集で操作できるツール。きるツール。GUIツールで操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がの特に徴が悪あるツール。。

・表形式に変換する例の為、基本的にセル内のデータを他にのセルにcopy & pasteが悪で操作できるツール。きるツール。。また、基本的にcopy & pasteは、基本的に
gridEditorを複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学起動して、基本的にこの間で操作できるツール。も改善する為に、copy & pasteが悪可能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてっているツール。。

・fieldに欠けるなど）場合は、レイヤの厚さを陥（boundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についてい）が悪が悪あっても改善する為に、、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例ことが悪で操作できるツール。き、基本的にそれを修復できる。（整えば、
合ををとるツール。）が悪するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

・fieldの書いている。式に変換する例が悪ascii、基本的にbinaryで操作できるツール。も改善する為に、、基本的に圧縮形式に変換する例で操作できるツール。も改善する為に、、基本的にそのfieldデータを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んで操作できるツール。編集で操作できるツール。き、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。形
式に変換する例で操作できるツール。保存が悪可能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてっているツール。。

・OpenFOAM-2.1以降の起動時は、 field内で操作できるツール。「".*"」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてwildCardや「#include」文の扱いが悪使いやすくする為のえ、基本的にOpenFOAM-2.2以降の起動時は、
で操作できるツール。は「$:wall.U」の様に工夫したものが、な操作方法の例について変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学や「inGroups(wall)」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてpatchGroupが悪使いやすくする為のえるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてっているツール。が悪
gridEditorで操作できるツール。も改善する為に、これら削除。が悪扱いえるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。また、基本的に「#includeEtc」文の扱いも改善する為に、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（むメッシュ作成の例ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

8-1-1.　起動画面

gridEditorが悪起動するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表示」、「されるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的にtutorialsの cavityの境界条件を変更する場合を表示」、「
させたも改善する為に、のにな操作方法の例についてるツール。。この様に工夫したものが、に境界条件を変更する場合（boundaryの patch名とpatchType、基本的に各ユーザの fieldの internalFieldと
boundaryField）が悪の内容が悪一望まれる。で操作できるツール。きるツール。。また、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの赤枠 内は編集が悪で操作できるツール。きるツール。。

fieldは、基本的に各ユーザの timeFolder内に存在しないしてお互いにり返し処理用の、基本的にgridEditorが悪表示」、「しているツール。field内容（internalField、基本的に 
boundaryFieldの内容）が悪の読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。場所に直接コは、基本的にgridEditorのタイトルバー内に表示」、「されているツール。。今回チェックし、無ければの場合を、基本的に
「cavity/0/.」から削除。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んで操作できるツール。いるツール。。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 timeFolderを変更するツール。場合をは、基本的にgridEditorのツールバー内
の ボタンをクリックし、基本的にtimeFolderを指定を追加して読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。。

boundaryファイルも改善する為に、constantフォルダだけ時、で操作できるツール。な操作方法の例についてく、基本的に各ユーザの timeFolder内に存在しないするツール。場合をも改善する為に、あるツール。。gridEditor
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が悪表示」、「しているツール。boundaryの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。場所に直接コは、基本的にfieldを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 timeFolderから削除。constantまで操作できるツール。さかのぼ自由な形状のメッシュを作成する事ができるのでって
polyMesh/boundaryを検索し、そのし、基本的にそのtimeFolderにお互いにけ時、るツール。最新のboundaryを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例。今回チェックし、無ければの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。場所に直接コ
は、基本的にpatchTypeの列ラベルに表示」、「されてお互いにり返し処理用の「constant/.」から削除。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んで操作できるツール。いるツール。。

8-1-2.　gridEditorの起動と終了

起動方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの3種類の操作ができる。で操作できるツール。起動で操作できるツール。きるツール。。

1)　TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、のメニューバー、基本的にツールバーから削除。起動（ ボタンで操作できるツール。起動）が悪

この場合をは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加されているツール。caseの境界条件を変更する場合を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の、基本的にgridEditorが悪起
動するツール。。
各ユーザの fieldの internalFieldと boundaryFieldの内容を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。時、基本的にcontrolDict内のstartFromを確認し、基本的に
その時間（firstTime、基本的にstartTime、基本的にlatestTime）が悪に応じ設定で可能になっている。たtimeFolder内にあるツール。fieldから削除。internalField
と boundaryFieldの内容を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の、基本的に表示」、「するツール。。
boundaryファイルの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にcontrolDict内のstartFromを確認し、基本的にその時間（firstTime、基本的に 
startTime、基本的にlatestTime）が悪から削除。constantまで操作できるツール。さかのぼ自由な形状のメッシュを作成する事ができるのでって、基本的にpolyMesh/boundaryを検索し、そのして最新のboundary
を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んで操作できるツール。いるツール。。

2)　TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、のポップアップメニューから削除。起動（「gridEditor起動...」を選択して起動）が悪

この場合をは、基本的に選択しているツール。caseの境界条件を変更する場合を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。ので操作できるツール。、基本的に表示」、「させたいcaseが悪自の環境に合わせな由な形状のメッシュを作成する事ができるのでに選択で操作できるツール。きるツール。。
ポップアップメニューの「gridEditor起動...」を選択するツール。と、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 timeFolderをきいてくるツール。ので操作できるツール。、基本的にこ
れを指定を追加して、基本的に境界条件を変更する場合（各ユーザの fieldや boundary）が悪を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。。
boundaryの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。は、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 timeFolderから削除。constantまで操作できるツール。さかのぼ自由な形状のメッシュを作成する事ができるのでって、基本的にpolyMesh/boundaryを検索し、その
して、基本的に最新のboundaryを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例。

3)　FOAM端末はから削除。起動

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。起動したFOAM端末はから削除。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がを入れ替え力してインストールする。しても改善する為に、gridEditorを起動させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
$ gridEditor

この場合を、基本的にカレントディ流れ（レクトリのcaseの境界条件を変更する場合を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にこの場合をも改善する為に、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例
timeFolderをきいてくるツール。ので操作できるツール。、基本的に以後は、「の処理は、基本的に2)項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に処理して表示」、「するツール。。

gridEditorの終了方法の例については、基本的にツールバー上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして終了させるツール。。window上で操作できる様に工夫したものが、部の ボタンで操作できるツール。
終了させな操作方法の例についてい。 ボタンで操作できるツール。終了させるツール。と、基本的に終了処理を行しているった上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。終了するツール。が悪、基本的に ボタンで操作できるツール。直し、処理を高速化（接windowを閉じる為、現在の
じ設定で可能になっている。るツール。と、基本的に終了処理を行しているわず終了するツール。為。

複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のgridEditorを起動して、基本的にこれら削除。の間で操作できるツール。copy & pasteが悪で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にするツール。為には、基本的にgridEditorが悪何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）個起
動しているツール。か、基本的にgridEditorが悪表示」、「しているツール。fieldと polyMeshの directryはどこかを把握する必要があるのするツール。必要アプリが悪あるツール。の
で操作できるツール。、基本的にgridEditorが悪起動するツール。度に書き直される。に Noを振り、対応するり返し処理用の、基本的に対応するツール。fieldと polyMeshの directryを保存するツール。様に工夫したものが、にしてい
るツール。。終了するツール。時はその Noを削除するツール。ので操作できるツール。、基本的に終了処理が悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。
ボタンで操作できるツール。終了処理を行しているわせるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。が悪、基本的にも改善する為に、し、基本的に終了処理中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。エラーが悪発生した場合を、基本的にgridEditorを閉じる為、現在の
じ設定で可能になっている。るツール。事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてるツール。為、基本的に ボタンの場合を、基本的に終了処理を行しているな操作方法の例についてっていな操作方法の例についてい。
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8-1-3.　メニュー構造とその内容と内容

gridEditorは、基本的にメニューバー、基本的にツールバー、基本的にポップアップメニュー、基本的にダブルクリック操作マニュアル　、基本的にショートカッ
トキーを備えているツール。。

ダブルクリック操作マニュアル　は、基本的にマウスで操作する為、操作性（生産性）が悪カーソルをその場所に直接コに合をわせるツール。と、基本的にtoolTipが悪表示」、「され、基本的にここにダブルク
リックした時の処理内容が悪表示」、「されるツール。。

ショートカットキーは、基本的にプルダウンメニューやポップアップメニュー表示」、「内に、基本的にショートカットキーが悪可能を備えている。これら機能が
な操作方法の例についてメニューについて、基本的にその項の基本的な操作方法の例について目の右クリックする端に「ctrl-C」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてショートカットキーが悪表示」、「されるツール。。

gridEditorの基本的に操作マニュアル　としては、基本的にポップアップメニューを充実させているツール。ので操作できるツール。、基本的にポップアップメニュー
を多用してまとめている為、実際に試す事ができした方が悪スで操作する為、操作性（生産性）が悪ムを見直し、処理を高速化（ーズに操作マニュアル　で操作できるツール。きるツール。。

8-1-3-1.　メニューバーとツールバー

下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、な操作方法の例についてメニューバーとツールバーを備えているツール。。

　

これら削除。の項の基本的な操作方法の例について目と内容は以下の機能を備えている。これら機能が。

　1)　ファイル（F)

　開く（O)
現在しないのcase内のフォルダ（timeFolderや regionFolder）が悪を指定を追加して、基本的にbaoundaryと field
データを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に新しいgridEditorを起動するツール。。

　保存（S)
表示」、「されているツール。cellのデータ（boundaryと fieldデータ）が悪を保存するツール。。

　CSV保存（V)
表示」、「されているツール。gridEditorのイメージ（ラベル名と全ててのcellデータ）が悪をcsv形式に変換する例で操作できるツール。保存
するツール。。

　再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。（R)
boundaryと各ユーザの fieldデータを再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。し、基本的に再表示」、「するツール。。cellデータを初期化で操作できるツール。きるツール。。

　閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。（Q）が悪
gridEditorを終了するツール。。
終了時は、基本的にこのボタンをクリックして終了させるツール。。

　2)　編集（E）が悪

　　 patch名変更
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選択した行しているのpatch名を変更するツール。。

　　 patch削除
選択した空パッチ（faceが悪「0」のパッチ）が悪を削除するツール。。選択した行しているが悪空パッチで操作できるツール。な操作方法の例についてい場合を
は、基本的に削除で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

　cellコピー（C）が悪　ctrl-C
選択したcellデータをTreeFoamの clipBoardにコピーするツール。。
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。ショートカットキーを割り返し処理用の当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）てているツール。。

　cell貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（P）が悪　ctrl-V
TreeFoamの clipBoardにコピーされたcellデータをcellに貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。ショートカットキーを割り返し処理用の当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）てているツール。。

　　 cell内容をEditorで操作できるツール。編集
cellには、基本的に決めら削除。れた行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学しか表示」、「で操作できるツール。きていな操作方法の例についてい。全てて表示」、「しきれていな操作方法の例についていcellデータの
場合を、基本的にデータの最後は、「が悪「...」で操作できるツール。終わっているツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例についてcellデータの全ててを確認したい、基本的に編集したい場合をには、基本的にこのメニューを選択するツール。。
cellに表示」、「するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に「cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更」メニューで操作できるツール。決定を追加されるツール。。

　3)　表示」、「（V）が悪

　　 全て表示」、「/非表示」、「fieldの切り返し処理用の替ええ（A）が悪
非表示」、「設定を追加したfieldを隠しファイルをつくるので、このファイルが無す、基本的にまたは表示」、「するツール。（全て表示」、「）が悪の切り返し処理用の替ええを行しているう。非表示」、「の場合を
は、基本的にラベルフォントの色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはが悪濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはい青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはに変わるツール。ので操作できるツール。、基本的に今の画面が悪非表示」、「な操作方法の例についてのか全て表示」、「な操作方法の例についてのかは、基本的に
判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

　　 選択したfieldを非表示」、「（H）が悪
選択したfieldを非表示」、「設定を追加にするツール。。

　　 fieldの再表示」、「、基本的に表示」、「順変更（R）が悪
非表示」、「設定を追加したfieldを表示」、「設定を追加に変えるツール。、基本的にまたfieldの表示」、「順を変更するツール。。（任意の順番で起動している為、
で操作できるツール。表示」、「させるツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。）が悪
ここの設定を追加は、基本的にfirstTimeのフォルダ内に「.displayField」の隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイルが悪作マニュアル　成され、基本的に
ここにその設定を追加が悪保存されるツール。ので操作できるツール。、基本的に次回チェックし、無ければ起動時には、基本的にその設定を追加を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加で操作できるツール。起動
するツール。。

　　 cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更
ここで操作できるツール。、基本的にcell内に表示」、「するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を指定を追加するツール。。
計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。timeFolderを指定を追加してgridEditorを起動した時、基本的にinternalFieldや
baoundaryFieldには、基本的にnonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪のデータが悪入れ替えってお互いにり返し処理用の、基本的にデータの行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
は膨大な操作方法の例について量がにな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的に全ててのデータが悪cell内に表示」、「で操作できるツール。きな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
を設定を追加し、基本的にその行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のみ修正。表示」、「させるツール。設定を追加としているツール。。
また、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 fieldが悪 binary形式に変換する例の場合をは、基本的にそのデータをascii変換する例して表示」、「させてい
るツール。が悪、基本的にbinary形式に変換する例はファイルサイズが悪小する。さくな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に大規模モデルの場合が多く、デーモデルの場合をが悪多く、基本的にデー
タ量がも改善する為に、多くな操作方法の例についてるツール。。（圧縮ファイルも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、。）が悪この為、基本的にbinary形式に変換する例のデータ全ててをasciiに
変換する例せずに、基本的に指定を追加したデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学）が悪のみ修正。変換する例するツール。ようにしているツール。。この変換する例するツール。デー
タ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をここで操作できるツール。指定を追加するツール。。
asciiで操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について処理を行しているい、基本的に指定を追加した行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、の余分を削除）な操作方法の例についてデータは取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の込まない。（まな操作方法の例についてい様に工夫したものが、にしてい
るツール。。これにより返し処理用の、基本的にgridEditorが悪扱いうデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪減少しでも改善する為に、するツール。ので操作できるツール。、基本的に処理速度に書き直される。が悪早く処理を行う事ができる。く、基本的に軽快に動に動
作マニュアル　するツール。。ここで操作できるツール。指定を追加するツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の値をセットは、基本的にcellで操作できるツール。表示」、「させるツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、のデータを指定を追加して
お互いにく。
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　空白cellに zeroGradientをセット
boundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていfieldファイルをgridEditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ場合を、基本的に必要アプリな操作方法の例について
patch名のデータが悪存在しないしな操作方法の例についてい（例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体他にのcaseから削除。fieldをコピーした場合を、基本的にmeshを入れ替えれ
替ええた場合をに相当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。））が悪為、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。cellは「空白」で操作できるツール。表示」、「されるツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的にこのメニューの実行しているにより返し処理用の、基本的に全てての空白cellを boundaryの patchTypeに応
じ設定で可能になっている。て以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にcell内容を設定を追加するツール。為、基本的にboundaryの整えば、合をを図の様にるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

boundaryの patchType cell内容
---------------------------------------------------
empty type empty;
symmetry type symmetry;
symmetryPlane type symmetryPlane;
cyclic type cyclic;
cyclicAMI type cyclicAMI;
cyclicACMI type cyclicACMI;
cyclicSlip type cyclicSlip;
wedge type wedge;
その他に type zeroGradient;

　internalFieldのクリア
選択したinternalFieldの内容をクリアするツール。。
指定を追加したinternalFieldが悪「uniform」形式に変換する例の場合をは、基本的にクリアせずそのまま。
「nonuniform」形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪の場合を、基本的にデータが悪scalar、基本的にvector、基本的にsymmTensor、基本的にtensor
等ののデータタイプを判る。断とサーバのアンマウントして、基本的に値をセットを「0」設定を追加にクリアするツール。。

8-1-3-2.　ポップアップメニュー

右クリックするクリックで操作できるツール。表示」、「されるツール。ポップアップメニューは、基本的に右クリックするクリックするツール。場所に直接コによって、基本的にメニューが悪異なるのでな操作方法の例についてるツール。。場所に直接コ
ごとのメニュー内容は以下の機能を備えている。これら機能が。
一部のメニュー項の基本的な操作方法の例について目は、基本的にメニューバーやツールバーのメニュー項の基本的な操作方法の例について目と同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。項の基本的な操作方法の例について目が悪存在しないするツール。。
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　1)　cell内のポップアップメニュー

　　 cellコピー　ctrl-C
選択したcellデータをTreeFoamの clipBoardにコピーするツール。。
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。ショートカットキーを割り返し処理用の当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）てているツール。。

　　 cell貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、　ctrl-V
TreeFoamの clipBoardにコピーされたcellデータをcellに貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ頻度に書き直される。が悪高い。これを少しでも改善する為に、いので操作できるツール。ショートカットキーを割り返し処理用の当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）てているツール。。

　　 cell内容をEditorで操作できるツール。編集
cellには、基本的に決めら削除。れた行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学しか表示」、「で操作できるツール。きていな操作方法の例についてい。全てて表示」、「しきれていな操作方法の例についていcellデータの
場合を、基本的にデータの最後は、「が悪「...」で操作できるツール。終わっているツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例についてcellデータの全ててを確認したい、基本的に編集したい場合をには、基本的にこのメニューを選択するツール。。
cellに表示」、「するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に「cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更」メニューで操作できるツール。決定を追加されるツール。。

　　 internalFieldのクリア
選択したinternalFieldの内容をクリアするツール。。
指定を追加したinternalFieldが悪「uniform」形式に変換する例の場合をは、基本的にクリアせずそのまま。
「nonuniform」形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪の場合を、基本的にデータが悪scalar、基本的にvector、基本的にsymmTensor、基本的にtensor
等ののデータタイプを判る。断とサーバのアンマウントして、基本的に値をセットを「0」設定を追加にクリアするツール。。

　　 空白cellに zeroGradientをセット
boundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていfieldファイルをgridEditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ場合を、基本的に必要アプリな操作方法の例について
patch名のデータが悪存在しないしな操作方法の例についてい（例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体他にのcaseから削除。fieldをコピーした場合を、基本的にmeshを入れ替えれ
替ええた場合をに相当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。））が悪為、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。cellは「空白」で操作できるツール。表示」、「されるツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的にこのメニューの実行しているにより返し処理用の、基本的に全てての空白cellを boundaryの patchTypeに応
じ設定で可能になっている。て以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にcell内容を設定を追加するツール。為、基本的にboundaryの整えば、合をを図の様にるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

boundaryの patchType cell内容
---------------------------------------------------
empty type empty;
symmetry type symmetry;
symmetryPlane type symmetryPlane;
cyclic type cyclic;
cyclicAMI type cyclicAMI;
cyclicACMI type cyclicACMI;
cyclicSlip type cyclicSlip;
wedge type wedge;
その他に type zeroGradient;

　　 cell内容をクリア（空白cell作マニュアル　成）が悪
選択したcell内容をクリア（空白cellで操作できるツール。埋めるめるツール。）が悪するツール。。このコマンドをは、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記の「空白
cellに zeroGradientをセット」コマンドをと併用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。と、基本的にcell内容をdefaultの状態の確認に設定を追加
するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。
「delete」キーで操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に空白cellを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

　　 全て表示」、「/非表示」、「fieldの切り返し処理用の替ええ
非表示」、「設定を追加したfieldを隠しファイルをつくるので、このファイルが無す、基本的にまたは表示」、「するツール。（全て表示」、「）が悪の切り返し処理用の替ええを行しているう。非表示」、「の場合を
は、基本的にラベルフォントの色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはが悪濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはい青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはに変わるツール。ので操作できるツール。、基本的に今の画面が悪非表示」、「な操作方法の例についてのか全て表示」、「な操作方法の例についてのかは、基本的に
判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

　　 選択したfieldを非表示」、「
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選択したfieldを非表示」、「設定を追加にするツール。。

　　 fieldの表示」、「順変更
非表示」、「設定を追加したfieldを表示」、「設定を追加に変えるツール。、基本的にまたfieldの表示」、「順を変更するツール。。（任意の順番で起動している為、
で操作できるツール。表示」、「させるツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。）が悪
ここの設定を追加は、基本的にfirstTimeのフォルダ内に「.displayField」の隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイルが悪作マニュアル　成され、基本的に
ここにその設定を追加が悪保存されるツール。ので操作できるツール。、基本的に次回チェックし、無ければ起動時には、基本的にその設定を追加を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加で操作できるツール。起動
するツール。。

　　 cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更
ここで操作できるツール。、基本的にcell内に表示」、「するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を指定を追加するツール。。
計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。timeFolderを指定を追加してgridEditorを起動した時、基本的にinternalFieldや
baoundaryFieldには、基本的にnonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪のデータが悪入れ替えってお互いにり返し処理用の、基本的にデータの行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
は膨大な操作方法の例について量がにな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的に全ててのデータが悪cell内に表示」、「で操作できるツール。きな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
を設定を追加し、基本的にその行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のみ修正。表示」、「させるツール。設定を追加としているツール。。
また、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 fieldが悪 binary形式に変換する例の場合をは、基本的にそのデータをascii変換する例して表示」、「させてい
るツール。が悪、基本的にbinary形式に変換する例はファイルサイズが悪小する。さくな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に大規模モデルの場合が多く、デーモデルの場合をが悪多く、基本的にデー
タ量がも改善する為に、多くな操作方法の例についてるツール。。（圧縮ファイルも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、。）が悪この為、基本的にbinary形式に変換する例のデータ全ててをasciiに
変換する例せずに、基本的に指定を追加したデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学）が悪のみ修正。変換する例するツール。ようにしているツール。。この変換する例するツール。デー
タ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をここで操作できるツール。指定を追加するツール。。
asciiで操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について処理を行しているい、基本的に指定を追加した行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、の余分を削除）な操作方法の例についてデータは取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の込まない。（まな操作方法の例についてい様に工夫したものが、にしてい
るツール。。これにより返し処理用の、基本的にgridEditorが悪扱いうデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪減少しでも改善する為に、するツール。ので操作できるツール。、基本的に処理速度に書き直される。が悪早く処理を行う事ができる。くな操作方法の例についてっているツール。。
ここで操作できるツール。指定を追加するツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的にcellで操作できるツール。表示」、「させるツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、のデータを指定を追加するツール。。

　2)　列名のポップアップメニュー

　　 全て表示」、「/非表示」、「fieldの切り返し処理用の替ええ
非表示」、「設定を追加したfieldを隠しファイルをつくるので、このファイルが無す、基本的にまたは表示」、「するツール。（全て表示」、「）が悪の切り返し処理用の替ええを行しているう。非表示」、「の場合を
は、基本的にラベルフォントの色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはが悪濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはい青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはに変わるツール。ので操作できるツール。、基本的に今の画面が悪非表示」、「な操作方法の例についてのか全て表示」、「な操作方法の例についてのかは、基本的に
判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

　　 選択したfieldを非表示」、「
選択したfieldを非表示」、「設定を追加にするツール。。

　　 fieldの表示」、「順変更
非表示」、「設定を追加したfieldを表示」、「設定を追加に変えるツール。、基本的にまたfieldの表示」、「順を変更するツール。。（任意の順番で起動している為、
で操作できるツール。表示」、「させるツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。）が悪
ここの設定を追加は、基本的にfirstTimeのフォルダ内に「.displayField」の隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイルが悪作マニュアル　成され、基本的に
ここにその設定を追加が悪保存されるツール。ので操作できるツール。、基本的に次回チェックし、無ければ起動時には、基本的にその設定を追加を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加で操作できるツール。起動
するツール。。

　　 fieldコピー
選択しているツール。fieldを TreeFoamの clipBoardにコピーするツール。。（複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をコピーしたい場合をは、基本的に
コピーしたいfieldを複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学個選択して、基本的に右クリックするクリックするツール。。）が悪
貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。対象であるは、基本的に自の環境に合わせな身ののgridEditorで操作できるツール。も改善する為に、、基本的に他にのcaseの gridEditorで操作できるツール。も改善する為に、貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、はで操作できるツール。き
るツール。。

　　 field貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、（挿入れ替え）が悪
TreeFoamの clipBoardにコピーされているツール。fieldを選択しているツール。列に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。（挿入れ替え
するツール。。）が悪貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。field名が悪存在しないするツール。場合をは、基本的にfield名を数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学字フォルダ）の数等の付け時、きfield名に変更して挿
入れ替えするツール。。（同じ設定で可能になっている。名のfieldが悪存在しないしても改善する為に、、基本的に置によっき換する例えるツール。様に工夫したものが、な操作方法の例について貼り付け時、付け時、け時、はしな操作方法の例についてい。）が悪

　　 field名変更
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選択しているツール。field名を変更するツール。。

　　 field削除
選択しているツール。fieldを削除するツール。。

　3)　行している名のポップアップメニュー

　　 行しているコピー
選択しているツール。行しているをTreeFoamの clipBoardにコピーするツール。。

　　 行している貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、
TreeFoamの clipBoardにコピーされた行しているを貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、るツール。。

　　 patch名 sortするツール。/しな操作方法の例についてい切り返し処理用の替ええ
patch名をsortしてアルファベット順に並べ替ええて、基本的に表示」、「するツール。。これは、基本的に表示」、「方法の例についてを変更
するツール。のみ修正。で操作できるツール。、基本的に保存の順番で起動している為、は変わら削除。な操作方法の例についてい。

　　 cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更
ここで操作できるツール。、基本的にcell内に表示」、「するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を指定を追加するツール。。
計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。timeFolderを指定を追加してgridEditorを起動した時、基本的にinternalFieldや
baoundaryFieldには、基本的にnonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪のデータが悪入れ替えってお互いにり返し処理用の、基本的にデータの行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
は膨大な操作方法の例について量がにな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的に全ててのデータが悪cell内に表示」、「で操作できるツール。きな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
を設定を追加し、基本的にその行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のみ修正。表示」、「させるツール。設定を追加としているツール。。
また、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例 fieldが悪 binary形式に変換する例の場合をは、基本的にそのデータをascii変換する例して表示」、「させてい
るツール。が悪、基本的にbinary形式に変換する例はファイルサイズが悪小する。さくな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に大規模モデルの場合が多く、デーモデルの場合をが悪多く、基本的にデー
タ量がも改善する為に、多くな操作方法の例についてるツール。。（圧縮ファイルも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、。）が悪この為、基本的にbinary形式に変換する例のデータ全ててをasciiに
変換する例せずに、基本的に指定を追加したデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学）が悪のみ修正。変換する例するツール。ようにしているツール。。この変換する例するツール。デー
タ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をここで操作できるツール。指定を追加するツール。。
asciiで操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について処理を行しているい、基本的に指定を追加した行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、の余分を削除）な操作方法の例についてデータは取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の込まない。（まな操作方法の例についてい様に工夫したものが、にしてい
るツール。。これにより返し処理用の、基本的にgridEditorが悪扱いうデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪減少しでも改善する為に、するツール。ので操作できるツール。、基本的に処理速度に書き直される。が悪早く処理を行う事ができる。くな操作方法の例についてっているツール。。
ここで操作できるツール。指定を追加するツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的にcellで操作できるツール。表示」、「させるツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、のデータを指定を追加するツール。。

　　 patch名変更
選択した行しているのpatch名を変更するツール。。

　　 新しい空patch追加
追加したい空patchの個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）の行しているを選択し、基本的にメニューを実行しているするツール。と、基本的に選択した個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）の空
patchが悪追加されるツール。。

　　 空patch削除
削除したい空patchを選択して、基本的にメニューを実行しているするツール。と、基本的に選択した空patchが悪削除されるツール。。

　　 全てての空patch削除
gridEditorが悪表示」、「しているツール。全てての空patch（internalFieldを除く黄色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの行している）が悪を削除するツール。。

　　 変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行している（空）が悪の表示」、「/非表示」、「切り返し処理用の替ええ
field内で操作できるツール。「$iniTemp」等のの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。行している（水色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの行している）が悪を追加するツール。。ただし、基本的に既に、に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。しているツール。fieldを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ場合をは、基本的にこの設定を追加にかかわら削除。ず、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行しているは、基本的に表示」、「されるツール。。
（この場合をは、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行しているを消えてしまうが、これは、端末がアイコン化されす事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。）が悪
変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行しているは、基本的にboundaryField内と外にに定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にこの設定を追加を「表示」、「するツール。」にするツール。とこの
行しているが悪2行している現れるツール。。
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8-1-3-2.　ダブルクリック操作マニュアル　

ダブルクリックするツール。場所に直接コによって、基本的にその処理が悪異なるのでな操作方法の例についてってくるツール。。

　1)　field名部をダブルクリック
ダブルクリックしたfieldを editorで操作できるツール。開く。
fieldが悪 binary形式に変換する例の場合をは、基本的にデータをascii変換する例した後は、「で操作できるツール。表示」、「するツール。。
データ形式に変換する例が悪nonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪の場合をは、基本的にデータ量がが悪膨大にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にascii、基本的にbinaryに
かかわら削除。ず、基本的にList形式に変換する例のデータは、基本的に「cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更」で操作できるツール。設定を追加したデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学に省い
て、基本的にeditorで操作できるツール。開く様に工夫したものが、にしているツール。。この為、基本的にeditorで操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。データは、基本的にList形式に変換する例以外にの項の基本的な操作方法の例について目が悪編集
で操作できるツール。きるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

　2)　patchType部をダブルクリック
boundaryファイルをeditorで操作できるツール。開く。

　3)　patch名部をダブルクリック
ダブルクリックしたpatch名をが悪変更で操作できるツール。きるツール。。

　4)　cell部をダブルクリック
cell内容が悪編集で操作できるツール。きるツール。。cell内容の最後は、「が悪「...」で操作できるツール。終わっているツール。場合を、基本的に全てての内容が悪表示」、「されていな操作方法の例について
い状態の確認にな操作方法の例についてってお互いにり返し処理用の、基本的にこの場合をは、基本的にダブルクリックにより返し処理用の、基本的にそのcell内容の全ててをeditorで操作できるツール。開き、基本的に確
認・編集が悪で操作できるツール。きるツール。。

8-1-4.　field内変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学やpatchGroup、基本的にinclude文の扱いの扱いい

field内で操作できるツール。「$iniTemp」や「$:wallBC.U」の様に工夫したものが、な操作方法の例について変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的に「".*"」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてwildCard、基本的にboundaryで操作できるツール。設定を追加した
patchGroup（inGroups）が悪が悪使いやすくする為のえるツール。が悪、基本的にこの内「$:wallBC.U」の変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学タイプ、基本的にwildCard、基本的にpatchGroupは、基本的に構
造とその内容が悪複雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、で操作できるツール。、基本的にその設定を追加内容が悪直し、処理を高速化（感的にに理解が深まる。　特にで操作できるツール。きな操作方法の例についてい。この為、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的にこれら削除。を解が深まる。　特に釈したしたしたした
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結果の確認を表示」、「させるツール。ようにしているツール。。

ただし、基本的に「$iniTemp」の変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学タイプについては、基本的に階では層が悪な操作方法の例についてく直し、処理を高速化（感的にに理解が深まる。　特にで操作できるツール。きるツール。事と、基本的にこの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪あるツール。事に
よって修正が悪楽になるが、前記した様に、インストール場所やに行しているえるツール。為、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は解が深まる。　特に釈したしたせずそのまま残して表示」、「させているツール。。field内の
「#include」や「#includeEtc」の内容についても改善する為に、その内容を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について処理を行しているっているツール。。

保存は、基本的にgridEditorが悪表示」、「しているツール。内容（変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を解が深まる。　特に釈したしたした結果の確認）が悪を保存するツール。。「#include」や
「#includeEtc」を含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例行しているを保存するツール。場合をは、基本的にこれを解が深まる。　特に釈したしたした結果の確認を保存するツール。為、基本的にinclude行しているは不要アプリにな操作方法の例についてるツール。
が悪、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。の上で操作できる様に工夫したものが、部にそのまま残しているツール。。（変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。の上で操作できる様に工夫したものが、部に残しているツール。為、基本的にincludeで操作できるツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。され
ていても改善する為に、次で操作できるツール。書いている。きな操作方法の例についてお互いにされるツール。ので操作できるツール。実害はない。はな操作方法の例についてい。8-1-4-4項の基本的な操作方法の例について参照。）が悪

8-1-4-1.　gridEditorによるツール。field内変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の入れ替え力してインストールする。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

tutorialsの cavityを例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにとって、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。field内変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を入れ替え力してインストールする。してみ修正。るツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がのリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トは、基本的にオリジナルのboundaryと U fieldの内容にな操作方法の例についてるツール。。この内容をgridEditorで操作できるツール。表示」、「させるツール。と
以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
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＜ U field ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];

internalField      uniform (0 0 0);

boundaryField
{
    movingWall
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (1 0 0);
    }

    fixedWalls
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }

    frontAndBack
    {
        type            empty;
    }
}

//************************************** //

＜ p field ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 2 -2 0 0 0 0];

internalField      uniform 0;

boundaryField
{
    
    movingWall
    {
        type            zeroGradient;
    }

    fixedWalls
    {
        type            zeroGradient;
    }

    frontAndBack
    {
        type            empty;
    }
}

//************************************** //
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この内容に対し、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。field変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を追加して保存し、基本的に結果の確認を確認してみ修正。るツール。。

field変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を追加するツール。ためには、基本的にpatch名（行しているラベル）が悪部を右クリックするクリックしてポップアップメニューを開き
「変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行している（空）が悪の表示」、「/非表示」、「切り返し処理用の替ええ」を選択するツール。。この操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、に変
数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行している（水色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの行している）が悪が悪現れるツール。。

水色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているが悪2本表示」、「されているツール。が悪、基本的にこれは上で操作できる様に工夫したものが、段が悪boundaryFieldの外にで操作できるツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。し、基本的に下の機能を備えている。これら機能が段が悪
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boundaryFieldの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。為のも改善する為に、の。上で操作できる様に工夫したものが、段で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。した変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的にinternalFieldや boundaryField
内で操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。きるツール。。下の機能を備えている。これら機能が段は、基本的にboundaryField内のみ修正。で操作できるツール。しか使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

ここで操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。してみ修正。るツール。。上で操作できる様に工夫したものが、段で操作できるツール。初期値をセット iniU、基本的にiniPを定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。してこの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をinternalField
で操作できるツール。使いやすくする為のい、基本的に下の機能を備えている。これら機能が段で操作できるツール。moveUと zeroUを定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。してこの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学をboundaryFieldで操作できるツール。使いやすくする為のう設定を追加にしているツール。。

 

この状態の確認で操作できるツール。、基本的に ボタンをクリックして、基本的に保存するツール。。保存後は、「、基本的にU, p fieldの内容を確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

102

＜ U field ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];
iniU (0 0 0);

internalField      uniform $iniU;

boundaryField
{
    moveU (1 0 0);
    zeroU (0 0 0);
    
    movingWall
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform $moveU;
    }
    fixedWalls
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform $zeroU;
    }
    frontAndBack
    {
        type            empty;
    }
}
//************************************** //

＜ p field ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 2 -2 0 0 0 0];
iniP 0;

internalField      uniform $iniP;

boundaryField
{
    
    movingWall
    {
        type            zeroGradient;
    }
    fixedWalls
    {
        type            zeroGradient;
    }
    frontAndBack
    {
        type            empty;
    }
}
//************************************** //
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各ユーザの々のfieldに変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪boundaryFieldの内外にに追加されているツール。事が悪判る。るツール。。

今の設定を追加は、基本的に値をセットを変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学に置によっき換する例えたのみ修正。の為、基本的にこのまま実行しているしても改善する為に、結果の確認は変わら削除。な操作方法の例についてい。しかし、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
で操作できるツール。きるツール。事は、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の値をセットを修正するツール。事で操作できるツール。、基本的にその変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を使いやすくする為のっているツール。場所に直接コの値をセットを全てて変更で操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。。

8-1-4-2.　patchGroupと wildCardの使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にtutorialsの cavityを使いやすくする為のって、基本的にpatchGroupと wildCardを使いやすくする為のって設定を追加してみ修正。るツール。。
尚、基本的にwildCardについては、基本的に正規表現で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的にgridEditor側も改善する為に、正規表現で操作できるツール。マッチングを確認しているツール。。

U fieldについて、基本的にpatchGroupと wildCardを使いやすくする為のって以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に 内を書いている。き換する例え、基本的にgridEditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。
表示」、「させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。patchGroupと wildCardを解が深まる。　特に釈したしたした結果の確認が悪表示」、「されているツール。。
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＜ boundary ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

3
(
    movingWall
    {
        type            wall;
        inGroups        2(move wall);
        nFaces          20;
        startFace       760;
    }
    fixedWalls
    {
        type            wall;
        inGroups        1(wall);
        nFaces          60;
        startFace       780;
    }
    frontAndBack
    {
        type            empty;
        inGroups        1(empty);
        nFaces          800;
        startFace       840;
    }
)

//************************************** //

＜ U field ＞

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];

internalField      uniform (0 0 0);

boundaryField
{
    move
    {
        Type            fixedValue;
        Value           iniform (1 0 0);
    }

    "fix.*"
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }

    frontAndBack
    {
        type            empty;
    }
}

//************************************** //
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この状態の確認を保存するツール。と、基本的に解が深まる。　特に釈したしたした結果の確認を保存するツール。ので操作できるツール。、基本的に結果の確認的ににfieldの内容は、基本的に表示」、「通り返し処理用ののイメージの状
態の確認が悪保存されるツール。。（wildCardや moveの patch名は削除されるツール。。）が悪

8-1-4-3.　tutorials内で操作できるツール。の使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

tutorials内で操作できるツール。field内変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を多用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。「compressible/rhoPimpleDyMFoam/annuarThermalMixer」の内
容を確認してみ修正。るツール。。

まず、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。tutorialsをコピーして新しいcaseを作マニュアル　成し、基本的に「./Allrun」を実行しているしてcaseを完成させるツール。。
この後は、「、基本的にU fieldを確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加されているツール。。非常の起動方法にシンプルに記述する。されているツール。が悪、基本的にpatch
内容はこの他ににincludeファイルの内容やboundaryの内容を確認しな操作方法の例についていと解が深まる。　特にら削除。な操作方法の例についてい。

また、基本的にincludeファイル中のテキストは、文字数の制限（にinclude文の扱いを含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例場合をも改善する為に、あり返し処理用の、基本的にさら削除。に「$:outlet.U」タイプの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に
「$:ini.outlet.U」の様に工夫したものが、に、基本的にネスで操作する為、操作性（生産性）が悪ティ流れ（ングさせて記述する。が悪で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的にpatch内容を理解が深まる。　特にするツール。
事が悪難しくなるが、こしくな操作方法の例についてっているツール。。gridEditorで操作できるツール。は、基本的にこれら削除。の解が深まる。　特に釈したした方法の例についてを再帰的に呼び出しで解釈させている為、これびポップアップメニューを表示させ出しで操作できるツール。解が深まる。　特に釈したしたさせているツール。為、基本的にこれ
ら削除。のネスで操作する為、操作性（生産性）が悪ティ流れ（ング深まる。　特にさの制限インストールされている事が前提になる。な操作方法の例についてく解が深まる。　特に釈したしたして表示」、「で操作できるツール。きるツール。。

＜U field＞
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
#include "${FOAM_CASE}/constant/caseSettings"
dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];
internalField   uniform (0 0 0);
boundaryField
{
    innerInlet
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform $:innerInlet.U;
    }
    outerInlet
    {
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gridEditor で操作できるツール。表示」、「させた結果の確認（解が深まる。　特に釈したしたした結果の確認が悪表示」、「）が悪
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        type            fixedValue;
        value           uniform $:outerInlet.U;
    }
    outlet      { $:outlet.U; }
    staticWalls { $:wall.U; }
    movingWalls { $:movingWall.U; }
    #includeEtc "caseDicts/setConstraintTypes"
}
// ************************************************************************* //

この内容をそのままgridEditorで操作できるツール。表示」、「させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

U fieldを editorで操作できるツール。開いた結果の確認は難しくなるが、こ解が深まる。　特にで操作できるツール。あるツール。が悪、基本的にこれをgridEditorで操作できるツール。表示」、「させた場合をは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に表示」、「
され、基本的に各ユーザの patchの境界条件を変更する場合が悪素直し、処理を高速化（に理解が深まる。　特にで操作できるツール。きるツール。状態の確認にな操作方法の例についてっているツール。。
（#includeや#includeEtc文の扱いも改善する為に、解が深まる。　特に釈したしたで操作できるツール。きているツール。。）が悪

尚、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、のboundaryの内容はそのまま表示」、「させるツール。と、基本的に行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪多くな操作方法の例についてってしまうので操作できるツール。、基本的にinGroupsの
行しているを1行しているにまとめ直し、処理を高速化（して、基本的に表示」、「させているツール。。
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この結果の確認を保存するツール。と、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を解が深まる。　特に釈したしたした状態の確認が悪保存されるツール。為、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に書いている。き直し、処理を高速化（されて保存されるツール。。
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includeファイルは、基本的に消えてしまうが、これは、端末がアイコン化されさずに上で操作できる様に工夫したものが、部に残しているツール。。上で操作できる様に工夫したものが、部に残しているツール。為、基本的にincludeファイルで操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。されたも改善する為に、
のが悪あっても改善する為に、、基本的に次の定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。で操作できるツール。書いている。き直し、処理を高速化（されるツール。ので操作できるツール。、基本的に実害はない。はな操作方法の例についてい。（8-1-4-4項の基本的な操作方法の例について参照）が悪

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
#include "${FOAM_CASE}/constant/caseSettings"
dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];
internalField      uniform (0 0 0);
boundaryField
{
    #includeEtc "caseDicts/setConstraintTypes"
    innerInlet
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0.2);
    }
    outerInlet
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0.1);
    }
    innerOutlet
    {
        type            pressureInletOutletVelocity;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    outerOutlet
    {
        type            pressureInletOutletVelocity;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    rotorBlades
    {
        type            movingWallVelocity;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    rotorBlades_slave
    {
        type            movingWallVelocity;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    shaft
    {
        type            movingWallVelocity;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    statorBlades
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    statorBlades_slave
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
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    }
    walls
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    AMI1
    {
        type            cyclicAMI;
    }
    AMI2
    {
        type            cyclicAMI;
    }
}
// ************************************************************************* //

gridEditorが悪変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を解が深まる。　特に釈したしたし保存した結果の確認が悪正しいかどうかを確認するツール。為に、基本的に保存前のデータと保存後は、「の
データを使いやすくする為のってsolverを走らせ、計算初期の残渣を確認してみた結果が以下になる。ら削除。せ、基本的に計算初期の残渣が確認できる。を確認してみ修正。た結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
両者には敷居が高い。これを少しでも改善する為に、とも改善する為に、同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。結果の確認にな操作方法の例についてってお互いにり返し処理用の、基本的に正しく解が深まる。　特に釈したしたしているツール。事が悪判る。るツール。。

保存前の残渣が確認できる。

保存後は、「の残渣が確認できる。
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8-1-4-4.　変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的にwildCard、基本的にpatchGroup解が深まる。　特に釈したしたの優先は、順位の

変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的にwildCard、基本的にpatchGroupを解が深まる。　特に釈したしたするツール。に当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）たって、基本的にOpenFOAMの解が深まる。　特に釈したした方法の例についてを試す事ができ行している錯誤的にに確認した。この
方法の例についてに基づきgridEditor側も改善する為に、解が深まる。　特に釈したしたしているツール。。

変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学とwildCard（又はは変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学とwildCardの組み合わせ（み修正。合をわせ）が悪を記述する。順に解が深まる。　特に釈したしたしていき、基本的にこの結果の確認をpatchGroupま
たはpatch名に入れ替えれるツール。。この後は、「、基本的にpatchGroupを解が深まる。　特に釈したしたし、基本的にこの結果の確認をpatch名に入れ替えれるツール。。最後は、「に、基本的にpatch名の
内容を記述する。順に確認し、基本的にその内容に書いている。き換する例えるツール。。

この様に工夫したものが、に、基本的に解が深まる。　特に釈したしたしていく途中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。patch名の内容を逐次書いている。き換する例えて行しているくので操作できるツール。、基本的に最終的にに「patch名に直し、処理を高速化（接記
述する。」したも改善する為に、のが悪あれば、基本的にこの内容で操作できるツール。確定を追加するツール。。（wildCardや patchGroupで操作できるツール。そのpatch内容が悪決定を追加されてい
ても改善する為に、、基本的にそれに関する部分のみ修正。係なく「な操作方法の例についてく「patch名に直し、処理を高速化（接記述する。」が悪あれば、基本的にその内容で操作できるツール。確定を追加するツール。。）が悪

同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。タイプの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。は、基本的に記述する。順に内容を書いている。き換する例えていく。（最後は、「の記述する。内容で操作できるツール。決定を追加されるツール。。）が悪
patchGroupについては、基本的にinGroups内で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。された順で操作できるツール。値をセットを書いている。き換する例えていく。
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体「inGroups 3(moveWall1, fixWall, sideWall)」の場合を、基本的にmoveWall→fixWall→sideWallの順で操作できるツール。確認し、基本的に

最後は、「に確定を追加した内容で操作できるツール。決定を追加されるツール。。

タイプ 例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ 解が深まる。　特に釈したした順
–----------------------------------------------------
変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的にwildCard $:outlet.U、基本的に".*"
patchGroup inGroups 1(wall)
patch名に直し、処理を高速化（接記述する。 movingWall

8-1-5.　binary形式に変換する例の扱いい

gridEditorで操作できるツール。は、基本的にfieldの書いている。式に変換する例が悪binaryで操作できるツール。も改善する為に、、基本的にそれを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。表示」、「して、基本的に編集で操作できるツール。きるツール。。
binary形式に変換する例の編集・保存は、基本的にbinaryを ascii形式に変換する例に変換する例して編集し、基本的に保存時はasciiを binaryに変換する例して
保存するツール。。

8-1-5-1.　OpenFOAMの binary形式に変換する例

実際に試す事ができにtutorialsの cavityを使いやすくする為のって、基本的にbinary形式に変換する例のファイルの内容を確認してみ修正。るツール。。

このcaseの要アプリ素数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を減ら削除。すために、基本的にblockMeshの分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を（3 x 3 x 1）が悪に変更してメッシュを切り返し処理用の直し、処理を高速化（す。
controlDict内のwriteFormatを「binary」に変更して、基本的にsolverを走らせ、計算初期の残渣を確認してみた結果が以下になる。ら削除。せ、基本的にbinary形式に変換する例のファイルを作マニュアル　成す
るツール。。で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったtimeFolder内のU fieldを editorで操作できるツール。開き内容を確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がが悪表示」、「されるツール。。

ファイルの書いている。式に変換する例は、基本的にFoamFile中のテキストは、文字数の制限（の「format」の内容で操作できるツール。、基本的にそのファイルが悪asciiか binaryか判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。
binary部は、基本的に　　部のみ修正。で操作できるツール。他にはasciiで操作できるツール。記述する。されているツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\ 
| =========                 |                                                 | 
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           | 
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.0                                 | 
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      | 
|    \\/     M anipulation  |                                                 | 
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\*---------------------------------------------------------------------------*/ 
FoamFile 
{ 
    version     2.0; 
    format      binary; この内容で操作できるツール。asciiか binaryかを判る。断とサーバのアンマウント
    class       volVectorField; 
    location    "0.1"; 
    object      U; 
} 
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 

dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0]; 

internalField   nonuniform List<vector> 
9 
(&\B5\B5\AFU`\A6\BF\96##\FB\88\AB\A3?\00\00\00\00\00\00\00\00ْX^\A1\8F\B7\B\A8#^
Efo?\00\00\00\00\00\00\00\00\FF\DB\F5\DA\E4R\A5\BF@e\AC#ap\A4\BF\00\00\00\00\00\
00\00\00\E6M\A5\8BX&\A6\BF\E2\B2_\E4\D7\D7\C1?\00\00\00\00\00\00\00\00\B9u\F9_\E
4E\BD\BF\83F,\BAm\F3o\BF\00\00\00\00\00\00\00\00\E6\90\C5EA\BC\97\BFWXW\F9\AC\BE
\00\00\00\00\00\00\00\00\C8/\FC\F7#\A0\CC?#\C8?f\EE\00\00\00\00\00\00\00\00\81\A
A\C1\FA1\84\C5 \8B=\E9\BD ?\00\00\00\00\00\00\00\00\C1\F0\CF<|#\CE?\B1##<H\B9\BԜ\8B=\E9\BD�?\00\00\00\00\00\00\00\00\C1\F0\CF<|#\CE?\B1##<H\B9\B �?\00\00\00\00\00\00\00\00\C1\F0\CF<|#\CE?\B1##<H\B9\B
F\00\00\00\00\00\00\00\00); 

boundaryField 
{ 
    movingWall 
    { 
        type            fixedValue; 
        value           uniform (1 0 0); 
    } 
    fixedWalls 
    { 
        type            fixedValue; 
        value           uniform (0 0 0); 
    } 
    frontAndBack 
    { 
        type            empty; 
    } 
} 

// ************************************************************************* //

binary部を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（むメッシュ作成の例為には、基本的に直し、処理を高速化（前の変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（vector等の）が悪とその組み合わせ（数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（今回チェックし、無ければの場合を、基本的にvectorが悪 9組み合わせ（）が悪を確認した上で操作できる様に工夫したものが、
で操作できるツール。、基本的にその個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）のbinaryデータを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は以下の機能を備えている。これら機能がのも改善する為に、のを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。。

変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学 type byte数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
–----------------------------------------------
scalar double 1 x 8 byte
vector double 3 x 8
symmTensor double 6 x 8
tensor double 9 x 8
label int 1 x 4
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vector形式に変換する例で操作できるツール。 9組み合わせ（の binaryデータ
（ 8 byte☓3☓9ヶ = 216 byte ）が悪
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faceList int 1 x 4
bool bool 1 x 1

8-1-5-2.　binaryファイルの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（込まない。（・編集・保存の方法の例について

binaryファイル自の環境に合わせな体にascii文の扱い字フォルダ）の数等のとbinaryデータが悪混在しないしているツール。ので操作できるツール。、基本的にascii部とbinary部に分を削除）け時、て読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。
込まない。（むメッシュ作成の例。binary部は、基本的に予めそれらをコピーしてめ設定を追加されているツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）をascii変換する例するツール。。

ascii変換する例するツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にcellのポップアップメニューの「cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ
数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更」を選択して表示」、「されるツール。「表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加」画面内で操作できるツール。設定を追加するツール。。
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ascii 変換する例するツール。データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
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この後は、「、基本的に分を削除）け時、て読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ ascii部のデータに、基本的にascii変換する例したbinary部を挿入れ替えして、基本的にasciiファイルとし
て完成させるツール。。で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったasciiファイルを「TreeFoam/temp/」フォルダに「U.0/U」として保存し、基本的にこ
のファイルをeditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。編集するツール。方法の例についてをとっているツール。。

gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的にbinary形式に変換する例のファイルを実際に試す事ができに開いてみ修正。るツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的にcavityを binaryで操作できるツール。計算させた後は、「、基本的に
timeFolder「0.5」をgridEditorで操作できるツール。表示」、「させた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。binaryデータが悪ascii変換する例されて表示」、「されてい
るツール。。

この後は、「、基本的にU fieldを editorで操作できるツール。開く為に、基本的にfield名「U」（列ラベル「U」）が悪をダブルクリックするツール。。この操作マニュアル　
で操作できるツール。、基本的にeditorで操作できるツール。 U fieldを開き、基本的にその内容が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪editorで操作できるツール。 U fieldを開いた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。binary部（ 部）が悪が悪ascii変換する例されて、基本的に数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学字フォルダ）の数等のが悪確認で操作できるツール。きるツール。。
基本的ににbinaryデータ部は編集で操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的にascii部は編集で操作できるツール。きるツール。。ascii部を編集後は、「、基本的に保存するツール。と、基本的に
binary部に元にのbinaryデータを挿入れ替えし保存されるツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\ 
| =========                 |                                                 | 
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           | 
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.0                                 | 
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      | 
|    \\/     M anipulation  |                                                 | 
\*---------------------------------------------------------------------------*/ 
FoamFile 
{ 
    version     2.0; 
    format      binary; 
    class       volVectorField; 
    location    "0.5"; 
    object      U; 
} 
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 
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dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0]; 

internalField   nonuniform List<vector> 
9 
( 
(-0.0462046515435 0.0408637298982 0.0) 
(-0.0972003750338 0.00480091815208 0.0) 
(-0.0434501396518 -0.0425435040631 0.0) 
(-0.0449110781197 0.144268555566 0.0) 
(-0.116741501046 -0.00457649800858 0.0) 
(-0.0216978539534 -0.152800969997 0.0) 
(0.226799172932 0.112710025279 0.0) 
(0.174552642635 0.00922281531272 0.0) 
(0.240340455548 -0.100962433547 0.0) 
...U.0... 
); 

boundaryField 
{ 
    movingWall 
    { 
        type            fixedValue; 
        value           uniform (1 0 0); 
    } 
    fixedWalls 
    { 
        type            fixedValue; 
        value           uniform (0 0 0); 
    } 
    frontAndBack 
    { 
        type            empty; 
    } 
} 

// ************************************************************************* //
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ascii 変換する例された binary 部
　 20 行している分を削除）あるツール。はずだが悪、基本的にデータは全て部で操作できるツール。
　 9ヶしかな操作方法の例についてい為、基本的に 9行しているを表示」、「しているツール。。
　（この部分を削除）は編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。）が悪
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8-2.　topoSetEditor

特に定を追加のメッシュを抽出して、基本的に加工するツール。OpenFOAMユーティ流れ（リティ流れ（のtopoSetを GUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。操作マニュアル　で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にした
も改善する為に、の。このメッシュ操作マニュアル　は、基本的にtopoSetDictを作マニュアル　成しtopoSetを実行しているするツール。だけ時、だが悪、基本的にtopoSetDictの作マニュアル　成が悪重
要アプリで操作できるツール。、基本的にここが悪GUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。行しているえるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。

8-2-1.　topoSetのコマンドを構造とその内容

例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にcellZone「waterHi」から削除。cellSet「waterHiSet」を作マニュアル　り返し処理用の出すコマンドをを考え方で、えるツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にtoposetDictの actions内に、基本的にこの処理を書いている。き込まない。（むメッシュ作成の例ことにな操作方法の例についてるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 
actions 
( 
    { 
        name    waterHiSet; //作マニュアル　り返し処理用の出す名前 
        type    cellSet; //作マニュアル　り返し処理用の出すタイプ（今回チェックし、無ければは、基本的に「cellSet」）が悪
        action  new; //新しく作マニュアル　り返し処理用の出す為、基本的にactionは「new」
        source zoneToCell; //作マニュアル　り返し処理用の出す方法の例について（今回チェックし、無ければは「zoneToCell」）が悪
        sourceInfo 
        { 
            name  "waterHi"; //元にとな操作方法の例についてるツール。cellZone名 
        } 
    } 
);
// ************************************************************************* //

この構造とその内容を分を削除）解が深まる。　特にするツール。と、基本的に下の機能を備えている。これら機能が記の様に工夫したものが、に3ヶに分を削除）類の操作ができる。で操作できるツール。きるツール。。

        name    waterHiSet;
        type    cellSet; 
        action  new; 
        source zoneToCell;
        sourceInfo 
        { 
            name  "waterHi"; 
        } 

topoSetは、基本的にaction内容によってsource不要アプリのactionも改善する為に、あるツール。が悪、基本的に全ててこの構造とその内容にな操作方法の例についてっているツール。。
この為、基本的にGUI上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。

actionを選択　どうするツール。か
sourceを選択　何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）から削除。
resultを選択 何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）を作マニュアル　り返し処理用の出すか

を操作マニュアル　するツール。事によって、基本的にtopoSetDictを作マニュアル　り返し処理用の出すように設定を追加しているツール。。（直し、処理を高速化（感的にに操作マニュアル　で操作できるツール。きるツール。）が悪
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1) result：流体結果の確認のタイプと名称を変更しておく

2) action：流体処理内容

3) source：流体 source と result の組み合わせ（み修正。合をわせと、基本的に source 名
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8-2-2.　topoSetEditorの画面

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックしてtopoSetEditorを起動するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。。
この画面は、基本的に「Action」「Source」「Result」の3ブロックに分を削除）かれてお互いにり返し処理用の、基本的に各ユーザの々のブロックから削除。項の基本的な操作方法の例について目を選
択するツール。だけ時、で操作できるツール。、基本的にtopoSetDictの内容（下の機能を備えている。これら機能が部のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に表示」、「されるツール。）が悪が悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。

テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に表示」、「された内容は、基本的にボタン操作マニュアル　で操作できるツール。topoSetDictにコピーして、基本的にtopoSetを実行しているするツール。事
が悪で操作できるツール。き、基本的にメッシュ操作マニュアル　が悪楽になるが、前記した様に、インストール場所やに行しているえるツール。。

また、基本的にResultの Typeに「sets」と「zones」が悪あるツール。が悪、基本的にこれは、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のsource名を選択して、基本的に繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のしの
処理が悪行しているえるツール。様に工夫したものが、に準備しているツール。。詳細かくする為の領域を定義は、基本的に8-2-6項の基本的な操作方法の例についてを参照。

8-2-3.　topoSetコマンドをの内容

topoSetコマンドをの構成をOpenFOAM-2.4.0で操作できるツール。調べ、言語が「べた結果の確認、基本的に下の機能を備えている。これら機能が表の構成とな操作方法の例についてっているツール。。

action「clear」「invert」「remove」は、基本的にsource不要アプリで操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（接resultを指定を追加するツール。。
action「new」「add」「delete」「subSet」については、基本的にsourceとそれに対するツール。resultの組み合わせ（み修正。合をわせを指
定を追加するツール。。

各ユーザの々のactionについて、基本的にsourceと resultの組み合わせ（み修正。合をわせを確認した結果の確認が悪、基本的に下の機能を備えている。これら機能が表にな操作方法の例についてるツール。。表中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。空欄部は、基本的に
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組み合わせ（み修正。合をわせが悪存在しないしていな操作方法の例についてい事を示」、「しているツール。。

topoSetEditor画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にactionと source、基本的にresultを選択するツール。と、基本的にtopoSetEditorは、基本的にそれに対応するツール。コマ
ンドを内容を検索し、そのしてテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に表示」、「するツール。。存在しないしな操作方法の例についてい組み合わせ（み修正。合をわせの場合を、基本的にsourceの内容が悪表示」、「
されな操作方法の例についてい。（resultの内容は表示」、「されるツール。。）が悪

8-2-4.　topoSetコマンドをの抽出について

topoSetEditorは、基本的に前項の基本的な操作方法の例についての様に工夫したものが、に与えられた「えら削除。れた「Action」「Source」「Result」の情報が下図の様に表示される。から削除。、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。topoSet
コマンドをを抽出してくるツール。必要アプリが悪あるツール。。

この方法の例については、基本的に「$WM_PROJECT_DIR/applications/utilities/mesh/manipulation/topoSet/topoSetDict」を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（
み修正。込まない。（み修正。、基本的にここから削除。該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。部分を削除）を抜く（き出しているツール。。この為、基本的にOpenFOAMのバージョンによってコマンドをの書いている。
式に変換する例が悪変わっていても改善する為に、、基本的にそのバージョンに応じ設定で可能になっている。たコマンドを内容が悪抽出で操作できるツール。きるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。（実際に試す事ができにバージョン
によって書いている。式に変換する例が悪変わっているツール。コマンドをも改善する為に、あるツール。。）が悪

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的にそのファイルの一部で操作できるツール。あるツール。が悪、基本的にコマンドをを抜く（き出す部分を削除）は、基本的に「//」で操作できるツール。コメントアウトされた部分を削除）を
使いやすくする為のって抜く（き出しているツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.4.0                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
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action source Type
result Type

cellSet faceSet pointSet cellZone faceZone pointZone

cellSet faceSet pointSet cellZoneSet faceZoneSet pointZoneSet

cellSet cellToCell cellToFace cellToPoint setToCellZone
faceSet faceToCell faceToFace faceToPoint setToFaceZone
pointSet pointToCell pointToFace pointToPoint setToPointZone

setsToFaceZone
cellZone zoneToCell
faceZone faceZoneToCell zoneToFace
pointZone zoneToPoint
surface surfaceToCell surfaceToPoint
label labelToCell labelToFace labelToPoint
shape shapeToCell
box boxToCell boxToFace boxToPoint
cylinder cylinderToCell
sphere sphereToCell
rotatedBox rotatedBoxToCell
targetVolume targetVolumeToCell
searchableSurface searchableSurfaceToFaceZone
nearest nearestToCell nearestToPoint
boundary boundaryToFace
field fieldToCell
region regionToCell regionToFace
patch patchToFace
normal normalToFace

clear
invert
remove

new
add
delete
subset

sets(setの内容複数)
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    object      topoSetDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

// List of actions. Each action is a dictionary with e.g.
//     // name of set
//     name    c0;
//
//     // type: pointSet/faceSet/cellSet/faceZoneSet/cellZoneSet
//     type    cellSet;
//
//     // action to perform on set. Two types:
//     // - require no source : clear/invert/remove
//     //       clear  : clears set or zone
//     //       invert : select all currently non-selected elements
//     //       remove : removes set or zone
//     // - require source    : new/add/delete/subset
//     //       new    : create new set or zone from source
//     //       add    : add source to contents
//     //       delete : deletes source from contents
//     //       subset : keeps elements both in contents and source
//     action  new;
//
// The source entry varies according to the type of set:
//
// cellSet
// ~~~~~~~
//
//    // Select by explicitly providing cell labels
//    source labelToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        value (12 13 56);   // labels of cells
//    }
//
//    // Copy elements from cellSet
//    source cellToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        set c1;
//    }
//
//    // Cells in cell zone
//    source zoneToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        name ".*Zone";      // Name of cellZone, regular expressions allowed
//    }
//
//    // Cells on master or slave side of faceZone
//    source faceZoneToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        name ".*Zone";      // Name of faceZone, regular expressions allowed
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//        option master;      // master/slave
//    }
//
//    // Select based on faceSet
//    source faceToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        set f0;             // Name of faceSet
//
//        //option neighbour; // cell with neighbour in faceSet
//        //option owner;     //  ,,       owner
//        option any;         // cell with any face in faceSet
//        //option all;       // cell with all faces in faceSet
//    }
//
//    // Select based on pointSet
//    source pointToCell;
//    sourceInfo
//    {
//        set p0;
//        option any;         // cell with any point in pointSet
//        //option edge;      // cell with an edge with both points in pointSet
//    }
// 

:
:

　　以下の機能を備えている。これら機能が省略が表示される

8-2-5.　topoSetEditorの操作マニュアル　例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

実施例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして「boxで操作できるツール。 cellを抽出」、基本的に「cellZoneから削除。cellSetを抽出するツール。」事を行しているってみ修正。るツール。。

8-2-5-1.　boxで操作できるツール。メッシュ（cellSet）が悪を抽出

tutorialsの damBreakを使いやすくする為のって、基本的にbox領域のcellSetを抽出してみ修正。るツール。。

まず、基本的に6-2項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。tutorialsの damBraekをコピーし、基本的にこのcaseを解が深まる。　特に析 case（ マーク付け時、き）が悪に
設定を追加して、基本的にblockMeshを作マニュアル　成してお互いにく。
この後は、「、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックしてtopoSetEditorを起動するツール。。
起動後は、「、基本的に画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がを選択するツール。。

action new
source box（幾何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）図の様に形）が悪
result cellSet

set neme:water入れ替え力してインストールする。

この選択により返し処理用の、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に画面下の機能を備えている。これら機能が部にこの処理を行しているう為のtopoSetDictの内容が悪表示」、「されるツール。。

ここまで操作できるツール。の操作マニュアル　で操作できるツール。topoSetDictの内容は、基本的に殆どが理解できるものと思う。ど出来上で操作できる様に工夫したものが、が悪っているツール。が悪、基本的に抽出するツール。為のboxの座標が悪defaultの
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値をセットにな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的にこの値をセットを修正するツール。。修正は、基本的にテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪内に表示」、「されているツール。座標を直し、処理を高速化（接編集す
るツール。。

boxの座標を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正し、基本的にこの内容をtoposetDictに書いている。き込まない。（み修正。・実行しているするツール。為に、基本的に「topoSetDict ｸﾘｱ」
「topoSetDict追加」「topoSet実行している」ボタンを順にクリックするツール。と、基本的にメッシュが悪抽出で操作できるツール。きるツール。。

で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪ったtopoSetDictは、基本的に「topoSetDict編集」ボタンをクリックするツール。と確認で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪その内容
にな操作方法の例についてるツール。。テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪の内容そのも改善する為に、ので操作できるツール。topoSetDictが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪っているツール。。
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// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 
actions 
( 
    // new To cellSet 
    { 
        name    water; 
        type    cellSet; 
        action  new; 
        // Cells with cell centre within box ('box') or multiple boxes ('boxes') 
        source boxToCell; 
        sourceInfo 
        { 
           box   (0 0.196 -1) (0.34 0.292 1); 
           //boxes   ((0 0 0) (1 1 1) (10 10 10)(11 11 11)); 
        } 
    } 
); 
// ************************************************************************* //

抽出された、基本的にcellSet「water」の内容をparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に抽出で操作できるツール。きているツール。。

全て体のメッシュ topoSetで操作できるツール。抽出したcellSet「water」部

  

8-2-5-2.　cellZoneを cellSetとして抽出

メッシュ作マニュアル　成時にcellZoneを作マニュアル　った場合を等のを想定を追加して、基本的にそのcellZoneから削除。cellSetを作マニュアル　り返し処理用の出してみ修正。るツール。。

まず、基本的にcaseを作マニュアル　成するツール。必要アプリが悪あるツール。為、基本的に7-2項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したcaseをコピーして、基本的にメッシュ操作マニュアル　（cellZoneから削除。
cellSetを抽出）が悪してみ修正。るツール。。コピーしたcaseを解が深まる。　特に析 caseに設定を追加（ マーク付け時、き）が悪した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の

ボタンをクリックしてtopoSetEditorを起動するツール。。

topoSetの処理は、基本的にcellZone「waterHi」から削除。cellSet「waterHiSet」を作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
この処理を行しているう為に、基本的にtopoSetの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がを選択し、基本的にcellSetの名称を変更しておくを入れ替え力してインストールする。するツール。と、基本的にテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪
中のテキストは、文字数の制限（に、基本的にその処理を行しているう為のtopoSetDictの内容が悪表示」、「されるツール。。

action new
source cellZone

name 「waterHi」を選択

120

water



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

result cellSet
set neme 「waterHiSet」を入れ替え力してインストールする。

　

 

今回チェックし、無ければの場合を、基本的に表示」、「されたtopoSetDictの内容は修正するツール。必要アプリが悪な操作方法の例についてく、基本的にこのままtopoSetDictとして使いやすくする為のえるツール。の
で操作できるツール。、基本的に1)項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に「topoSetDict ｸﾘｱ」「topoSetDict追加」「topoSet実行している」ボタンを順にクリックするツール。事
で操作できるツール。、基本的にcellSet「waterHiSet」が悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。

今回チェックし、無ければの操作マニュアル　は、基本的にcellZoneから削除。cellSetを作マニュアル　り返し処理用の出す操作マニュアル　だが悪、基本的にsourceと resultを入れ替えれ替ええて操作マニュアル　するツール。と、基本的に
cellSetから削除。cellZoneを作マニュアル　り返し処理用の出すことが悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にボタンをクリックするツール。時、基本的にtopoSetDictをクリアせずに、基本的に「topoSetDict追加」「topoSet実行している」ボタ
ンのみ修正。をクリックした場合をは、基本的に今回チェックし、無ければのtopoSetDictの内容を、基本的に既に、にあるツール。system/topoSetDictに追加して
topoSetを実行しているするツール。。この為、基本的にtopoSetEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に単に編集でき一処理のtopoSetDictを追加しな操作方法の例についてが悪ら削除。、基本的に最終的にに複
数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の処理を行しているうtopoSetDictを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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8-2-6.　繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のしのActionについて

複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のcellZone（又ははfaceZone, pointZone）が悪を一括して削除できる。各して同じ設定で可能になっている。名のcellSet（又ははfaceSet, pointSet）が悪を作マニュアル　
成したり返し処理用の、基本的に逆に複数のに複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のcellSetを一括して削除できる。各して同じ設定で可能になっている。名のcelZoneを作マニュアル　り返し処理用の出せるツール。様に工夫したものが、に、基本的にResult typeに「sets」と
「zones」を準備しているツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照。

Result typeで操作できるツール。「sets」または「zones」を選択した場合をは、基本的にsource名を複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学選択で操作できるツール。き、基本的に選択したActionを
繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のして処理するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
この時のActionは、基本的に

new
add
delete
clear no source
invert no source
remove no source

が悪使いやすくする為のえるツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記Actionの内、基本的にclear, invert, removeは、基本的にsourceを必要アプリとしな操作方法の例についていActionの為、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のsource名が悪選択
で操作できるツール。きな操作方法の例についてい事にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にこの場合をは、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のResult名を選択して、基本的に繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理を行しているう事にな操作方法の例についてるツール。。
これら削除。の繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のしの処理は、基本的に対象であるが悪たくさんあるツール。場合を、基本的に楽になるが、前記した様に、インストール場所やに処理で操作できるツール。き、基本的に非常の起動方法に便利にな操作方法の例についてるツール。。

次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、にnew, add, remove Actionについての例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「す。

8-2-6-1.　new Actionの繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

一例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的に7-2-7項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。処理を行しているってみ修正。るツール。。
この処理は、基本的にfaceZone「waterHi」「waterLo」から削除。、基本的に同じ設定で可能になっている。名のcellSet「waterHi」「waterLo」を作マニュアル　り返し処理用の出す処
理にな操作方法の例についてるツール。。new Actionを 2回チェックし、無ければ繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のす処理を行しているう事にな操作方法の例についてるツール。。

具体的にには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に選択するツール。。（Source名を複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学選択し、基本的にResult typeで操作できるツール。 setsを選択するツール。。）が悪
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Result typeとして「sets」を選択してお互いにり返し処理用の、基本的にこれだけ時、で操作できるツール。はResult typeが悪 cellSet, faceSet, pointSet 
な操作方法の例についてのか確定を追加しな操作方法の例についてい事にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にSource typeで操作できるツール。 cellZoneを選択しているツール。為、基本的にResult typeは、基本的に「cellSet」
に設定を追加されるツール。。この様に工夫したものが、に、基本的にResult typeは、基本的にSource typeで操作できるツール。決定を追加されるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのtopoSetDictが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
actions
(
    // new To cellSet
    {
        name    waterHi;
        type    cellSet;
        action  new;
        // Cells in cell zone
        source zoneToCell;
        sourceInfo
        {
            name  "waterHi" ;      // Name of cellZone, regular expressions allowed
        }
    }
    // new To cellSet
    {
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        name    waterLo;
        type    cellSet;
        action  new;
        // Cells in cell zone
        source zoneToCell;
        sourceInfo
        {
            name  "waterLo" ;      // Name of cellZone, regular expressions allowed
        }
    }
);
// ************************************************************************* //

8-2-6-2.　add Actionの繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

cellSet「waterHi」「waterMd」「waterLo」が悪存在しないするツール。も改善する為に、のとして、基本的にこれら削除。のcellSet全ててを加えた
cellSetを作マニュアル　り返し処理用のだしてみ修正。るツール。。
考え方で、え方としては、基本的にwaterHiに残り返し処理用ののwaterMdと waterLoを加えていけ時、ば、基本的に合を計のcellSetが悪で操作できるツール。きあが悪るツール。。

具体的にには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に選択するツール。。
source名は、基本的にwaterHiを除いた全てて（waterMdと waterLo）が悪を選択し、基本的にresult名は、基本的にwaterHiを入れ替え力してインストールする。するツール。。
これにより返し処理用の、基本的にwaterHiに waterMdと waterLoを加えるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのtopoSetDictが悪で操作できるツール。きあが悪るツール。。
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// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
actions
(
    // add To cellSet
    {
        name    waterHi;
        type    cellSet;
        action  add;
        // Copy elements from cellSet
        source cellToCell;
        sourceInfo
        {
            set  waterLo;
        }
    }
    // add To cellSet
    {
        name    waterHi;
        type    cellSet;
        action  add;
        // Copy elements from cellSet
        source cellToCell;
        sourceInfo
        {
            set  waterMd;
        }
    }
);
// ************************************************************************* //

8-2-6-3.　remove Actionの繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

cellZone「waterHi」「waterMd」「waterLo」を全てて削除してみ修正。るツール。。
remove Actionは、基本的にsourceを必要アプリとしな操作方法の例についていActionの為、基本的にresult名を複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学選択するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
具体的にには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に選択するツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのtopoSetDictが悪で操作できるツール。きあが悪るツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
actions
(
    // remove To cellSet
    {
        name    waterHi;
        type    cellSet;
        action  remove;
    }
    // remove To cellSet
    {
        name    waterLo;
        type    cellSet;
        action  remove;
    }
    // remove To cellSet
    {
        name    waterMd;
        type    cellSet;
        action  remove;
    }
);
// ************************************************************************* //
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8-2-7.　組み合わせ（み修正。合をわせ（combined）が悪Actionについて

topoSetの actionは、基本的に単に編集でき一処理しかで操作できるツール。きな操作方法の例についてい為、基本的に例を多用してまとめている為、実際に試す事ができえば「cellZoneの名称を変更しておくを変更するツール。」場合をは、基本的にtopoSetの
actionを複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学組み合わせ（み修正。合をわせて実現するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

この為、基本的によく使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。処理については、基本的にこれら削除。を組み合わせ（み修正。合をわせて処理するツール。コマンドをを作マニュアル　っているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを
使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にの 部分を削除）参照。

以下の機能を備えている。これら機能がに、基本的にこれら削除。組み合わせ（み修正。合をわせActionの具体的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「しているツール。。
尚、基本的にnewAddsSetと newZonesToSets Actionについては、基本的に前項の基本的な操作方法の例についての繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のし処理で操作できるツール。同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について事が悪実現で操作できるツール。きるツール。為、基本的にこ
れら削除。の使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを省略が表示されるしているツール。。この為、基本的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとしては、基本的にrenameSetZoneと newCellToFaceを載せている。せているツール。。

1)　renameSetZone

cellSet、基本的にfaceSet、基本的にcellZone、基本的にfaceZoneの名称を変更しておくを変更したい時に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的にcellSet「waterMiddle」をcellSet「waterMd」にrenameするツール。操作マニュアル　を示」、「しているツール。。（以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、
にクリックするツール。だけ時、で操作できるツール。、基本的にこの操作マニュアル　を行しているうtopoSetDictが悪で操作できるツール。きあが悪るツール。。）が悪
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのtopoSetDictが悪で操作できるツール。きあが悪り返し処理用の、基本的にこれを実行しているするツール。事で操作できるツール。、基本的に「waterMiddle」が悪
「waterMd」にrenameで操作できるツール。きるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
actions
(
    // new To cellSet
    {
        name    waterMd;
        type    cellSet;
        action  new;
        // Copy elements from cellSet
        source cellToCell;
        sourceInfo
        {
            set  waterMiddle;
        }
    }
    // remove To cellSet
    {
        name    waterMiddle;
        type    cellSet;
        action  remove;
    }
);
// ************************************************************************* //
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2)　newCellToFace

選択したcellZone又ははcellSetから削除。、基本的に外に表面のfaceを抜く（き出し、基本的にfaceZone又ははfaceSetを作マニュアル　り返し処理用の出す。
以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的にcellSet「waterHi」の外に表面をfaceSet「waterHiFace」として取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにな操作方法の例についてるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのtopoSetDictが悪で操作できるツール。きあが悪り返し処理用の、基本的にこれを実行しているして外に周面のfaceSet「waterHiFace」を取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得
するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
actions
(
    // new To faceSet
    {
        name    temp;
        type    faceSet;
        action  new;
        // Select based on cellSet
        source cellToFace;
        sourceInfo
        {
            set  waterHi;
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            option  both;         // All faces of cells
            //option both;      // Only faces whose owner&neighbour are in cellSet
        }
    }
    // new To faceSet
    {
        name    waterHiFace;
        type    faceSet;
        action  new;
        // Select based on cellSet
        source cellToFace;
        sourceInfo
        {
            set  waterHi;
            option  all;         // All faces of cells
            //option both;      // Only faces whose owner&neighbour are in cellSet
        }
    }
    // delete To faceSet
    {
        name    waterHiFace;
        type    faceSet;
        action  delete;
        // Copy elements from faceSet
        source faceToFace;
        sourceInfo
        {
            set  temp;
        }
    }
    // remove To faceSet
    {
        name    temp;
        type    faceSet;
        action  remove;
    }
);
// ************************************************************************* //
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9.　応用してまとめている為、実際に試す事ができ例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

9-1.　ファイルの操作マニュアル　・編集

9-1-1.　stlファイルの編集

snappyHexMeshや foamyHexMeshを使いやすくする為のってメッシュを作マニュアル　成するツール。時、基本的にstlファイルを元ににメッシュを作マニュアル　成してい
るツール。。このstlファイルを編集（scale変更、基本的にbinaryを asciiに変換する例するツール。、基本的にstlファイルの結合を、基本的にfaceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき
反転等の）が悪をGUIで操作できるツール。行しているな操作方法の例についてえるツール。ツールを作マニュアル　成しているツール。。次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、にその操作マニュアル　方法の例についてについて示」、「す。

9-1-1-1.　起動方法の例について、基本的に起動画面

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。本格的ににstlファイルを扱いう場面は、基本的に現在しないのところ、基本的にsnappyHexMeshと cfMeshを使いやすくする為のう時しか
無ければいので操作できるツール。、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」又はは「cfMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「stlチェッ
ク...」ボタンから削除。起動するツール。。起動するツール。前に、基本的にstlファイルの保存場所に直接コを確認した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「stlチェッ
ク...」ボタンをクリックして起動するツール。。

この例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に7-1項の基本的な操作方法の例についてのメッシュ作マニュアル　成の例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにな操作方法の例についてるツール。。

131



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

「stlチェック...」ボタンで操作できるツール。「stlファイルの編集」画面を起動するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。。

この画面に表示」、「されているツール。stlファイルは、基本的に「./model」フォルダ内に保存されているツール。全ててのstlファイル
が悪表示」、「されているツール。。この中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がのstlファイルは、基本的にFreeCADで操作できるツール。作マニュアル　成したstlファイルとsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　
成したstlファイルを追加しているツール。。

CAD stlファイル名 保存形式に変換する例 solid名
–---------------------------------------------------------------------------------
FreeCAD cubeFreecadBin.stl binary MESH-MESH-MESH-MESH....
salome-Meca cubeSalomeAscii.stl ascii （空白）が悪
salome-Meca cubeSalomeBin.stl binary （空白）が悪

これら削除。のファイルを使いやすくする為のって、基本的にstlファイルの編集を次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、で操作できるツール。行しているってみ修正。るツール。。

9-1-1-2.　ascii変換する例

stlファイルにはascii形式に変換する例とbinary形式に変換する例の2種類の操作ができる。の形式に変換する例が悪存在しないしているツール。が悪、基本的にOpenFOAMで操作できるツール。扱いう場合を、基本的にascii
形式に変換する例の方が悪扱いいやすい。ファイルの書いている。式に変換する例が悪binary形式に変換する例の場合をは、基本的にここで操作できるツール。ascii形式に変換する例に変換する例で操作できるツール。きるツール。。
変換する例の前に、基本的にascii形式に変換する例とbinary形式に変換する例の保存形式に変換する例を確認するツール。と、基本的にこれら削除。は、基本的に1)、基本的に2)項の基本的な操作方法の例についてに示」、「す形式に変換する例にな操作方法の例についてってい
るツール。。

1)　ascii形式に変換する例

ascii形式に変換する例の場合を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に1行している目と最終行しているにsolid名「inW」が悪記述する。され、基本的にこの間には三角形の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタ
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きと座標のセットが悪記述する。されているツール。。

 1 solid inW solid名「inW」を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
 2  facet normal -1 -0 -0 三角形の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき（単に編集でき位のベクトル）が悪
 3   outer loop 三角形の座標
 4    vertex 0 0.02 0.02
 5    vertex 0 0.02 -0.02
 6    vertex 0 -0.02 0.02
 7   endloop
 8  endfacet
 9  facet normal -1 0 0 三角形の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき（単に編集でき位のベクトル）が悪
10   outer loop 三角形の座標
11    vertex 0 0.02 -0.02
12    vertex 0 -0.02 -0.02
13    vertex 0 -0.02 0.02
14   endloop
15  endfacet
16 endsolid inW 最後は、「にsolid名「inW」が悪記述する。

2)　binary形式に変換する例

binary形式に変換する例の場合を、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に先は、頭から削除。80 byteが悪 header、基本的に4 byte が悪三角形の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的にこの後は、「、基本的に三角形の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
分を削除）の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきと座標のセットが悪続く。

 1 80 byte   string header（この部分を削除）は規定を追加が悪な操作方法の例についていが悪、基本的にsolid名やコメントが悪記述する。されるツール。場合をが悪あるツール。）が悪
 2  4x1 byte  int 三角形の数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
 3  4x3 byte  float 三角形の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき（単に編集でき位のベクトル）が悪
 4  4x3 byte  float 三角形の座標
 5  4x3 byte  float   ↑
 6  4x3 byte  float 　↑
 7   2  byte    -    未使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ
 8  4x3 byte  float 三角形の向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき（単に編集でき位のベクトル）が悪
 9  4x3 byte  float 三角形の座標
10  4x3 byte  float 　↑
11  4x3 byte  float 　↑
12   2  byte    -    未使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ
13     :

これを踏まえて、ここで、まえた上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。ascii変換する例してみ修正。るツール。。

「stlファイルの編集」画面で操作できるツール。は、基本的にstlファイルが悪asciiで操作できるツール。も改善する為に、binaryで操作できるツール。も改善する為に、その形式に変換する例を判る。断とサーバのアンマウントして読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪
で操作できるツール。き、基本的にそのファイル形式に変換する例、基本的にsolid名（binaryの場合をは、基本的にheaderの内容）が悪、基本的にstlファイルのモデルの大きさを
表示」、「しているツール。。

ファイルリスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト中のテキストは、文字数の制限（の「cubeFreecadBin.stl」と「cubeSalomeBin.stl」は、基本的にbinary形式に変換する例で操作できるツール。あるツール。事が悪判る。るツール。。
（全ててのstlファイル形式に変換する例を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例必要アプリが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にstlファイルが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あるツール。場合をやファイルサイズが悪大
きい場合をは、基本的に表示」、「に多少しでも改善する為に、の時間が悪かかるツール。場合をが悪あるツール。。）が悪

これら削除。FreeCADやsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したbinary形式に変換する例をascii形式に変換する例に変換する例してみ修正。るツール。。その変換する例方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能が
の様に工夫したものが、にascii変換する例したいstlファイルを選択し、基本的に「ascii変換する例」ボタンをクリックするツール。。
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変換する例が悪完了するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にファイル形式に変換する例が悪「ascii」に変わるツール。。

この処理は、基本的にlogを見て判る。るツール。ように「surfaceTransformPoints -scale '(1.0 1.0 1.0)'」を実行しているしているツール。
のみ修正。。このコマンドをを実行しているするツール。と、基本的に形式に変換する例をasciiに変換する例してくれるツール。ので操作できるツール。、基本的にこのコマンドをを使いやすくする為のっているツール。。

9-1-1-3.　scale変更

作マニュアル　成したモデル（stlファイル）が悪の単に編集でき位のが悪揃える必要がある。この為に、っていな操作方法の例についてい場合を、基本的にこのボタンで操作できるツール。scaleを変更して、基本的に統一するツール。こ
とが悪で操作できるツール。きるツール。。単に編集でき位のが悪揃える必要がある。この為に、っているツール。かどうかは、基本的にリスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト中のテキストは、文字数の制限（の「現在しないのサイズ(xyz)」欄に表示」、「されているツール。大きさ
から削除。判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

この例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのファイルが悪、基本的にmm単に編集でき位ので操作できるツール。作マニュアル　成されているツール。事が悪判る。るツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。を1/1000に縮小する。するツール。。
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cubeFreecadBin.stl
cubeSalomeAscii.stl
cubeSalomeBin.stl

scaleを変更するツール。ためには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に変更したいファイルを選択し、基本的に「scale変更」ボタンをクリック
して、基本的に倍になってしまう。率「0.001」を入れ替え力してインストールする。するツール。。

scaleが悪変更されるツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に「現在しないのサイズ(xyz)」の値をセットが悪1/1000のサイズに変わるツール。。
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9-1-1-4.　solid名設定を追加

現在しないのsolid名は、基本的にscale変更時にsurfaceTransformPointsコマンドをが悪、基本的に勝手に設定を追加したsolid名の為、基本的にこ
の名称を変更しておくをstlファイルの名称を変更しておくに変更するツール。事で操作できるツール。、基本的にsolid名を意味を持っている。のあるツール。名称を変更しておくに変更するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

この方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に変更したいファイルを選択（今回チェックし、無ければは、基本的に全ててのファイルを選択）が悪し、基本的に「solid名設
定を追加」ボタンをクリックするツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に変更した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。solid名が悪、基本的にファイル名に変更されているツール。。
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9-1-1-5.　solid名変更

前項の基本的な操作方法の例については、基本的に一括して削除できる。各してsolid名を設定を追加したが悪、基本的にこれを個別のに特に別のな操作方法の例について名称を変更しておくを設定を追加した場合をは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に変更した
いファイル1ヶを選択し「solid名変更...」ボタンをクリックして新しいsolid名を入れ替え力してインストールする。して変更で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪変更後は、「の画面にな操作方法の例についてるツール。。solid名が悪変更されているツール。。
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9-1-1-6.　stl結合を

複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のstlファイルをsolid名付け時、きで操作できるツール。結合をしたい場合をには、基本的にこの方法の例についてを用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。。
例を多用してまとめている為、実際に試す事ができえば、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例についてモデルの場合を、基本的に「inW」「sideW」「outW」で操作できるツール。モデル全て体を表しているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。を
solid名付け時、きで操作できるツール。1ヶのstlファイルを作マニュアル　り返し処理用のたい場合をに用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。。

その方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に結合をしたいstlファイル名を選択し、基本的に「stl結合を」ボタンをクリックして、基本的にファ
イル名を入れ替え力してインストールする。するツール。事で操作できるツール。、基本的に結合をされたstlファイルを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪結合をした結果の確認の画面にな操作方法の例についてるツール。。「assy.stl」ファイルが悪追加され、基本的にsolid名「inW, outW, sideW」が悪確
認で操作できるツール。きるツール。。内部のsolid名が悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的に何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）を結合をしたも改善する為に、のかが悪確認で操作できるツール。きるツール。。
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9-1-1-7.　内部solid名削除

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。stlファイルの内部にsolid名を含むメッシュ作成の例んだ stlファイルを作マニュアル　成したが悪、基本的にこのsolid名を削除して、基本的に1ヶ
の塊としたとしたstlファイルを作マニュアル　成するツール。場合をは、基本的にこの方法の例についてを用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。。

その方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に修正したいstlファイルを選択し、基本的に「内部solid名削除」ボタンをクリックするツール。
事で操作できるツール。修正で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に内部solid名を削除した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。solid名が悪「assy」に変わっているツール。。
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9-1-1-8.　faceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき反転

stlファイルのfaceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを反転させたい場合をには、基本的にこれを用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。。

faceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを反転させるツール。方法の例については、基本的に三角形のベクトルの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきと、基本的に三角形の座標の順番で起動している為、を入れ替えれ替ええて実現して
いるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に2行している目のベクトルの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを変えて、基本的に5行している目と6行している目を入れ替えれ替ええているツール。。

faceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを反転させたい場合をは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に反転させたいstlファイルを選択し、基本的に「face向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき反転」ボ
タンをクリックするツール。事により返し処理用の、基本的に反転させたstlファイルが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪るツール。。
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＜変更前＞ 

1 solid inW
 2  facet normal -1 -0 -0
 3   outer loop
 4    vertex 0 0.02 0.02
 5    vertex 0 0.02 -0.02
 6    vertex 0 -0.02 0.02
 7   endloop
 8  endfacet

:

＜ face向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき反転＞ 

1 solid inW
 2  facet normal 1 0 0
 3   outer loop
 4    vertex 0 0.02 0.02
 5    vertex 0 -0.02 0.02
 6    vertex 0 0.02 -0.02
 7   endloop
 8  endfacet

:
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faceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきを反転させた「sideW_rev.stl」ファイルが悪追加されているツール。。

faceの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきをparaViewで操作できるツール。確認した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。ベクトルの向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタきが悪反転されているツール。。
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変更前（ sideW.stl ）が悪 face向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタき反転後は、「（ sideW_rev.stl ）が悪



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

9-1-1-9.　ポップアップメニュー

stlファイルのリスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。右クリックするクリックして、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にポップアップメニューを開く事が悪で操作できるツール。き、基本的にここで操作できるツール。コ
ピーや削除等ののファイル操作マニュアル　を行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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9-1-2.　binary形式に変換する例ファイルの扱いい方

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。binary形式に変換する例のfileを扱いう事が悪で操作できるツール。きるツール。。fileの書いている。式に変換する例が悪asciiな操作方法の例についてのかbinaryな操作方法の例についてのかは、基本的に
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の「BCPn」欄から削除。判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照。

BCPnの最初の文の扱い字フォルダ）の数等のが悪「B」の場合をはbinaryで操作できるツール。、基本的に「a」の場合をはasciiにな操作方法の例についてるツール。。
従ってセットする必要がある。って、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「cavity」はasciiで操作できるツール。、基本的に「cavity_copy0」はbinaryにな操作方法の例についてるツール。。

TreeFoamは、基本的にcontrolDict内の「writeFormat」の内容を確認してascii、基本的にbinaryを表示」、「しているツール。。

9-1-2-1.　binary形式に変換する例の読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（込まない。（、基本的に保存の方法の例について

OpenFOAMの binary形式に変換する例は、基本的に8-1-5-1項の基本的な操作方法の例についてに示」、「しているツール。様に工夫したものが、に、基本的にファイル上で操作できる様に工夫したものが、部のFoamFile部は、基本的に必ず ascii形式に変換する例
にな操作方法の例についてっているツール。。この為、基本的にファイル読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。時、基本的にFoamFile内のformatの内容を確認するツール。事によって、基本的にその
ファイルの形式に変換する例が悪asciiな操作方法の例についてのかbinaryな操作方法の例についてのかが悪判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にそのファイル内にbinaryデータが悪どのように組み合わせ（み修正。込まない。（まれているツール。かは、基本的にfoamFile内のclassによって
異なるのでな操作方法の例についてっているツール。。（classによって読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。方法の例についてを変えるツール。必要アプリが悪あるツール。。）が悪

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\ 
| =========                 |                                                 | 
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           | 
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.0                                 | 
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      | 
|    \\/     M anipulation  |                                                 | 
\*---------------------------------------------------------------------------*/ 
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FoamFile 
{ 
    version     2.0; 
    format      binary; この内容で操作できるツール。asciiか binaryかを判る。断とサーバのアンマウント
    class       volVectorField; 
    location    "0.1"; 
    object      U; 
} 
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 

以下の機能を備えている。これら機能がにclass名を示」、「しているツール。が悪、基本的にclassに応じ設定で可能になっている。た方法の例についてで操作できるツール。binaryデータ部を検出し、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んで操作できるツール。いるツール。。

区分を削除） class 読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。形式に変換する例 binary部検出方法の例について

polyMesh labelList list形式に変換する例 例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体9(*********)
       binary部

ascii文の扱い字フォルダ）の数等のの"("を検索し、そのして、基本的に
　その個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）のbinaryを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得。

faceList

faceCompactList

refinementHistory

cellSet

faceSet

pointSet

regIOobject field形式に変換する例 例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体List<scalar> 9(*********);
                   binary部

ascii文の扱い字フォルダ）の数等のの"List<"を検索し、そのして、基本的に
　その個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）のbinaryを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得

vectorField

field volScalarField

volVectorField

volSymmTensorField

volTensorField

surfaceScalarField

その他に ***List list形式に変換する例 -

以外に field形式に変換する例 -

binaryデータを検出した後は、「は、基本的にそのデータの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（vector等の）が悪とその組み合わせ（数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を確認した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にその個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）の
binaryデータを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事にな操作方法の例についてるツール。。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学とbyte数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの関する部分のみ修正。係なく「にあるツール。。

変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学 type byte数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
–----------------------------------------------
scalar double 1 x 8 byte
vector double 3 x 8
symmTensor double 6 x 8
tensor double 9 x 8
label int 1 x 4
faceList int 1 x 4
bool bool 1 x 1

binaryデータの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学型と個数が判断できれば、これを読み込みと個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きれば、基本的にこれを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。ascii文の扱い字フォルダ）の数等のに変換する例で操作できるツール。きるツール。。
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そのファイルの読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。に当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）たっては、基本的にファイル内にasciiと binaryが悪混在しないしているツール。ので操作できるツール。、基本的にascii部と
binaryデータ部を分を削除）け時、て読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的にbinaryデータ部は、基本的に予めそれらをコピーしてめ定を追加めら削除。れた個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）のbinaryデータをascii文の扱い
字フォルダ）の数等のに変換する例して、基本的にascii部に挿入れ替えし、基本的にファイル全て体としてascii文の扱い字フォルダ）の数等のファイルを完成させるツール。。完成したascii
文の扱い字フォルダ）の数等のファイルを「TreeFoam/temp」フォルダに一時保管し、基本的にこれをeditorで操作できるツール。開く方法の例についてをとっているツール。。

予めそれらをコピーしてめ定を追加めら削除。れたascii変換する例するツール。個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的にgridEditor側で操作できるツール。設定を追加されているツール。個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学にな操作方法の例についてるツール。。8-1-5-2項の基本的な操作方法の例について参照。

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的にbinary形式に変換する例のfieldを editorで操作できるツール。開いた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。 
この内容は、基本的にtutorialsの「multuRegionHeater」の書いている。式に変換する例をbinaryに変更して「./Allrun」を実行しているし、基本的にその
内容をeditorで操作できるツール。確認した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。このファイルには、基本的にbinary部が悪2箇所に直接コあるツール。。それぞれの箇所に直接コに
binaryデータのインデックスで操作する為、操作性（生産性）が悪を付け時、加し、基本的にbinaryデータが悪後は、「で操作できるツール。挿入れ替えで操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、に設定を追加しているツール。。

また、基本的に元に々のasciiデータ部は編集が悪可能を備えている。これら機能がだが悪、基本的にbinary部（以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に「List<vector>」から削除。
「...U.0...」のインデックスで操作する為、操作性（生産性）が悪まで操作できるツール。）が悪は、基本的に編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。この部分を削除）を書いている。き換する例えてしまうと、基本的にbinaryデータを
挿入れ替えし直し、処理を高速化（す事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてってしまう。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      binary;
    class       volVectorField;
    location    "10/topAir";
    object      U;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 1 -1 0 0 0 0];

internalField   nonuniform List<vector> 
1200
(
(0.0972284617686 0.000962489909812 0.000800001759558)
(0.0962197597556 0.00129743737363 0.00120081857665)
(0.0943667588041 0.00133511945142 0.00135689008691)
(0.0918866260156 0.00130688233755 0.00142134114643)
(0.0893461141406 0.00125937530975 0.00144390041349)
(0.0869376236364 0.00119499655179 0.0014343884845)
(0.0846515862731 0.00111987828276 0.00140002066518)
(0.0824622386228 0.00104126135528 0.0013493287964)
(0.0803676646035 0.000963383303472 0.00128911743283)
(0.0783742611278 0.000888111205211 0.00122382768851)
(0.076485229254 0.000816172389472 0.00115639764947)
(0.0746998550755 0.000747639365533 0.00108903704277)
(0.0730158634677 0.000682037389793 0.00102368757018)
(0.0714295937315 0.000619574158534 0.000962616609982)
(0.0699355729695 0.000559253252976 0.000907191542603)
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　 binaryデータ部（ 1200ヶの vectorデータ）が悪
　　 binary を ascii文の扱い字フォルダ）の数等のに変換する例して表示」、「。
　　変換する例するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に予めそれらをコピーしてめ定を追加めら削除。れた行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）
　　を ascii 変換する例するツール。。
　　 ascii 変換する例行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に gridEditor側で操作できるツール。
　　決定を追加されているツール。。（ 8-1-5-2 項の基本的な操作方法の例について参照）が悪
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(0.0685277228326 0.000500796886277 0.000857453141507)
(0.0672003687207 0.000444431043638 0.000812611515159)
(0.0659487011099 0.000390667926519 0.000771524874159)
(0.0647688357713 0.00034011541731 0.000733091684066)
(0.0636575817407 0.000293300893773 0.000696513412845)
...U.0...
);

boundaryField
{
    maxY
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    minX
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0.1 0 0);
    }
    maxX
    {
        type            inletOutlet;
        inletValue      uniform (0 0 0);
        value           nonuniform List<vector> 
40
(
(0.055683056417 3.7381459595e-05 0.000307644111694)
(0.0911708959769 0.000217452513024 0.000556139881553)
(0.0906610051146 -0.000522416709669 0.00053342825514)
(0.0557214369188 -0.000168090767077 0.000199110902365)
(0.0793714677545 7.27172801494e-05 0.000780484945166)
(0.125751195706 0.000279342072753 0.00102485007502)
(0.125120231553 -0.000664690666303 0.000938273723701)
(0.0798125947138 -0.000261577718551 0.000325489467223)
(0.0841102455769 -1.76933859644e-05 0.000808970812252)
(0.132447694997 0.000216108863418 0.000501563720774)
(0.131589725751 -0.000593147136692 0.000373341167492)
(0.0845429672062 -0.000202325527195 -0.000101885753763)
(0.0841930124845 0.000311827214104 0.00115406827675)
(0.13218551605 0.000796856416352 -2.48674522348e-05)
(0.13252281893 -0.000192590341716 -0.000224296117474)
(0.0851048968908 -6.74618554409e-05 -0.000394807987696)
(0.0829037483249 0.00126062269493 0.000678843121059)
(0.128968343445 0.00242704533856 -0.000244173483344)
(0.132895934354 0.000908346978078 -0.000423933698924)
(0.0856451980135 0.000302336591309 -0.000375218256195)
...U.1...
);
    }
    minZ
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
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　 binaryデータ部（ 40ヶの vectorデータ）が悪
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    }
    maxZ
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    topAir_to_rightSolid
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    topAir_to_heater
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
    topAir_to_leftSolid
    {
        type            fixedValue;
        value           uniform (0 0 0);
    }
}

// ************************************************************************* //

上で操作できる様に工夫したものが、記の内容を修正し、基本的に保存するツール。場合をは、基本的にascii変換する例されているツール。binaryデータ部に、基本的に元にのbinaryデータを挿
入れ替えし直し、処理を高速化（して、基本的に一旦「TreeFoam/temp」内に保存し、基本的にこの後は、「で操作できるツール。元にの場所に直接コに戻るしているツール。。

この様に工夫したものが、に、基本的に編集後は、「保存してeditorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。た後は、「、基本的に前記した後は、「処理が悪必要アプリにな操作方法の例についてってくるツール。ので操作できるツール。、基本的にconfigTreeFoam
内のeditorの設定を追加は、基本的に2-3 11)項の基本的な操作方法の例についてに示」、「してあるツール。様に工夫したものが、に、基本的にeditorを裏で動く設定にしない。この設定にしないと、で操作できるツール。起動しな操作方法の例についてい様に工夫したものが、に、基本的にubuntuの場合を、基本的に
editor「gedit」をオプション「--standalone」の設定を追加で操作できるツール。起動するツール。設定を追加にしているツール。。editorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。た後は、「、基本的に前
記した後は、「処理（binaryデータを挿入れ替えし直し、処理を高速化（して保存）が悪を行しているっているツール。。（editorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。な操作方法の例についていと、基本的に修正内容が悪反
映させる。されな操作方法の例についてい。）が悪

9-1-2-2.　binaryファイルをeditorで操作できるツール。確認するツール。方法の例について

binaryファイルをeditorで操作できるツール。開いて編集するツール。方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの3種類の操作ができる。の方法の例についてが悪あるツール。。

1)　gridEditorから削除。editorを開く
8-1-5項の基本的な操作方法の例についてを参照。（T, U, p等ののfieldに限インストールされている事が前提になる。るツール。）が悪

2)　propertiesまたはdictionaryの編集画面で操作できるツール。editorを開く
解が深まる。　特に析 case内の全ててのbinaryファイルをeditorで操作できるツール。開くことが悪で操作できるツール。きるツール。。

3)　端末はから削除。editorを開く
解が深まる。　特に析 case内の全ててのbinaryファイルをeditorで操作できるツール。開くことが悪で操作できるツール。きるツール。。

1)項の基本的な操作方法の例については、基本的にgridEditorを使いやすくする為のう為、基本的に扱いえるツール。binaryファイルは、基本的にcase内のfieldファイルに限インストールされている事が前提になる。ら削除。れるツール。が悪、基本的に
gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。field名をダブルクリックするツール。だけ時、で操作できるツール。開くので操作できるツール。、基本的に容易にできる。そのファイルを開く事が悪で操作できるツール。きるツール。。使いやすくする為のい
方は、基本的に8-1-5項の基本的な操作方法の例についてを参照。

2)項の基本的な操作方法の例については、基本的にそのcase内の全ててのbinaryファイルが悪扱いえるツール。。
その使いやすくする為のい方は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタン、基本的にまたは ボタンをクリックするツール。。
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これにより返し処理用の以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的にここから削除。ファイルを選択して、基本的にeditorで操作できるツール。開くことにな操作方法の例についてるツール。。

この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「folderを選択」のリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（のフォルダ名をダブルクリックするツール。と、基本的にそのフォル
ダに移動し、基本的に右クリックする側のリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪内にファイル名のリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トが悪表示」、「されるツール。。また、基本的にフォルダのリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボック
スで操作する為、操作性（生産性）が悪内の「..」をダブルクリックするツール。と親フォルダや子フォルダにフォルダに移動で操作できるツール。きるツール。。この為、基本的にcase内の全ててのフォルダに移動
で操作できるツール。き、基本的に全ててのファイルをeditorで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

ファイルをeditorで操作できるツール。開くときは、基本的にファイル名をダブルクリックするツール。か、基本的にファイルを選択して「OK」ボタン
をクリックするツール。事で操作できるツール。開くことが悪で操作できるツール。きるツール。。

ここから削除。実際に試す事ができにbinaryファイルを開いてみ修正。るツール。。

editorで操作できるツール。開くファイルは、基本的にtutorialsの「multiRegionHeater」caseの controlDict内のwriteFormatを
「binary」に書いている。き換する例え、基本的に「./Allrun」を実行しているして、基本的にbinaryの caseを完成させた後は、「、基本的にcase内の「constant/
polyMesh/cellZones」のbinaryファイルを開いてみ修正。るツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にの「properties fileの編集」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「polyMesh」フォルダと「cellZones」ファイルを以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、
に選択し、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。かダブルクリックするツール。と、基本的にeditorが悪起動してbinary形式に変換する例のファイ
ルを開く事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的にeditorで操作できるツール。開いた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。本来で操作できるツール。あれば、基本的にbinaryデータが悪存在しないしているツール。ので操作できるツール。editorで操作できるツール。開くこと
はで操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的にbinaryデータをascii文の扱い字フォルダ）の数等のに変換する例するツール。ことで操作できるツール。editorで操作できるツール。内容が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

ascii文の扱い字フォルダ）の数等のデータ部は編集で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にeditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。cellZone名を変更するツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。。ただし、基本的にbinary部
（以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に「List<label>」から削除。「...cellZones.0...」のインデックスで操作する為、操作性（生産性）が悪まで操作できるツール。）が悪は、基本的に編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      binary;
    class       regIOobject;
    location    "constant/polyMesh";
    object      cellZones;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

5
(
heater
{
    type cellZone;
cellLabels      List<label> 
80
(
1273
1274
763
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1275
163
164
165
166
1603
1604
1605
1606
1963
1964
1573
1965
1574
1966
1063
1575
...cellZones.0...
);
}

leftSolid
{
    type cellZone;
cellLabels      List<label> 
130
(
457
458
459
160
161
162
2250
2251
2252
2253
2254
2255
2256
2257
2258
2259
760
761
762
2850
...cellZones.1...
);
}

rightSolid
{
    type cellZone;
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binaryデータのインデックスで操作する為、操作性（生産性）が悪

　 binaryデータ部（ 80ヶの labelデータ）が悪
　　 binary を ascii文の扱い字フォルダ）の数等のに変換する例して表示」、「。
　　変換する例するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に予めそれらをコピーしてめ定を追加めら削除。れた行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）
　　を ascii 変換する例するツール。。
　　 ascii 変換する例行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学は、基本的に gridEditor側で操作できるツール。
　　決定を追加されているツール。。（ 8-1-5-2 項の基本的な操作方法の例について参照）が悪
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cellLabels      List<label> 
130
(
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
167
168
169
170
171
172
173
...cellZones.2...
);
}

topAir
{
    type cellZone;
cellLabels      List<label> 
1200
(
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
...cellZones.3...
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);
}

bottomWater
{
    type cellZone;
cellLabels      List<label> 
1460
(
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
...cellZones.4...
);
}
)

// ************************************************************************* //

端末はを起動して、基本的にコマンドを入れ替え力してインストールする。で操作できるツール。binary形式に変換する例のファイルを開く事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。。
この場合をは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。端末はを起動して、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのコマンドをを入れ替え力してインストールする。するツール。事で操作できるツール。、基本的にbinary形式に変換する例のファイルを
開く事が悪で操作できるツール。きるツール。。

$ editFoamFile.py constant/polyMesh/cellZones

上で操作できる様に工夫したものが、記入れ替え力してインストールする。で操作できるツール。、基本的に前記した結果の確認と同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。内容が悪editorで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。。
また、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にオプションを追加するツール。ことで操作できるツール。、基本的にbinaryデータの表示」、「個数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を5行しているに変更するツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に
表示」、「内容をシンプルにするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

$ editFoamFile.py -n 5 constant/polyMesh/cellZones

このコマンドをのオプションの詳細かくする為の領域を定義は、基本的に-hオプションで操作できるツール。確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がはそのhelpの内容にな操作方法の例についてるツール。。

----- editFoamFile.py の使いやすくする為のい方------------------------------
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OpenFOAMのファイルを編集するツール。。
ファイルが悪、基本的にgzip、基本的にbinaryで操作できるツール。も改善する為に、editorで操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。
データ部の行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を省略が表示されるして表示」、「するツール。ので操作できるツール。editorの動作マニュアル　が悪軽くな操作方法の例についてるツール。が悪
データ部の編集はで操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

使いやすくする為のい方
editFoamFile.py [option] <file0> <file1>...
[option]
  -t       temporary folderの指定を追加
           デフォルトは、基本的に「~/TreeFoam/temp」
  -n       データ部の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加
           デフォルトは、基本的に「~/TreeFoam/data/griEditor_data」内の
           nMaxLinesBinToAsciiの設定を追加によるツール。。
           全てて表示」、「させるツール。場合をは、基本的に表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を「-1」に設定を追加。
  -h       helpの表示」、「
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9-1-3.　internalField、基本的にboundaryFieldのクリア

完成したcase（うまく計算で操作できるツール。きるツール。case）が悪を手本に、基本的に新たな操作方法の例についてcaseを作マニュアル　成するツール。場合を、基本的にメッシュを入れ替えれ替ええるツール。こ
とにな操作方法の例についてるツール。。また、基本的に他にのcaseの fieldをコピーして持っている。ってくるツール。場合をも改善する為に、あるツール。。この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的にメッシュとfield
の整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にparaFoamが悪起動で操作できるツール。きず、基本的にメッシュの確認も改善する為に、で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。

この為、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にメッシュを再作マニュアル　成したり返し処理用の、基本的にメッシュをコピーした場合をには、基本的に必ず field内の
internalFieldと boundaryFieldを確認し、基本的に整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についてい場合をは、基本的にこれら削除。をクリアして整えば、合ををとるツール。様に工夫したものが、
にしているツール。。

しかし、基本的にcpコマンドをやnautilus等ののファイルマネージャを使いやすくする為のって、基本的にメッシュやfieldをコピーした場合をは、基本的に
メッシュとfieldの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこの場合をは、基本的にinternalFieldや boundaryFieldを手動で操作できるツール。クリ
アするツール。必要アプリが悪生じ設定で可能になっている。るツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的にこれら削除。の整えば、合をを容易にできる。に取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。その方法の例については、基本的にfieldを指定を追加してクリ
アするツール。方法の例についてとgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。クリアするツール。方法の例についての2種類の操作ができる。が悪あるツール。。

次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、にその方法の例についてを示」、「す。

9-1-3-1.　fieldを指定を追加してクリア

例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にtutorialsの cavityの計算結果の確認 folder「0.5」を例を多用してまとめている為、実際に試す事ができに取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（ってみ修正。るツール。。このfolder「0.5」に、基本的に
damBreakの field「alpha.water」も改善する為に、コピーしてお互いにく。

以上で操作できる様に工夫したものが、の状態の確認は、基本的にU、基本的にp fieldの internalFieldには、基本的にnonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪で操作できるツール。データが悪入れ替えってお互いにり返し処理用の、基本的に
alpha.water fieldは、基本的にboundaryFieldの整えば、合をが悪全てく取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についてい状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的にtimeFolder「0.5」をgridEditorで操作できるツール。開いた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。internalFieldには、基本的にList形式に変換する例で操作できるツール。データが悪
り返し処理用の、基本的にfield「alpha.water」は、基本的にboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にpatch内容が悪空白にな操作方法の例についてっているツール。。

これら削除。のinternalFieldと boundaryFieldをクリアしてみ修正。るツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 ボタンをクリックして、基本的に「fieldへのデータセット」画面を表示」、「させるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に
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まず操作マニュアル　するツール。timeFolderを「latestTime:0.5」に設定を追加してお互いにく。

この画面は、基本的にfieldのデータを意図の様に的にに操作マニュアル　するツール。画面で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的に操作マニュアル　するツール。timeFolderを変更するツール。と
言う事は、基本的にこの時間から削除。計算を開始したいと言う意味を持っている。が悪込まない。（めら削除。れているツール。とみ修正。な操作方法の例についてし、基本的にcontrolDictの
startFromが悪「latestTime」に書いている。き直し、処理を高速化（されるツール。。

この後は、「、基本的にfieldをクリアするツール。為に「internalField...」ボタンをクリックするツール。。

「internalField...」ボタンをクリックするツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪現れるツール。ので操作できるツール。、基本的にクリアしたいfield（今回チェックし、無ければは全て
てのfield）が悪を選択して、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。。

この操作マニュアル　で操作できるツール。選択したfieldの internalFieldが悪全ててuniform形式に変換する例に変更されるツール。。
この変更は、基本的にinternalFieldが悪 nonuniform形式に変換する例（List形式に変換する例）が悪の場合を、基本的にその形式に変換する例をuniform形式に変換する例に変更するツール。
も改善する為に、ので操作できるツール。、基本的に元に々 uniform形式に変換する例の場合をは、基本的に変更せずそのまま。
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以上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にinternalFieldが悪クリアで操作できるツール。きたので操作できるツール。、基本的にboundaryFieldをクリアするツール。。

boundaryFieldのクリアは、基本的に「fieldへのデータセット」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「boundaryField...」ボタンをクリック
し、基本的にクリアしたいfieldを選択（今回チェックし、無ければは全ててのfield）が悪し、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的に各ユーザの fieldの boundaryFieldの内容が悪全ててクリアされ、基本的にメッシュとの整えば、合をが悪とれた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。
クリアの方法の例については、基本的にboundaryファイルのpatchTypeに応じ設定で可能になっている。て以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にクリアされるツール。。

boundaryの patchType boundaryFieldの patchType
--------------------------------------------------------
empty type    empty;
symmetry type    symmetry;
symmetryPlane type    symmetryPlane;
cyclic type    cyclic;
cyclicAMI type    cyclicAMI;
cyclicACMI type    cyclicACMI;
cyclicSlip type    cyclicSlip;
wdge type    wedge;
その他に type    zeroGradient;

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に再びポップアップメニューを表示させ gridEditorで操作できるツール。 timeFolder「0.5」の内容を確認した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的に全ててのinternalFieldと
boundaryFieldの内容が悪クリアされているツール。。boundaryFieldの場合をは、基本的にpatchTypeに応じ設定で可能になっている。てクリアされるツール。為、基本的に
patch名「frontAndBack」については、基本的にpatchTypeが悪「empty」の為、基本的に全ててのfieldが悪「type empty;」で操作できるツール。ク
リアされているツール。。

9-1-3-2.　gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。クリア

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。は、基本的にfieldを指定を追加して、基本的にinternLFieldや boundaryFieldをクリアしたが悪、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について事
が悪可能を備えている。これら機能が。gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。行しているう事は、基本的に視覚的にに操作マニュアル　内容が悪確認で操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。。

前項の基本的な操作方法の例についての「fieldを選択してクリア」するツール。方法の例については、基本的に視覚的にに訴えられないが、ボタンをクリックするだけなのえら削除。れな操作方法の例についていが悪、基本的にボタンをクリックするツール。だけ時、な操作方法の例についての
で操作できるツール。、基本的にアクション回チェックし、無ければ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪少しでも改善する為に、な操作方法の例についてく、基本的に素早く処理を行う事ができる。くクリアで操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。。

前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。、基本的にinternalFieldや boundaryFieldをクリアしてみ修正。るツール。。
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該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。timeFolderを gridEditorで操作できるツール。開く。以下の機能を備えている。これら機能がが悪timeFolder「0.5」を開いた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。
空白cellが悪存在しないしてお互いにり返し処理用の、基本的にboundaryFieldの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についてい状態の確認。

まず、基本的に全ててのinternalFieldを選択し、基本的に ボタンをクリックして、基本的にinternalFieldをクリアするツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪internalFieldをクリアした状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。
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boundaryFieldのクリアは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に全ててのboundaryFieldを選択して、基本的に「Delete」キーを押すかダブルクリックして、セル内容を修正する。す。（又はは
セルのポップアップメニューから削除。「cell内容をクリア（空白cell作マニュアル　成）が悪を選択するツール。。）が悪

上で操作できる様に工夫したものが、記操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的に選択したcellが悪全てて空白cellにな操作方法の例についてるツール。。この状態の確認で操作できるツール。 ボタンをクリックして
空白cellに defaultの cell内容を設定を追加するツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪空白cellに defaultの内容が悪セットされた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。全ててのboundaryFieldが悪 defaultの内容で操作できるツール。ク
リアされているツール。。
この状態の確認は、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。修正されているツール。だけ時、の為、基本的に最終的にに ボタンで操作できるツール。保存して、基本的にファイルが悪クリア
された事にな操作方法の例についてるツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にinternalFieldと boundaryFieldの内容が悪全ててクリアで操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。
gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的に以上で操作できる様に工夫したものが、の様に工夫したものが、に、基本的に視覚的にに何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）をどうしているツール。かが悪理解が深まる。　特にで操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。が悪、基本的にアクショ
ン回チェックし、無ければ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪増えるので、操作が煩雑になってしまう。えるツール。ので操作できるツール。、基本的に操作マニュアル　が悪煩雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、にな操作方法の例についてってしまう。
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9-2.　gridEditorの表示」、「

9-2-1.　列（field）が悪の表示」、「

gridEditorは、基本的に各ユーザの fieldの patch内容が悪表形式に変換する例で操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。為、基本的に理解が深まる。　特にしやすいが悪、基本的にfieldが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あるツール。と横長くなってしまう事がある。（
の表が悪で操作できるツール。きあが悪り返し処理用の、基本的に表の内容が悪一望まれる。で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。

この為、基本的に不要アプリな操作方法の例についてfieldを非表示」、「したり返し処理用の、基本的に表示」、「順を変更したり返し処理用ので操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしているツール。。

9-2-1-1.　fieldの非表示」、「

tutorialsの simpleFoam：流体pitzDailyを例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにとって確認するツール。。
まず、基本的にtutorialsの「incompressible/simpleFoam/pitzDaily」のblockMeshを作マニュアル　成し、基本的にgridEditorで操作できるツール。境界
条件を変更する場合を確認した結果の確認が悪、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、図の様には、基本的に全ててのfieldを表示」、「しているツール。が悪、基本的にこの内、基本的にk, epsilonを非表示」、「にしてみ修正。るツール。。
その方法の例については、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に非表示」、「させたいfield（epsilon, k）が悪を選択して、基本的に選択列ラベル部、基本的にまたはセル部
を右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「選択したfieldを非表示」、「」を選択するツール。。（下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に
列名部を右クリックするクリックした状態の確認。）が悪
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ポップアップメニューの「選択したfieldを非表示」、「」を選択するツール。と、基本的にepsilonと k fieldが悪下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に非表
示」、「状態の確認とな操作方法の例についてるツール。。非表示」、「設定を追加の場合をは、基本的にラベル名の色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはが悪濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはい青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはに変わるツール。ので操作できるツール。、基本的に現在しないの状態の確認が悪非表示」、「設定を追加な操作方法の例についてのか
そうで操作できるツール。な操作方法の例についていかが悪判る。断とサーバのアンマウントで操作できるツール。きるツール。。

尚、基本的に一度に書き直される。非表示」、「設定を追加を行しているうと、基本的にその状態の確認が悪firstTimeフォルダ内に隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイル「.displayField」が悪作マニュアル　成
されるツール。ので操作できるツール。、基本的に次回チェックし、無ければ起動時には、基本的にこれを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。起動するツール。ので操作できるツール。非表示」、「設定を追加が悪反映させる。された状態の確認で操作できるツール。起動するツール。。

今の状態の確認の「.displayField」ファイルの内容は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に表示」、「するツール。fieldが悪記述する。されているツール。。

---------------- .displayField の内容 ---------------
U
nuTilda
nut
p
-----------------------------------------------------

また、基本的に非表示」、「設定を追加された状態の確認を元にに戻るす（全て表示」、「）が悪為には、基本的にポップアップメニューから削除。、基本的に「全て表示」、「/非表示」、「
fieldの切替ええ」を選択するツール。。これにより返し処理用の、基本的に元にの状態の確認にも改善する為に、どるツール。。
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9-2-1-2.　fieldの表示」、「順を変更

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。は、基本的にfieldの非表示」、「設定を追加を行しているったが悪、基本的にここで操作できるツール。は、基本的にfieldの表示」、「順を変更してみ修正。るツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的にfieldを全て表示」、「させているツール。状態の確認だが悪、基本的にこの表示」、「順を「U, p, k, epsilon」とし、基本的にこれ以外には非表示」、「
設定を追加してみ修正。るツール。。

その方法の例については、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的に列ラベル部を右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「fieldの表示」、「
順変更」を選択するツール。。
 

この後は、「、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表示」、「されるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に隠しファイルをつくるので、このファイルが無すfield（nuTilda, nut）が悪と、基本的に表示」、「するツール。fieldの表示」、「
順を設定を追加するツール。。
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この画面を、基本的に最終的にに以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加して、基本的に「OK」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に表示」、「するツール。fieldとその表示」、「
順が悪決定を追加されるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪この設定を追加で操作できるツール。、基本的にgridEditorを表示」、「させた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。fieldが悪「U, p, k, epsilon」の順番で起動している為、で操作できるツール。表示」、「され
ているツール。。
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尚、基本的にこの設定を追加は、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にfirstTimeフォルダ内に「.displayField」の隠しファイルをつくるので、このファイルが無しファイルが悪で操作できるツール。きあが悪って
いるツール。。この内容は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。あり返し処理用の、基本的に表示」、「するツール。field名が悪表示」、「順に記載せている。されているツール。。次回チェックし、無ければ起動時にも改善する為に、この設定を追加が悪
反映させる。されるツール。。

---------------- .displayField の内容 ---------------
U
p
k
epsilon
-----------------------------------------------------

尚設定を追加を元にに戻るす（全て fieldを表示」、「するツール。）が悪には、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にポップアップメニューから削除。、基本的に「全て表示」、「/非
表示」、「fieldの切替ええ」を選択するツール。事で操作できるツール。、基本的に元にの状態の確認にも改善する為に、どるツール。。

9-2-2.　行している（patch名な操作方法の例についてど）が悪の表示」、「

gridEditorの行しているラベルについては、基本的にpatch名が悪入れ替えるツール。が悪、基本的にこのpatch名の表示」、「順は、基本的にboundaryに記述する。されてい
るツール。順番で起動している為、で操作できるツール。表示」、「されるツール。。この表示」、「順をpatch名で操作できるツール。sortさせて表示」、「させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的に通常の起動方法は表示」、「されていな操作方法の例についてい変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを表示」、「させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。field内で操作できるツール。「$iniTemp」等のの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加
義しているサーバに接続し、シェルを起動する。したい時に、基本的にこの行しているを表示」、「させて、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。。

9-2-2-1.　patch名をsortして表示」、「

patch名が悪多くあるツール。場合をは、基本的にpatch名をsortさせて表示」、「させるツール。と判る。り返し処理用のやすくな操作方法の例についてるツール。。
その方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に行しているラベル名部で操作できるツール。右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「させ、基本的にこのメニュー
の「patch名 sortするツール。/しな操作方法の例についてい切替ええ」を選択するツール。。この操作マニュアル　により返し処理用のpatch名をsortして表示」、「させるツール。事が悪で操作できるツール。
きるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪patch名をsortして表示」、「させた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。尚、基本的にpatch名をsortして表示」、「させた状態の確認は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、
に、基本的に「<sort patch>」が悪表示」、「されるツール。。

また、基本的にこの内容は、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、の表示」、「方法の例についてを変更しているツール。のみ修正。で操作できるツール。、基本的に実際に試す事ができのfileの内容（patchの記述する。
順）が悪は、基本的に変わら削除。な操作方法の例についてい。

尚、基本的にpatch名をsortするツール。かしな操作方法の例についていかの設定を追加は、基本的に「$TreeFoamUser/data/gridEditor_data」ファイルに記録さ
れるツール。。
この為、基本的に次回チェックし、無ければ起動時も改善する為に、この設定を追加が悪反映させる。されるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に現在しないの「gridEditor_data」の設定を追加内容にな操作方法の例についてるツール。。

-------------------------- gridEditor_data の内容----------------
#
#   gridEDitorの設定を追加
#

#patch名をsortさせて表示」、「させるツール。
sortPatchName yes

#cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
maxLinesCellInternal 5
maxLinesCellPatch 10

#binnary→ascii変換する例するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
nMaxLinesBinToAscii 20
---------------------------------------------------------------
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9-2-2-2.　変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行しているの表示」、「

gridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的に「$iniTemp」等のの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を使いやすくする為のうことが悪で操作できるツール。きるツール。が悪、基本的に使いやすくする為のうためには変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。必要アプリが悪あ
るツール。。gridEditorで操作できるツール。は、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。場所に直接コとして変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを準備しているツール。が悪、基本的にdefaultの状態の確認は、基本的にこれが悪
非表示」、「にな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。ことが悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを表示」、「させるツール。ためには、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に行しているラベル上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「さ
せ、基本的に「変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行している（空）が悪の表示」、「/非表示」、「の切替ええ」を選択するツール。事で操作できるツール。、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを表示」、「するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを表示」、「させた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行している（水色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかは）が悪が悪2行しているが悪表示」、「されているツール。。
otherNames 　 ：流体boundaryFieldの外に側で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
otherNames（boundary）が悪 ：流体boundaryFieldの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
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尚、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。されているツール。fieldが悪あるツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのような操作方法の例について表示」、「とな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているを消えてしまうが、これは、端末がアイコン化されす事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。
（「iniPress 0;」を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。したため、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。行しているが悪表示」、「された状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。）が悪

9-2-3.　セル（patch内容な操作方法の例についてど）が悪の表示」、「

gridEditorは、基本的に表形式に変換する例で操作できるツール。internalFieldや patchデータを表示」、「しているツール。。fieldに計算結果の確認が悪入れ替えるツール。と、基本的に
internalFieldや patch内には、基本的に膨大な操作方法の例についてデータが悪入れ替えってお互いにり返し処理用の、基本的にこれを表形式に変換する例で操作できるツール。表示」、「させるツール。事はで操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

この為、基本的に表のセルに表示」、「させるツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の制限インストールされている事が前提になる。を設け時、てお互いにり返し処理用の、基本的に設定を追加された行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、は表示」、「させな操作方法の例についてい設定を追加にな操作方法の例についてって
いるツール。。

この行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加は、基本的にgridEditorのセル部分を削除）を右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「cell内
の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学変更」を選択して、基本的に現れた「表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学・データ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に設定を追加するツール。。
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上で操作できる様に工夫したものが、記画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にinternalFieldは 5行している、基本的にboundaryFieldは 10行しているに設定を追加されているツール。。
この行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を両方共6行しているに設定を追加して、基本的にgridEditorを表示」、「させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。6行しているに変更されて表示」、「され
ているツール。。
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この設定を追加は、基本的に「TreeFoam/data/grideditor_data」ファイルに保存されるツール。ので操作できるツール。、基本的に次回チェックし、無ければ起動時にも改善する為に、この設定を追加が悪
反映させる。されるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪「gridEditor_data」の内容にな操作方法の例についてるツール。

-------------------- gridEditor_dataの内容 ---------------
#
#   gridEDitorの設定を追加
#

#patch名をsortさせて表示」、「させるツール。
sortPatchName yes

#cell内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
maxLinesCellInternal 6
maxLinesCellPatch 6

#binnary→ascii変換する例するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学
nMaxLinesBinToAscii 20
------------------------------------------------------------

170

cell 内の表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学設定を追加内容



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

9-2-4.　空patch（face数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪「0」のpatch）が悪の作マニュアル　成、基本的に削除

モデル内部にpatchを作マニュアル　るツール。場合をには、基本的にfaceの数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪「0」の空patchを予めそれらをコピーしてめ作マニュアル　成してお互いにく必要アプリが悪あった。
（OPENFOAM-2.2以降の起動時は、は空patchを作マニュアル　成しな操作方法の例についてくても改善する為に、内部patchが悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてった。）が悪
また、基本的にsnappyHexMeshで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成した時な操作方法の例についてどは、基本的に空patchが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学発生してしまうことが悪あるツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合をに、基本的に次項の基本的な操作方法の例について以下の機能を備えている。これら機能がにあるツール。ようにgridEditorを使いやすくする為のうことで操作できるツール。、基本的に容易にできる。に空patchを作マニュアル　成したり返し処理用の、基本的に削除す
るツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

9-2-4-1.　空patchの作マニュアル　成方法の例について

tutorialsの cavityを使いやすくする為のって、基本的に空patchを追加してみ修正。るツール。。空pacthを追加するツール。為には、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。
patch名部（行しているラベル部）が悪を選択した後は、「、基本的に右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「新しい空
patch追加」を選択するツール。事によって、基本的に1ヶの空patchを追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の空patchを追加するツール。場合をは、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行しているを選択して、基本的にポップアップメニューを表示」、「させるツール。事によって、基本的に複
数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学行している（選択した行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除））が悪の空patchを追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に3行しているの空pacthを追加するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにな操作方法の例についてるツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に3行している選択した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にpatch名部（行しているラベル部）が悪を右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「さ
せ、基本的に「新しい空patch追加」を選択するツール。と、基本的に3行しているの空patchが悪追加されるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に3行しているの空patchを追加した状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。空patch（faceの数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪「0」のパッチ）が悪は、基本的に黄色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはで操作できるツール。表示」、「され
るツール。。また、基本的に追加と同じ設定で可能になっている。時に各ユーザの fieldの boundaryFieldの整えば、合を性も改善する為に、取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。ので操作できるツール。、基本的に空patchの boundaryFieldには、基本的に
「zeroGradient」が悪設定を追加されるツール。。

さら削除。に追加するツール。場合をは、基本的に引き続きき続き、基本的に追加するツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学分を削除）の行しているを選択して同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について操作マニュアル　を行しているう事により返し処理用の、基本的に追加で操作できるツール。きるツール。。
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また、基本的にpatch名は「newPatch_0」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてpatch名が悪付け時、加されているツール。。このpatch名を変更するツール。場合をは、基本的に変更
したいpatch名部をダブルクリックするツール。事によって、基本的にpatch名が悪修正で操作できるツール。きるツール。。

9-2-4-2.　空patchの削除

空patchを削除するツール。場合をは、基本的に削除したい空patchを選択して、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にポップアップメニューを表示」、「さ
せ、基本的に「空patch削除」を選択するツール。と、基本的に選択行しているの空patchが悪削除されるツール。。

全てての空patchを削除するツール。場合をは、基本的にポップアップメニューから削除。「全てての空patch削除」を選択するツール。と、基本的に全てて
の空patchを削除してくれるツール。。

9-2-5.　空白セルをzeroGradientで操作できるツール。埋めるめるツール。

モデルが悪異なるのでな操作方法の例についてるツール。他にのcaseから削除。fieldをコピーするツール。と、基本的にboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。このような操作方法の例についてfield
を gridEditorで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例と、基本的にboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていpatchの内容が悪空白で操作できるツール。表示」、「されるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的にboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れていな操作方法の例についていfieldを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。T fieldが悪 boundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（
れていな操作方法の例についてい。
この状態の確認で操作できるツール。、基本的に ボタンをクリックするツール。と、基本的に空白セルを「zeroGradient」で操作できるツール。埋めるめるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。（正確には、基本的に
boundaryの patchTypeに応じ設定で可能になっている。た内容で操作できるツール。埋めるめるツール。。）が悪これにより返し処理用の、基本的にboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に ボタンをクリックした状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。空白セルが悪boundaryの patchTypeに応じ設定で可能になっている。たcell内容で操作できるツール。埋めるめ
ら削除。れているツール。。（今回チェックし、無ければの場合をは、基本的に「zeroGradient」と「empty」で操作できるツール。埋めるめら削除。れているツール。。）が悪

今の状態の確認は、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、のみ修正。で操作できるツール。整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れているツール。状態の確認な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的に ボタンをクリックして、基本的に保存するツール。必要アプリ
が悪あるツール。。（保存して最終的ににboundaryの整えば、合をが悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。）が悪
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9-2-6.　internalFieldをクリア

計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。timeFolderを gridEditorで操作できるツール。開くと、基本的にinternalField内には、基本的にnonuniform形式に変換する例（List
形式に変換する例）が悪で操作できるツール。膨大な操作方法の例についてデータが悪入れ替えっているツール。。

このnonuniform形式に変換する例のデータをuniform形式に変換する例に変更して、基本的にinternalFieldをクリアするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。timeFolderを gridEditorで操作できるツール。表示」、「した状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。この中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。T, U, p field
の internalFieldをクリアしてみ修正。るツール。。

まず、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にクリアしたいinternalFieldを選択し、基本的に右クリックするクリックしてポップアップメニューを表示」、「さ
せ、基本的に「internalFieldのクリア」を選択するツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にinternalFieldが悪クリアされた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。この後は、「、基本的に ボタンをクリックしてク
リアした状態の確認を保存して、基本的にfieldを書いている。き換する例えるツール。。（保存しな操作方法の例についていと、基本的にクリアした結果の確認が悪反映させる。されな操作方法の例についてい。）が悪
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尚、基本的に選択したinternalFieldの内容が悪uniform形式に変換する例の場合をは、基本的に変更せずそのまま。その内容が悪nonuniform
形式に変換する例の場合をにクリア（nonuniform形式に変換する例をuniform形式に変換する例に変更）が悪するツール。。

また、基本的にuniform形式に変換する例への変更は、基本的にそのデータタイプ（scalar、基本的にvector、基本的にsymmTensor, tensor）が悪に応じ設定で可能になっている。て、基本的に値をセット
を「0」クリアするツール。。

9-2-7.　cellデータをeditorで操作できるツール。編集（「...」付け時、きデータの編集）が悪

gridEditorで操作できるツール。は、基本的にcellに表示」、「するツール。最大行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加して、基本的にその行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、は、基本的に表示」、「させな操作方法の例についてい様に工夫したものが、にしているツール。。

この理由な形状のメッシュを作成する事ができるのでは、基本的に計算結果の確認が悪入れ替えったfieldを gridEditorで操作できるツール。開いた場合を、基本的にcell内のデータ量がが悪膨大にな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に
表示」、「しきれな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。為。（特ににinternalField内のデータは、基本的に1ヶのcell内で操作できるツール。は表示」、「しきれな操作方法の例についてい。
この為、基本的にcellに表示」、「するツール。最大行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加して、基本的にそれ以上で操作できる様に工夫したものが、は表示」、「させな操作方法の例についてい様に工夫したものが、に設定を追加し、基本的にデータの最後は、「に
は「...」を追加して、基本的にまだデータが悪続く事を表示」、「させているツール。。
これにより返し処理用の、基本的にgridEditorの扱いうデータが悪減るツール。ので操作できるツール。、基本的にgridEditorを軽快に動に作マニュアル　動させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

cell内に表示」、「させるツール。最大行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の設定を追加は、基本的に9-2-3項の基本的な操作方法の例についてに示」、「す方法の例についてで操作できるツール。設定を追加しているツール。。

これにより返し処理用の、基本的にcell内に表示」、「で操作できるツール。きるツール。行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（デフォルトの設定を追加は10行している）が悪に制限インストールされている事が前提になる。が悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にこの行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学以上で操作できる様に工夫したものが、の境
界条件を変更する場合を設定を追加・編集するツール。事が悪で操作できるツール。きな操作方法の例についてくな操作方法の例についてってしまうので操作できるツール。、基本的にこれが悪編集で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、に工夫したものが、しているツール。。

例を多用してまとめている為、実際に試す事ができえば、基本的にtutorialsの incompressible/pimpleFoam/TJunctionの境界条件を変更する場合を下の機能を備えている。これら機能が図の様にに示」、「しているツール。が悪、基本的に
field「p」のpatch「inlet」部の境界条件を変更する場合が悪、基本的にcell内の最大表示」、「行している数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を超えている。（えているツール。。（cell内の最後は、「が悪
「...」で操作できるツール。終わっているツール。。）が悪
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この様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的にこれを編集するツール。為には、基本的にそのcellをダブルクリックするツール。と、基本的にeditorで操作できるツール。そのcellが悪編集で操作できるツール。き
るツール。ようにな操作方法の例についてるツール。。内容を編集後は、「、基本的にeditorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。事によって、基本的にその内容が悪fieldに反映させる。されるツール。。

また、基本的に計算結果の確認が悪入れ替えったfieldを gridEditorで操作できるツール。開いた場合をも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的にdamBreakの
timeFolder「1」をgridEditorで操作できるツール。開いた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。
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全ててのinternalFieldと p fieldの patch内容が悪全てて表示」、「されていな操作方法の例についてい。（nonuniform形式に変換する例のデータの為、基本的に
データ量がが悪膨大で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的にcell内に表示」、「しきれな操作方法の例についてい。）が悪

U fieldの internalField部と、基本的にp fieldの leftWall patch内容をダブルクリックして、基本的にeditorで操作できるツール。開いた状
態の確認を確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に確認で操作できるツール。きるツール。。（同じ設定で可能になっている。時に2ヶのeditorを開くことが悪で操作できるツール。きな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様には1ヶ
づつeditorで操作できるツール。開いているツール。。）が悪

同じ設定で可能になっている。時に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のeditorを開いて確認するツール。場合をは、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。列ラベル部（field名部）が悪をダブルクリック
して、基本的にfield内容全て体をeditorで操作できるツール。開く様に工夫したものが、にするツール。事で操作できるツール。、基本的に複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学のeditorを開き、基本的に同じ設定で可能になっている。時に確認で操作できるツール。きるツール。。

データ部の表示」、「は、基本的にデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の制限インストールされている事が前提になる。を設け時、ているツール。ので操作できるツール。、基本的にデータ部の最後は、「は「...U.0...」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてインデック
スで操作する為、操作性（生産性）が悪が悪付け時、加されているツール。。このデータ数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学制限インストールされている事が前提になる。の設定を追加は、基本的に8-1-5-2項の基本的な操作方法の例についてを参照。
この為、基本的に「nonuniform List<vector>...」から削除。「...U.0...」のインデックスで操作する為、操作性（生産性）が悪まで操作できるツール。は、基本的に編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい事にな操作方法の例について
るツール。。
この為、基本的にこの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的にUのinternalFieldの内容は、基本的に編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。p fieldの leftWallの patch内容につ
ては、基本的に「type  calculated;」の行しているのみ修正。編集で操作できるツール。き、基本的に後は、「は編集で操作できるツール。きな操作方法の例についてい事にな操作方法の例についてるツール。。
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9-3.　fieldへのデータセット

9-3-1.　setFieldsによるツール。データセット

tutorialsの damBreakの様に工夫したものが、に、基本的にfield内の特に定を追加部分を削除）に値をセットをセットするツール。場合を、基本的にsetFieldsDictを作マニュアル　成し、基本的に
setFieldsコマンドを実行しているして、基本的に作マニュアル　成するツール。。値をセットをセットするツール。fieldや特に定を追加領域が悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あるツール。場合をは、基本的に単に編集でき純な作マニュアル　業は楽になるが、前記した様に、インストール場所やが悪
続くことにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。説明するツール。方法の例についてを使いやすくする為のった方が悪楽になるが、前記した様に、インストール場所やにsetFieldsDictを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

9-3-1-1.　起動方法の例についてと起動画面

起動は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして現れた「fieldsへのデータセット」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「setFields」
タグ上で操作できる様に工夫したものが、の「setFieldsDict作マニュアル　成...」ボタンをクリックして起動するツール。。

尚、基本的に「fieldへのデータセット」画面内には、基本的にこのcase内にsetFieldsDictが悪存在しないするツール。場合を、基本的にこれを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（
んで操作できるツール。、基本的にDict内で操作できるツール。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。cellSetや fieldを選択した状態の確認に設定を追加するツール。。setFieldsDictが悪存在しないしな操作方法の例についてい場
合をは、基本的にリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トのみ修正。表示」、「されて選択された状態の確認にはな操作方法の例についてら削除。な操作方法の例についてい。

今回チェックし、無ければの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に解が深まる。　特に析 caseを 7-2項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したcase「damBreakZone」にしているツール。ので操作できるツール。、基本的にsetFieldsDict内に
記述する。してあるツール。cellSet（waterHi、基本的にwaterLo）が悪とfield（alpha.water）が悪が悪選択された状態の確認にな操作方法の例についてっているツール。。
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上で操作できる様に工夫したものが、記状態の確認から削除。「setFieldsDict作マニュアル　成...」ボタンをクリックするツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表示」、「されるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、
にデータを入れ替え力してインストールする。して、基本的にsetFieldsDictを作マニュアル　成するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

9-3-1-2.　cellSet、基本的にfield追加

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。、基本的に選択したcellSetと fieldで操作できるツール。、基本的に表を作マニュアル　成しているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。の洩れなく設定する。れが悪あった場合を、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。
も改善する為に、追加で操作できるツール。きるツール。。

cellSetを追加するツール。場合をは、基本的に「cellSet追加...」ボタンをクリックして、基本的に追加したいcellSet名を選択して
追加するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。新たにcellSetを追加するツール。ためには、基本的に追加したいcellSetが悪存在しないしているツール。必要アプリが悪あるツール。
ので操作できるツール。、基本的にcellSetが悪な操作方法の例についてい場合をには「topoSetEditor起動」ボタンをクリックして、基本的にcellSetを新たに作マニュアル　り返し処理用のだして
お互いにく必要アプリが悪あるツール。。

fieldを追加するツール。場合をは、基本的に「field追加...」ボタンをクリックして、基本的に追加したいfieldを選択するツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　を行しているって、基本的にcellSetと fieldを追加した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。新たにcellSet「waterMiddle」と
field 「U」が悪追加されているツール。。

9-3-1-3.　box、基本的にcylinder、基本的にshpere追加

boxを追加するツール。場合をは、基本的に「box追加」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にboxを追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
cylinder（円柱）が悪、基本的にsphere（球）が悪の場合をも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的に各ユーザのボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。追加で操作できるツール。きるツール。。
これら削除。の場合をは、基本的に最終的ににboxの座標を入れ替え力してインストールする。し直し、処理を高速化（す必要アプリが悪あるツール。。
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9-3-1-4.　データ入れ替え力してインストールする。

該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。cellにデータを直し、処理を高速化（接入れ替え力してインストールする。するツール。。今回チェックし、無ければの場合を、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に入れ替え力してインストールする。した。

waterHi、基本的にwaterMiddle、基本的にwaterLo、基本的にboxにはalpha.waterを「1」にセット
waterMiddleには、基本的にY方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタの初速0.01をセット

表形式に変換する例にしているツール。ことによって、基本的に何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）をどうしたいのかが悪、基本的に直し、処理を高速化（感的にに理解が深まる。　特にで操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてっているツール。。
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9-3-1-5.　setFieldsDict作マニュアル　成

入れ替え力してインストールする。した状態の確認で操作できるツール。setFieldsDictを作マニュアル　成するツール。場合をは、基本的に「Dict保存」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に
setFieldsDictが悪作マニュアル　成で操作できるツール。きるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪前項の基本的な操作方法の例についての設定を追加で操作できるツール。、基本的に作マニュアル　成したsetFieldsDictの内容にな操作方法の例についてるツール。。

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * // 
defaultFieldValues 
( 
    volScalarFieldValue alpha.water 0 
    volVectorFieldValue U (0 0 0) 
); 
regions 
( 
    cellToCell 
    { 
        set waterHi; 
        fieldValues 
        ( 
            volScalarFieldValue alpha.water 1 
        ); 
    } 
   cellToCell 
    { 
        set waterLo; 
        fieldValues 
        ( 
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            volScalarFieldValue alpha.water 1 
        ); 
    } 
   cellToCell 
    { 
        set waterMiddle; 
        fieldValues 
        ( 
            volScalarFieldValue alpha.water 1 
            volVectorFieldValue U (0 0.01 0) 
        ); 
    } 
   boxToCell 
    { 
        box (0 0.19 -1) (0.34 0.29 1); 
        fieldValues 
        ( 
            volScalarFieldValue alpha.water 1 
        ); 
    } 
); 
// ************************************************************************* //

9-3-1-6.　csv保存、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。

作マニュアル　成した表形式に変換する例のデータを表形式に変換する例のままcsv形式に変換する例で操作できるツール。保存し、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。。
今回チェックし、無ければのデータをcsv形式に変換する例で操作できるツール。保存して、基本的にofficeで操作できるツール。読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
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表形式に変換する例のイメージをそのまま保存するツール。。また、基本的にこのcsv形式に変換する例を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にcellSetが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あ
るツール。場合をは、基本的にofficeな操作方法の例についてどで操作できるツール。データを入れ替え力してインストールする。して、基本的に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例ことも改善する為に、で操作できるツール。きるツール。。

9-3-1-7.　その他に編集

前記した以外にの編集方法の例についてとして、基本的に行している・列の削除、基本的にcopy & paste、基本的にcellのクリアを表示」、「しているツール。ボタンや
ポップアップメニューを表示」、「させて、基本的に編集を行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

これら削除。の操作マニュアル　は、基本的にいずれも改善する為に、予めそれらをコピーしてめ、基本的に対象であるの行している・列・cellを選択した後は、「、基本的にボタンやポップアップメニューを選
択して操作マニュアル　するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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9-3-2.　mapFieldsによるツール。データセット

pimpleDyMFoamの様に工夫したものが、な操作方法の例について移動メッシュを扱いう場合を、基本的にメッシュ移動と共にメッシュが悪潰れて歪になり、メッシュれて歪になり、メッシュにな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的にメッシュ
エラーで操作できるツール。停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）するツール。事が悪あるツール。。このような操作方法の例について場合を、基本的にメッシュエラーの直し、処理を高速化（前で操作できるツール。停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）させ、基本的に改めてメッシュを切り返し処理用の直し、処理を高速化（
して、基本的に新しいメッシュに今まで操作できるツール。の計算結果の確認をマッピングするツール。事によって、基本的に計算を継続させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にメッシュを作マニュアル　成して、基本的にsetFieldsで操作できるツール。 fieldにデータをセットした後は、「、基本的にメッシュにレイヤ作成を追加してし
まうと、基本的にメッシュが悪変わってしまっているツール。為、基本的にfieldへのデータセットをやり返し処理用の直し、処理を高速化（す必要アプリが悪生じ設定で可能になっている。るツール。。この場合を
も改善する為に、、基本的にsetFieldsで操作できるツール。データをセットしたfieldをレイヤ作成を追加したメッシュにmapFieldsで操作できるツール。データを再セット
するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

TreeFoamは、基本的にmapFieldsで操作できるツール。データをマッピングするツール。GUIを備えているツール。為、基本的にこの様に工夫したものが、な操作方法の例について場合を、基本的に容易にできる。にデータを
マッピングするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、にその例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「す。

9-3-2-1.　移動メッシュの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

pimpleDyMFoamを使いやすくする為のって、基本的に移動メッシュの計算を行しているってみ修正。るツール。。

9-3-2-1-1.　caseの作マニュアル　成

solverは、基本的にpimpleDyMFoamを使いやすくする為のうので操作できるツール。、基本的にtutorialsから削除。「incompressible/pimpleDyMFoam/movingCone」をコ
ピーし、基本的にcase名を「movingValve」に変更してお互いにく。この後は、「、基本的にblockMeshを実行しているし、基本的にcaseを完成させてお互いにく。

9-3-2-1-2.　モデルの作マニュアル　成（メッシュ作マニュアル　成）が悪

解が深まる。　特に析モデルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのモデルを考え方で、えるツール。。
大きさは、基本的に200 x 10 x 40 mm のダクトにバルブ（スで操作する為、操作性（生産性）が悪リット部：流体10 x 10 x 20 mm）が悪が悪存在しないするツール。。
バルブ（スで操作する為、操作性（生産性）が悪リット部）が悪は、基本的にinW側から削除。 40 mm の場所に直接コに存在しないするツール。。

解が深まる。　特に析は、基本的にvalveTop部を上で操作できる様に工夫したものが、方へ移動させ、基本的にダクトを狭める様に移動（流路が次第に狭くなっていく）させためるツール。様に工夫したものが、に移動（流れ（路が次第に狭くなっていく）させたが悪次第に狭める様に移動（流路が次第に狭くなっていく）させたくな操作方法の例についてっていく）が悪させた
場合をの流れ（速や圧力してインストールする。分を削除）布された「を確認するツール。。
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stlファイルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのも改善する為に、のを作マニュアル　成するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの5ヶのstlファイルで操作できるツール。閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。た形状にな操作方法の例についてっているツール。。

inW.stl 流れ（入れ替え側
outW.stl 流れ（出側
topW.stl 上で操作できる様に工夫したものが、面（壁）が悪
bottomW 底面（壁）が悪
frontBackW 表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、 2面（slip）が悪
valveTop.stl 移動させるツール。面（壁）が悪
valveSide.stl 移動ととも改善する為に、に伸びる面（壁）びポップアップメニューを表示させるツール。面（壁）が悪

これら削除。のstlファイルを「movingValve/model」フォルダを作マニュアル　成し、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（に保存してお互いにく。
保存後は、「、基本的にstlファイルの、基本的にscaleや solid名を修正し、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に作マニュアル　成した。

このstlファイルを使いやすくする為のってメッシュを作マニュアル　成するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がのcsvファイルで操作できるツール。メッシュを切っているツール。。
内が悪追記した内容。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪で操作できるツール。きあが悪ったmeshにな操作方法の例についてるツール。。

メッシュ作マニュアル　成時に、基本的にエラーが悪発生したが悪、基本的に手本にしたtutorialsの movingConeの blockMeshDictが悪複雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、
だったので操作できるツール。、基本的にエラーが悪発生。この為、基本的にblockMeshDictを削除して、基本的に再実行しているした。（blockMeshDictが悪存在しない
しな操作方法の例についてい場合をは、基本的にTreeFoamが悪デフォルトのblockMeshDictに置によっき換する例えて、基本的に実行しているするツール。。デフォルトの
blockMeshDictは、基本的に単に編集でき純なな操作方法の例について構造とその内容の為、基本的にエラーは発生しな操作方法の例についてい。）が悪
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9-3-2-1-3.　メッシュ移動の確認

作マニュアル　成したメッシュで操作できるツール。、基本的にメッシュのみ修正。を移動させ、基本的にどこまで操作できるツール。移動が悪可能を備えている。これら機能がな操作方法の例についてのか（メッシュエラーが悪発生しな操作方法の例についてい
か）が悪確認してみ修正。るツール。。

メッシュ移動用してまとめている為、実際に試す事ができのcaseを作マニュアル　成するツール。為、基本的に今のcaseをコピーして、基本的に新しく「movingMesh」のcaseを作マニュアル　成するツール。。
この後は、「、基本的にcontrolDictの内容を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正するツール。。（0.1s間隔でで操作できるツール。1sまで操作できるツール。計算するツール。設定を追加。）が悪

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "system";
    object      controlDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

//application     pimpleDyMFoam;
application     moveMesh;

startFrom       startTime;

startTime       0;

stopAt          endTime;

endTime         1.0;

deltaT          0.1;

//writeControl    timeStep;
writeControl    adjustableRunTime;

writeInterval   0.1;

purgeWrite      0;

writeFormat     binary;

writePrecision  6;

writeCompression off;

timeFormat      general;

timePrecision   6;
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runTimeModifiable true;

adjustTimeStep  no;

maxCo           0.2;
/*
functions
{
    #include "cuttingPlane"
}
*/
// ************************************************************************* //

また、基本的にconstant/dynamicMeshDict」を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正するツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "constant";
    object      dynamicMeshDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dynamicFvMesh   dynamicMotionSolverFvMesh;

motionSolverLibs ( "libfvMotionSolvers.so" );

solver          velocityComponentLaplacian;

velocityComponentLaplacianCoeffs
{
    component       z;
    diffusivity     uniform;
    //component       x;
    //diffusivity     directional ( 1 200 0 );
}

// ************************************************************************* //

さら削除。に、基本的にsystem/fvSsolution 内に solver に「cellMotionUz」を追加してお互いにく。

-----------------fvSolution の内容-----------------------------------
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:
    UFinal
    {
        $U;
        tolerance    1e-05;
        relTol    0;
    }
    cellMotionUx
    {
        solver    PCG;
        preconditioner  DIC;
        tolerance    1e-08;
        relTol    0;
    }
    cellMotionUz
    {
        solver    PCG;
        preconditioner  DIC;
        tolerance    1e-08;
        relTol    0;
    }
}

:
-------------------------------------------------------------

境界条件を変更する場合は、基本的にgridEditorを起動して設定を追加するツール。。
移動方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタが悪 Z方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタにな操作方法の例についてるツール。為、基本的にfield名を「pointMotuinUx」を「pointMotuinUz」に修正するツール。。
この後は、「、基本的に境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。。

移動させるツール。設定を追加：流体 valveTop面を0.01 m/s で操作できるツール。移動させるツール。。（1 s間で操作できるツール。10 mm移動するツール。。）が悪
固定を追加するツール。設定を追加：流体 bottomW、基本的にtopWを固定を追加するツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の条件を変更する場合で操作できるツール。solverを 1 s間走らせ、計算初期の残渣を確認してみた結果が以下になる。ら削除。せるツール。。（valveTop面が悪10 mm移動するツール。。）が悪
この後は、「、基本的にFOAM端末はを起動して、基本的に「checkMesh」を実行しているして、基本的にメッシュエラーを確認するツール。。確認した結果の確認、基本的に以
下の機能を備えている。これら機能がの状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。

0.6 s（6 mm移動）が悪まで操作できるツール。は、基本的にMesh OK だが悪、基本的に0.7 s（7 mm移動）が悪で操作できるツール。は、基本的にメッシュエラーが悪発生しているツール。。
この為、基本的にこのメッシュで操作できるツール。は、基本的に0.6mmまで操作できるツール。移動させるツール。事が悪限インストールされている事が前提になる。界にな操作方法の例についてるツール。。

　　:
Time = 0.6

Checking geometry...
    Overall domain bounding box (0 0 0) (0.2 0.01 0.04)
    Mesh (non-empty, non-wedge) directions (1 1 1)
    Mesh (non-empty) directions (1 1 1)
    Boundary openness (8.96406e-18 -3.77545e-16 5.56993e-17) OK.
    Max cell openness = 2.25524e-16 OK.
    Max aspect ratio = 4.67778 OK.
    Minimum face area = 3.33818e-07. Maximum face area = 1.75026e-05.  Face area magnitudes OK.
    Min volume = 3.32802e-09. Max volume = 3.26405e-08.  Total volume = 7.73917e-05.  Cell 
volumes OK.
    Mesh non-orthogonality Max: 44.2808 average: 3.36092
    Non-orthogonality check OK.
    Face pyramids OK.
    Max skewness = 0.982128 OK.
    Coupled point location match (average 0) OK.

Mesh OK.

Time = 0.7

Checking geometry...
    Overall domain bounding box (0 0 0) (0.2 0.01 0.04)
    Mesh (non-empty, non-wedge) directions (1 1 1)
    Mesh (non-empty) directions (1 1 1)
    Boundary openness (-2.44473e-18 6.81512e-17 5.56996e-17) OK.
    Max cell openness = 2.3732e-16 OK.
    Max aspect ratio = 8.76424 OK.
    Minimum face area = 7.80121e-07. Maximum face area = 1.94884e-05.  Face area magnitudes OK.
    Min volume = 1.69806e-09. Max volume = 3.54536e-08.  Total volume = 7.72917e-05.  Cell 
volumes OK.
    Mesh non-orthogonality Max: 125.061 average: 4.36297
 ***Number of non-orthogonality errors: 8.
  <<Writing 8 non-orthogonal faces to set nonOrthoFaces
 ***Error in face pyramids: 12 faces are incorrectly oriented.
  <<Writing 8 faces with incorrect orientation to set wrongOrientedFaces
    Max skewness = 3.88886 OK.
    Coupled point location match (average 0) OK.

Failed 2 mesh checks.

Time = 0.8
:
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9-3-2-1-4.　pimpleDyMFoamによるツール。計算

inW側から削除。1 m/sの流れ（速を与えられた「え、基本的にvalveTop面を0.01 m/sの速度に書き直される。で操作できるツール。上で操作できる様に工夫したものが、昇させる設定で、計算する。させるツール。設定を追加で操作できるツール。、基本的に計算するツール。。
「movingValve」を解が深まる。　特に析 caseに設定を追加し、基本的にまず、基本的にconstant/dynamicMeshDictを前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。内容に修正してお互いにく。
この後は、「、基本的に境界条件を変更する場合を以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加した。

system/controlDictは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正しているツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "system";
    object      controlDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

application     pimpleDyMFoam;

startFrom       latestTime;
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startTime       0;

stopAt          endTime;

endTime         0.6;

deltaT          5e-06;

//writeControl    timeStep;
writeControl    adjustableRunTime;

writeInterval   0.1;

purgeWrite      0;

writeFormat     binary;

writePrecision  6;

writeCompression off;

timeFormat      general;

timePrecision   6;

runTimeModifiable true;

adjustTimeStep  yes;

maxCo           0.5;
/*
functions
{
    #include "cuttingPlane"
}
*/
// ************************************************************************* //

以上で操作できる様に工夫したものが、の設定を追加で操作できるツール。、基本的に0.6 sまで操作できるツール。計算させるツール。。
0.6 s以上で操作できる様に工夫したものが、は、基本的にメッシュエラーが悪発生するツール。ので操作できるツール。、基本的に計算は0.6 sまで操作できるツール。行しているい、基本的にこれ以降の起動時は、は新たに作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（したメッ
シュ（0.6 s時点で、そのの状態の確認:valveTopが悪 6 mm移動した状態の確認）が悪で操作できるツール。計算を継続するツール。。

9-3-2-1-5.　メッシュの作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（しとデータのマッピング

0.6 sまで操作できるツール。の計算が悪終了した段階ではで操作できるツール。、基本的にvalveTopを 6 mm移動させた状態の確認のメッシュを新たに作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（す。この
メッシュに0.6 s後は、「の計算結果の確認を各ユーザの fieldにマッピングするツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

まず、基本的に「movingValve」のcaseをコピーし、基本的にcase名を「movingValve_0.6s」とし、基本的に「0」folderを「0.6」
に修正してお互いにく。このcase内のメッシュを9-3-2-1-2項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。、基本的にメッシュを再作マニュアル　成するツール。。

＜計算結果の確認＞ ＜メッシュを作マニュアル　り返し処理用のな操作方法の例についてお互いにしたcase＞
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movingValve movingValve_0.6s
　0 　0.6 このフォルダにデータをマッピングするツール。
　:
　0.6

データのマッピング方法の例については、基本的にマッピングするツール。case「movingValve_0.6s」を解が深まる。　特に析 caseに設定を追加した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「Fieldへのデータセット」画面を表示」、「させ、基本的に「mapFields」タグ
を選択するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にデータをマッピングするツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

まず、基本的に編集するツール。timeFolderが悪「latestTime:0.6」に設定を追加されているツール。事を確認するツール。。
この後は、「、基本的にsourceCase、基本的にsourceTime、基本的にfields、基本的にmethodを以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加するツール。。

sourceCase：流体「参照...」ボタンをクリックして、基本的に計算結果の確認が悪入れ替えっているツール。case「movingValve」
を選択して、基本的にsourceCaseを確定を追加するツール。。

sourceTime：流体「latestTime:0.6」に設定を追加するツール。。
fields：流体 U、基本的にp、基本的にpointMotionUzを選択するツール。。（OF-2.4i以前の場合を）が悪
method：流体 (default)を選択するツール。。

OF-3.0.0以降の起動時は、は、基本的にすべてのfieldが悪対象であるにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にfieldの選択は不要アプリにな操作方法の例についてるツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的にOF-3.0の場合を。
以上で操作できる様に工夫したものが、を設定を追加後は、「、基本的に「mapFields実行している...」ボタンをクリックして、基本的にデータをマッピングするツール。。
マッピングには多少しでも改善する為に、時間が悪かかるツール。ので操作できるツール。、基本的に終了するツール。まで操作できるツール。待つ設定にする。つ。
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上で操作できる様に工夫したものが、記の選択で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのコマンドをを実行しているしたことにな操作方法の例についてるツール。。

$ mapFields /home/caeuser/myTutorials/movingMesh/movingValve  -sourceTime 0.6  -
sourceRegion .

データをマッピングした結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
（このマッピングにより返し処理用の、基本的にpointMotionUzのファイル名が悪pointMotionUz.unmappedに変わっているツール。ので操作できるツール。、基本的にこ
のファイル名を元にに戻るしてお互いにく。）が悪

　 　　

　 　　

　 　　

データが悪マッピングで操作できるツール。きているツール。ので操作できるツール。、基本的にさら削除。に計算を継続してみ修正。るツール。。
境界条件を変更する場合は、基本的に変わっていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこのまま計算を継続するツール。。1sまで操作できるツール。計算させた。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的に最初(0s)から削除。最後は、「(1s）が悪まで操作できるツール。計算させた結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的に連続した結果の確認を得るツール。ために、基本的に「movingValve_0.6s」の0.6フォルダにpolyMeshをコピーし、基本的に0.6〜
1.0 sの結果の確認を元にのcase「movingValve」にコピーして全て体の結果の確認を得た上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。表示」、「させているツール。。
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9-3-2-2.　setFieldsで操作できるツール。データセット後は、「、基本的にレイヤ作成を追加するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

damBreakの様に工夫したものが、にsetFieldsで操作できるツール。データをセットするツール。必要アプリが悪あるツール。caseで操作できるツール。モデルにレイヤ作成を追加するツール。場合をを考え方で、え
てみ修正。るツール。。

この場合をは、基本的にデータをセットするツール。エリアを、基本的に予めそれらをコピーしてめメッシュ作マニュアル　成時にcellZoneとして定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。してお互いにくことで操作できるツール。、基本的に
このエリアに容易にできる。にデータが悪セットで操作できるツール。きるツール。。しかし、基本的にモデルにレイヤ作成を付け時、け時、てしまうと、基本的にメッシュが悪変わっ
てしまう為、基本的にデータをセットした結果の確認が悪狂ってくる。この様な場合、これを実行してってくるツール。。この為、基本的にレイヤ作成を追加するツール。時に再度に書き直される。 cellZoneを定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
し直し、処理を高速化（して、基本的にデータをセットし直し、処理を高速化（す事にな操作方法の例についてるツール。。

しかし、基本的にsnappyHexMeshを使いやすくする為のわずにメッシュを作マニュアル　成した場合をは、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記の方法の例についてが悪使いやすくする為のえな操作方法の例についてい為、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの方法の例についてで操作できるツール。レ
イヤ作成を追加するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。またmultiRegionの流れ（体部にレイヤ作成を追加するツール。場合をも改善する為に、、基本的にこの方法の例についてを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。方が悪スで操作する為、操作性（生産性）が悪
ムを見直し、処理を高速化（ーズに修正で操作できるツール。きるツール。。

1)　cellZoneを定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。したメッシュを作マニュアル　成するツール。。
2)　seiFieldsで操作できるツール。データをセットするツール。。
3)　メッシュにレイヤ作成を追加するツール。。
4)　レイヤ作成付け時、きのメッシュにmapFieldsを使いやすくする為のってデータをマッピングするツール。。

snappyHexMeshを使いやすくする為のわずにメッシュを作マニュアル　った場合をについて、基本的に次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、で操作できるツール。その具体例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「す。
メッシュは、基本的にsalome-Mecaで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。。

9-3-2-2-1.　caseの作マニュアル　成

まず caseが悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に6-2項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したdamBreakをコピー、基本的にcase貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、して、基本的に新しく
「damBreak_layer」を作マニュアル　成するツール。。このcaseフォルダ直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がにmodelフォルダを作マニュアル　成してお互いにく。このモデル
フォルダ内に、基本的にsalome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュ（mesh.unv）が悪を保存するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

9-3-2-2-2.　モデルの作マニュアル　成（メッシュ作マニュアル　成、基本的にデータセット）が悪

モデルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの形状を作マニュアル　成するツール。。salome-Mecaで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、のサイズで操作できるツール。、基本的にそのまま、基本的にsalome-Meca上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成した。
メッシュサイズは、基本的にnetgen-1D-2D-3Dで操作できるツール。、基本的にmax:20, min:10で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成しているツール。。

で操作できるツール。きあが悪ったメッシュを「damBreak_layer/model」フォルダ中のテキストは、文字数の制限（に「mesh.unv」として保存してお互いにく。
このunv形式に変換する例のメッシュを7-3項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。、基本的にFOAM形式に変換する例にメッシュ変換する例してお互いにく。

メッシュ変換する例後は、「、基本的にこのメッシュのcellZone「water」から削除。sellSetを topoSetEditorで操作できるツール。作マニュアル　り返し処理用の出し、基本的にこれに
setfieldsで操作できるツール。データをセットするツール。。この結果の確認が悪、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
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9-3-2-2-3.　メッシュにレイヤ作成追加

レイヤ作成を追加するツール。為に、基本的にcase「damBreak_layer」をコピー、基本的にcase貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、して、基本的に新しく
「damBreak_addLayer」を作マニュアル　り返し処理用の出し、基本的にこのcase中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。メッシュにレイヤ作成を追加するツール。。

レイヤ作成の追加は、基本的に7-1−6項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。レイヤ作成を追加するツール。。レイヤ作成を追加するツール。パッチは、基本的にbottomW、基本的にrightW、基本的に 
leftWにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれら削除。パッチのレイヤ作成の設定を追加を以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。設定を追加。（全て patchとも改善する為に、同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。設定を追加で操作できるツール。レイヤ作成を追加し
ているツール。。）が悪
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下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪レイヤ作成を追加した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。うまくレイヤ作成が悪追加されているツール。。

　 　

9-3-2-2-4.　mapFieldsで操作できるツール。データをセット

で操作できるツール。きあが悪ったレイヤ作成付け時、きのメッシュに、基本的にmapFieldsで操作できるツール。データをセットするツール。。
方法の例については、基本的に9-3-2-1-5項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。データをマッピングするツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的にマッピングした結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

既に、存のメッシュにレイヤ作成を追加した為に、基本的にメッシュの座標が悪微妙に変化しているので、に変化しているツール。ので操作できるツール。、基本的にwaterの R部で操作できるツール。1以
下の機能を備えている。これら機能がの値をセットが悪入れ替えっているツール。が悪、基本的にデータはマッピングで操作できるツール。きているツール。。

尚、基本的にデータをセットするツール。領域が悪小する。さい場合を（cell数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪少しでも改善する為に、な操作方法の例についてい場合を）が悪は、基本的にmapMethodを通常の起動方法は「(default)」
で操作できるツール。マッピングするツール。が悪、基本的に「mapNearest」を選択した方が悪、基本的にうまく設定を追加で操作できるツール。きるツール。。

200



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

9-4.　case内の操作マニュアル　

9-4-1.　solverの入れ替えれ替ええ

simpleFoam等のの定を追加常の起動方法解が深まる。　特にを求め、直方体の領域を決めている。めた後は、「、基本的にモデル（メッシュ）が悪を変更せずに、基本的にsolverを変更して異なるのでな操作方法の例についてるツール。解が深まる。　特に析
（icoFoamや pisoFoam等のの非定を追加常の起動方法解が深まる。　特に）が悪をするツール。時にこれを用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。。
ただし、基本的にこの方法の例については、基本的にコピー先は、から削除。必要アプリな操作方法の例についてfileをコピーして持っている。ってくるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを繰り返し処理用のり返し処理用の返し処理用のすと不要アプリな操作方法の例について
fileが悪溜まってくる。まってくるツール。。

この例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にtutorialsの pitzDalyで操作できるツール。 simpleFoamで操作できるツール。計算し、基本的にこの後は、「、基本的にsolverを非定を追加常の起動方法のicoFoamに変更
し、基本的にさら削除。に非圧縮性のpisoFoamに変更して計算してみ修正。るツール。。

9-4-1-1.　simpleFoamによるツール。計算

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、のtutorialsの ボタンをクリックして、基本的にtutorialsから削除。、基本的に区分を削除）:incompessible、基本的に 
solver:simpleFoam、基本的にcase:pitzDailyを選択して、基本的にmyTutorialsフォルダにコピーするツール。。

コピー後は、「は、基本的にblockMeshを作マニュアル　成した後は、「、基本的に実行しているするツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的に実行しているした結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

　 　

9-4-1-2.　icoFoamに入れ替えれ替ええて計算

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。計算したモデルをそのまま使いやすくする為のい、基本的にsolverを icoFoamに変更して、基本的に計算してみ修正。るツール。。

まず、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。計算したcaseをコピー、基本的にcase貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、で操作できるツール。新しいcase「pitzDaly_icoFoam」を作マニュアル　成し、基本的にこの
caseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加してお互いにく。

このcaseの solverを icoFoamに入れ替えれ替ええるツール。為に、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「新しいcase
の作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「solverの入れ替えれ替ええ」タグを選択するツール。。

この後は、「、基本的にラジオボタン「tutorials」を選択して、基本的に「参照...」ボタンをクリックして、基本的に現れた画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に区
分を削除）「incompressible」、基本的に solver「icoFoam」、基本的にcase「cavity」を選択し、基本的に「OK」ボタンをクリックして、基本的に
icoFoamの caseを選択するツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的に「新しいcaseの作マニュアル　成」画面に戻るった時、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的にtutorialsの icoFoamを使いやすくする為のったcase
の directoryが悪 内の様に工夫したものが、に取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きているツール。。

この後は、「、基本的に「コピー開始」ボタンをクリックして、基本的にsolverを icoFoamに入れ替えれ替ええるツール。。
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solverを入れ替えれ替ええるツール。操作マニュアル　は、基本的にコピー先は、のcaseから削除。以下の機能を備えている。これら機能がのfileをコピーしてくるツール。。

・constantフォルダ内の全て fileをコピー（上で操作できる様に工夫したものが、書いている。き）が悪
・systemフォルダ内の全て fileをコピー（上で操作できる様に工夫したものが、書いている。き）が悪
・fieldに関する部分のみ修正。しては、基本的に不足しているしているツール。fieldのみ修正。コピーして、基本的にboundaryの整えば、合ををとるツール。。

simpleFoamと icoFoamの solverを比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、した時、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの状態の確認の為、基本的にtimeFolder内のU, p fieldに関する部分のみ修正。しては、基本的に
コピーせず、基本的に入れ替えれ替えわっていな操作方法の例についてい。constant内のtransportPropertiesと、基本的にsystem内のcontrolDict, 
fvScemes, fvSolutionは、基本的にコピーして入れ替えれ替えわるツール。。

＜simpleFoam/pitzDaily＞ ＜icoFoam/cavity＞
timeFolder timeFolader
　U 　U
　epsilon 　p
　k
　nuTilda
　nut
　p
constant constant
　RASProperties 　transportProperties
　transportProperties
system syatem
　controlDict 　controlDict 　
　fvSchemes 　fvSchemes
　fvSolution 　fvSolution

transportPropertiesの内容は、基本的にicoFoamの cavity（コピー元に）が悪のデータが悪入れ替えっているツール。ので操作できるツール。、基本的に動粘性係なく「数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪 
nu  = 0.01 m2/s にな操作方法の例についてっているツール。。この為、基本的にこの値をセットを、基本的にsimpleFoam：流体pitzDalyと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。値をセット（1e-5 m2/s）が悪に変更
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するツール。。

constolDictの内容は、基本的にdeltaTと endTimeを設定を追加し直し、処理を高速化（す。

deltaTは、基本的にクーラン数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪0.5程度に書き直される。にな操作方法の例についてるツール。様に工夫したものが、な操作方法の例についてdeltaTに設定を追加するツール。。最小する。 cellサイズ約 0.5e-3 m、基本的に流れ（速10　
m/s な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的にdeltaT = 0.5e-3 / 10 * 0.5 = 0.00002 s 程度に書き直される。に設定を追加するツール。。
endTimeは、基本的に流れ（束 10 m/s で操作できるツール。、基本的にモデル寸法の例について約 0.3 m な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的に充分を削除）安定を追加するツール。為には、基本的に10回チェックし、無ければ程度に書き直される。通過する時間がするツール。時間が悪
必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的にendTime = 0.3 / 10 * 10 = 0.3 s 程度に書き直される。の時間が悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加した。

deltaT 0.00002
endTime 0.1 （0.1に縮めて計算）が悪
witeControl adjustableRunTime
witeInterbal 0.01

これで操作できるツール。計算した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

　 　

9-4-1-3.　pisoFoamに入れ替えれ替ええて計算

前項の基本的な操作方法の例についてのicoFoamで操作できるツール。計算したcaseをコピーして、基本的に「pitzDaily_pisoFoam」にcase名を変更してお互いにく。
この後は、「、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にtutorialsから削除。、基本的に区分を削除）「incompressibel:非圧縮性流れ（れ」、基本的にsolver「pisoFoam」、基本的に 
case「lespitzDaily」のsolverに入れ替えれ替ええるツール。。

icoFoamと pisoFoamの solverを比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。較する為に、するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの差がある為、が悪あるツール。為、基本的にsolverの入れ替えれ替ええに際に試す事ができし、基本的にtimeFolder内
のnuSgs, nuTildaをコピー先は、から削除。コピーして、基本的にboundaryの整えば、合ををとるツール。。尚、基本的にU, p, (k), (nuTilda)につい
ては、基本的に既に、に存在しないしているツール。ので操作できるツール。、基本的にコピーせずそのまま。

constant内の LESProperties, transportProperties, turbulencePropertiesと system内のcontrolDict, 
fvScemes, fvSolutionも改善する為に、、基本的にsolverの入れ替えれ替ええに際に試す事ができし、基本的にコピー先は、から削除。コピーして、基本的に入れ替えれ替ええるツール。。

＜icoFoam/cavity＞ ＜pisoFoam/les/pitzDaily＞
timeFolder timeFolde
　U 　U
　p 　k
　(epsilon) 　nuSgs
　(k) 　nuTilda
　(nuTilda) 　p
　(nut)
constant constant
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　transportProperties 　LESProperties
　(RASProperties) 　transportProperties

　turbulenceProperties
system system
　controlDict 　controlDict
　fvSchemes 　fvSchemes
　fvSolution 　fvSolution

transportProperties内の動粘性係なく「数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学 nu を確認するツール。と、基本的に1e-05 m2/s で操作できるツール。あり返し処理用の、基本的にそのまま。
controlDictの内容は、基本的に

deltaT 0.00001
endTime 0.1
witeControl timeStep
witeInterbal 100

な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的にそのまま。

fieldに関する部分のみ修正。しては、基本的にOF-2.4以下の機能を備えている。これら機能がの場合を、基本的にnuSgsをコピー先は、から削除。コピーしてきているツール。ので操作できるツール。、基本的にこの境界条件を変更する場合を以
下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加した。（OF-3.0.0以上で操作できる様に工夫したものが、の場合を、基本的に境界条件を変更する場合の再設定を追加は不要アプリ。）が悪

この設定を追加で操作できるツール。計算させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
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9-4-2.　meshの入れ替えれ替ええ

このメッシュの入れ替えれ替ええは、基本的に2ヶのcaseを準備し、基本的にこのcase間で操作できるツール。メッシュを入れ替えれ替ええるツール。。この方法の例については、基本的に7-1
項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したメッシュを計算したいcaseにメッシュをコピーするツール。場合をに用してまとめている為、実際に試す事ができいるツール。と便利。

例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にcavityと damBreakのメッシュを入れ替えれ替ええてみ修正。るツール。。（cavityのメッシュをdamBreak側にコピー
するツール。。）が悪その方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に「damBreak」側を解が深まる。　特に析 caseに設定を追加し、基本的に ボタンをクリックし、基本的に現れた画
面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「meshの入れ替えれ替ええ」タグを選択し、基本的にこのタグ内で操作できるツール。メッシュ入れ替えれ替ええを行しているう事にな操作方法の例についてるツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記「新しいcaseの作マニュアル　成」画面内は、基本的にメッシュのコピー元に、基本的にコピー先は、とも改善する為に、「damBreak」に設定を追加されているツール。
ので操作できるツール。、基本的にコピー元にを「cavity」に設定を追加するツール。。この為に、基本的に「case変更（元に）が悪」ボタンをクリックして、基本的に
「cavity」に変更するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪コピー元にを「cavity」に変更した状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。

コピー元にを「cavity」に変更した状態の確認で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に各ユーザの々メッシュの場所に直接コを選択して、基本的に「コピー開始」ボ
タンをクリックするツール。。今の状態の確認は「cavity/constant/polyMesh」を「damBreak/constant」フォルダにコ
ピーするツール。設定を追加にな操作方法の例についてるツール。。
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この様に工夫したものが、にメッシュを入れ替えれ替ええたいcaseを 2ヶ準備して、基本的にこの間で操作できるツール。メッシュを入れ替えれ替ええるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。準備
するツール。caseは、基本的にmultiRegionの caseで操作できるツール。あっても改善する為に、、基本的に問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてくコピーで操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にメッシュを入れ替えれ替ええるツール。という事は、基本的にinternalFieldの内容やboundaryの整えば、合をが悪全てく取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（れな操作方法の例についてくな操作方法の例についてってし
まうので操作できるツール。、基本的にこれら削除。は、基本的に全ててクリアされるツール。。
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9-5.　内部patchの作マニュアル　成

9-5-1.　cyclic、基本的にmapped、基本的にbaffleの patch作マニュアル　成方法の例について

モデル内部にcyclic, mapped, baffleの内部patchを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。モデルは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にモデル内部の
中のテキストは、文字数の制限（心に内部patch用してまとめている為、実際に試す事ができの円柱形状を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。。この円柱形状の面にcyclic, mapped, baffleの内部patchを
定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。してみ修正。るツール。。

このモデルで操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がのstlファイルを作マニュアル　成するツール。。
front.stl, back.stl, sideW.stl patch用してまとめている為、実際に試す事ができ
inW.stl, outW.stl, cylinderW.stl 内部patch用してまとめている為、実際に試す事ができ

内部patchと stlファイルを以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加し作マニュアル　成するツール。。
cylinderW baffle
inW.stl mappedPatch
outW.stl cyclic

caseは、基本的にtutorialsの cavityをコピーして作マニュアル　成したcaseを使いやすくする為のっているツール。。
このcase内にて、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記stlファイルを使いやすくする為のって、基本的に7-2項の基本的な操作方法の例についての方法の例について（snappyHexMesh）が悪で操作できるツール。、基本的にメッシュを作マニュアル　成するツール。為
のcsvファイルを以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に作マニュアル　成した。内部patchを作マニュアル　成するツール。為に定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。したcylinderW, inW, outWは、基本的に
faceZoneとして設定を追加しているツール。。
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＜モデルのサイズ＞
解が深まる。　特に析領域：流体 100 x 40 x 40 mm
円柱    ：流体 Φ20 x 15 mm

sideW （側面の 4 面）

front

back

outW

inW
cylinderW
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で操作できるツール。きあが悪ったメッシュが悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。予めそれらをコピーして定を追加通り返し処理用のにfaceZoneが悪で操作できるツール。きあが悪っているツール。。

で操作できるツール。きあが悪ったメッシュに、基本的に内部patchを作マニュアル　成するツール。為に、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に現れた画
面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に「内部patch作マニュアル　成...」ボタンをクリックして、基本的に「内部patchの作マニュアル　成」画面を表示」、「させ、基本的にここで操作できるツール。内
部patchを作マニュアル　成するツール。。
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　（ faceZone ）が悪
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内部patchは、基本的にfaceZoneを元にに作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。、基本的に前記「内部patchの作マニュアル　成」画面が悪表示」、「された時点で、そので操作できるツール。、基本的にいま存
在しないしているツール。faceZoneのリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トが悪表示」、「されているツール。。

今回チェックし、無ければは、基本的に各ユーザの々のfaceZoneから削除。以下の機能を備えている。これら機能がの内部patchを作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能が順番で起動している為、に説明するツール。。

FaceZone 内部patch
-----------------------------
cylinderW baffle
inW mappedPatch
outW cyclic

1)　cylinderW（baffle）が悪名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト作マニュアル　成

以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にfaceZone「cylinderW」を選択するツール。。この選択により返し処理用の、基本的にmaster、基本的にslaveに patch名が悪表示」、「されるツール。
が悪、基本的にここで操作できるツール。はbaffleを作マニュアル　成するツール。ので操作できるツール。、基本的にmaster、基本的にslaveとも改善する為に、、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。名称を変更しておくに変更するツール。。
このあと、基本的に「patch作マニュアル　成」ボタンをクリックして、基本的に名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トに登録してお互いにく。
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尚、基本的に誤って名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トに登録してしまった場合をは、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トを選択して、基本的に「行している削除」ボタンをク
リックして、基本的にその行している（名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト）が悪を削除して、基本的に再度に書き直される。登録し直し、処理を高速化（す。

2)　inW（mappedPatch）が悪名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にfaceZone「inW」を選択するツール。。master、基本的にslave名は、基本的にそのままにしてお互いにく。
このあと「mappedPatch作マニュアル　成」ボタンをクリックして、基本的に名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トに登録するツール。。

3)　outW（cyclic）が悪の名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト作マニュアル　成

前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にfaceZone「outW」を選択するツール。。master、基本的にslave名は変更せずそのまま。
このあと、基本的に「cyclic作マニュアル　成」ボタンをクリックして、基本的に名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トに登録するツール。。
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4)　createBafflesDict作マニュアル　成、基本的に実行している

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に内部patchを作マニュアル　成するツール。為の全てての名前リスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト（下の機能を備えている。これら機能が表）が悪が悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。

Type faceZone master slave 備考え方で、
------------------------------------------------------------------------
patch cylinderW cylinderW cylinderW baffle用してまとめている為、実際に試す事ができ
mapped inW inW_master inW_slave mappedPatch用してまとめている為、実際に試す事ができ
cyclic outW outW_master outW_slave cyclic用してまとめている為、実際に試す事ができ

この情報が下図の様に表示される。を元ににcreateBafflesDictを作マニュアル　成するツール。。その方法の例については、基本的に「Dict作マニュアル　成」ボタンをクリックするツール。。これに
より返し処理用の、基本的にDictが悪で操作できるツール。きあが悪るツール。。引き続きき続き「Dict実行している」ボタンをクリックして、基本的に内部patchを作マニュアル　成するツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪で操作できるツール。き上で操作できる様に工夫したものが、が悪った、基本的にcreateBafflesDictにな操作方法の例についてるツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.4.0                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "";
    object      createBafflesDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

// Whether to convert internal faces only (so leave boundary faces intact).
// This is only relevant if your face selection type can pick up boundary
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// faces.
internalFacesOnly true;

// Baffles to create.
baffles
{
    cylinderW     //baffles is created
    {
        //- Use predefined faceZone to select faces and orientation.
        type        faceZone;
        zoneName    cylinderW;
        patches
        {
            master
            {
                //- Master side patch
                name        cylinderW;
                type        patch;
            }
            slave
            {
                //- Slave side patch
                name        cylinderW;
                type        patch;
            }
        }
    }
    inW     //baffles is created
    {
        //- Use predefined faceZone to select faces and orientation.
        type        faceZone;
        zoneName    inW;
        patches
        {
            master
            {
                //- Master side patch
                name        inW_master;
                type        patch;
            }
            slave
            {
                //- Slave side patch
                name        inW_slave;
                type        mappedPatch;
                sampleRegion region0;
                sampleMode  nearestPatchFace;
                samplePatch inW_master;
            }
        }
    }
    outW     //baffles is created
    {
        //- Use predefined faceZone to select faces and orientation.

214



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

        type        faceZone;
        zoneName    outW;
        patches
        {
            master
            {
                //- Master side patch
                name        outW_master;
                type        cyclic;
                neighbourPatch outW_slave;
            }
            slave
            {
                //- Slave side patch
                name        outW_slave;
                type        cyclic;
                neighbourPatch outW_master;
            }
        }
    }
}

//************************************************************************* //

5)　内部patchの確認

内部patchは、基本的に「Dict実行している」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に現在しないの解が深まる。　特に析 case内に、基本的に「subCase」フォルダが悪作マニュアル　
成され、基本的にこのcaseに内部patchが悪追加されたメッシュが悪で操作できるツール。きあが悪っているツール。。
この為、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。 ボタンをクリックして、基本的にTree構造とその内容を再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。し、基本的に「subCase」フォルダを解が深まる。　特に析
caseに設定を追加し直し、処理を高速化（して、基本的にで操作できるツール。きあが悪った内部patchを確認するツール。。

解が深まる。　特に析 case名が悪元に々「subCase」で操作できるツール。、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。、基本的に内部パッチを作マニュアル　成した場合をは、基本的にsubCaseフォルダは作マニュアル　
成されず、基本的にそのcase内のメッシュに内部パッチが悪追加されるツール。。

gridEditorを起動して、基本的に内部patchを確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に確認で操作できるツール。きるツール。。
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6)　境界条件を変更する場合の設定を追加

内部patch付け時、きのメッシュが悪で操作できるツール。きあが悪ったので操作できるツール。、基本的にこのpatchを使いやすくする為のって計算で操作できるツール。きるツール。状態の確認にあるツール。が悪、基本的に計算するツール。為
には、基本的に境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。必要アプリが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。設定を追加するツール。。

計算は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加するツール。。

inW_master pを「0」
inW_slave pを「10」　　
cylinderW 壁
outW_master cyclic
outW_slave cyclic

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に設定を追加した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

この設定を追加は、基本的にモデル内部に送風器を設置したイメージで、を設置によっしたイメージで操作できるツール。、基本的にoutWから削除。流れ（出して広がり、そのまま回りこんでが悪り返し処理用の、基本的にそのまま回チェックし、無ければり返し処理用のこんで操作できるツール。
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inW の表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、に圧力してインストールする。差がある為、を設定を追加し、基本的に cylinder 内に流れ（入れ替えさせるツール。

outW の表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、は、基本的に cyclic に設定を追加し、基本的に流れ（出させるツール。
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inW側に流れ（れこむメッシュ作成の例状態の確認を計算しているツール。。

6)　計算開始

設定を追加した境界条件を変更する場合で操作できるツール。、基本的に計算を開始してみ修正。るツール。。このcaseは、基本的に元に々 tutorialsの cavityをコピーして作マニュアル　成した
caseの為、基本的にメッシュ以外には、基本的にcavityの設定を追加が悪そのまま残っているツール。。
この設定を追加のまま、基本的に計算を開始させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

そのままの設定を追加で操作できるツール。は、基本的に計算が悪うまく収束しな操作方法の例についてかった為、基本的にcontrolDict内のdeltaTを 0.005→0.001に変
更して計算させているツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の方法の例についてで操作できるツール。、基本的にcyclicや mapped、基本的にbaffleの内部patchを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

尚、基本的にOF-2.1以前で操作できるツール。は、基本的に内部patchを作マニュアル　成するツール。為には、基本的に空patch（faceの数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪「0」のface）が悪が悪必要アプリだったが悪、基本的に
OF-2.2以降の起動時は、から削除。は、基本的に空patchは不要アプリで操作できるツール。、基本的にfaceZoneさえあれば、基本的に今回チェックし、無ければのように内部patchを作マニュアル　成するツール。事が悪で操作できるツール。
きるツール。。

9-5-2.　cyclic、基本的にbaffleを含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例 meshの並列計算方法の例について

cyclicや baffleの patchを作マニュアル　成したモデルを並列計算するツール。場合をには、基本的に注意が悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。

cyclicの場合を、基本的に表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、のペアとな操作方法の例についてるツール。faceを持っている。っているツール。。baffleについても改善する為に、、基本的に表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、のペアにな操作方法の例についてるツール。faceを持っている。っ
ているツール。。これら削除。ペアにな操作方法の例についてるツール。faceが悪並列計算の為のメッシュ分を削除）割時に、基本的にペアのfaceが悪分を削除）割されてしまい、基本的に同じ設定で可能になっている。
じ設定で可能になっている。 cpuで操作できるツール。ペアにな操作方法の例についてるツール。相手のfaceが悪存在しないしな操作方法の例についてい事が悪生じ設定で可能になっている。てしまうと、基本的に実行している時にエラーが悪発生するツール。。

この時のエラーの症状は、基本的にシングルコアで操作できるツール。は、基本的に計算が悪うまく走らせ、計算初期の残渣を確認してみた結果が以下になる。るツール。。並列計算させるツール。と、基本的に分を削除）割数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（cpu数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学）が悪に
よって、基本的にエラーが悪発生したり返し処理用の、基本的にしな操作方法の例についてかったり返し処理用のするツール。。

mappedPatchも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にペアにな操作方法の例についてるツール。faceを持っている。っているツール。が悪、基本的にmappedPatchの場合をは、基本的にpatch間の計算をするツール。
時に、基本的に全て cpuが悪持っている。っているツール。相手側のfaceの値をセットを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に自の環境に合わせな身ののfaceの値をセットを計算しているツール。ので操作できるツール。、基本的に
エラーの発生はな操作方法の例についてい。
multiRegionの計算（chtMultiRegionFoamの計算）が悪で操作できるツール。は、基本的にregion間のpatchが悪 mappedPatch 
（mappedWall）が悪で操作できるツール。設定を追加されているツール。が悪、基本的に並列計算が悪問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてく計算で操作できるツール。きているツール。ことから削除。も改善する為に、、基本的にこれが悪伺えるえるツール。。

この様に工夫したものが、な操作方法の例についてエラーが悪発生した場合を、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの設定を追加を行しているうことで操作できるツール。、基本的にエラーを回チェックし、無ければ避する事ができる。するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「並列計算」画面を表示」、「させるツール。。
この後は、「、基本的に「preserve」をチェックして、基本的に「preserve設定を追加...」ボタンをクリックし、基本的に「preserve設定を追加」画面
を表示」、「させるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に設定を追加を行しているう事にな操作方法の例についてるツール。。

1)　cyclicの設定を追加
cyclicの場合を、基本的に「outW_master」「outW_slave」に設定を追加されているツール。。この為、基本的にpatches欄で操作できるツール。「outW_master」
と「outW_slave」を選択して「選択>>」ボタンをクリックして、基本的にpreservePatches側に移動させるツール。。

2)　baffleの設定を追加
「preserveBafflesの設定を追加」にチェックをつけ時、るツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の設定を追加を行しているった後は、「、基本的に「preserve設定を追加」ボタンをクリックして、基本的に設定を追加を行しているう。この操作マニュアル　により返し処理用の、基本的に
decomposeParDictが悪書いている。き換する例わるツール。。
修正されたdecomposeParDictを使いやすくする為のって、基本的にメッシュ分を削除）割をやり返し処理用の直し、処理を高速化（す事によって、基本的に表裏で動く設定にしない。この設定にしないと、のペアにな操作方法の例についてるツール。faceが悪分を削除）
割されず、基本的にペア間の計算が悪同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。 cpuで操作できるツール。計算で操作できるツール。きるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に修正されたdecomposeParDictの内容にな操作方法の例についてるツール。。
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// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

numberOfSubdomains 4;
preserveBaffles  true;
preservePatches
(
    outW_master outW_slave
);

//- Keep owner and neighbour on same processor for faces in zones:
// preserveFaceZones (heater solid1 solid3);

//- Keep owner and neighbour on same processor for faces in patches:
//  (makes sense only for cyclic patches)
//preservePatches (cyclic_left cyclic_right);

//- Keep all of faceSet on a single processor. This puts all cells
//  connected with a point, edge or face on the same processor.
//  (just having face connected cells might not guarantee a balanced
//  decomposition)
// The processor can be -1 (the decompositionMethod chooses the processor
// for a good load balance) or explicitly provided (upsets balance).
//singleProcessorFaceSets ((f0 -1));

//- Keep owner and neighbour of baffles on same processor (i.e. keep it
//  detectable as a baffle). Baffles are two boundary face sharing the
//  same points.
//preserveBaffles true;

method          scotch;
// method          hierarchical;
// method          simple;
// method          scotch;
// method          metis;
// method          manual;

simpleCoeffs
{
    n               ( 2 2 1 );
    delta           0.001;
}

hierarchicalCoeffs
{
    n               ( 2 2 1 );
    delta           0.001;
    order           xyz;
}

/*
scotchCoeffs
{
    processorWeights ( 1 1 1 1 );
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}
*/

metisCoeffs
{
    processorWeights ( 1 1 1 1 );
}

manualCoeffs
{
    dataFile        "";
}

distributed     no;

roots           ( );
//// Is the case distributed
//distributed     yes;
//// Per slave (so nProcs-1 entries) the directory above the case.
//roots           
//(
//    "/tmp"
//    "/tmp"
//);

// ************************************************************************* //

以上で操作できる様に工夫したものが、の設定を追加で操作できるツール。、基本的にdecomposeParを実行している（メッシュ分を削除）割）が悪するツール。と以下の機能を備えている。これら機能がのメッセージが悪出力してインストールする。されるツール。。

/*---------------------------------------------------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.4.0                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
Build  : 2.4.0-f0842aea0e77
Exec   : decomposePar
Date   : Jul 12 2015
Time   : 15:00:49
Host   : "caeuser-virtual-machine"
PID    : 7268
Case   : /home/caeuser/CAE/CAE-FOAM/cyclicPatch/cyclicMappedBaffle/subCase_copy0
nProcs : 1
sigFpe : Enabling floating point exception trapping (FOAM_SIGFPE).
fileModificationChecking : Monitoring run-time modified files using timeStampMaster
allowSystemOperations : Allowing user-supplied system call operations

// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //
Create time
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Decomposing mesh region0

Create mesh

Calculating distribution of cells
Selecting decompositionMethod scotch

Keeping owner of faces in patches 
2
(
outW_master
outW_slave
)
 on same processor. This only makes sense for cyclics.

Keeping owner of faces in baffles  on same processor.

Finished decomposition in 0.13 s

Calculating original mesh data

Distributing cells to processors

Distributing faces to processors

Distributing points to processors

Constructing processor meshes
Reading hexRef8 data : cellLevel
Reading hexRef8 data : pointLevel
Reading hexRef8 data : level0Edge

Processor 0
    Number of cells = 4864
    Number of faces shared with processor 1 = 477
    Number of faces shared with processor 2 = 444
    Number of processor patches = 2
    Number of processor faces = 921
    Number of boundary faces = 1421

:
　　　省略が表示される

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。並列計算用してまとめている為、実際に試す事ができにメッシュが悪分を削除）割で操作できるツール。きた事にな操作方法の例についてるツール。。この分を削除）割メッシュを使いやすくする為のって並列計算を行しているう事に
よって、基本的にエラーの発生はな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。。
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9-6. multiRegionの case

9-6-1.　case作マニュアル　成例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

実際に試す事ができ的にな操作方法の例について応用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にmultiRegionの caseを作マニュアル　成してみ修正。るツール。。
解が深まる。　特に析の内容は、基本的に空気と固体間の熱移動を計算する為のと固体間の熱移動を計算するツール。為のcaseを作マニュアル　成するツール。。このcaseは、基本的に新しいモデルで操作できるツール。メッ
シュを切り返し処理用の直し、処理を高速化（し、基本的にregionも改善する為に、作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（す事で操作できるツール。進んでいくと、メッシュが完成する。めるツール。。

9-6-1-1.　caseの作マニュアル　成

tutorials内の流れ（体・固体間の熱移動が悪計算で操作できるツール。きるツール。case「multiRegionHeater」をコピーして、基本的にこれを基本
に計算を進んでいくと、メッシュが完成する。めていく。

コピー方法の例については、基本的に6-1-2項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。コピーするツール。。
区分を削除）「heatTransfaer」、基本的にsolver「chtMultiRegionFoam」、基本的にcase「multiRegionHeater」を選択して、基本的にこの
caseを myTutorialsフォルダにコピーするツール。。
コピー後は、「は、基本的に「./Allrun」を実行しているして、基本的にcaseを完成させてお互いにく。caseが悪完成した後は、「は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボ
タンをクリックして、基本的に計算結果の確認等のの不要アプリな操作方法の例についてファイルやフォルダを削除してcaseを初期化してお互いにく。

この後は、「は、基本的に次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、に従ってセットする必要がある。って、基本的に必要アプリな操作方法の例についてファイルの保存とregionを削除してmultuRegion用してまとめている為、実際に試す事ができのmasterCaseと
な操作方法の例についてるツール。も改善する為に、のを作マニュアル　成していく。

9-6-1-1-1.　region内のファイルを保存

メッシュを新しく作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（してmultiRegionの caseを作マニュアル　成するツール。場合を、基本的にregionも改善する為に、作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（す事にな操作方法の例についてるツール。為、基本的に今の
case内にあるツール。regionは、基本的に全てて削除するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。この為、基本的にregion内にあるツール。propertiesや fvSchemes等のの必
要アプリな操作方法の例についてファイルを保存した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。regionを削除するツール。。

各ユーザの region内にあるツール。必要アプリな操作方法の例についてファイルは、基本的に「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」フォルダ内に散らばっている為ら削除。ばっているツール。為、基本的に
TreeFoamで操作できるツール。は、基本的にこれら削除。の各ユーザのフォルダ内に、基本的に保存用してまとめている為、実際に試す事ができのフォルダを準備して、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（に保存するツール。方法の例についてをとって
いるツール。。

その保存方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「region内 file操作マニュアル　...」ボタンを
クリックして現れた「regionのファイル操作マニュアル　」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。行しているう。
この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的にregionや各ユーザのフォルダ（0、基本的にconstant、基本的にsystem）が悪の選択が悪容易にできる。にで操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にファイルのコ
ピーをスで操作する為、操作性（生産性）が悪ムを見直し、処理を高速化（ーズに行しているうことが悪で操作できるツール。きるツール。。
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この画面が悪起動した時点で、そので操作できるツール。、基本的にregion内の必要アプリな操作方法の例についてファイルを保存するツール。フォルダ（fluidRegions, 
solidRegions）が悪が悪、基本的に「0」「constant」「system」フォルダ内に作マニュアル　成されるツール。ので操作できるツール。、基本的にここに必要アプリな操作方法の例についてファイルを
以下の機能を備えている。これら機能がに示」、「す方法の例についてで操作できるツール。保存してお互いにく。

1)　constantフォルダ内のファイル保存

今回チェックし、無ければの解が深まる。　特に析で操作できるツール。は、基本的に空気と固体間の熱移動を計算する為のと固体の熱移動を計算するツール。為、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのファイルが悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。

流れ（体側：流体「topAir」region内の全ててのファイル。
tutorialsで操作できるツール。は、基本的に流れ（体の計算を層流れ（（laminar）が悪で操作できるツール。行しているっているツール。為、基本的に層流れ（の設定を追加で操作できるツール。今回チェックし、無ければ計算す
るツール。。も改善する為に、し、基本的に乱流れ（の設定を追加をするツール。ので操作できるツール。あれば、基本的にbottomWater内の「RASProperties」も改善する為に、保存して
お互いにき、基本的に乱流れ（の設定を追加にし直し、処理を高速化（す必要アプリが悪あるツール。。

固体側：流体必要アプリな操作方法の例についてファイルは、基本的にどのregionで操作できるツール。も改善する為に、同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。な操作方法の例についてので操作できるツール。「heater」内の全ててのファイル。
固体側で操作できるツール。は、基本的に材料の物性値をセットをthermophysicalPropertiesで操作できるツール。設定を追加してお互いにり返し処理用の、基本的にこのファイルの
内容が悪各ユーザの々のregionで操作できるツール。異なるのでな操作方法の例についてってくるツール。はずだが悪、基本的にこの物性値をセットは、基本的に9-6-1-7項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。設定を追加するツール。ので操作できるツール。、基本的に
この段階ではで操作できるツール。は、基本的にthermophysicalPropertiesのファイルが悪存在しないしていれば問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてい。

これら削除。ファイルを保存するツール。為に、基本的に「regionのファイル操作マニュアル　」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にregionとファイルを選
択するツール。。この後は、「、基本的に流れ（体側の「<<戻るす」ボタンをクリック、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。く固体側の「<<戻るす」ボタンをクリックするツール。
事で操作できるツール。、基本的に選択したファイルが悪fluidRegions, solidRegionsフォルダ内にコピーされるツール。。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪ファイルを戻るした状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。fluidRegion, solidRegionsフォルダ内にファイルが悪コピーされてい
るツール。。今の状態の確認は、基本的にファイル名が悪「****.topAir」の様に工夫したものが、に、基本的にどのregionから削除。ファイルを戻るしたかが悪、基本的に判る。るツール。様に工夫したものが、に
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な操作方法の例についてっているツール。が悪、基本的に以後は、「の操作マニュアル　の為に、基本的にファイル名に付け時、加されているツール。region名を削除したファイル名に変更し
てお互いにく。

ファイル名から削除。region名を削除するツール。方法の例については、基本的にファイルを選択（複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学選択可能を備えている。これら機能が）が悪後は、「、基本的にポップアップメニュー
を表示」、「し、基本的に「名前から削除。region名を削除」を選択して、基本的にregion名を削除するツール。。

「<<戻るす」ボタンで操作できるツール。ファイルを戻るした場合をは、基本的に必ず「****.topAir」の様に工夫したものが、にファイル名にregion名が悪
付け時、加されてファイルが悪フォルダ内に戻るされるツール。。逆に複数のに「配布された「>>」ボタンをクリックした場合をは、基本的にフォル
ダ内のファイルを各ユーザの region内にコピー配布された「するツール。が悪、基本的に「****.topAir」の様に工夫したものが、にregion名が悪付け時、加された
ファイルは、基本的にそのregionのみ修正。にコピーするツール。。region名が悪付け時、加されていな操作方法の例についていファイルは、基本的に全てての
regionにそのファイルをコピーして配布された「するツール。。

この為、基本的にregion名を削除したファイル名に変更してお互いにく事で操作できるツール。、基本的に「配布された「>>」ボタンで操作できるツール。そのファイルを全て
てのregionに配布された「するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
意図の様に的にに特に別のな操作方法の例についてregionのみ修正。に配布された「したい時は、基本的にファイル名にregion名を付け時、加してお互いにく事で操作できるツール。実現で操作できるツール。き
るツール。。

　　

2)　systemフォルダ内のファイル保存

ここで操作できるツール。は、基本的に必要アプリにな操作方法の例についてるツール。ファイルは、基本的にfvSchemes, fvSolutionのみ修正。にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。保存するツール。。
以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に選択し「<<戻るす」ボタンをクリックし、基本的にconstantフォルダと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に戻るしたファイル名から削除。
region名を削除したファイル名に変更してお互いにく。
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3)　「0」フォルダ内のファイル保存

「0」フォルダについても改善する為に、、基本的にtopAirと heater内のcellToRegionを除いた全ててのファイルを選択し「<<戻る
す」ボタンをクリックして戻るし、基本的にregion名を削除したファイル名に変更してお互いにく。
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9-6-1-1-2.　case内の全て regionを削除

必要アプリな操作方法の例についてファイルが悪保管場所に直接コに保存で操作できるツール。きたので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。不要アプリな操作方法の例について全て regionを削除するツール。。
今回チェックし、無ければの場合を、基本的に新しいモデルで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（し、基本的にregionも改善する為に、作マニュアル　り返し処理用の直し、処理を高速化（す為、基本的に今の状態の確認で操作できるツール。存在しないしているツール。全てての
regionは不要アプリな操作方法の例について為、基本的に全てて削除するツール。。

全ててのregionを削除するツール。方法の例については、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。 ボタンをクリックして、基本的に「multiRegionの設定を追加」画面を
表示」、「させるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的に「region名の変更・追加・削除」ボタンをクリックして、基本的に
「regionの追加・削除」画面を表示」、「させるツール。。この後は、「、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。「全て region削除...」ボタンをクリック
するツール。事で操作できるツール。、基本的に全ててのregionを削除するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

この操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にこのcaseが悪 multiRegionの caseで操作できるツール。はな操作方法の例についてくな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に通常の起動方法のcaseにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に再びポップアップメニューを表示させ TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の
ボタンをクリックした場合を、基本的に「現在しないのcaseは multiRegionの caseで操作できるツール。はあり返し処理用のません」と言う旨のメッセージがでるので全て「のエラーが悪

出るツール。ようにな操作方法の例についてるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にmultiRegion作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのcaseが悪で操作できるツール。きあが悪った事にな操作方法の例についてるツール。。
このcaseの名称を変更しておくを「multiRegionAirMaster」としてお互いにき、基本的に後は、「で操作できるツール。汎用してまとめている為、実際に試す事ができ的にに利用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にしてお互いにく。
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9-6-1-2.　モデルの作マニュアル　成（メッシュ作マニュアル　成）が悪

モデルは、基本的に固体（材料：流体Cu）が悪と空気と固体間の熱移動を計算する為のとの間で操作できるツール。熱移動が悪発生するツール。様に工夫したものが、な操作方法の例について、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのモデルを考え方で、えるツール。。

解が深まる。　特に析領域：流体80 x 40 x 40 mm
fineReg：流体20 x 20 x 30 mm 底面中のテキストは、文字数の制限（央に配置に配置によっ
heater：流体Φ6 x 20 mm 底面中のテキストは、文字数の制限（央に配置に配置によっ

解が深まる。　特に析内容は、基本的にheater底面（heaterW）が悪に熱流れ（束を与えられた「え、基本的にheaterを加熱させるツール。。inWから削除。流れ（れを与えられた「え、基本的にheater
を冷やし、やし、基本的にoutWに抜く（け時、ていく。この状態の確認の温度に書き直される。分を削除）布された「を求め、直方体の領域を決めている。めるツール。解が深まる。　特に析を行しているってみ修正。るツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記モデルの為、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのstlファイルを作マニュアル　成。

解が深まる。　特に析領域：流体 inW.stl, outW.stl, sideW.stl, heaterW.stl　閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。た解が深まる。　特に析領域を構成
その他に領域：流体 air.stl, fineReg.stl, heater.stl

上で操作できる様に工夫したものが、記の中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。、基本的にair.stlは、基本的に解が深まる。　特に析領域全て体をair.stlとしてお互いにく。（heaterを抜く（いた領域にしな操作方法の例についてい。）が悪
fineReg.stlも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にheaterを抜く（いた形状にしな操作方法の例についてい。（単に編集でき純なな操作方法の例について直し、処理を高速化（方体）が悪
これら削除。のstlファイルで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。メッシュ作マニュアル　成方法の例については、基本的に7-1項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。メッ
シュを作マニュアル　成するツール。。

まず、基本的に作マニュアル　成したstlファイルの保存先は、として、基本的に「multiRegionAirMaster/model」フォルダを作マニュアル　成し、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（
に全ててのstlファイルを保存してお互いにく。
保存したstlファイルは、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「stlチェック...」ボタンをク
リックして、基本的にscaleな操作方法の例についてどを確認してお互いにく。今回チェックし、無ければは、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。。
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この後は、「、基本的に特に徴線を抽出を抽出するツール。為に、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「Dict編集...」ボタンをク
リックして、基本的に特に徴線を抽出を抽出するツール。stlファイルを、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に選択して「OK」ボタンをクリックするツール。。editor
が悪開くが悪、基本的にそのまま閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。てお互いにく。ファイルの選択は、基本的にfineReg.stl以外にの全ててを選択。fineReg.stlは細かくする為の領域を定義か
いメッシュの領域を作マニュアル　成するツール。だけ時、の為、基本的に特に徴線を抽出の抽出は不要アプリ。

その後は、「、基本的に「Dict実行している...」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。特に徴線を抽出が悪抽出で操作できるツール。きるツール。。

特に徴線を抽出を抽出した後は、「は、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成」画面上で操作できる様に工夫したものが、の「csv作マニュアル　成...」ボタンをクリックし
て、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にメッシュ作マニュアル　成用してまとめている為、実際に試す事ができのデータを作マニュアル　成するツール。。

fineRegは特に徴線を抽出を抽出しな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にfeatureEdge部は「空白」に設定を追加してお互いにく。

stlファイルの記述する。順は、基本的にairを最後は、「に記述する。するツール。。
airは、基本的に元に々、基本的にheaterも改善する為に、含むメッシュ作成の例んだ解が深まる。　特に析領域全て体の形状をstlファイルにしているツール。ので操作できるツール。、基本的にairを heaterより返し処理用の
も改善する為に、先は、に記述する。するツール。と、基本的にairの cellZoneが悪先は、にで操作できるツール。きあが悪るツール。事にな操作方法の例についてるツール。。この後は、「で操作できるツール。heaterの cellZoneは作マニュアル　れな操作方法の例について
い。（cellZoneの中のテキストは、文字数の制限（にcellZoneが悪作マニュアル　れな操作方法の例についてい。）が悪heaterの cellZoneを先は、に作マニュアル　るツール。と、基本的にcellZoneの外に側に
airの cellZoneを作マニュアル　るツール。ことにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にheater以外にの領域全ててが悪airの cellZoneとして定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。されるツール。為。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の設定を追加で操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

　 　

9-6-1-3.　温度に書き直される。の初期値をセットの設定を追加

今回チェックし、無ければの場合を、基本的に流れ（体、基本的に固体とも改善する為に、初期温度に書き直される。 300 K として計算するツール。。この為、基本的に今の状態の確認で操作できるツール。、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタ
ンをクリックして、基本的にgraidEditorを起動して、基本的に初期値をセットを設定を追加するツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的にregion「air」の内容を下の機能を備えている。これら機能が図の様にの 内の様に工夫したものが、に設定を追加した。region「heater」も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に設定を追加してお互いにく。
初期値をセットの設定を追加は、基本的に温度に書き直される。 Tのみ修正。設定を追加するツール。。温度に書き直される。以外には、基本的に9-6-1-8項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。internalFieldsの値をセットを変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学として設定を追加す
るツール。為。
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今回チェックし、無ければの場合をは、基本的にregion数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪少しでも改善する為に、な操作方法の例についてく、基本的にまた温度に書き直される。分を削除）布された「が悪無ければいので操作できるツール。、基本的に前記した方法の例についてで操作できるツール。問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についていが悪、基本的に部分を削除）的にに温度に書き直される。
設定を追加を変えたい場合をは、基本的にsetFieldsで操作できるツール。温度に書き直される。の値をセットを設定を追加するツール。。この方法の例については、基本的に7-2-7、基本的に9-3-1項の基本的な操作方法の例についてを参照。

9-6-1-4.　領域分を削除）割

ここで操作できるツール。、基本的にcellZone毎に領域分を削除）割するツール。。TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「メッシュ操作マニュアル　」画面を表
示」、「するツール。。この後は、「、基本的に「領域分を削除）割(region)...」ボタンをクリックして、基本的に領域分を削除）割するツール。。

232



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

「領域分を削除）割(region)...」ボタンをクリックするツール。と、基本的に領域分を削除）割が悪開始されるツール。。分を削除）割中のテキストは、文字数の制限（のlogが悪 TreeFoam下の機能を備えている。これら機能が部
のテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（に表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的に確認で操作できるツール。きるツール。。この領域分を削除）割は、基本的に「splitMeshRegions -
cellZonesOnly」を実行しているしているツール。。

領域分を削除）割が悪終了するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表示」、「されるツール。ので操作できるツール。、基本的にここで操作できるツール。、基本的にcellZoneを選択して、基本的にそれを流れ（体、基本的に固体
に分を削除）け時、て指定を追加するツール。。

233



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

設定を追加前画面

設定を追加後は、「の画面

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にどのregionが悪流れ（体で操作できるツール。固体な操作方法の例についてのか明確にな操作方法の例についてったので操作できるツール。、基本的にTreeFoam側は、基本的にこの情報が下図の様に表示される。を元にに、基本的に
regionPropertiesを作マニュアル　成し、基本的にtimeFolder、基本的にconstant、基本的にsystemフォルダ内のfulidRegionsと solidRegions
に保存されているツール。ファイルを各ユーザの regionにコピー配布された「するツール。。
この後は、「、基本的にchangeDictionaryを実行しているして、基本的に各ユーザの region内のboundaryFieldの整えば、合ををとってくれるツール。。
最後は、「に、基本的にregionWallBoundaryConditionsを実行しているして、基本的にregion間の境界条件を変更する場合を設定を追加してくれるツール。。
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また、基本的に領域分を削除）割したcase名は「regCase」として、基本的に現在しないのcase「multiRegionAirMaster」内に作マニュアル　成されるツール。。
この為、基本的に領域分を削除）割が悪うまく行しているかな操作方法の例についてかった場合をは、基本的にregCaseをフォルダ毎削除すれば、基本的に分を削除）割前の状態の確認に戻るるツール。事
が悪で操作できるツール。きるツール。。

以後は、「の操作マニュアル　の為、基本的に領域分を削除）割したcase「regCase」を解が深まる。　特に析 caseとして設定を追加してお互いにく。

　

9-6-1-5.　領域分を削除）割後は、「の状態の確認

領域分を削除）割した後は、「のファイルの構成は、基本的にfluidRegions、基本的にsolidRegions内のファイルが悪各ユーザの regionに配布された「されて
いるツール。ので操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの構成にな操作方法の例についてっているツール。。

multuRegionAirMaster 親フォルダや子フォルダに case
　0
　model 　stlファイルの保存先は、
　regCase 　領域分を削除）割したcase
　　0
　　　air
　　　　T
　　　　U
　　　　epsilon 　　0/fluidRegions内のfield
　　　　k
　　　　p
　　　　p_rgh
　　　heater
　　　　T 　　0/solidRegions内のfield
　　　　p
　　constant
　　　polyMesh
　　　air
　　　　g
　　　　radiationProperties
　　　　thermophysicalProperties
　　　　turbulenceProperties
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　　　heater
　　　　polyMesh
　　　　rediationProperties
　　　　thermophysicalProperties
　　system
　　　air
　　　　changeDictionaryDict 　　この内容により返し処理用の親フォルダや子フォルダに caseの境界条件を変更する場合が悪継承されるされるツール。
　　　　fvSchemes
　　　　fvSolution
　　　heater
　　　　changeDictionaryDict 　　この内容により返し処理用の親フォルダや子フォルダに caseの境界条件を変更する場合が悪継承されるされるツール。
　　　　fvSchemes
　　　　fvSolution
　　include 　　regionWallBoundaryConditions実行しているにより返し処理用の作マニュアル　成されるツール。
　　　boundaryConditionsFluid
　　　boundaryConditionsSolid
　　　variableSetting

今の状態の確認で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容が悪既に、に設定を追加されているツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

・各ユーザの regionが悪必要アプリとしているツール。ファイルが悪既に、に配布された「されているツール。。
・親フォルダや子フォルダに caseの境界条件を変更する場合が悪changeDictionaryで操作できるツール。各ユーザの regionに継承されるされているツール。。
　　領域分を削除）割前にpatchの境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。と、基本的にこの内容が悪regionの境界条件を変更する場合に反映させる。されるツール。。
　　（分を削除）割前に境界条件を変更する場合を設定を追加しても改善する為に、構わな操作方法の例についてい。）が悪
・region間の境界条件を変更する場合が悪、基本的にregionWallBoundaryConditionsにより返し処理用の設定を追加されているツール。。
今の設定を追加は、基本的にdefaultの設定を追加の為、基本的にregionWallBaoundaryConditionsDictを修正し、基本的に再度に書き直される。実行しているするツール。こと
で操作できるツール。内容を修正で操作できるツール。きるツール。。修正方法の例については、基本的に9-6-1-8項の基本的な操作方法の例について参照。

9-6-1-6.　gの設定を追加

tutorialsの重力してインストールする。加速度に書き直される。 gの方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタが悪 Y軸方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタにな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを今回チェックし、無ければのモデル Z軸方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタに合をわせるツール。。
方法の例については、基本的にまず、基本的に「regCase」が悪解が深まる。　特に析 caseに設定を追加されているツール。ことを確認後は、「、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリッ
クして「regionのファイル操作マニュアル　」画面を表示」、「させ、基本的に「region内のfile操作マニュアル　...」ボタンをクリック、基本的に
「constant」タグを選択して、基本的にfluidRegions内の「g」ファイルをダブルクリックしてeditorで操作できるツール。開く。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪「g」を開いて、基本的に重力してインストールする。加速度に書き直される。の方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタを Z軸方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタに修正した状態の確認。修正後は、「、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、図の様にの「配布された「>>」ボタンを
クリックして、基本的に流れ（体 regionにコピー配布された「するツール。。region「air」内のgファイルを直し、処理を高速化（接編集しても改善する為に、構わな操作方法の例についてい。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       uniformDimensionedVectorField;
    object      g;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [0 1 -2 0 0 0 0];
value           (0 0 -9.81); //Z軸方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタに修正

// ************************************************************************* //

9-6-1-7.　固体領域の物性値をセット設定を追加

固体領域の物性値をセットは、基本的に固体 region（heater）が悪内のthermophysicalPropertiesに記述する。するツール。ので操作できるツール。、基本的にこの内容を
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設定を追加するツール。。

設定を追加方法の例については、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「region内 file操作マニュアル　...」ボタンをクリックし、基本的に
「regionのファイル操作マニュアル　」画面を表示」、「するツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。「固体の材料設定を追加」タグを選択するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪こ
の画面を表示」、「させた状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に固体 regionの材料を設定を追加するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

TreeFoamは、基本的に固体材料のデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪を持っている。ってお互いにり返し処理用の、基本的にこのデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪を開いた状態の確認が悪表示」、「されているツール。。
この材料データベースで操作する為、操作性（生産性）が悪の保存場所に直接コは、基本的にデフォルトで操作できるツール。は、基本的に「~/OpenFOAM/multiRegionDB」に設定を追加されているツール。。
この場所に直接コにデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪が悪存在しないしな操作方法の例についてい場合を（初めて「regionのファイル操作マニュアル　」画面を表示」、「した時）が悪は、基本的に
TreeFoamが悪その場所に直接コにデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪を作マニュアル　成するツール。。

このデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪を使いやすくする為のえば、基本的に材料名を指定を追加して、基本的に物性値をセットが悪設定を追加で操作できるツール。きるツール。。デフォルトの材料は、基本的にAl, Cu, Fe, 
ceramic, moldが悪設定を追加されているツール。が悪、基本的に新たな操作方法の例について材料をデータベースで操作する為、操作性（生産性）が悪に登録するツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。。

この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に固体 regionの heaterに Cu材料を設定を追加するツール。。
設定を追加方法の例については、基本的に材料 DB内の「Cu」を選択するツール。。この後は、「、基本的に材料設定を追加内のheater行しているの「設定を追加候補」欄をダブルク」欄をダブルク
リックして設定を追加するツール。。（または、基本的に材料名とその材料を設定を追加するツール。regionを選択（複数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学選択可）が悪して ボタン
をクリックして設定を追加するツール。。）が悪
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この状態の確認で操作できるツール。、基本的にCu材が悪設定を追加候補」欄をダブルクとして設定を追加されたので操作できるツール。、基本的にこの材料をregionに設定を追加するツール。為に、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に「新
材料を設定を追加」ボタンをクリックするツール。。この操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にCu材が悪heaterに設定を追加されたことにな操作方法の例についてるツール。。

この内容をeditorで操作できるツール。確認するツール。場合をは、基本的にheater行しているの「現在しないの設定を追加」欄をダブルクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に確認で操作できるツール。き
るツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪確認した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.2.0                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       dictionary;
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    object      thermophysicalProperties;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

material    Cu;

thermoType
{
    type            heSolidThermo;
    mixture         pureMixture;
    transport       constIso;
    thermo          hConst;
    equationOfState rhoConst;
    specie          specie;
    energy          sensibleEnthalpy;
}

mixture
{
    specie
    {
        nMoles      1;
        molWeight   63;
    }

    transport
    {
        kappa   372;
    }

    thermodynamics
    {
        Hf      0;
        Cp      419;
    }

    equationOfState
    {
        rho     8960;
    }
}

// ************************************************************************* //

9-6-1-8.　region間の境界条件を変更する場合

region間の境界条件を変更する場合は、基本的にgridEditorで操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれで操作できるツール。確認するツール。。

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 ボタンをクリックして、基本的にgridEditorを起動するツール。。この状態の確認は、基本的にregion0の内容が悪表示」、「さ
れているツール。ので操作できるツール。、基本的にさら削除。に、基本的にgridEditor上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 をクリックして、基本的にregion名を指定を追加してこの内容を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的に
gridEditorで操作できるツール。再表示」、「させるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がは、基本的にregion「air」を選択して、基本的にgridEditorを開こうとしているツール。状態の確認。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的にairと heaterの境界条件を変更する場合にな操作方法の例についてるツール。。field内変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。され、基本的にその変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を使いやすくする為のってregion間の境界条
件を変更する場合が悪設定を追加されているツール。。
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例を多用してまとめている為、実際に試す事ができとして、基本的にair/T fieldの内容をeditorで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容で操作できるツール。記述する。されてお互いにり返し処理用の、基本的にシンプルな操作方法の例について記述する。に
な操作方法の例についてっているツール。。この内容は、基本的にregionWallBoundaryConditionsDictに基づき、基本的にregionWallBoundaryConditions
を実行しているして設定を追加された内容にな操作方法の例についてるツール。。（include行していると「".*._to_.*"」のwildCardが悪追加されるツール。。）が悪

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.1                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.0;
    format      ascii;
    class       volScalarField;
    location    "0/air";
    object      T;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

dimensions      [ 0 0 0 1 0 0 0 ];
#include "${FOAM_CASE}/include/variableSetting"
#include "${FOAM_CASE}/include/boundaryConditionsFluid"

internalField   uniform 300;

boundaryField
{
    inW
    {
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        type            zeroGradient;
    }
    outW
    {
        type            zeroGradient;
    }
    sideW
    {
        type            zeroGradient;
    }
    ".*._to_.*"
    {
        $:wallToRegion.T;
    }
}

// ************************************************************************* //

この設定を追加結果の確認は、基本的にgridEditorで操作できるツール。確認で操作できるツール。き、基本的に修正も改善する為に、可能を備えている。これら機能がだが悪、基本的にregionが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あるツール。場合をは、基本的に
regionWallBoundaryConditionsDictを修正するツール。方が悪容易にできる。に行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

RegionWallBoundaryConditionsDictの修正方法の例については、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に
「regionWallBCsEditor編集・設定を追加」ボタンをクリックし、基本的に「regionWallBCsEditor」を起動して、基本的にこの画
面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。修正するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容が悪設定を追加で操作できるツール。きるツール。。

・定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学名とその値をセット
・各ユーザの fieldの internalFieldの値をセットを、基本的に定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。した変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学名の値をセットを使いやすくする為のうかどうかを設定を追加
・各ユーザの fieldの境界条件を変更する場合の内容を設定を追加

以下の機能を備えている。これら機能がの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。は、基本的に流れ（体・固体とも改善する為に、T fieldが悪選択されているツール。ので操作できるツール。、基本的にそれぞれのT fieldの設定を追加内容が悪表示」、「
されているツール。。
内容を変更したい場合をは、基本的に変更するツール。fieldを選択し、基本的にその内容が悪表示」、「されているツール。テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪内を直し、処理を高速化（接
編集するツール。。編集後は、「「設定を追加」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に編集内容が悪reginWallBoundaryConditionsDictに反
映させる。され、基本的に各ユーザの field内容も改善する為に、書いている。き換する例えら削除。れ、基本的にfieldの内容が悪再設定を追加されるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

k、基本的にepsilonの初期値をセットについては、基本的に今回チェックし、無ければは、基本的に層流れ（で操作できるツール。計算するツール。ので操作できるツール。、基本的にdefaultの設定を追加で操作できるツール。問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてい。
も改善する為に、し、基本的に乱流れ（（k-ε）が悪で操作できるツール。計算するツール。様に工夫したものが、で操作できるツール。あれば、基本的にここで操作できるツール。修正してお互いにく。修正方法の例については、基本的に「変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学名・値をセットの定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。」欄の
「turbK」と「turbEpsilon」の値をセットを直し、処理を高速化（接修正するツール。。
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また、基本的に同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの「textEditorによるツール。 Dict編集」ボタンをクリックした場合をは、基本的にeditorで操作できるツール。
regionWallBoundaryConditiondDictが悪編集で操作できるツール。きるツール。。
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以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的にregionWallBoundaryConditionsDictを editorで操作できるツール。開いた内容にな操作方法の例についてるツール。。
この内容を直し、処理を高速化（接編集しても改善する為に、構わな操作方法の例についてい。編集した内容を各ユーザの fieldに反映させる。するツール。為には、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、図の様にの「Dict実行している（設
定を追加）が悪」ボタンをクリックして、基本的に各ユーザの fieldにその内容を反映させる。させるツール。。

/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  2.3.0                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.3;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "";
    object      regionWallBoundaryConditionsDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

//directory of include files
//  Below include 3 files are createed at next below directory.
//  If its directory does not exist, its directory is created.
//  - variableSetting
//  - boundaryConditionsFluid
//  - boundaryConditionsSold
//
includeDir      "${FOAM_CASE}/include";

// variable setting
variableSetting
{
    iniTemp         300;
    iniVelocity     (0 0 0);
    zeroVelocity    (0 0 0);
    iniPress        100000;
    turbEpsilon     0.01;
    turbK           0.1;
}

245



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

//internal fields setting for variableName
//  If field does not exist in region, is not apply, so is not change.
//  And if internalField type is nonuniform, should not be applied.
//
// example:
//      U           iniVelocity;
//
//  InternalField of U is set 'internalField uniform $iniVelocity;'.
//
internalFields
{
    fluidRegions
    {
        U           iniVelocity;
        epsilon     turbEpsilon;
        k           turbK;
        p           iniPress;
        p_rgh       iniPress;
    }
    solidRegions
    {
        p           iniPress;
    }
}

//boundary conditions of walls between regions
//  If the field does not exist in region, its boundary condition is not changed.
//
regionWallBoundaryConditions
{
    fluidRegions
    {
        T
        {
            type compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
            value uniform $iniTemp;
            Tnbr T;
            kappa fluidThermo;
            kappaName none;
        }

        U
        {
            type fixedValue;
            value uniform $zeroVelocity;
        }

        epsilon
        {
            type compressible::epsilonWallFunction;
            value uniform $turbEpsilon;
        }
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        k
        {
            type compressible::kqRWallFunction;
            value uniform $turbK;
        }

        p
        {
            type calculated;
            value uniform $iniPress;
        }

        p_rgh
        {
            type fixedFluxPressure;
            value uniform $iniPress;
            gradient uniform 0;
        }

    }
    solidRegions
    {
        T
        {
            type compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
            value uniform $iniTemp;
            Tnbr T;
            kappa solidThermo;
            kappaName none;
        }

        p
        {
            type calculated;
            value uniform $iniPress;
        }

    }
}

//special setting
//  If you want to set the special boundaryCondition to special region wall,
//  you can get it using wild card of patch name from below setting.
//
//  This setting is that heat flux does not flow between *Solid and topAir.
//
//"topAir_to_.*.Solid"
//{
//    fluidRegions
//    {
//        T
//        {
//            type zeroGradient;
//        }
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//    }
//}
//".*.Solid_to_topAir"
//{
//    solidRegions
//    {
//        T
//        {
//            type zeroGradient;
//        }
//    }
//}

// ************************************************************************* //

regionWallBoundaryConditionsDictは、基本的にregion間の境界条件を変更する場合を「".*._to_.*"」の様に工夫したものが、な操作方法の例についてwildCard（正規表
現）が悪で操作できるツール。設定を追加しているツール。。
この様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてを取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（った事で操作できるツール。、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記リスで操作する為、操作性（生産性）が悪トの最後は、「で操作できるツール。コメントアウトしているツール。場所に直接コ（「special setting」内）が悪
で操作できるツール。使いやすくする為のっているツール。様に工夫したものが、な操作方法の例についてwildCardを追加するツール。事により返し処理用の、基本的に特に別のな操作方法の例についてregion間が悪指定を追加で操作できるツール。き、基本的にこれに特に別のな操作方法の例について境界条件を変更する場合を設
定を追加するツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてっているツール。。
regionWallBoundaryConditionsDictを直し、処理を高速化（接editorで操作できるツール。編集するツール。場合を、基本的にこれが悪実現で操作できるツール。きるツール。メリットが悪あるツール。。

9-6-1-9.　境界条件を変更する場合の設定を追加

region間以外にの境界条件を変更する場合が悪未設定を追加の為、基本的にここで操作できるツール。設定を追加するツール。。
境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。patchとその内容は、基本的に今回チェックし、無ければの場合を、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

流れ（体側（空気と固体間の熱移動を計算する為の）が悪
　inW 流れ（入れ替え面：流体x方向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタに300 Kの流れ（速1 m/sを与えられた「えるツール。
　outW 流れ（出面：流体圧力してインストールする。 1e-5 Paを設定を追加
　saideW 壁

固体側（Cu）が悪
　heaterW 一定を追加の温度に書き直される。勾配▽T 500 K/mを与えられた「えるツール。

材料が悪Cuの為、基本的にq = -κ・▽T = -186e3 W/m2 の熱流れ（束を与えられた「えるツール。事にな操作方法の例についてるツール。

k, epsilonの設定を追加については、基本的に今回チェックし、無ければは層流れ（で操作できるツール。計算するツール。為、基本的にdefaultの設定を追加で操作できるツール。問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてい。
最終的にに、基本的に流れ（体・固体に分を削除）け時、て以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加した。
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9-6-1-10.　計算開始

以上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。全てての設定を追加が悪終了したので操作できるツール。、基本的に計算開始させるツール。。設定を追加が悪誤っていな操作方法の例についていか確認するツール。為に、基本的にまず、基本的に ボタン
をクリックして、基本的にシングルコアで操作できるツール。計算させるツール。。問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてく計算で操作できるツール。きるツール。ようで操作できるツール。あれば、基本的に6-2-7項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的に ボ
タンをクリックして、基本的に並列計算の設定を追加を行しているう。以下の機能を備えている。これら機能がの設定を追加は、基本的にscotchで操作できるツール。 meshを 4並列用してまとめている為、実際に試す事ができに分を削除）割するツール。設定を追加。

multiRegionの場合を、基本的にメッシュを分を削除）割するツール。為のdecomposeParDictが悪各ユーザの region毎に存在しないするツール。。
ボタンをクリックして「並列計算」画面を表示」、「した段階ではで操作できるツール。、基本的に各ユーザの region内のdecomoseParDictの存在しない

を確認し、基本的に存在しないしな操作方法の例についてい場合をは、基本的にdefaultの decomposeParDictを各ユーザの region内に作マニュアル　成するツール。。

並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学や、基本的にmesh分を削除）割方法の例についてを修正するツール。ようで操作できるツール。あれば、基本的に「並列計算」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に直し、処理を高速化（接修正し、基本的に「nCPU,method設
定を追加」ボタンをクリックするツール。。これにより返し処理用の、基本的に全ててのregion内のdecomposeParDictが悪修正されるツール。。この修正は、基本的に
decomposeParDict内の、基本的にnCPUと methodのみ修正。書いている。き換する例えるツール。為、基本的に特に別のな操作方法の例についてregionに特に別のな操作方法の例についてdecomposeParDictを作マニュアル　
成しても改善する為に、、基本的にこの内容（nCPUと method以外に）が悪は保存されるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に「Dict確認・編集」ボタンをクリックして「region間のファイル操作マニュアル　」画面を表示」、「させた状態の確認。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にの画面の様に工夫したものが、に、基本的にdecomposeParDictは、基本的に今回チェックし、無ければの場合を、基本的に3箇所に直接コ（選択しているツール。場所に直接コ）が悪存在しないしているツール。。

特に別のな操作方法の例についてregionに特に別のな操作方法の例についてdecomposeParDictを設定を追加するツール。場合をは、基本的にregionを選択して、基本的にそのregion内の
decomposeParDictを開き、基本的に編集するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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decomposeParDictを完成させた後は、「は、基本的に6-2-7項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に「mesh分を削除）割」ボタンで操作できるツール。メッシュをprocessor毎に分を削除）
割し、基本的に「並列計算開始」ボタンで操作できるツール。、基本的に計算を開始させるツール。。

計算終了後は、「、基本的に「結果の確認の再構築」ボタンで操作できるツール。各ユーザの processor毎の計算結果の確認を結合をしcaseフォルダ直し、処理を高速化（下の機能を備えている。これら機能がに保存するツール。。
計算結果の確認を再構築後は、「は、基本的に各ユーザの processorに散らばっている為ら削除。ばっているツール。結果の確認データを削除してお互いにく。（削除方法の例については、基本的に6-2-7
項の基本的な操作方法の例についてを参照。）が悪

結果の確認を確認するツール。為に、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックしてparaFoamを起動するツール。が悪、基本的に今回チェックし、無ければの場合を、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの
様に工夫したものが、に「paraFoam -builtin」のオプションを選択してparaFoamを起動した。
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multiRegionの case場合を、基本的にparaFoamをオプション無ければしで操作できるツール。起動するツール。と、基本的に起動後は、「、基本的に各ユーザの regionを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例
必要アプリが悪あり返し処理用の、基本的にregionが悪多くあるツール。と、基本的に手間が悪かかるツール。。「paraFoem -builtin」で操作できるツール。paraFoamを起動するツール。と、基本的に
全て regionの全て fieldを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例設定を追加で操作できるツール。paraFoamが悪起動するツール。ので操作できるツール。、基本的に結果の確認が悪直し、処理を高速化（ぐに確認で操作できるツール。きるツール。が悪、基本的に欠けるなど）場合は、レイヤの厚さを点で、その
も改善する為に、あるツール。ので操作できるツール。、基本的に状況は、に合をわせて確認するツール。。（9-6-1-11項の基本的な操作方法の例についてを参照）が悪

下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に1s後は、「の計算結果の確認をparaFoamで操作できるツール。確認した結果の確認にな操作方法の例についてるツール。。

　 　

　

multiRegionの計算が悪で操作できるツール。きたが悪、基本的に今の状態の確認は、基本的に流れ（体「air」にレイヤ作成が悪付け時、いていな操作方法の例についてい状態の確認。
流れ（体 regionにレイヤ作成を付け時、け時、るツール。事も改善する為に、で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に付け時、け時、るツール。場合をは、基本的に9-6-2項の基本的な操作方法の例についてを参照。

9-6-1-11.　paraFoamによるツール。計算結果の確認の確認について

multiRegionCaseの場合を、基本的に計算結果の確認が悪各ユーザの regionに散らばっている為ら削除。ばっているツール。ので操作できるツール。、基本的に通常の起動方法通り返し処理用のにparaFoamを起動するツール。と、基本的に
各ユーザの regionの結果の確認を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例必要アプリが悪生じ設定で可能になっている。、基本的にregionが悪多くあるツール。場合をは、基本的に手間が悪増えるので、操作が煩雑になってしまう。えてしまう。
この手間を省く方法の例についてとして、基本的にTreeFoamで操作できるツール。は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの2点で、そのの方法の例についてを準備しているツール。。

1)　「-builtin」オプション付け時、きで操作できるツール。paraFoamを起動するツール。。
2)　オプション無ければしで操作できるツール。paraFoamを起動して、基本的に結果の確認を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例マクロを使いやすくする為のって処理するツール。

その詳細かくする為の領域を定義な操作方法の例について使いやすくする為のい方は、基本的に次項の基本的な操作方法の例について以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。示」、「す。

1)　「-builtin」オプション付け時、きで操作できるツール。paraFoamを起動

この方法の例については、基本的に最も改善する為に、簡単に編集できに結果の確認を確認で操作できるツール。きるツール。方法の例についてにな操作方法の例についてるツール。。その方法の例については、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックし
て、基本的に表示」、「された「paraFoamの起動オプション」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に「-builtin」オプションを選択して
「OK」ボタンをクリックするツール。。これにより返し処理用の、基本的にparaFoamが悪「-builtin」オプション付け時、きで操作できるツール。起動するツール。。
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この方法の例についてで操作できるツール。paraFoamを起動するツール。と、基本的に各ユーザの region、基本的に各ユーザの field
のデータを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ状態の確認で操作できるツール。paraFoamが悪起動するツール。。
右クリックする図の様には、基本的にparaFoamが悪起動した直し、処理を高速化（後は、「の状態の確認を示」、「しているツール。
が悪、基本的にこの様に工夫したものが、に各ユーザの region、基本的に各ユーザの fieldが悪既に、にチェックされ
た状態の確認で操作できるツール。paraFoam起動しているツール。。

この為、基本的に後は、「は緑色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの「Apply」ボタンをクリックするツール。だけ時、
で操作できるツール。、基本的に結果の確認が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

ただし、基本的にこの方法の例について（「-builtin」オプション付け時、きで操作できるツール。
paraFoamを起動）が悪は、基本的にfield内の実データしか読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（めな操作方法の例についてい。

今回チェックし、無ければのcaseの場合を、基本的に計算前の境界条件を変更する場合を設定を追加しているツール。
fieldには、基本的に9-6-1-8項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。記しているツール。様に工夫したものが、に、基本的に#includeを
使いやすくする為のって$iniTemp等のの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。しているツール。が悪、基本的にこの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪
読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（めな操作方法の例についてくな操作方法の例についてってしまい、基本的にエラーが悪発生するツール。。
このような操作方法の例について場合をは、基本的にparaFoamをオプション無ければし（次項の基本的な操作方法の例についての
方法の例について）が悪で操作できるツール。起動して読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例。

計算結果の確認が悪保存されたfieldには、基本的に変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学はな操作方法の例についてく、基本的に実データ
が悪入れ替えっているツール。ので操作できるツール。、基本的にそのまま読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。。

2)　オプション無ければしで操作できるツール。paraFoamを起動して、基本的に結果の確認を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例マクロを使いやすくする為のって処理

paraFoamをオプション無ければしで操作できるツール。起動してしまうと、基本的に起動後は、「に各ユーザの regionの各ユーザの fieldのデータを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例操作マニュアル　が悪
必要アプリにな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に操作マニュアル　が悪煩雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、にな操作方法の例についてってしまう。しかし、基本的に前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。は読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（めな操作方法の例についてかった実データ以外にの変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学の値をセットも改善する為に、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（
むメッシュ作成の例事が悪で操作できるツール。きるツール。。

操作マニュアル　の煩雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、さを少しでも改善する為に、しで操作できるツール。も改善する為に、軽減で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にするツール。為に、基本的に全て regionと全て fieldを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例マクロを準備しているツール。
ので操作できるツール。、基本的にこれを使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。。

マクロの使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの方法の例についてによるツール。。
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(1)　paraFoamの起動

TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に表示」、「された「paraFoamの起動オプション」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様に
の様に工夫したものが、にオプション無ければしを選択して「OK」ボタンをクリックしてparaFoamを起動するツール。。

(2)　paraFoamにマクロボタン設定を追加

paraFoamが悪起動した後は、「、基本的にマクロを設定を追加するツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様にのようにメニューバー「Macros」＞「Add new macro...」を選択するツール。。
macroは、基本的に「$TreeFoamPath/TreeFoam/python/paraView」フォルダ内に
「loadRegionsCheckFields.py」が悪準備してあるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを選択して「OK」ボタンをクリックするツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　により返し処理用の、基本的にマクロボタンが悪下の機能を備えている。これら機能が図の様にのように追加されるツール。。
このマクロボタンは、基本的に一度に書き直される。追加するツール。と、基本的に次回チェックし、無ければ起動時も改善する為に、保持っている。されたままな操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的にこの操作マニュアル　を一回チェックし、無ければ行しているえば
済む。むメッシュ作成の例。マクロボタンを削除するツール。場合をは、基本的にメニューバー「Macros」＞「Delete...」＞
「loadRegionsCheckFields」を選択すれば、基本的に選択したマクロを削除するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

(3)　結果の確認の読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。

結果の確認を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例為に、基本的に設定を追加したマクロボタン「loadRegionsCheckFields」をクリックするツール。。下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪マ
クロボタンをクリックした後は、「の状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。全ててのregionと全ててのfieldが悪読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（まれた状態の確認の為、基本的に
後は、「は緑色が濃い青に変わるので、今の画面が非表示なのか全表示なのかはの「Apply」ボタンをクリックすれば読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。が悪完了するツール。。

この状態の確認で操作できるツール。も改善する為に、、基本的に結果の確認を確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。が悪、基本的に次項の基本的な操作方法の例についての様に工夫したものが、に読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ全て regionを DataSetsとして
Group化するツール。事で操作できるツール。さら削除。に使いやすくする為のいやすくな操作方法の例についてるツール。。
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(4)　regionを DataSetsとしてGroup化

読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（んだ全て regionを選択し、基本的に ボタンをクリックしてGroup化するツール。。

この後は、「、基本的に最終的にに最下の機能を備えている。これら機能が行しているのGroupDataSets1を選択して、基本的に結果の確認を確認するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
このGroupDataSets1は、基本的に全ててのregionを 1セットとして確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。為、基本的に使いやすくする為のいやすくな操作方法の例についてるツール。。
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9-6-2.　multiRegionCase：流体流れ（体 regionにレイヤ作成を追加するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

9-6-1項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。multiRegionの caseを作マニュアル　成したが悪、基本的に流れ（体部にレイヤ作成が悪付け時、いていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこの部分を削除）にレイヤ作成を付け時、
け時、てみ修正。るツール。。

レイヤ作成を付け時、け時、るツール。方法の例については、基本的に付け時、け時、たいregion（今回チェックし、無ければはair）が悪のメッシュをmultiRegionで操作できるツール。はな操作方法の例についてく、基本的に通常の起動方法のcase
にコピーし、基本的にここで操作できるツール。snappyHexMeshを使いやすくする為のってメッシュにレイヤ作成を付け時、け時、るツール。。この後は、「、基本的に元にのmultiRegionの case
にメッシュを戻るす方法の例についてをとるツール。。

具体的にには、基本的に次項の基本的な操作方法の例について以降の起動時は、の手順を踏まえて、ここで、んで操作できるツール。作マニュアル　成するツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

9-6-2-1.　メッシュを通常の起動方法のcaseにコピー

レイヤ作成をつけ時、るツール。為の仮ののcaseが悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。tutorialsの cavityを使いやすくする為のうことにするツール。。この為、基本的にcavityの
caseを tutorialsから削除。コピーし「./Allrun」を実行している後は、「、基本的に ボタンをクリックして、基本的に計算結果の確認等のの不要アプリな操作方法の例について
ファイルを削除して、基本的にcaseを初期化してお互いにく。

メッシュのコピー先は、のcaseが悪準備で操作できるツール。きたので操作できるツール。、基本的に9-4-2項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。メッシュを入れ替えれ変えるツール。。この為に、基本的に ボ
タンをクリックして、基本的に「meshの入れ替えれ替ええ」タグを選択して、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に「コピー元に：流体regCase」「コピー
先は、：流体cavity」に設定を追加して、基本的に各ユーザの々のメッシュ保存先は、を選択して、基本的にメッシュを入れ替えれ替ええるツール。。

メッシュを入れ替えれ替ええた後は、「は、基本的にcavity側で操作できるツール。layerを付け時、け時、るツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。

9-6-2-2.　レイヤ作成の追加

cavity上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。レイヤ作成を作マニュアル　成するツール。。作マニュアル　成方法の例については、基本的に7-1-6項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。、基本的にレイヤ作成を付け時、け時、るツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。 ボタンをクリックし、基本的に「snappyHexMeshによるツール。mesh作マニュアル　成...」ボタンをクリックして、基本的に以下の機能を備えている。これら機能が
の様に工夫したものが、に、基本的に「Dict作マニュアル　成」ボタンをクリックし、基本的に「layerの設定を追加」画面を表示」、「させ、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。追加するツール。レイ
ヤ作成の設定を追加を行しているう。
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レイヤ作成を付け時、け時、るツール。patchは、基本的に「air_to_heater」と「sideW」にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にそれぞれ、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。作マニュアル　成しているツール。。
レイヤ作成は、基本的に絶対寸法の例についてで操作できるツール。指定を追加するツール。様に工夫したものが、に設定を追加し、基本的にレイヤ作成の厚さ設定は相対厚さ設定（さのみ修正。をそれぞれで操作できるツール。変更して設定を追加しているツール。。
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上で操作できる様に工夫したものが、記の設定を追加で操作できるツール。、基本的にレイヤ作成を作マニュアル　成した結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。

断とサーバのアンマウント面の状態の確認 heater部の拡大

　 　

9-6-2-3.　レイヤ作成付け時、きのメッシュをmultiRegionの caseに戻るす

前項の基本的な操作方法の例についてのレイヤ作成付け時、きメッシュを元にのmultiRegionの caseに戻るして、基本的に最終的ににレイヤ作成付け時、きのmultiRegionの
caseにするツール。。

方法の例については、基本的に9-6-2-1項の基本的な操作方法の例についての反対の操作マニュアル　をするツール。事にな操作方法の例についてるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にレイヤ作成付け時、きのメッシュ「cavity/0.05/
polyMesh」を「regCase/constant/air」に戻るすことにな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に各ユーザの々これら削除。のメッシュを選択して、基本的にコピー
するツール。。

コピー時に「internalFieldをクリアするツール。」内容のメッセージが悪で操作できるツール。るツール。が悪、基本的にこれは、基本的にメッシュにレイヤ作成を追加
した為、基本的にcellの総数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学が悪変わっているツール。。この為、基本的にinternalFieldにセットされているツール。「nonunifoem」形式に変換する例の
データは、基本的に意味を持っている。を持っている。たな操作方法の例についてくな操作方法の例についてるツール。為、基本的にこのメッセージが悪で操作できるツール。るツール。。今回チェックし、無ければは、基本的に全ててのinternalFieldが悪「uniform」
形式に変換する例のデータの為、基本的に問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてい。

も改善する為に、し、基本的にsetFieldsな操作方法の例についてどで操作できるツール。データをセットしていた場合をは、基本的にこれが悪クリアされてしまう事にな操作方法の例についてるツール。。
この場合をは、基本的に再度に書き直される。 setFieldsを使いやすくする為のって再セットするツール。か、基本的にmapFieldsで操作できるツール。再セットし直し、処理を高速化（す事にな操作方法の例についてるツール。。
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setFieldsを使いやすくする為のう場合をは、基本的に再度に書き直される。 cellSetを作マニュアル　るツール。事にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的にmapFieldsの場合をは、基本的にデータが悪セットされ
ているツール。fieldを使いやすくする為のうので操作できるツール。、基本的にこの方が悪手間が悪省け時、るツール。。mapFieldsの方法の例については、基本的に9-3-2項の基本的な操作方法の例について参照。

以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に最終的ににで操作できるツール。きあが悪ったメッシュにな操作方法の例についてるツール。。

　 　

9-6-2-4.　計算開始

レイヤ作成付け時、きのメッシュで操作できるツール。計算させてみ修正。るツール。。前項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について方法の例についてで操作できるツール。1sまで操作できるツール。計算させた結果の確認が悪、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
レイヤ作成を付け時、け時、た事によって、基本的に境界部の速度に書き直される。分を削除）布された「の精度に書き直される。が悪向きを反転させる事ができる。操作方法は、いずれも対象ファイルを選択してボタ上で操作できる様に工夫したものが、した為、基本的にair部の温度に書き直される。分を削除）布された「が悪9-6-1項の基本的な操作方法の例についてのレイヤ作成
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無ければしに比べて容易にメッシュを作る事ができるメリットがある。べて若干変化しているツール。。
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9-6-3.　multiRegionCase：流体形状変更したモデルの再解が深まる。　特に析例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ

multiRegionの場合を、基本的に各ユーザの region毎に境界条件を変更する場合を設定を追加するツール。必要アプリが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にregionが悪多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あるツール。と設定を追加が悪煩雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、
とな操作方法の例についてり返し処理用のミ箱に移動する。スで操作する為、操作性（生産性）が悪も改善する為に、増えるので、操作が煩雑になってしまう。えるツール。。これを少しでも改善する為に、しで操作できるツール。も改善する為に、軽減するツール。為に、基本的に9-6-1-8項の基本的な操作方法の例についての様に工夫したものが、にregionWallBoundaryConditionsDict
を作マニュアル　成して設定を追加で操作できるツール。きるツール。ようにしているツール。。

さら削除。に、基本的に完成した境界条件を変更する場合については、基本的に各ユーザの regionの境界条件を変更する場合の全ててが悪保存で操作できるツール。きるツール。状態の確認にしているツール。。この為、基本的に
これを使いやすくする為のうことによって、基本的に領域分を削除）割後は、「、基本的に保存した境界条件を変更する場合を速やかに再設定を追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
この為、基本的にregionと patch名が悪変わら削除。ず、基本的に形状のみ修正。を変更したモデルの場合を、基本的に境界条件を変更する場合の設定を追加が悪速やかに行しているえ
るツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
上で操作できる様に工夫したものが、記したことを想定を追加して、基本的に9-6-1項の基本的な操作方法の例についてのcaseを例を多用してまとめている為、実際に試す事ができに取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（って、基本的に全てての境界条件を変更する場合を保存、基本的に設定を追加してみ修正。るツール。。

9-6-3-1.　全て境界条件を変更する場合の取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得・保存

その方法の例については、基本的に対象であるとするツール。multiRegionの caseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加した上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に ボタンをクリックして、基本的に
「multiRegionの設定を追加」画面を表示」、「させ、基本的に「現設定を追加を取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得・作マニュアル　成」ボタンをクリックして、基本的に境界条件を変更する場合を保存
するツール。ファイル名を入れ替え力してインストールする。するツール。。これにより返し処理用の、基本的に境界条件を変更する場合の内容が悪保存されるツール。。（今回チェックし、無ければの場合を、基本的に「system/
changeDictionaryAllRegionsDict-auto」に保存した。）が悪

この中のテキストは、文字数の制限（に、基本的に全ててのregionの境界条件を変更する場合が悪保存されているツール。。このファイルの内容は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
この内容から削除。わかるツール。様に工夫したものが、に、基本的に全て regionの baoundaryと各ユーザの fieldの boundaryFieldの内容（zeroGradient以
外に）が悪が悪保存されているツール。。

また、基本的にこの内容は、基本的に各ユーザの regionに対するツール。changeDictionaryDictを、基本的に各ユーザの region毎にまとめた書いている。式に変換する例にな操作方法の例についてってい
るツール。為、基本的にこの内容を適用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。ためには、基本的にここから削除。各ユーザの regionに対応するツール。部分を削除）を抜く（き出し、基本的に各ユーザの regionに配布された「して、基本的に
changeDictionaryを実行しているするツール。だけ時、で操作できるツール。、基本的にその境界条件を変更する場合が悪適用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。きるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
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/*--------------------------------*- C++ -*----------------------------------*\
| =========                 |                                                 |
| \\      /  F ield         | OpenFOAM: The Open Source CFD Toolbox           |
|  \\    /   O peration     | Version:  1.6.x                                 |
|   \\  /    A nd           | Web:      www.OpenFOAM.org                      |
|    \\/     M anipulation  |                                                 |
\*---------------------------------------------------------------------------*/
FoamFile
{
    version     2.3.1;
    format      ascii;
    class       dictionary;
    location    "system";
    object      changeDictionaryAllRegionsDict;
}
// * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * //

air
{
    dictionaryReplacement
    {
        boundary
        {
            air_to_heater
            {
                type mappedWall;
                inGroups 1(wall);
                sampleMode nearestPatchFace;
                sampleRegion heater;
                samplePatch heater_to_air;
            }
            inW
            {
                type wall;
                inGroups 1(wall);
            }
            outW
            {
                type wall;
                inGroups 1(wall);
            }
            sideW
            {
                type wall;
                inGroups 1(wall);
            }
        }
        
        T
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
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            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform 300;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
                    value uniform $iniTemp;
                    Tnbr T;
                    kappa fluidThermo;
                    kappaName none;
                }
                inW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform 300;
                }
                outW
                {
                    type inletOutlet;
                    value uniform 300;
                    inletValue uniform 300;
                }
                sideW
                {
                    type zeroGradient;
                }
            }
        }
        U
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform $iniVelocity;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform $zeroVelocity;
                }
                inW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform ( 1.0 0 0 );
                }
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                outW
                {
                    type inletOutlet;
                    value uniform ( 1 0 0 );
                    inletValue uniform ( 0 0 0 );
                }
                sideW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform $zeroVelocity;
                }
            }
        }
        epsilon
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform 0.003;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type compressible::epsilonWallFunction;
                    value uniform $turbEpsilon;
                }
                inW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform 0.003
                }
                outW
                {
                    type inletOutlet;
                    value uniform $turbEpsilon;
                    inletValue uniform 0.003;
                }
                sideW
                {
                    type compressible::epsilonWallFunction;
                    value uniform 0.003;
                }
            }
        }
        k
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
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            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform 0.005;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type compressible::kqRWallFunction;
                    value uniform $turbK;
                }
                inW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform 0.005;
                }
                outW
                {
                    type inletOutlet;
                    value uniform $turbK;
                    inletValue uniform 0.005;
                }
                sideW
                {
                    type compressible::kqRWallFunction;
                    value uniform 0.005;
                }
            }
        }
        p
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform $iniPress;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type calculated;
                    value uniform $iniPress;
                }
                inW
                {
                    type calculated;
                    value uniform $iniPress;
                }
                outW
                {
                    type calculated;
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                    value uniform $iniPress;
                }
                sideW
                {
                    type calculated;
                    value uniform $iniPress;
                }
            }
        }
        p_rgh
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform $iniPress;
            boundaryField
            {
                
                air_to_heater
                {
                    type fixedFluxPressure;
                    value uniform $iniPress;
                    gradient uniform 0;
                }
                inW
                {
                    type fixedFluxPressure;
                    value uniform $iniPress;
                }
                outW
                {
                    type fixedValue;
                    value uniform $iniPress;
                }
                sideW
                {
                    type fixedFluxPressure;
                    value uniform $iniPress;
                }
            }
        }
        
    }
}
heater
{
    dictionaryReplacement
    {
        boundary
        {
            heaterW
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            {
                type wall;
                inGroups 1(wall);
            }
            heater_to_air
            {
                type mappedWall;
                inGroups 1(wall);
                sampleMode nearestPatchFace;
                sampleRegion air;
                samplePatch air_to_heater;
            }
        }
        
        T
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform 300;
            boundaryField
            {
                
                heaterW
                {
                    type fixedGradient;
                    gradient uniform 500;
                    value uniform $iniTemp;
                }
                heater_to_air
                {
                    type compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
                    value uniform $iniTemp;
                    Tnbr T;
                    kappa solidThermo;
                    kappaName none;
                }
            }
        }
        p
        {
            iniTemp 300;
            iniVelocity (0 0 0);
            zeroVelocity (0 0 0);
            iniPress 100000;
            turbEpsilon 0.07;
            turbK 0.01;
            internalField uniform $iniPress;
            boundaryField
            {
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                heaterW
                {
                    type calculated;
                    value uniform $iniPress;
                }
                heater_to_air
                {
                    type calculated;
                    value uniform $iniPress;
                }
            }
        }
        
    }
}

//************************************************************************* //

9-6-3-2.　保存した全て境界条件を変更する場合の適用してまとめている為、実際に試す事ができ

境界条件を変更する場合を適用してまとめている為、実際に試す事ができしたいcaseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加するツール。。このcase内に前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。境界条件を変更する場合を保存したファイル
「changeDictionaryAllRegionsDict-auto」が悪systemフォルダ内に存在しないしているツール。事を確認し、基本的に存在しないしな操作方法の例についてい場
合をは、基本的にコピーしてくるツール。。

境界条件を変更する場合を保存したファイル「changeDictionaryAllRegionsDict-auto」を適用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。為には、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の
ボタンをクリックして、基本的に「multiRegionの設定を追加」画面を表示」、「させるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、の「changeDict編集・実

行している...」ボタンをクリックして、基本的に保存したファイルを選択して、基本的に「実行している...」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。適用してまとめている為、実際に試す事ができ
で操作できるツール。きるツール。。
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この適用してまとめている為、実際に試す事ができ方法の例については、基本的に境界条件を変更する場合が悪保存された「changeDictionaryAllReginsDict-auto」ファイルの内容を各ユーザの
region毎に抜く（き出して、基本的にchangeDictionaryDictを作マニュアル　り返し処理用の出し、基本的にこれをsystem内の各ユーザの regionに配布された「して、基本的に
changeDictionaryコマンドをを実行しているして、基本的に保存した境界条件を変更する場合を適用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の様に工夫したものが、に、基本的に全ててのregionの境界条件を変更する場合を保存した「changeDictionaryAllRegionsDict-auto」を作マニュアル　成してお互いに
け時、ば、基本的にモデル形状が悪変わっても改善する為に、、基本的にregion名とpatch名が悪変わっていな操作方法の例についてけ時、れば、基本的に境界条件を変更する場合が悪速やかに設定を追加で操作できるツール。き
るツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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9-6-4.　multiRegionCase：流体region名を変更するツール。場合を

多大な操作方法の例について時間を掛けてできあがったけ時、てで操作できるツール。きあが悪ったmultiRegionの region名を変更したい場合をには、基本的にそれが悪関する部分のみ修正。連するツール。箇所に直接コが悪
多数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学あり返し処理用の、基本的にeditorで操作できるツール。修正するツール。事は、基本的に不可能を備えている。これら機能がに近い。通常であれば、領域分割前に戻り、い。通常の起動方法で操作できるツール。あれば、基本的に領域分を削除）割前に戻るり返し処理用の、基本的にcellZone名を変更
して、基本的に領域分を削除）割し直し、処理を高速化（すところから削除。始めるツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

この様に工夫したものが、な操作方法の例について手間を省くために、基本的にTreeFoamで操作できるツール。は、基本的にregion名を一括して削除できる。各して変更で操作できるツール。きるツール。方法の例についてを準備しているツール。。
9-6-1項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したmultiRegionの caseで操作できるツール。 region名を変更してみ修正。るツール。。

変更方法の例については、基本的に変更したいmultiRegionの caseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加し、基本的に ボタンをクリックして
「multiRegionの設定を追加」画面を表示」、「させ、基本的に「region名の変更・追加・削除...」ボタンをクリックして、基本的に現
れた「regionの追加・削除」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にregion名を変更するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。

「regionの追加・削除」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に今のcase内には、基本的に「air」と「heater」のregionが悪存在しないしているツール。事が悪
判る。るツール。。ここで操作できるツール。、基本的に「heater」regionを「cylHeater」に変更してみ修正。るツール。。

変更するツール。region名は、基本的に「_」を含むメッシュ作成の例まな操作方法の例についてい文の扱い字フォルダ）の数等の列で操作できるツール。表現するツール。。この理由な形状のメッシュを作成する事ができるのでは、基本的にregion間のpatch名が悪「**
*_to_***」の様に工夫したものが、に表現されているツール。ので操作できるツール。、基本的に今回チェックし、無ければの様に工夫したものが、な操作方法の例についてregion名変更時の検索し、そのに引き続きっかから削除。な操作方法の例についてい様に工夫したものが、にす
るツール。為。

その変更方法の例については、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に変更したいregion「heater」を選択し、基本的に「変更」ボタンをクリックするツール。。こ
れにより返し処理用の、基本的に新しいregion名をきいてくるツール。ので操作できるツール。、基本的に変更後は、「のregion名「cylHeater」を入れ替え力してインストールする。するツール。。
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region名の入れ替え力してインストールする。により返し処理用の、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、にregion名が悪「cylHeater」変更されるツール。。

この変更は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの内容を修正しているツール。。

regionProperties heater　→　cylHeater　へ修正
0, constant, system内 regionのフォルダ名を修正
全て regionの boundary 「heater_to_」と「_to_heater」の文の扱い字フォルダ）の数等の列を修正

heater　→　cylHeater　へ修正
全て region内の全て field patch名の「heater_to_」と「_to_heater」の文の扱い字フォルダ）の数等の列を修正

変更内容を確認するツール。為に、基本的にgridEditorを起動してみ修正。るツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪airと cylHeaterの regionを確認した結果の確認
にな操作方法の例についてるツール。。patch名とboundaryの内容が悪変更されているツール。事が悪判る。るツール。。
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9-6-5.　multiRegionCase：流体regionを追加するツール。場合を

既に、にで操作できるツール。きあが悪ったmultiRegionの caseに新たな操作方法の例についてregionを追加するツール。場合をを考え方で、えてみ修正。るツール。。

この場合をは、基本的に既に、にで操作できるツール。きあが悪っているツール。patchの形状に合をわせて、基本的に新しいregionを追加するツール。事にな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的に追
加で操作できるツール。きるツール。regionの形状には制限インストールされている事が前提になる。が悪あるツール。。自の環境に合わせな由な形状のメッシュを作成する事ができるのでな操作方法の例についてpatch形状のregionを追加するツール。ので操作できるツール。あれば、基本的にcellZoneを定を追加
義しているサーバに接続し、シェルを起動する。して領域分を削除）割から削除。やり返し処理用の直し、処理を高速化（した方が悪早く処理を行う事ができる。い。

今回チェックし、無ければは、基本的に9-6-1項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成したmultiRegionの caseに新しいregion「cover」を追加してみ修正。るツール。。

9-6-5-1.　追加するツール。regionの形状

今の形状は、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの形状な操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的にsideW、基本的にheaterWの patchに接するツール。coverを追加してみ修正。るツール。。
sideWと heaterWを加えた形状は、基本的に直し、処理を高速化（方体の側面（4面）が悪の形状にな操作方法の例についてるツール。。coverは、基本的にこれに接するツール。形状にするツール。。

　

sideWと heaterWの patchに接するツール。coverの形状は、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的に厚さ設定は相対厚さ設定（さ6mmに設定を追加するツール。。

patchが悪互いにいに接するツール。箇所に直接コの形状は、基本的に合をわせてお互いにく必要アプリが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にcover内面にheater底面（heaterW）が悪
と同じ設定で可能になっている。形状の「cover_to_heater」面を作マニュアル　成しているツール。。
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outW

sideW （側面の 4 面）

heaterW
(heater底面）が悪

heater

sideW と最後の heaterW

patch 名 　　　内容
-----------------------------------------
coverInW 　　 :air の inW側
coverOutW 　　 :air の outW側
coverSideW 　　 :cover の外に周面（ 4面）が悪
cover_to_air 　　 :air と接するツール。内面
cover_to_heater    :heater と接するツール。内面

coverInW

coverOutW

coverSideW （側面の 4 面）

cover_to_air

cover_to_heater

＜ cover形状＞
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前記形状で操作できるツール。coverのメッシュを作マニュアル　成するツール。為に、基本的に適当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）な操作方法の例についてcaseをコピーして新しいcase「newRegion」を作マニュアル　成し、基本的に
ここで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成するツール。。（メッシュ作マニュアル　成方法の例については、基本的に7-1項の基本的な操作方法の例について参照。

今回チェックし、無ければの場合を、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がのcsvファイルで操作できるツール。メッシュを作マニュアル　成しているツール。。このモデルの場合を、基本的に中のテキストは、文字数の制限（心に穴が開いているのが悪開いているツール。の
で操作できるツール。、基本的にmeshの座標値をセットの入れ替え力してインストールする。に注意するツール。。

円形の「cover_to_heater」のpatchに snapが悪効いたメッシュを作る為に、節点を特徴線にかな操作方法の例についてい場合をは、基本的にsnappyHexMeshDictの snapControls内の設
定を追加で操作できるツール。、基本的に「multiRegionFeatureSnap false;」を「multiRegionFeatureSnap true;」に変更するツール。と、基本的に円形の
「cover_to_heater」が悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きるツール。。

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪、基本的にメッシュを作マニュアル　成した状態の確認。円形の「cover_to_heater」が悪取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得で操作できるツール。きているツール。。
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9-6-5-2.　multiRegionCaseに region追加

regionを追加するツール。操作マニュアル　は、基本的に「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」folder内にregion名のフォルダを追加し、基本的に
このfolder内に必要アプリな操作方法の例についてファイルを配布された「するツール。必要アプリが悪あるツール。。この操作マニュアル　をTreeFoamが悪行しているってくれるツール。ので操作できるツール。、基本的に追加し
たregionに配布された「するツール。ファイルが悪予めそれらをコピーしてめ準備されているツール。事が悪必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。（ファイルが悪準備されていな操作方法の例についていと、基本的に
追加したregionにファイルが悪配布された「されな操作方法の例についてい。）が悪

従ってセットする必要がある。って、基本的にまず regionに配布された「するツール。必要アプリな操作方法の例についてファイルが悪、基本的に「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」フォルダ内の
fluidRegionと solidRegionsフォルダ内に、基本的に準備されているツール。事を確認するツール。。これが悪準備されていな操作方法の例についてい場合をは、基本的に
9-6-1-1-1項の基本的な操作方法の例についての方法の例についてで操作できるツール。、基本的に必要アプリな操作方法の例についてファイルを準備してお互いにく。

regionに配布された「するツール。ファイルが悪準備されているツール。事を確認後は、「、基本的に対象であるのmultiRegionCaseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加
するツール。。このcaseに新たな操作方法の例についてregion「cover」を追加するツール。為に、基本的に ボタンをクリックして、基本的に「multiRegionの設
定を追加」画面を表示」、「させ、基本的に「region名の変更・追加・削除...」ボタンをクリックして、基本的に「regionの追加・削
除」画面を表示」、「させるツール。。

追加するツール。regionは、基本的に固体の「cover」regionを追加するツール。ので操作できるツール。、基本的に「regionの追加・削除」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。固体の
region「追加」ボタンをクリックするツール。。追加するツール。region名をきいてくるツール。ので操作できるツール。、基本的に新しいregion名「cover」
を入れ替え力してインストールする。するツール。。
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region名を入れ替え力してインストールする。するツール。と、基本的に「regionの追加・削除」画面に戻るり返し処理用の、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的に固体側にregion名が悪追加され
た状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。

このregionの追加の操作マニュアル　は、基本的にregionPropertiesの修正と、基本的に「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」フォルダ内に、基本的に
「cover」regionを追加し、基本的にこのregion中のテキストは、文字数の制限（に、基本的に必要アプリな操作方法の例についてファイル（今回チェックし、無ければは、基本的に固体 regionの為、基本的にsolidRegions
フォルダに保存されているツール。ファイル）が悪をコピー配布された「しているツール。。

9-6-5-3.　メッシュのコピー

今の状態の確認は、基本的にメッシュが悪未だ準備されていな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこのメッシュをコピーするツール。。

メッシュコピーは、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックして、基本的に「新しいcaseの作マニュアル　成」画面を表示」、「させ、基本的に
「meshの入れ替えれ替ええ」タグを選択後は、「、基本的にコピー元にを9-6-5-1項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。作マニュアル　成した「newRegion」caseに設定を追加するツール。。この
後は、「、基本的にコピー元にの「constant/polyMesh」とコピー先は、の「constant/cover」を選択するツール。。（以下の機能を備えている。これら機能がの図の様にの状
態の確認。）が悪

以上で操作できる様に工夫したものが、の設定を追加で操作できるツール。、基本的に「コピー開始」ボタンをクリックするツール。と、基本的にnewRegionのメッシュが悪、基本的にconstant/coverにコ
ピーされるツール。。
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以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にメッシュが悪コピーされたので操作できるツール。、基本的にこの形状をparaFoamで操作できるツール。確認するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に、基本的にcoverが悪追
加されているツール。事が悪確認で操作できるツール。きるツール。。

　 　

9-6-5-4.　追加したregionの材料設定を追加

追加したregionの材料を設定を追加するツール。。設定を追加は、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、の ボタンをクリックし、基本的に「region内 file操
作マニュアル　...」ボタンをクリックし、基本的に「regionのファイル操作マニュアル　」画面を表示」、「させ、基本的に「固体の材料設定を追加」タグを選択
するツール。。

追加regionの材料はCuを設定を追加するツール。。この為に、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に材料 DB側の「Cu」を選択し、基本的に材料設定を追加側
の「cover」行しているをダブルクリックして、基本的にCuを設定を追加候補」欄をダブルクとし、基本的に「材料を設定を追加」ボタンをクリックして、基本的にcover

279

全て体 air を除いた状態の確認



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

に Cu材料を設定を追加するツール。。（詳細かくする為の領域を定義は、基本的に9-6-1-7項の基本的な操作方法の例についてを参照）が悪

下の機能を備えている。これら機能が図の様にが悪Cu材料を設定を追加した状態の確認。

9-6-5-5.　境界条件を変更する場合の設定を追加

計算を開始するツール。為には、基本的に境界条件を変更する場合を再設定を追加するツール。必要アプリが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれを設定を追加するツール。。

境界条件を変更する場合は、基本的にcoverの外に周面（coverSideW面）が悪に熱流れ（速を与えられた「え、基本的にこの熱量がが悪airや heater regionに伝わっわっ
ていくか確認するツール。。
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「air」regionは、基本的にsideWの patchが悪 coverと接するツール。為、基本的に「air_to_cover」にrenameし、基本的に「air_to_heater」
の内容をコピーしてお互いにく。その後は、「、基本的にpatchTypeを「mappedWall」に変えるツール。。T fieldの patch内容も改善する為に、修正し
てお互いにく。下の機能を備えている。これら機能が図の様にの 内を修正。

「heater」regionは、基本的にheaterWの patchが悪 coverと接しているツール。為、基本的に「heater_to_cover」にrenameし、基本的に
「heater_to_air」の内容をコピーするツール。。その後は、「、基本的にpatchTypeを「mappedWall」に変え、基本的にT fieldの patch内
容も改善する為に、修正してお互いにく。

「cover」regionについては、基本的にcover_to_airが悪 airと接するツール。為、基本的にこのpatchTypeを「mappedWall」に修正し、基本的に
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T fieldの patch内容を修正するツール。。また、基本的にcover_to_heaterが悪 heaterと接するツール。為、基本的に同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にpatchTypeを
「mappedWall」に修正し、基本的にT fieldも改善する為に、修正してお互いにく。

coverSideWには、基本的に熱流れ（速を与えられた「えるツール。境界条件を変更する場合「fixedGradient」に変更するツール。。
p fieldについては、基本的にinternalFieldや patch内容を、基本的にheater regionの p fieldと合をわせてお互いにく。
また、基本的に各ユーザの fieldで操作できるツール。変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができしているツール。為、基本的に各ユーザの fieldに変数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学「iniTemp」、基本的に「iniPress」を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。するツール。。

最終的にに、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの状態の確認に設定を追加した。（以下の機能を備えている。これら機能がの 内を修正。）が悪

9-6-5-6.　計算開始

全てての設定を追加が悪終了したので操作できるツール。、基本的に計算を開始するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がが悪、基本的に1s後は、「の状態の確認を示」、「しているツール。。coverの外に周面から削除。熱が悪
airや heaterに伝わっわっているツール。状態の確認が悪確認で操作できるツール。きるツール。。
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9-6-6.　multiRegionCase：流体regionを削除するツール。場合を

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。は、基本的にmultiRegionの caseに新たな操作方法の例についてregionを追加したが悪、基本的にここで操作できるツール。は、基本的にregionを削除してみ修正。るツール。。
regionの追加は、基本的に境界条件を変更する場合の変更を伴いマニュアルの一部を修正。うので操作できるツール。煩雑で、その設定内容が直感的に理解できない。この為、だが悪、基本的に削除は、基本的に簡単に編集できにで操作できるツール。きるツール。。

前項の基本的な操作方法の例についてで操作できるツール。追加した「cover」regionを削除してみ修正。るツール。。

まず、基本的に操作マニュアル　対象であるのcaseを「解が深まる。　特に析 case」に設定を追加し、基本的に ボタンをクリックして「multiRegionの設定を追加」画面を
を表示」、「させ、基本的にこの画面上で操作できる様に工夫したものが、の「region名の変更・追加・削除...」ボタンをクリックし、基本的に「regionの追加・削
除」画面を表示」、「するツール。。

「regionの追加・削除」画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的に削除したいregion（今回チェックし、無ければはcover）が悪を選択して、基本的に「削除」ボタンをク
リックするツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の操作マニュアル　で操作できるツール。、基本的にcover regionが悪削除されるツール。。

削除の動作マニュアル　内容は、基本的にregionPropertiesが悪修正され、基本的に「0」、基本的に「constant」、基本的に「system」内の
「cover」regionが悪削除されるツール。。

また、基本的に削除に伴いマニュアルの一部を修正。い、基本的にcoverが悪関する部分のみ修正。係なく「していた「air」と「heater」regionの boundaryと baoundaryFieldが悪、基本的に
以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に修正されるツール。。

「air」 regionの場合をは、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、に、基本的にcoverと接していたpatch「air_to_cover」が悪
「air_to_coverrDel」に変更され、基本的にpatchTypeが悪「mappedWall」から削除。「patch」に変わり返し処理用の、基本的にpatch内容が悪全てて
のfieldで操作できるツール。「zeroGradient」に変更されるツール。。

283



TreeFoam操作マニュアル　マニュアル　（TreeFoam-2.45-190303)

「heater」regionの場合をも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的にcoverと接していた「heater_to_cover」が悪「hreater_to_coverDel」に
変更され、基本的にpatchTypeも改善する為に、「mappedWall」から削除。「patch」変更され、基本的に全ててのfieldの patch内容が悪
「zeroGradient」に変更されるツール。。

以上で操作できる様に工夫したものが、の様に工夫したものが、にcoverと接していたpatch名が悪coverを削除した事により返し処理用の、基本的に通常の起動方法のpatchTypeに変わり返し処理用の、基本的にここの
patch内容が悪「zeroGradient」に修正されるツール。。この為、基本的にこのままsolverを実行しているさせても改善する為に、エラーは発生せず、基本的に
実行しているで操作できるツール。きるツール。状態の確認にあるツール。。
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しかし、基本的に今の状態の確認は、基本的に発熱させるツール。境界条件を変更する場合が悪無ければくな操作方法の例についてっているツール。ので操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に設定を追加し直し、処理を高速化（す事により返し処理用の、基本的に9-6-1-
9項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。状態の確認に戻るるツール。。

＜air側＞

＜heater側＞

上で操作できる様に工夫したものが、記設定を追加で操作できるツール。計算させた結果の確認が悪以下の機能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。9-6-1-10.項の基本的な操作方法の例についてと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。状態の確認が悪得ら削除。れるツール。。
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9-7.　計算サーバを接続するツール。場合を

計算サーバをTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。接続し、基本的にサーバ内のfolderを TreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、に表示」、「させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。これによ
り返し処理用の、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。サーバ内folderを操作マニュアル　するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
gridEditorに関する部分のみ修正。しては、基本的にサーバ対応させているツール。ので操作できるツール。、基本的に容易にできる。にサーバ内caseを gridEditorで操作できるツール。編集で操作できるツール。きるツール。。
また、基本的にFOCUSや名古屋大学CX400の場合を、基本的にサーバに計算させるツール。為のJobの編集やJob投入れ替え実行しているを容易にできる。に行しているう
事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にサーバを使いやすくする為のって計算するツール。という事は、基本的にモデルの規模モデルの場合が多く、デーが悪大きくな操作方法の例についてっているツール。場合をが悪多い。モデルの規模モデルの場合が多く、デーが悪
大きくな操作方法の例についてっているツール。場合を（要アプリ素数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学100万要アプリ素以上で操作できる様に工夫したものが、）が悪は、基本的にメッシュ作マニュアル　成を含むメッシュ作成の例めて「binary」形式に変換する例で操作できるツール。作マニュアル　成した方が悪
OpenFOAMや TreeFoam側の処理も改善する為に、早く処理を行う事ができる。くな操作方法の例についてるツール。ので操作できるツール。、基本的にbinary形式に変換する例に設定を追加してお互いにく方が悪扱いいやすくな操作方法の例についてるツール。。
binaryに設定を追加するツール。方法の例については、基本的にsystem/controlDictファイル内の「writeFormat」を「binary」に変更するツール。こと
で操作できるツール。設定を追加で操作できるツール。きるツール。。binaryファイルについての詳細かくする為の領域を定義は、基本的に9-1-2項の基本的な操作方法の例についてを参照。

9-7-1.　サーバ接続の為の準備

サーバに接続するツール。場合をは、基本的にまず「~/.ssh/config」ファイル内に、基本的に接続するツール。サーバの情報が下図の様に表示される。を記述する。するツール。必要アプリが悪
あるツール。。このファイルは、基本的にsshで操作できるツール。サーバに接続するツール。時に必要アプリにな操作方法の例についてるツール。。以下の機能を備えている。これら機能がにその例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「してあるツール。が悪、基本的にこの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に
FOCUSと名古屋大学CX400に接続するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにな操作方法の例についてるツール。。
尚、基本的に当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）然で操作できるツール。あるツール。が悪、基本的にサーバに接続するツール。場合をは、基本的に接続先は、のアカウントとパスで操作する為、操作性（生産性）が悪ワードを、基本的に秘密キーと公開キーは、キーと公開キーは、基本的に
作マニュアル　成してお互いにく必要アプリが悪あるツール。。また、基本的にこのconfig、基本的に秘密キーと公開キーは、キーのファイルアクセスで操作する為、操作性（生産性）が悪権限インストールされている事が前提になる。は、基本的に自の環境に合わせな身ののみ修正。の設定を追加にし
てお互いにかな操作方法の例についていと、基本的にsshで操作できるツール。接続で操作できるツール。きな操作方法の例についてい。

-------------- .ssh/config --------------------------------
#FOCUS用してまとめている為、実際に試す事ができ ----
Host FocusLogin
    HostName    ssh.j-focus.jp
    User        ****0001 #ユーザの名
    Port        22
    IdentityFile    ~/.ssh/ff01Focus_id_rsa #秘密キーと公開キーは、キー

Host ff01Focus
    HostName    ff01.j-focus.jp
    User        ****0001 #ユーザの名
    ProxyCommand ssh FocusLogin nc %h %p
    IdentityFile    ~/.ssh/ff01Focus_id_rsa #秘密キーと公開キーは、キー

#名古屋大学用してまとめている為、実際に試す事ができ ----
Host cx400Nagoya #CX400用してまとめている為、実際に試す事ができ
    HostName    cx.cc.nagoya-u.ac.jp
    User        ******a #ユーザの名
    Port        22
    IdentityFile    ~/.ssh/cx400Nagoya_id_rsa #秘密キーと公開キーは、キー

Host fx100Nagoya #FX100用してまとめている為、実際に試す事ができ
    HostName    fx.cc.nagoya-u.ac.jp
    User        ******a
    Port        22
    IdentityFile    ~/.ssh/cx400Nagoya_id_rsa

------------------------------------------------------------
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次に、基本的にTreeFoam側にsshで操作できるツール。接続するツール。サーバの情報が下図の様に表示される。や、基本的にサーバをマウントするツール。ローカル側のディ流れ（レクトリの設
定を追加な操作方法の例についてどの情報が下図の様に表示される。を設定を追加するツール。必要アプリが悪あるツール。。この設定を追加は、基本的に「~/.TreeFoamUser/data/sshfs_data」ファイルに記述する。
するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がにその例を多用してまとめている為、実際に試す事ができを示」、「しているツール。。この例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的にFOCUSと名古屋大学CX400に接続するツール。例を多用してまとめている為、実際に試す事ができにな操作方法の例についてるツール。。
ハッチング部は、基本的に必須項の基本的な操作方法の例について目にな操作方法の例についてるツール。。

------------------- .TreeFoamUser/data/sshfs_data ------------------
#
#  sshfsによるツール。サーバマウント
#  -----------------------

#---- FOCUS -----
Host FOCUS
HostName    ff01Focus #~/.ssh/configで操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。しているツール。host名
HostDir     /home1/g***/****0001 #マウントするツール。host側のディ流れ（レクトリ
MountPoint  #マウントするツール。local側のディ流れ（レクトリ
setEnviron                      #login後は、「の環境設定を追加
    . ~/OF40terminal
    cd ~

#---- 名大cx400 ----
Host 名大cx400
HostName    cx400Nagoya
HostDir     /home/usr*/******a
MountPoint  
setEnviron
    . ~/OF231cxTerminal
    cd ~

#---- 名大fx100 ----
Host 名大fx100
HostName    fx100Nagoya
HostDir     /home/usr*/******a
MountPoint  
setEnviron
    . ~/OF230fxTerminal
    cd ~
------------------------------------------------------------------------------------

上で操作できる様に工夫したものが、記の内、基本的に任意の項の基本的な操作方法の例について目（MountPoint、基本的にsetEnviron）が悪に関する部分のみ修正。しては、基本的に必要アプリに応じ設定で可能になっている。て設定を追加するツール。。（以下の機能を備えている。これら機能がを参照）が悪

MountPoint TreeFoamが悪書いている。き換する例えるツール。ので操作できるツール。、基本的に入れ替え力してインストールする。は不要アプリ。
（マウントするツール。local側のディ流れ（レクトリを指定を追加するツール。。）が悪

setEnviron サーバ側に、基本的にここに記述する。してあるツール。内容で操作できるツール。setEnvironファイルを作マニュアル　成するツール。。
サーバ側の「~/.bash_profile」（シェル起動時にシェルが悪読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（むメッシュ作成の例ファイル）が悪の
最後は、「に「. setEnviron」の一行しているを追記してお互いにく事で操作できるツール。、基本的にloginシェルが悪起動した時に、基本的に
記述する。した内容の環境設定を追加で操作できるツール。bashシェルを起動させるツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
上で操作できる様に工夫したものが、記の設定を追加は、基本的にOpenFOAMの環境設定を追加と、基本的にカレントディ流れ（レクトリの設定を追加を行しているっているツール。。
この為、基本的にloginシェル起動時に、基本的に指定を追加したディ流れ（レクトリに移動して、基本的にOpenFOAMの
環境設定を追加が悪済む。んだ状態の確認で操作できるツール。bashシェルが悪起動するツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
尚、基本的に「cd ~」の行しているは、基本的に移動先は、のディ流れ（レクトリを設定を追加するツール。為の行しているで操作できるツール。あるツール。が悪、基本的にこの行しているは、基本的に
TreeFoamが悪随時書いている。き換する例えるツール。ので操作できるツール。、基本的にこのディ流れ（レクトリの内容は、基本的に何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）で操作できるツール。も改善する為に、可。
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ここまで操作できるツール。で操作できるツール。、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。サーバに接続し、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、にサーバ側のディ流れ（レクトリツリーが悪表示」、「で操作できるツール。きるツール。
状態の確認にな操作方法の例についてっているツール。。しかし、基本的にこの状態の確認は、基本的にサーバ側のディ流れ（レクトリツリーの取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得に時間が悪掛けてできあがったかってしまう。
この為、基本的にサーバ側と高い。これを少しでも改善する為に、速に通信できる様に「で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、に「TreeFoamServer」を準備しているツール。。サーバとの通信できる様に「は、基本的にsshや
scpで操作できるツール。サーバとデータをやり返し処理用の取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用のするツール。事にな操作方法の例についてるツール。が悪、基本的に少しでも改善する為に、な操作方法の例についていデータで操作できるツール。何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）回チェックし、無ければも改善する為に、通信できる様に「するツール。より返し処理用のも改善する為に、、基本的にデータを貯めこめこ
んで操作できるツール。1回チェックし、無ければの通信できる様に「で操作できるツール。済む。むメッシュ作成の例様に工夫したものが、な操作方法の例について工夫したものが、を行しているっているツール。。この処理を行しているっているツール。のが悪、基本的にTreeFoamServerにな操作方法の例についてるツール。。

TreeFoamServerのインスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールは、基本的にTreeFoamが悪インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールされているツール。フォルダ内に「TreeFoam/
TreeFomaServer」フォルダが悪あるツール。ので操作できるツール。、基本的にこれをそのままフォルダ毎、基本的にサーバ側の$HOMEフォルダにコピーす
るツール。事で操作できるツール。インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールで操作できるツール。きるツール。。
コピー方法の例については、基本的にTreeFoamを起動して、基本的に次項の基本的な操作方法の例についての「サーバ接続とサーバのマウント」に従ってセットする必要がある。って、基本的にサーバをマウ
ントするツール。。マウントしたfolderをダブルクリックして、基本的にfolderを開くと、基本的にサーバ側の$HOMEの内容が悪ファ
イルマネージャ上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的にファイルマネージャを使いやすくする為のってTreeFoam/TreeFoamServerフォルダを
サーバ側の＄HOMEフォルダにコピーするツール。。

TreeFoamServer/bin内には実行しているファイルが悪あり返し処理用の、基本的にTreeFoam側から削除。以下の機能を備えている。これら機能がで操作できるツール。そのファイルを実行しているし、基本的にその結果の確認
を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。様に工夫したものが、にしているツール。。
読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（るツール。方法の例については、基本的にsubprocessを importし、基本的にsubprocess.check_output()で操作できるツール。以下の機能を備えている。これら機能がのsshコマンドをを実行しているして、基本的に
実行している結果の確認（標準出力してインストールする。内容）が悪を直し、処理を高速化（接取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得するツール。方法の例についてをとっているツール。。

ssh <ユーザの名>.j-focus.jp "python 
~/TreeFoamServer/bin/server_getUntilSelSolveFolders.py /home2/gdki/./ /home2/gdki/./"

選択 case、基本的に解が深まる。　特に析 caseから削除。4レベル下の機能を備えている。これら機能がまで操作できるツール。のdirを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（り返し処理用の、基本的にその結果の確認を返し処理用のす。

9-7-2.　サーバ接続とサーバのマウント

前項の基本的な操作方法の例についての設定を追加が悪で操作できるツール。きた段階ではで操作できるツール。、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。サーバに接続し、基本的にそのサーバをマウントするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
接続したサーバをローカルPCにマウントするツール。為に、基本的にマウント用してまとめている為、実際に試す事ができのfolderを作マニュアル　成してお互いにく。今回チェックし、無ければの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は、基本的に
「focus」フォルダを作マニュアル　成しているツール。。（このfolderは、基本的に空folderにしてお互いにく。）が悪
この後は、「、基本的にそのfolderを選択し、基本的に右クリックするクリックで操作できるツール。ポップアップメニューを表示」、「させ、基本的に「sshサーバ マウント」
を選択するツール。。（下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照。）が悪

この後は、「、基本的に「serverマウント」画面上で操作できる様に工夫したものが、から削除。、基本的に接続したいserverを選択するツール。。接続で操作できるツール。きるツール。serverは、基本的に9-7-1項の基本的な操作方法の例について
で操作できるツール。定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。したserverにな操作方法の例についてるツール。。server選択後は、「「OK」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にserverが悪マウントされるツール。。
尚、基本的にこの時、基本的にテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪の内容（hostName、基本的にhostDir、基本的にsetEnviron）が悪を修正するツール。と修正された内容で操作できるツール。、基本的に
serverをマウントするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

これにより返し処理用の、基本的にサーバ側の$HOMEディ流れ（レクトリの内容が悪「focus」フォルダにマウントされるツール。。
（この例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に既に、に「TreeFoamServer」が悪インスで操作する為、操作性（生産性）が悪トールされているツール。状態の確認を前提になる。にしているツール。。）が悪
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サーバマウント後は、「は、基本的に空folderだった「focus」folder内に、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、にサーバ側の$HOMEフォルダの内容
が悪そのまま表示」、「されるツール。状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。（下の機能を備えている。これら機能が図の様に参照）が悪
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サーバをマウントするツール。事によって、基本的にサーバ側のfolderや fileへのアクセスで操作する為、操作性（生産性）が悪が悪、基本的にローカル側と同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について感覚で操作できるツール。
操作マニュアル　するツール。事が悪可能を備えている。これら機能がにな操作方法の例についてるツール。。
ただし、基本的にサーバ側のデータを通信できる様に「で操作できるツール。取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（得しているツール。為、基本的にサイズの大きな操作方法の例についてファイル（例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体メッシュファイル、基本的に計
算結果の確認が悪入れ替えっているツール。fieldな操作方法の例についてど）が悪をオープンするツール。事は難しくなるが、こしい。サイズの小する。さな操作方法の例についてcontrolDictや
transportPropertiesな操作方法の例についてどのファイルは、基本的に何も表示されず止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）ら削除。問い合わせを行い、解析題ない。これらを残しておくと、結果ファイルの容量がな操作方法の例についてくオープンし、基本的に編集・保存するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にサーバ側のdirectory構成が悪、基本的にそのままTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。状態の確認にな操作方法の例についてっているツール。が悪、基本的にこれは、基本的に
サーバマウント時に、基本的にTreeFoamServerが悪サーバ側のdirectory構成を4レベルまで操作できるツール。先は、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。しているツール。。
TreeFoamは、基本的にこの先は、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。した内容を表示」、「しているツール。ので操作できるツール。、基本的に4レベル下の機能を備えている。これら機能がまで操作できるツール。は、基本的にスで操作する為、操作性（生産性）が悪ムを見直し、処理を高速化（ーズにfolderを展開するツール。
ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

4レベル以上で操作できる様に工夫したものが、にな操作方法の例についてるツール。とサーバ側を再びポップアップメニューを表示させ読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。に行しているくので操作できるツール。、基本的にfolderの展開に多少しでも改善する為に、の時間が悪掛けてできあがったかってしまう。また、基本的に
この時は必要アプリな操作方法の例についてfolderしか読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（まな操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にこれ以降の起動時は、は、基本的に下の機能を備えている。これら機能が部のfolderを展開するツール。度に書き直される。にサーバ側を読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。に行している
く事にな操作方法の例についてるツール。。このような操作方法の例について場合をは、基本的に展開したいfolderを選択して「Dirの再読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。」ボタンをクリックするツール。
ことで操作できるツール。、基本的にその位の置によっから削除。更に4レベルまで操作できるツール。directory構成を先は、読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。してくれるツール。ので操作できるツール。、基本的にfolderの展開が悪再びポップアップメニューを表示させスで操作する為、操作性（生産性）が悪
ムを見直し、処理を高速化（ーズに行しているえるツール。状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。

9-7-3.　サーバ切断とサーバのアンマウントとサーバのアンマウント

マウントしたサーバを切断とサーバのアンマウントしアンマウントするツール。には、基本的にサーバをマウントしたフォルダを選択して、基本的に右クリックするクリッ
クで操作できるツール。ポップアップメニューを表示」、「させて、基本的に「sshfsサーバ アンマウント」を選択するツール。。
これによって、基本的にサーバを切断とサーバのアンマウントし、基本的にアンマウントするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
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サーバをアンマウントしても改善する為に、、基本的に「~/.ssh/config」は、基本的にそのまま残っているツール。ので操作できるツール。、基本的に端末はを起動してここから削除。
sshや scpコマンドをを使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。事はで操作できるツール。きるツール。。

9-7-4.　サーバとローカル間のfolderコピー方法の例について

サーバとローカル間のデータコピーは、基本的にscpコマンドをを使いやすくする為のってコピーしているツール。が悪、基本的にデータの転送時間を早く処理を行う事ができる。め
るツール。為に、基本的にscpコマンドをに圧縮オプションを追加したコピーを行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。
このコピー方法の例については、基本的にポップアップメニュー上で操作できる様に工夫したものが、から削除。

ローカル側のコピー元にを選択して「コピー」
サーバ側のコピー先は、 folderを選択して 「貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、(scp圧縮転送,cp)」

　 又はは「case貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、(scp圧縮転送,cp)」

するツール。事で操作できるツール。、基本的にscpの圧縮転送で操作できるツール。copy&pasteするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。
上で操作できる様に工夫したものが、記は、基本的に「ローカル → サーバ」にコピーするツール。事を想定を追加しているツール。が悪、基本的に反対に「サーバ → ローカル」にコ
ピーするツール。場合をも改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に行しているうことで操作できるツール。、基本的に圧縮転送するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

また、基本的にサーバのfolderをサーバfolderにコピーするツール。場合を（サーバ内同じ設定で可能になっている。士のコピー）も同様にする事でのコピー）が悪も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にするツール。事で操作できるツール。
copy&pasteするツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。サーバ内同じ設定で可能になっている。士のコピー）も同様にする事での場合をは、基本的に直し、処理を高速化（接、基本的にcpコマンドををsshで操作できるツール。送出しているツール。ので操作できるツール。、基本的にコ
ピー時間は早く処理を行う事ができる。い。

データを貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、ているツール。最中のテキストは、文字数の制限（は、基本的に貼り付け時、り返し処理用の付け時、け時、が悪終わるツール。まで操作できるツール。、基本的に戻るって来な操作方法の例についていので操作できるツール。、基本的にTreeFoamは操作マニュアル　で操作できるツール。きな操作方法の例についてい状
態の確認にな操作方法の例についてってしまうが悪、基本的にこの場合をは、基本的に新しいTreeFoamを起動すれば、基本的に他にの操作マニュアル　が悪で操作できるツール。きるツール。。
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9-7-5.　FOCUSの Job管理

TreeFoamで操作できるツール。は、基本的にFOCUS用してまとめている為、実際に試す事ができのJob管理ツールを準備しているツール。ので操作できるツール。、基本的にJobファイルの作マニュアル　成・編集やJobの投入れ替えが悪
容易にできる。に行しているえるツール。。また、基本的にFOCUS内の各ユーザのシスで操作する為、操作性（生産性）が悪テムを見直し、処理を高速化（の使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ状況は、も改善する為に、確認で操作できるツール。きるツール。ので操作できるツール。、基本的に空いているツール。シスで操作する為、操作性（生産性）が悪テムを見直し、処理を高速化（を選びポップアップメニューを表示させ、基本的に
queueや並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学、基本的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ Node数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を設定を追加してJobを投入れ替えで操作できるツール。きるツール。。

9-7-5-1.　FOCUS Job管理の起動

Jobを投入れ替えしたいcaseを選択し、基本的にポップアップメニューから削除。「server Job管理」を選択するツール。。以下の機能を備えている。これら機能がの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができは、基本的に
tutorials内のmotorBikeを 20並列で操作できるツール。実行しているで操作できるツール。きるツール。ように、基本的に既に、に準備してあるツール。。

「server Job管理」を選択するツール。と、基本的に選択しているツール。ディ流れ（レクトリから削除。接続serverが悪「FOCUS」と判る。るツール。ので操作できるツール。、基本的に以
下の機能を備えている。これら機能がのFOCUS Job管理画面が悪現れるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。、基本的にJobを投入れ替えするツール。事にな操作方法の例についてるツール。。
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9-7-5-2.　Jobファイルの選択・編集

FOCUS Job管理画面上で操作できる様に工夫したものが、の「参照...」ボタンをクリックして、基本的にJobファイル（バッチファイル）が悪を選択するツール。。
これにより返し処理用の、基本的にJobファイルを読み取りアルゴリズムを見直し、処理を高速化（み修正。込まない。（み修正。、基本的にファイル内に設定を追加しているツール。キューや並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学等のが悪表示」、「されるツール。。
Jobファイルの内容を編集するツール。場合をは、基本的に「Job編集」ボタンをクリックするツール。ことで操作できるツール。、基本的に編集で操作できるツール。きるツール。。
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キュー、基本的に並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（nPs）が悪、基本的に使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。node数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（nNodes）が悪は、基本的に直し、処理を高速化（接テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（で操作できるツール。修正し、基本的に「設定を追加」ボタ
ンをクリックするツール。事で操作できるツール。修正で操作できるツール。きるツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に「設定を追加」ボタンをクリックして修正した事を示」、「す画面にな操作方法の例についてるツール。。

この修正内容は、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にのように、基本的にlogファイルを含むメッシュ作成の例め#SBATCH行しているの全ててを設定を追加しているツール。ので操作できるツール。、基本的に「設定を追加」ボタ
ンで操作できるツール。全てての項の基本的な操作方法の例について目を設定を追加するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

尚、基本的にキュー名については、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。設定を追加しているツール。キュー名しか選択で操作できるツール。きな操作方法の例についてい、基本的にまたlogファイル名も改善する為に、画
面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。設定を追加で操作できるツール。きな操作方法の例についていが悪、基本的に「設定を追加file編集」ボタンで操作できるツール。、基本的に下の機能を備えている。これら機能が図の様にの様に工夫したものが、な操作方法の例について設定を追加ファイルが悪開くので操作できるツール。、基本的に新しいキュー
名を追加したり返し処理用の、基本的にlogファイル名を修正してeditorを閉じる為、現在のじ設定で可能になっている。るツール。ことで操作できるツール。、基本的に追加したキュー名が悪選択で操作できるツール。きたり返し処理用の、基本的に
logファイル名が悪変更で操作できるツール。きるツール。様に工夫したものが、にな操作方法の例についてるツール。。

---------- 設定を追加ファイル (~/.TreeFoamUser/focus_data)の内容 ------------------------
#
#  FOCUS setting data
#

#  Log file names
#    These names are able to change at following lines.
logFileName     solve.log #logファイル名を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
errLogFileName  ${jobName}.e%J #errorLogファイル名を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
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#  List of queue names
#    These names are able to add new queue Names.
queueNames
    a024h #キュー名を定を追加義しているサーバに接続し、シェルを起動する。
    a096h #ここにリスで操作する為、操作性（生産性）が悪トアップされているツール。キュー名
    b024h #が悪選択で操作できるツール。きるツール。。
    b096h
    c024h
    c096h
    c006m
    d006h
    d012h
    d024h
    d072h
    e024h
    e072h
    f024h
    g024h
    h024h
-----------------------------------------------------------------------------------

9-7-5-3.　Jobの投入れ替え

Jobを投入れ替えするツール。前に、基本的にFOCUS側の各ユーザのシスで操作する為、操作性（生産性）が悪テムを見直し、処理を高速化（の使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ状況は、を確認したい場合をは、基本的に「freenodes」「squeues」
「sinfo」コマンドをで操作できるツール。確認するツール。が悪、基本的にこのコマンドをのボタンを準備しているツール。ので操作できるツール。、基本的に各ユーザのボタンをクリックするツール。こ
とで操作できるツール。、基本的にその状況は、を知ることができる。るツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。
下の機能を備えている。これら機能が図の様には、基本的に「freenodes」ボタンをクリックした状態の確認にな操作方法の例についてるツール。。テキスで操作する為、操作性（生産性）が悪トボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（にその結果の確認が悪表示」、「されてい
るツール。。使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができ状況は、を確認後は、「、基本的にキュー名や使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができnode数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学（nNodes）が悪を変更するツール。場合をは、基本的に前記したようにテキスで操作する為、操作性（生産性）が悪ト
ボックスで操作する為、操作性（生産性）が悪中のテキストは、文字数の制限（の内容を修正して「設定を追加」ボタンをクリックしてお互いにく。

Jobの投入れ替えは、基本的に「Job投入れ替え実行している...」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にそのJobが悪投入れ替えで操作できるツール。きるツール。。
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Jobを投入れ替えするツール。と、基本的に後は、「々のJob管理の事を考え方で、えて、基本的に「jobId:886545」のファイルを作マニュアル　成しているツール。。このファ
イル内には、基本的に投入れ替えした jobFile名を記録してお互いにり返し処理用の、基本的にその jobFile内には、基本的にlogFile名が悪記録されているツール。。こ
の為、基本的にjobIdから削除。logFile名が悪検索し、そので操作できるツール。きるツール。状態の確認にしているツール。。

「その他にコマンドを」は、基本的にfreenodes, squeues, sinfo以外にのコマンドを投入れ替えするツール。時（例を多用してまとめている為、実際に試す事ができ：流体uacctコマンドを等の）が悪
に、基本的にそのコマンドをを入れ替え力してインストールする。し、基本的に<enter>又はは「run」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にそのコマンドをの実行している結果の確認が悪
帰ってくるツール。。入れ替え力してインストールする。するツール。コマンドをは、基本的に「ls」コマンドをで操作できるツール。も改善する為に、実行している結果の確認が悪戻るってくるツール。。

9-7-5.4　実行しているJobの管理

Jobを投入れ替えした後は、「は、基本的にそのJobの実行している状況は、が悪確認で操作できるツール。きるツール。。その確認方法の例については、基本的に「squeue」ボタンをクリックす
るツール。事で操作できるツール。確認で操作できるツール。きるツール。。（squeueコマンドを実行しているした結果の確認が悪表示」、「されるツール。。）が悪
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投入れ替えした各ユーザの々のJobの計算状況は、を確認するツール。方法の例についてとして、基本的に
計算logの表示」、「
残渣が確認できる。の表示」、「

で操作できるツール。確認するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

計算logの表示」、「は、基本的に確認したいJobを選択し、基本的に「tail -f」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの端末はが悪開き、基本的に
logを確認するツール。ことが悪で操作できるツール。きるツール。。

この方法の例については、基本的にJobIdから削除。logFileを検索し、そのするツール。必要アプリが悪あるツール。。Job投入れ替え時に、基本的に「jobId:******」と言うfileを作マニュアル　
成してお互いにり返し処理用の、基本的にこの中のテキストは、文字数の制限（に jobFile名が悪記録されているツール。ので操作できるツール。、基本的にjobFileの内容から削除。logFile名を探しだすことがしだすことが悪
で操作できるツール。きるツール。。この為、基本的に今回チェックし、無ければの場合をは、基本的に「jobId:886545」のファイルを検索し、そのするツール。ことで操作できるツール。、基本的にlogFile名を探しだすことがしだすこ
とが悪で操作できるツール。きるツール。。

このファイルの検索し、その方法の例については、基本的にカレントディ流れ（レクトリから削除。検索し、そのを開始し、基本的にここに存在しないしな操作方法の例についてい場合をは、基本的に全て
folderを検索し、そのするツール。方法の例についてをとっているツール。。
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尚、基本的にTreeFoam上で操作できる様に工夫したものが、から削除。 jobを投入れ替えしな操作方法の例についてかった場合をは、基本的に「jobId:******」が悪存在しないしな操作方法の例についてい事にな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的にlogファイル
が悪探しだすことがし出せな操作方法の例についていが悪、基本的にこの様に工夫したものが、な操作方法の例について場合をは、基本的にjobを投入れ替えしたfolderに移動して、基本的に再度に書き直される。「FOCUS Job管理」を起動し
て、基本的に該当たっては、以下の例の様に設定する。（設定不要項目もある。）するツール。 jobを選択すれば、基本的にlogファイルを探しだすことがしだす事が悪で操作できるツール。きるツール。。カレントディ流れ（レクトリ内のlogファ
イルの検索し、その方法の例については、基本的に

・「jobId:******」ファイルを検索し、その
・ファイルのタイムを見直し、処理を高速化（スで操作する為、操作性（生産性）が悪タンプが悪10分を削除）以内のファイルを検索し、そのし、基本的にそのファイル名が悪「solve.log」又は

は「o******」、基本的に「******o」のファイル、基本的に又ははfile名に「out」を含むメッシュ作成の例むメッシュ作成の例ファイルを検索し、その
して、基本的にlogFileを探しだすことがしだすので操作できるツール。、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記に合を致すれば、検索できる。すれば、基本的に検索し、そので操作できるツール。きるツール。。

また、基本的に残渣が確認できる。の表示」、「も改善する為に、同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、にJobを選択し、基本的に「plotWatcher」ボタンをクリックするツール。事で操作できるツール。、基本的にployWatcherが悪起動
し、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に残渣が確認できる。を確認するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。残渣が確認できる。の表示」、「も改善する為に、logFileを検索し、そのするツール。必要アプリが悪あるツール。が悪、基本的に上で操作できる様に工夫したものが、記と同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について
方法の例についてで操作できるツール。、基本的にlogFileを検索し、そのしているツール。。

投入れ替えしたJobを停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）（scancel）が悪したい場合をは、基本的にそのJobを選択して、基本的に「scancel」ボタンをクリックするツール。こ
とで操作できるツール。、基本的に停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）で操作できるツール。きるツール。。
停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）で操作できるツール。きたかどうかは、基本的に再びポップアップメニューを表示させ「squeue」ボタンをクリックして実行している状況は、を表示」、「させるツール。ことで操作できるツール。、基本的に確認で操作できるツール。きるツール。。
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9-7-6.　名古屋大学CX400の Job管理

名古屋大学CX400用してまとめている為、実際に試す事ができ serverについても改善する為に、、基本的にFOCUSと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例についてJob管理ツールを準備しているツール。ので操作できるツール。、基本的にFOCUSと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、
な操作方法の例について操作マニュアル　で操作できるツール。Job管理するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

9-7-2項の基本的な操作方法の例についてに従ってセットする必要がある。って、基本的にCX400サーバをマウントし、基本的にサーバ内のcaseを選択後は、「、基本的に右クリックするクリックで操作できるツール。「server Job管
理」を選択するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表れるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。Jobの投入れ替え等のを行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができするツール。サーバの指定を追加は、基本的にこの例を多用してまとめている為、実際に試す事ができで操作できるツール。は「4コアの仮の想ノードをを1台」使用して」使いやすくする為の用してまとめている為、実際に試す事ができして4並列の計算を行しているう設定を追加にな操作方法の例について
るツール。。指定を追加しているツール。のは、基本的に仮の想ノードをな操作方法の例についてので操作できるツール。、基本的に実ノードを（28コア）が悪の実力してインストールする。に応じ設定で可能になっている。て、基本的に設定を追加するツール。。
制限インストールされている事が前提になる。時間は、基本的にこの時間を超えている。（えた場合を、基本的に停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）させるツール。設定を追加にな操作方法の例についてるツール。。この部分を削除）を空白にした場合をは、基本的にサーバのシスで操作する為、操作性（生産性）が悪
テムを見直し、処理を高速化（側の設定を追加で操作できるツール。停止まってしまう。（エラーメッセージが表示されない。）するツール。。

上で操作できる様に工夫したものが、記設定を追加は、基本的にJobファイル内に以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、に記述する。されるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
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また、基本的にFOCUSの Job管理と同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的に「tail -f」で操作できるツール。logが悪表示」、「され、基本的に「plotWatcher」で操作できるツール。残渣が確認できる。を表示」、「させるツール。こ
とが悪で操作できるツール。きるツール。。

尚、基本的に「設定を追加file編集」ボタンで操作できるツール。は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの設定を追加を編集して設定を追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

---------- 設定を追加ファイル (~/.TreeFoamUser/nagoyaCx_data)の内容 ------------------------
#
#  nagoya cx setting data
#

#  Log file names
#    These names are able to change at following lines.
logFileName     solve.log

#  List of queue names
#    These names are able to add new queue Names.
queueNames
    cx-debug
    cx-small
    cx-middle
    cx-large
    cx2-debug
    cx2-single
    cx2-small
    cx2-middle
----------------------------------------------------------------------------------------
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9-7-7.　名古屋大学FX100の Job管理

名古屋大学FX100用してまとめている為、実際に試す事ができ serverについても改善する為に、、基本的に名古屋大学CX400や FOCUSと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例についてJob管理ツールを準備しているツール。
ので操作できるツール。、基本的にCX400や FOCUSと同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、な操作方法の例について操作マニュアル　で操作できるツール。Job管理するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

9-7-2項の基本的な操作方法の例についてに従ってセットする必要がある。って、基本的にFX100サーバをマウントし、基本的にサーバ内のcaseを選択後は、「、基本的に右クリックするクリックで操作できるツール。「server Job管
理」を選択するツール。と、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの画面が悪表れるツール。。この画面上で操作できる様に工夫したものが、で操作できるツール。Jobの投入れ替え等のを行しているう事が悪で操作できるツール。きるツール。。

この設定を追加は、基本的に4ノードをを使いやすくする為のって、基本的に128並列の処理をさせるツール。Jobにな操作方法の例についてるツール。。名古屋大学CX400とは異なるのでな操作方法の例についてり返し処理用の、基本的に実在しない
するツール。ノードをと並列数のサーバに接続できる様に修正。名古屋大学を指定を追加するツール。。（FOCUSと同じ設定で可能になっている。じ設定で可能になっている。。）が悪

上で操作できる様に工夫したものが、記設定を追加で操作できるツール。「設定を追加」ボタンをクリックするツール。と、基本的にJobファイル内には以下の機能を備えている。これら機能がの様に工夫したものが、な操作方法の例について内容が悪記述する。されるツール。ことにな操作方法の例についてるツール。。
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また、基本的にFOCUSの Job管理と同じ設定で可能になっている。様に工夫したものが、に、基本的に「tail -f」で操作できるツール。logが悪表示」、「され、基本的に「plotWatcher」で操作できるツール。残渣が確認できる。を表示」、「させるツール。こ
とが悪で操作できるツール。きるツール。。

尚、基本的に「設定を追加file編集」ボタンで操作できるツール。は、基本的に以下の機能を備えている。これら機能がの設定を追加を編集して設定を追加するツール。事が悪で操作できるツール。きるツール。。

---------- 設定を追加ファイル (~/.TreeFoamUser/nagoyaFx_data)の内容 ------------------------
#
#  nagoya fx setting data
#

#  Log file names
#    These names are able to change at following lines.
logFileName     solve.log

#  List of queue names
#    These names are able to add new queue Names.
queueNames
    fx-debug
    fx-small
    fx-middle
    fx-large
    fx-xlarge
    fx-special
----------------------------------------------------------------------------------------
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